
実
証
的
精
神
論

A
uguste C

om
te

著

田
辺
寿
利
訳



二

凡
例

本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
、コ
ン
ト
著
田
辺
寿
利
訳
『
實
證
的
精
神
論
』
信
濃
書
房1948

（
昭
和
二
三
）
年
発
行
（
初
版
）
を
底
本
と
し
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
化
に
当
た
っ
て
は
、
岩
波
文
庫
版1985

第
三
刷
（1938

第
一
刷
）
を
使
用
し
、
両
者
を
校
合
し
た
。
底
本
に
対
し

て
以
下
の
変
更
を
加
え
て
い
る
。

・
旧
漢
字
・
旧
仮
名
づ
か
い
を
、
新
字
・
現
代
仮
名
づ
か
い
に
改
め
た
。
ま
た
送
り
仮
名
も
現
代
的
に
変
え
た
。
例
え
ば
、

値
ひ
す
→
値
す
、
齎
ら
す
→
齎
す
、
表
は
す
→
表
す
、
次
ぎ
に
→
次
に
、
新
ら
し
い
→
新
し
い
、
与
み
す
→
与
す
、
な
ど
。

・
一
人
称
単
数
の
「
余
」
を
「
私
」
に
変
え
た
。「
餘
」
を
「
余
」
に
変
え
た
こ
と
も
あ
り
明
確
に
す
る
意
も
あ
る
。

・
人
名
な
ど
カ
ナ
表
記
を
い
く
つ
か
現
代
的
に
改
め
た
、
一
覧
を
巻
末
に
記
す
。

・
信
濃
書
房
版
が
訳
者
に
と
っ
て
の
最
終
版
に
な
る
が
、
誤
植
誤
字
が
い
く
つ
か
あ
る
。
明
ら
か
な
も
の
は
注
記
無
し
で
改

め
た
。（
互
→
亙
は
多
数
あ
る
。）
い
く
つ
か
の
訳
の
変
更
箇
所
で
、
疑
問
な
部
分
は
、
岩
波
文
庫
版
の
マ
マ
に
し
、
注
記

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
波
版
に
比
べ
、
大
量
に
読
点
が
追
加
さ
れ
た
。
一
部
岩
波
版
の
マ
マ
に
し
た
処
も
あ
る
が
。

ル
ビ
は
岩
波
文
庫
版
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

・【
】
お
よ
び
頁
左
の
脚
注
は
、
す
べ
て
作
成
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

・
挿
入
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
い
く
つ
か
イ
タ
リ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
原
著
の
実
証
主
義
協
会
版
に
お
い

て
イ
タ
リ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

・
篇
・
章
・
節
の
項
目
名
を
、
本
文
中
に
挿
ん
だ
の
は
作
成
者
で
あ
る
。

・
文
献
名
が
青
字
斜
体
で
あ
る
も
の
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。



三

改
訂
版
序

本
書
の
旧
版
は
、一
九
三
八
年『
岩
波
文
庫
』中
の
一
本
と
し
て
世
に
出
で
、爾
来
版
を
重
ね
る
こ
と
数
度
に
及
ん
だ
。

太
平
洋
戦
争
中
、
た
ま
た
ま
小
閑
を
え
た
訳
者
は
、
そ
れ
を
利
し
て
訳
文
の
再
検
討
を
試
ろ
み
、
原
文
と
照
合
し
て
全

巻
を
通
読
し
た
。
そ
し
て
、
意
に
満
た
ぬ
箇
所
に
出
来
る
限
り
修
正
を
施
こ
し
た
。
尤
も
、
特
に
重
大
と
い
う
ほ
ど
の

誤
訳
に
は
遭
遇
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
行
文
そ
の
他
に
関
し
、
ほ
と
ん
ど
各
頁
に
亘
っ
て
朱
筆
が
加
え
ら
れ
た
。
今
装

を
更
え
て
再
び
世
に
送
ら
う
と
す
る
の
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
改
訂
版
で
あ
る
。

一
九
四
七
年
一
一
月
六
日

横
須
賀
元
潮
入
の
仮
寓
に
て　
　

訳
者



四

訳
者　

序
言

【
訳
者
】
序
言

実
証
哲
学
の
祖
で
あ
り
社
会
学
の
父
で
あ
る
オ
ー
ギ
ス
ト
・
コ
ン
ト
（A

uguste C
om

te, 1798-1857

）
は
、
社
会

再
建
の
第
一
程
が
民
衆
教
育
に
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
一
八
三
一
年
以
後
十
四
年
間
、
パ
リ
第
三
区
の
区
役
所
を
使

用
し
て
、
民
衆
の
た
め
に
天
文
学
の
無
料
公
開
講
義
を
、
毎
年
繰
り
返
し
て
行
っ
た
。
こ
の
講
義
案
は
、
大
著
『
実
証

哲
学
講
義
』
完
成
の
二
年
後
、
す
な
わ
ち
一
八
四
四
年
に
、『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』（Traité philosophique 

d’astronom
ie populaire, 1844

）i i

の
名
で
出
版
さ
れ
た
が
、そ
の
際
コ
ン
ト
は
、特
に
こ
の
著
述
の
巻
頭
に
添
え
た
「
実

証
的
精
神
序
論
」（D

iscours prélim
inaire sur l’esprit positif

）
な
る
一
文
を
、
独
立
の
単
行
本
と
し
て
同
時
に
公
刊

し
た
。
こ
れ
が
、
こ
こ
に
訳
出
し
た
『
実
証
的
精
神
論
』（D

iscours sur l’esprit positif, 1844

）
で
あ
る
。

『
実
証
的
精
神
論
』
は
、コ
ン
ト
自
身
の
原
版
に
於
い
て
は
、僅
か
に
菊
版
一
〇
八
頁
の
小
著
述
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

に
も
拘
ら
ず
こ
の
書
は
、
コ
ン
ト
の
著
述
中
で
常
に
特
別
な
価
値
を
附
与
さ
れ
て
い
る
。
と
言
う
の
は
、
こ
の
書
は
一

方
に
於
い
て
、
コ
ン
ト
の
前
期
哲
学
の
具
表
で
あ
る
『
実
証
哲
学
講
義
』
全
六
巻
の
厖
大
な
内
容
を
、
極
め
て
ユ
ニ
ク

な
形
で
縮
約
す
る
と
共
に
、
他
方
ま
た
後
期
哲
学
の
総
観
た
る
『
実
証
政
治
体
系
』
四
巻
に
於
い
て
発
展
せ
し
め
ら
れ

た
諸
観
念
の
若
干
を
、
す
で
に
萌
芽
の
形
で
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
こ
の
書
が
、
コ
ン
ト
自
身
に
於
い
て

i　

コ
ン
ト
は
、
本
書
で
は
自
著
を"Traité"

と
呼
ん
で
い
る
。
訳
語
と
し
て
は
多
く
は
「
論
文
・
論
考
」
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
田
辺
は
『
汎

論
』
と
訳
し
て
い
る
。
コ
ン
ト
は
、
本
書
す
な
わ
ち"Traité"

の
序
論
部
分
を"D

iscours"

と
呼
ぶ
。



五

も
、ま
た
多
く
の
実
証
主
義
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
も
、コ
ン
ト
の
他
の
二
者
す
な
わ
ち
『
実
証
主
義
総
論
』（D

iscours 

sur l’ensem
ble du positivism

e, 1848

）
及
び
『
実
証
主
義
問
答
』（C

atéchism
e positiviste, 1852

）
と
共
に
、
実
証

的
精
神
の
よ
き
略
解
書
と
し
て
、
つ
ね
に
挙
示
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
実
証
的
精
神
論
』
は
、
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
を
大
観
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
便
利

な
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
著
述
は
た
し
か
に
成
功
の
書
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
こ
の
書
は
、
必
ず
し
も
読
み
易
い
も
の
で
は
な
い
。
第
一
に
そ
の
叙
述
は
、『
実
証
哲
学
講
義
』
の
詳
説
を
予
想
す

る
結
果
と
し
て
、
あ
ま
り
に
簡
単
過
ぎ
る
。
そ
の
た
め
に
読
者
は
、『
実
証
哲
学
講
義
』
に
於
け
る
具
体
的
説
明
を
参

看
す
る
の
で
な
け
れ
ば
了
解
し
に
く
い
よ
う
な
場
合
に
、
し
ば
し
ば
出
会
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
書
は
、『
実
証
哲
学

講
義
』
の
詳
し
い
内
容
を
知
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
コ
ン
ト
思
想
の
論
理
的
展
開
を
容
易
に
把
握
し
う
る
と
い
う

点
に
於
い
て
、
頗
る
有
益
な
著
述
で
あ
る
が
、
何
ら
の
準
備
な
し
に
直
ち
に
こ
の
書
に
接
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
決
し

て
便
利
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
定
評
あ
る
コ
ン
ト
特
有
の
文
体
は
、
民
衆
の
た
め
に
書
か
れ
た

こ
の
書
を
、
却
っ
て
民
衆
か
ら
遠
ざ
け
る
よ
う
な
効
果
を
与
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ

の
書
は
ま
た
失
敗
の
書
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
こ
の
著
述
は
、『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
の
序
論
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
関
係
上
、
章
、
節
等
の
区

切
り
が
な
い
。
こ
の
欠
を
補
う
た
め
に
、
一
八
九
八
年
に
発
行
さ
れ
た
「
実
証
主
義
協
会
」
版
で
は
可
成
り
詳
細
に

亙
る
解
説
表
を
巻
頭
に
附
し
、
七
十
九
段
の
全
内
容
を
、
三
篇
、
九
章
、
二
十
三
節
及
び
結
論
に
分
け
て
、
目
次
の



六

訳
者　

序
言

代
用
を
さ
せ
て
い
る
。
ま
たC

lassiques G
arnier

で
出
た
ル
・
ヴ
ェ
リ
エ
（C

h. Le Verrier

）
の
新
版
に
於
い
て
も
、

全
内
容
が
三
篇
、
二
十
四
節
に
分
属
せ
し
め
ら
れ
て
あ
る
。『
実
証
的
精
神
論
』
は
、
コ
ン
ト
の
母
国
に
於
い
て
す

ら
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
な
し
に
は
近
づ
き
難
い
著
述
と
見
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ん
や
外
国
に
於
い
て
お
や
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
ビ
イ
ズ
リ
イ
の
英
訳
（A D

iscourse on the Positive Spirit by Auguste C
om

te Translated w
ith explanatory 

notes, by Edw
ard Spencer B

eesly, London, 1903

）
は
、「
実
証
主
義
協
会
」
版
よ
り
も
更
に
一
層
詳
細
な
解
説
表
を

附
し
、
ま
た
ゼ
プ
レ
ヒ
ト
の
独
訳
（A

uguste C
om

te, Abhandlung über den G
eist des Positivism

us, Ü
bersetzt und 

herausgegeben von D
r. phil. Friedrich Sebrecht, Leipzig, 1915

）
は
、「
実
証
主
義
協
会
」
版
の
解
説
表
を
そ
の
ま

ま
独
訳
し
て
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
配
慮
は
、
今
日
の
読
者
に
対
し
て
は
、
極
め
て
親
切
な
ま
た
極
め
て
妥
当
な
処

置
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
の
こ
の
日
本
訳
は
、コ
ン
ト
の
原
版
す
な
わ
ち
『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
か
ら
直
接
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
よ
う
な
原
著
の
性
質
の
故
に
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
日
本
語
に
直
し
た
だ
け
で
は
意
味
を
な
さ

ぬ
と
考
え
た
結
果
、
一
方
独
訳
に
倣
っ
て
、「
実
証
主
議
協
会
」
版
の
解
説
表
を
訳
し
て
巻
頭
に
掲
げ
る
と
共
に
、
他

方
ま
た
、
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
、
相
当
多
く
の
注
解
を
附
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
注
の
う
ち
に
は
、
ル
・
ヴ

ェ
リ
エ
、
ビ
イ
ズ
リ
ー
、
及
び
ゼ
ブ
レ
ヒ
ト
の
注
か
ら
獲
た
も
の
も
若
干
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
私
は
、
特
に
フ
ラ
ン

ス
の
思
想
及
び
歴
史
的
事
実
に
疎
い
日
本
の
読
者
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
私
自
身
必
要
と
判
断
す
る
解
説
を
行
っ



七

た
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
自
身
が
加
え
た
三
個
の
注
は
、
特
に
原
注
の
名
の
も
と
に
、
私
の
注
と
区
別
し
て
あ
る
。
こ
の

私
の
注
が
読
者
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
な
ら
ば
、
私
の
努
力
は
充
分
酬
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
私
は
、
こ
の
訳
に
必
要
な
文
献
に
関
し
て
、
九
州
帝
国
大
学
教
授
蔵
内
数
太
、
岐
阜
高
等
農
林
学
校
教
授
鈴
木

栄
太
郎
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
講
師
本
田
喜
代
治
の
三
君
の
厚
誼
に
接
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
謝
意
を
表
す
る
。

一
九
三
八
年
三
月
一
五
日

相
州
鵠
沼
に
て　
　

訳
者



八

『
実
証
的
精
神
論
』
解
説
表

『
実
証
的
精
神
論
』
解
説
表

一　
本
序
論
の
目
的
。

第
一
篇　

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

第
一
章　

人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

二　
三
状
態
の
法
則
。

第
一
節　

神
学
的
す
な
わ
ち
擬
制
的
状
態

三　
神
学
的
状
態
の
概
観
。

四　
第
一
段
階
―
―
呪
物
観
。

五　
第
二
段
階
―
―
多
神
観
。

六　
第
三
段
階
―
―
一
神
観
。

七　
一
神
観
の
知
的
役
割
。

八　
一
神
観
の
社
会
的
役
割
。

第
二
節　

形
而
上
学
的
す
な
わ
ち
抽
象
的
状
態

九　
こ
の
中
間
的
状
態
の
必
然
性
。



九

一
〇　
形
而
上
学
的
状
態
の
純
批
判
的
性
質
。

一
一　
形
而
上
学
的
状
態
の
歴
史
的
役
割
―
―
既
存
の
秩
序
の
破
壊
。

第
三
節　

実
証
的
す
な
わ
ち
現
実
的
状
態

一
二　
実
証
的
状
態
の
根
本
的
特
質
―
―
諸
自
然
法
則
の
確
立
、
す
な
わ
ち
想
像
を
観
察
に
断
え
ず
従
属
せ
し
む
る
こ
と
。

一
三　
実
証
的
精
神
の
相
対
的
性
質
―
―
（
一
）
我
々
の
身
体
構
造
に
対
し
て
。

一
四　
実
証
的
精
神
の
相
対
的
性
質
―
―
（
二
）
社
会
進
化
に
対
し
て
。

一
五　
実
証
的
諸
法
則
の
目
的
―
―
予
見
は
全
科
学
の
目
的
で
あ
る
。

一
六　
法
則
が
普
遍
的
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
念
は
、
人
類
の
永
き
且
つ
緩
慢
な
る
進
化
の
結
果
獲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章　

実
証
的
精
神
の
目
的

一
七　
実
証
的
精
神
の
二
重
の
目
的
―
―
知
的
と
社
会
的
と
。

第
一
節　

知
的
調
和
の
成
立

一
八　
我
々
の
種
々
の
概
念
を
永
続
的
ま
た
同
質
的
の
も
の
た
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
各
人
の
理
解
力
に
統
一
を
与
え
る
こ
と
。

法
則
の
二
つ
の
種
類
。

一
九　
知
的
統
一
は
、
客
観
的
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
、
換
言
す
れ
ば
宇
宙
に
属
せ
し
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
し

た
が
っ
て
唯
物
論
の
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。

二
〇　
知
的
統
一
は
、
主
観
的
の
も
の
で
あ
る
―
―
我
々
の
一
切
の
概
念
を
神
に
帰
属
せ
し
め
る
よ
り
も
、
そ
れ
ら
を
人
類
に
帰
属
せ
し
め

る
方
が
、
知
的
統
一
を
一
層
完
全
ま
た
一
層
安
固
な
ら
し
め
る
。



一
〇

『
実
証
的
精
神
論
』
解
説
表

二
一　
社
会
を
組
織
化
し
、
人
類
の
最
終
的
統
一
を
基
礎
づ
け
う
る
唯
一
の
も
の
は
、
人
類
に
関
す
る
科
学
で
あ
る
。

第
二
節　

科
学
と
技
術
と
の
調
和

二
二　
科
学
は
、
技
術
を
整
備
す
る
。
技
術
は
、
単
に
無
機
的
及
び
生
物
的
自
然
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
更
に
ま
た
政
治
的
及
び
道
徳
的

自
然
に
対
し
て
の
、
人
間
の
合
理
的
作
用
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

二
三　
社
会
的
目
的
は
、
諸
法
則
の
探
求
を
決
定
し
、
明
確
に
し
、
且
つ
完
全
に
す
る
。

二
四　
産
業
的
生
活
は
、
直
接
に
は
そ
の
対
象
の
故
に
、
ま
た
間
接
に
は
そ
の
反
神
学
的
特
質
の
故
に
、
神
学
的
信
念
に
対
す
る
実
証
的
信

念
の
代
置
を
助
成
す
る
。

第
三
節　

神
学
に
対
す
る
科
学
の
不
融
和
性

二
五　
最
初
暗
黙
的
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
し
か
し
常
に
根
本
的
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
神
学
に
対
す
る
科
学
の
不
融
和
性
は
、
論
理
に
於

い
て
と
同
時
に
教
理
に
於
い
て
も
当
然
で
あ
る
。

二
六　
神
学
に
対
す
る
科
学
の
反
抗
は
、
進
化
過
程
の
進
む
に
つ
れ
て
漸
次
明
瞭
と
な
る
。
神
学
主
義
を
一
神
観
に
ま
で
縮
小
さ
せ
た
大
変

革
の
能
因
は
、
実
に
科
学
で
あ
る
。

二
七　
右
の
反
抗
は
つ
い
に
一
神
観
そ
れ
自
体
に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
か
く
て
科
学
は
、
知
的
及
び
社
会
的
の
両
役
割
に
於
い
て
、
神
学
の
地

位
を
奪
っ
た
。

二
八　
実
証
的
精
神
の
優
勢
の
決
定
的
表
示
。
形
而
上
学
は
、「
自
然
」
を
「
神
」
に
、「
諸
法
則
」
を
「
諸
意
志
」
に
和
解
さ
せ
た
。

二
九　
他
の
表
示
。
最
終
原
因
の
教
理
に
対
す
る
存
在
条
件
の
原
理
の
代
用
は
、
人
間
活
動
が
日
々
そ
の
改
良
を
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
の
自

然
の
秩
序
の
不
完
全
性
を
、
漸
次
顕
著
な
ら
し
め
た
。



一
一

第
三
章　

実
証
的
精
神
と
良
識
と
の
連
帯

第
一
節　

実
証
的
精
神
の
諸
属
性

三
〇　
真
の
哲
学
の
諸
属
性
は
、「
実
証
的
」
と
い
う
語
の
有
つ
種
々
の
意
味
の
う
ち
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

三
一　
「
現
実
性
」、「
有
用
性
」、「
確
定
性
」、「
明
確
性
」
―
―
こ
れ
ら
の
四
つ
の
一
般
的
特
質
は
、
実
証
的
精
神
を
他
の
一
切
の
哲
学
方

式
か
ら
区
別
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
二　
「
建
設
的
」
特
質
―
―
こ
れ
は
実
証
的
精
神
を
、
形
而
上
学
的
精
神
か
ら
本
質
的
に
区
別
す
る

三
三　
「
相
対
的
」
特
質
―
―
こ
れ
は
、
建
設
的
特
質
と
連
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
原
理
上
不
易
な
一
の
学
説
を
事
実
上
妥
協
せ
し
め
る

も
の
で
あ
る
。

第
二
節　

実
証
的
精
神
の
起
源

三
四　
実
証
的
精
神
と
普
遍
的
良
識
と
の
根
本
的
同
一
及
び
本
質
的
差
異
。

三
五　
実
証
的
諸
思
索
は
、
共
通
的
理
性
か
ら
彼
ら
の
一
般
的
諸
原
理
を
借
り
、
こ
れ
を
普
遍
的
且
つ
聯
関
的
の
も
の
と
す
る
。
方
法
は
決

し
て
理
論
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

三
六　
実
証
的
精
神
は
、
理
論
的
す
な
わ
ち
抽
象
的
理
性
に
対
す
る
実
際
的
す
な
わ
ち
具
体
的
理
性
の
特
殊
な
反
作
用
が
、
種
々
の
領
域
の

現
象
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
さ
れ
る
。

三
七　
科
学
と
良
識
と
の
究
極
的
調
和
は
、
次
の
二
種
の
努
力
を
必
要
と
す
る
。（
一
）
社
会
及
び
道
徳
に
関
す
る
諸
科
学
を
、
実
証
的
の

も
の
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
努
力
。（
二
）
実
証
的
諸
概
念
の
全
般
を
、「
人
類
」
の
観
念
に
よ
っ
て
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
努
力
。『
実

証
哲
学
体
系
』（
実
証
哲
学
講
義
）
の
目
的
は
、
こ
の
二
重
の
企
図
を
満
足
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。



一
二

『
実
証
的
精
神
論
』
解
説
表

第
二
篇　

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

三
八　
社
会
的
目
的
。

第
一
章　

秩
序
と
進
歩
と
を
和
解
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

第
一
節　

建
設
作
業
に
於
け
る
現
存
諸
学
派
の
無
力

三
九　
大
危
機
（
一
七
八
九
年
の
革
命
）
の
実
証
的
考
察
。

四
〇　
現
在
の
状
態
（
一
八
三
〇
年
の
革
命
）。
復
古
学
派
と
消
極
学
派
の
無
能
と
無
力
。

四
一　
中
間
学
派
。
す
な
わ
ち
敵
対
的
二
学
派
（
自
由
、
一
般
的
秩
序
）
の
経
験
的
妥
協
。
政
治
的
現
状
維
持
と
完
全
な
哲
学
的
自
由
は
、

そ
れ
に
起
因
す
る
。

第
二
節　

秩
序
と
進
歩
と
の
実
証
的
和
解

四
二　
実
証
学
派
は
平
常
的
状
態
を
設
定
す
る
。

四
三　
実
証
的
精
神
は
い
か
な
る
主
題
に
関
し
て
も
、「
秩
序
」を「
進
歩
」の
条
件
と
し
、且
つ「
進
歩
」を「
秩
序
」の
当
然
の
目
的
と
す
る
。

四
四　
秩
序
の
見
地
。
実
証
的
精
神
は
、
主
要
な
諸
疑
問
を
、
特
に
道
徳
的
の
も
の
と
し
て
、
ま
た
過
去
の
知
識
及
び
主
た
る
実
証
的
諸
概

念
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
ず
諸
方
法
を
更
新
す
る
。
実
証
的
精
神
は
、
人
為
的
す
な
わ
ち
法
定
的
秩

序
を
、
自
然
的
秩
序
の
単
な
る
延
長
と
し
て
常
に
提
示
す
る
。

四
五　
進
歩
の
見
地
。
実
証
哲
学
の
根
本
的
教
義
は
、
知
性
及
び
結
社
性
の
理
想
的
優
越
性
を
、
換
言
す
れ
ば
、
我
々
の
動
物
性
に
対
す
る

我
々
の
人
間
性
の
理
想
的
優
越
性
を
益
々
顕
著
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
の
地
位
と
我
々
の
自
然
と
を
断
え
ず
完
成
し
行
く



一
三

こ
と
に
あ
る
。

四
六　
実
証
的
精
神
の
優
越
性
の
決
定
的
検
証
。
そ
れ
は
人
類
の
全
過
去
を
説
明
す
る
。
す
べ
て
の
歴
史
的
時
期
は
、
単
一
の
基
本
的
進
化

の
確
定
的
諸
段
階
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
し
て
こ
の
各
個
の
段
階
は
、
不
変
の
諸
法
則
に
従
っ
て
、
先
行
段
階
か
ら
結
果
さ

れ
後
続
段
階
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
章　

人
間
道
徳
の
体
系
化

四
七　
人
類
に
関
す
る
真
に
正
し
い
理
論
の
主
た
る
適
用
は
、
道
徳
の
組
織
化
で
あ
る
。

第
一
節　

実
証
的
道
徳
の
進
化

四
八　
実
証
的
理
論
道
徳
の
進
化
。
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
生
み
出
し
た
諸
多
の
大
結
果
は
、
人
間
理
性
と
相
容
れ
な
い
教
理
そ
の
も
の
の
た
め

に
、
漸
次
危
険
に
瀕
し
た
。

四
九　
道
徳
規
定
の
進
化
法
則
。
道
徳
規
定
の
制
裁
は
、
最
初
神
学
的
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
実
証
的
且
つ
合
理
的
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果

は
普
遍
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
類
は
、
そ
の
行
為
規
定
を
架
空
的
動
機
の
上
以
外
に
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
強
い
ら
れ

て
は
な
ら
な
い
。

第
二
節　

道
徳
を
あ
ら
ゆ
る
神
学
的
意
見
か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
の
必
要

五
〇　
道
徳
と
神
学
と
の
聯
繋
は
、
道
徳
規
定
を
鞏
固
な
ら
し
め
る
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
漸
次
道
徳
規
定
に
有
害
な
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は

神
学
が
、
道
徳
規
定
を
尊
敬
せ
し
め
る
の
に
無
力
な
こ
と
、
種
々
の
逸
脱
を
な
す
こ
と
、
真
に
人
間
的
な
道
徳
の
到
来
を
妨
げ
る
こ
と
、

等
に
よ
る
。

五
一　
神
学
の
衰
頽
に
も
拘
ら
ず
、
実
証
的
精
神
の
興
起
と
共
通
的
理
性
の
支
持
と
に
よ
っ
て
、
実
際
的
道
徳
性
は
改
良
さ
れ
た
。
そ
の
例
。



一
四

『
実
証
的
精
神
論
』
解
説
表

離
婚
の
不
人
気
。
ヴ
ァ
ン
デ
エ
人
に
対
す
る
革
命
当
時
の
兵
士
の
反
対
。

五
二　
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
た
集
合
的
偽
善
の
学
説
（
ジ
ェ
ズ
ュ
イ
ト
の
理
論
）
は
、
神
学
主
義
を
失
権
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
。

こ
の
敬
虔
な
る
陰
謀
は
、解
放
の
増
大
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
、無
益
で
あ
る
と
共
に
、活
動
的
な
人
間
を
指
導
す
る
の
に
無
力
で
あ
る
。

第
三
節　

実
証
的
な
る
一
の
精
神
的
権
威
の
必
要

五
三　
世
俗
的
諸
偏
見
の
活
溌
な
る
刺
戟
を
一
の
新
ら
し
き
精
神
的
権
威
の
組
織
的
干
渉
に
結
び
つ
け
る
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
実

証
的
精
神
の
優
勢
は
、
道
徳
の
名
に
於
い
て
強
要
さ
れ
る
。

第
三
章　

社
会
的
感
情
の
普
遍
的
発
展

五
四　
実
証
的
精
神
は
、
義
務
の
感
情
を
鼓
舞
し
且
つ
鞏
固
に
す
る
。

第
一
節　

古
代
の
道
徳
規
定
の
個
人
主
義
的
性
質

五
五　
形
而
上
学
的
道
徳
の
主
我
主
義
は
、
そ
の
性
質
上
本
質
的
に
個
人
的
で
あ
っ
て
直
接
的
に
は
決
し
て
集
合
的
で
な
い
と
こ
ろ
の
神
学

に
由
来
す
る
。

第
二
節　

実
証
的
道
徳
の
主
他
主
義
的
性
質

五
六　
人
類
を
唯
一
の
現
実
的
存
在
と
考
え
る
実
証
的
精
神
は
、
直
接
的
に
社
会
的
で
あ
る
。
断
え
ず
公
善
に
指
向
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
実
際

生
活
は
、
個
人
的
生
存
に
許
さ
れ
る
唯
一
の
未
来
生
活
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
種
」
に
よ
っ
て
し
か
、
延
長
さ
れ
な
い
。

第
三
篇　

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

（
無
産
者
と
哲
学
者
と
の
提
携
）



一
五

第
一
章　

優
秀
な
る
民
衆
教
育
の
制
度

第
一
節　

現
在
の
環
境
の
諸
傾
向

五
七　
不
毛
な
政
治
的
動
揺
に
対
す
る
巨
大
な
知
的
運
動
の
置
換
に
よ
っ
て
、
実
証
学
派
の
優
勢
に
漸
次
好
都
合
と
な
っ
て
来
た
諸
傾
向
。

五
八　
実
証
学
派
の
到
来
に
対
す
る
諸
障
碍
は
、
活
溌
な
る
神
学
的
及
び
形
而
上
学
的
精
神
の
及
び
固
有
の
意
味
の
科
学
者
の
抵
抗
に
基
づ

く
。第

二
節　

普
遍
的
教
育
の
必
要

五
九　
現
在
の
科
学
的
精
神
を
更
新
す
る
た
め
ま
た
輿
論
の
基
礎
づ
け
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
主
要
な
実
証
的
諸
研
究
の
普
及
を
目
的
と
す

る
教
育
の
必
要
。

六
〇　
ク
リ
ス
ト
教
の
教
育
を
範
と
す
る
こ
の
教
育
は
、
人
間
全
体
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

第
三
節　

実
証
的
教
育
の
本
質
的
に
民
衆
的
な
る
職
分

六
一　
こ
の
教
育
は
特
に
無
産
者
に
指
し
向
け
ら
れ
る
。

六
二　
無
産
者
は
我
々
の
不
合
理
な
一
般
教
育
組
織
に
参
与
し
て
い
な
い
故
に
、
そ
れ
だ
け
こ
の
教
育
に
よ
っ
て
特
に
準
備
せ
ら
れ
る
。

六
三　
無
産
者
の
実
証
哲
学
に
対
す
る
愛
好
は
、
こ
の
階
級
の
社
会
的
職
分
及
び
彼
ら
の
仕
事
の
性
質
か
ら
来
る
（
企
業
家
と
労
働
者
と
の

分
離
）。
知
的
及
び
道
徳
の
両
観
点
か
ら
見
て
、
彼
ら
の
身
分
そ
の
も
の
が
彼
ら
を
哲
学
者
に
接
近
さ
せ
る
。

六
四　
実
証
的
教
育
の
道
徳
的
諸
効
益
。
普
遍
的
混
乱
へ
の
傾
向
は
、
本
質
的
に
は
文
学
的
教
育
か
ら
結
果
さ
れ
る
。

第
二
章　

特
に
民
衆
的
な
る
政
治
の
設
定



一
六

『
実
証
的
精
神
論
』
解
説
表

第
一
節　

民
衆
的
政
治
に
つ
い
て

六
五　
実
証
的
諸
研
究
は
、
無
産
者
の
社
会
的
綱
領
と
直
接
に
結
び
つ
く
。

六
六　
無
産
者
の
政
治
的
干
渉
の
性
質
。
こ
の
干
渉
は
特
に
道
徳
的
或
い
は
精
神
的
で
あ
っ
て
、
空
虚
で
喧
噪
な
権
利
の
論
争
に
多
産
的
で

且
つ
有
益
な
義
務
の
尊
重
を
置
き
換
え
る
。
―
―
先
ず
万
人
に
対
し
て
正
規
の
教
育
を
次
に
規
則
的
労
働
を
適
当
に
保
証
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
無
産
者
の
真
の
社
会
的
綱
領
で
あ
る
。
実
証
的
な
る
哲
学
及
び
政
治
の
目
的
は
、こ
の
二
重
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
る
。

第
二
節　

政
府
の
採
る
べ
き
態
度

六
七　
民
衆
教
育
は
世
俗
的
権
力
と
独
立
に
設
定
さ
れ
、
実
証
学
派
に
一
の
完
全
な
る
自
由
と
公
共
建
造
物
の
使
用
と
が
許
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。第

三
章　

実
証
的
諸
研
究
に
特
に
必
要
な
る
順
序

第
一
節　

分
類
の
普
遍
的
法
則

六
八　
実
証
的
諸
研
究
の
知
的
及
び
社
会
的
効
用
に
対
す
る
こ
の
順
序
の
重
要
性
。

六
九　
こ
の
必
要
な
る
順
序
に
強
制
さ
れ
る
二
条
件
。
個
体
は
種
を
繰
り
返
す
。

七
〇　
人
類
に
関
す
る
科
学
の
種
々
の
要
素
の
順
序
の
根
本
的
法
則
。

第
二
節　

汎
学
的
法
則
す
な
わ
ち
諸
科
学
の
序
列

七
一　
自
然
哲
学
の
第
一
の
区
分
。
天
文
学
、
化
学
、
生
物
学
。

七
二　
こ
の
根
本
的
方
式
に
対
す
る
二
重
の
補
足
。
天
文
学
は
物
理
学
の
後
に
続
き
数
学
（
計
算
法
、
幾
何
学
、
力
学
）
に
先
立
た
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。



一
七

七
三　
汎
学
的
公
式
す
な
わ
ち
諸
科
学
の
序
列
。
こ
の
序
列
は
、
各
識
者
を
し
て
、
実
証
的
精
神
の
一
般
的
歴
史
を
随
意
に
想
起
さ
せ
る
。

七
四　
こ
の
順
序
は
、
真
に
実
証
的
な
あ
ら
ゆ
る
教
育
が
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
変
的
行
程
で
あ
る
。
現
在
の
諸
科
学
者
の
誤
っ
た
論

理
的
諸
傾
向
。

七
五　
汎
学
的
公
式
の
簡
約
。
世
界
、
地
球
、
人
間
の
研
究
。

第
三
節　

汎
学
的
法
則
の
重
要
性

七
六　
分
類
の
理
論
は
、
三
状
態
の
法
則
の
不
可
分
的
補
足
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、
継
起
的
三
状
態
の
同
一
精
神
内
に
於
け
る
並
存
性
を
、

恣
意
に
よ
ら
ず
し
て
説
明
す
る
。

七
七　
こ
の
法
則
は
、
種
々
の
科
学
的
要
素
の
独
立
を
保
証
し
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
唯
物
論
に
頼
る
こ
と
な
し
に
現
実
性
を
、
唯
心
論
を

採
用
す
る
こ
と
な
し
に
威
厳
を
保
証
す
る
。

結
論　

天
文
学
の
特
殊
教
育
へ
の
適
用

七
八　
民
衆
教
育
は
、
組
織
的
な
ま
た
完
全
な
教
育
が
好
機
を
う
る
ま
で
、
天
文
学
に
関
連
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
九　
天
文
学
の
有
用
性
は
こ
の
科
学
の
歴
史
的
影
響
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
社
会
学
以
前
に
於
い
て
、
人
類
の
諸
知
的
大
革
命
の
主
た
る

原
動
力
と
な
っ
た
も
の
は
天
文
学
で
あ
る
。



一
八

本
序
論
の
目
的正

し
き
哲
学
的
精
神
の
性
質
及
び
目
的
に
関
す
る
基
本
的
諸
考
察
。
―
―
主
要
な
実
証
的
諸
研
究
の
一
般
的
普

及
が
今
日
社
会
的
に
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
略
説
。
―
―
正
し
き
汎
学
的
位
置
に
置
か
れ
た
天
文
科
学

（science astronom
ique

）
に
対
す
る
右
の
諸
原
理
の
特
別
な
る
適
用i i

。

一 　
天
文
学
に
関
す
る
諸
知
識
は
、
こ
れ
ま
で
、
非
常
に
孤
立
し
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
来
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
後
そ
れ
は
一
般
哲
学
の
、
す
な
わ
ち
、
最
近
三
世
紀
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
偉
大
な
科
学
的
研
究
の
自
然

的
協
力
に
よ
っ
て
徐
々
に
準
備
さ
れ
そ
し
て
今
日
つ
い
に
そ
の
真
の
抽
象
的
成
熟
に
達
し
た
と
こ
ろ
の
一
般
哲
学（
１
）の

、

一
つ
の
不
可
分
な
新
体
系
を
構
成
す
る
緊
要
な
要
素
の
一
つ
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
も
ろ

も
ろ
の
科
学
的
知
識
が
こ
の
よ
う
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
事
実
も
、
一
般
に
は
未
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

だ
か
ら
、
も
し
こ
の
序
論
で
も
っ
て
、
右
の
哲
学
の
正
し
い
根
本
精
神
を
適
当
に
定
義
づ
け
る
の
で
な
け
れ
ば
、
本
書（
２
）

の
性
質
と
意
図
と
は
、
充
分
に
評
価
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
畢
竟
す
る
に
、
天
文
学
教
授
の
本
質
的
目
的
な
る
も
の
は
、

か
か
る
哲
学
の
根
本
精
神
を
普
遍
的
に
確
立
す
る
こ
と
に
存
す
る
の
で
あ
る
。し
か
る
に
こ
の
哲
学
の
主
た
る
特
徴
は
、

歴
史
的
或
い
は
社
会
的
観
点
に
立
つ
と
い
う
、
論
理
的
に
も
科
学
的
に
も
優
越
性
を
有
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
私
の
序
論
は
、
先
ず
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
私
が
さ
き
に
私
の
『
実
証
哲
学
体
系
』（
３
）（Systèm

e de 

i　

こ
の
前
が
き
は"Traité"

に
あ
る
も
の
。



一
九

philosophie positive

）中
に
於
い
て
樹
立
し
た
と
こ
ろ
の
、人
類
の
全
知
的
進
化
に
関
す
る
大
法
則（
４
）（la grande loi

）を
、

簡
単
に
叙
述
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
後
述
の
私
の
天
文
学
的
研
究
は
、
し
ば
し
ば

こ
の
法
則
の
援
助
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

１　

我
々
の
知
識
体
系
は
、
そ
の
対
象
た
る
一
切
の
現
象
が
合
理
的
な
方
法
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

成
熟
の
域
に
達
し
た
と
言
わ
れ
な
い
。
し
か
る
に
コ
ン
ト
以
前
に
於
い
て
は
、
社
会
現
象
の
研
究
は
、
い
わ
ゆ
る
神
学
的

も
し
く
は
形
而
上
学
的
状
態
を
脱
し
な
か
っ
た
。し
た
が
っ
て
コ
ン
ト
以
前
の
哲
学
は
極
め
て
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
コ
ン
ト
は
、
社
会
現
象
の
研
究
に
実
証
的
方
法
を
適
用
し
、
合
理
的
な
る
社
会
学
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
に
関
す
る
知
識
を
抽
象
的
段
階
に
ま
で
上の
ぼ

せ
た
。
一
般
哲
学
が
今
日
抽
象
的
成
熟
に
達
し
た
と
い
う
の
は
、
右
の
事

実
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

２　

こ
こ
に
本
書
と
は
、『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
の
こ
と
で
あ
る
。

３　
『
実
証
哲
学
体
系
』
と
は
、『
実
証
哲
学
講
義
』
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
も
と
も
と
コ
ン
ト
の
講
義
に
胚
胎
す
る

た
め
に
、
彼
は
そ
れ
を
『
実
証
哲
学
講
義
』
の
名
で
公
刊
し
た
。
し
か
し
彼
は
、『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
以
後
、

こ
の
書
を
『
実
証
哲
学
体
系
』
の
名
で
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
腹
案
中
に
あ
っ
た
後
の
大
著
、
す
な
わ
ち
『
実

証
政
治
体
系
』
と
照
応
せ
し
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

４　
「
人
類
の
全
知
的
法
則
に
関
す
る
大
法
則
」
と
は
、
後
説
の
「
三
状
態
の
法
則
」
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。



二
〇

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

第
一
篇　

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

第
一
章　

人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

二　
さ
て
、
右
の
根
本
的
理
論
に
従
え
ば
、
我
々
の
一
切
の
思
索
は
、
個
人
と
し
て
の
人
間
に
於
い
て
も
種
と
し
て

の
人
間
に
於
い
て
も
、
三
つ
の
異
な
っ
た
理
論
的
状
態
を
順
次
不
可
避
的
に
経
過
す
る
。
こ
の
三
つ
の
状
態
は
、
普
通

そ
れ
ぞ
れ
神
学
的
（théologique

）、
形
而
上
学
的
（m

étaphysique

）、
及
び
実
証
的
（positif

）
の
名
を
も
っ
て
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
称
呼
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
の
正
し
い
一
般
的
意
味
を
よ
く
了
解
し
て
い
る
人
々
に
は
充

分
分
明
で
あ
ろ
う
。
第
一
の
状
態
は
、あ
ら
ゆ
る
点
に
於
い
て
発
端
に
は
免
か
れ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
は
あ
る
が
、

今
後
は
つ
ね
に
、
た
だ
一
時
的
の
ま
た
予
備
的
の
（purem

ent provisoire et préparatoire

）
も
の
と
し
て
会
得i i

さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
二
の
状
態
は
、
事
実
上
、
単
に
第
一
の
状
態
の
崩
壊
的
変
形
た
る
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
漸
次

的
に
第
三
の
状
態
に
到
達
す
る
た
め
の
単
純
な
過
渡
的
任
務
を
負
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
第
三
の
状

態
は
、
唯
一
の
全
く
平
常
的
（norm

al

）
な
状
態
で
あ
っ
て
、
人
間
理
性
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
於
け
る
最
終
段
階
た
る

も
の
で
あ
る
。

i　
「
会
得
さ
れ
」、訳
者
田
辺
は
こ
の
語「
会
得
」を
特
に
好
む
が
、原
著
の
異
な
る
語
に
宛
て
て
い
る
。
こ
こ
はêtre conçu 

でconcevoir（
着

想
す
る
・
抱
く
）
の
受
動
形
で
あ
る
。
以
下
、
該
当
す
る
と
見
え
る
語
を
適
宜
に
原
著
か
ら
拾
う
。



二
一

人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

第
一
節　

神
学
的
す
な
わ
ち
擬
制
的
状
態

三　
我
々
の
一
切
の
思
索
は
、
そ
の
発
端
に
於
い
て
必
然
的
に
神
学
的
で
あ
る
。
神
学
的
思
索
の
特
徴
は
、
最
も
解

き
難
い
諸
疑
問
を
、
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
徹
底
的
探
究
に
よ
っ
て
も
根
本
的
解
決
に
達
し
え
な
い
よ
う
な
諸
事
物
に

関
す
る
諸
疑
問
を
、
特
に
偏
好
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
も
単
純
な
科
学
的
諸
問
題
を
す
ら
解
く
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
原
始
時
代
に
於
い
て
、
人
間
精
神
は
、
貪
る
よ
う
に
し
て
ま
た
殆
ど
専
心
に
、
一
切
の
事
物
の
起
源
と
か
、

目
に
映
ず
る
諸
種
の
現
象
の
或
い
は
第
一
の
或
い
は
最
終
の
本
質
的
諸
原
因
と
か
、
い
う
よ
う
な
種
類
の
知
識
、
一
言

で
言
え
ば
、
絶
対
的
諸
知
識（
１
）を

探
究
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
日
の
我
々
の
了
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
し
か
も
当
時
に
あ
っ
て
は
、
人
間
知
性
【notre intelligence

】
の
真
の
原
初
的
状
況
に
対
し
て
全
く
調
和
的
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
原
始
的
欲
求
は
、
人
間
的
類
型（
２
）（type hum

ain

）
を
到
る
と
こ
ろ
に
当
て
は
め
て
見
よ
う
と
す
る

人
類
初
程
の
傾
向
に
よ
っ
て
、
当
時
の
事
態
が
必
要
と
し
た
だ
け
、
ま
た
欲
求
の
内
容
が
右
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
限
り
、

自
然
に
充
足
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
人
類
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
現
象
を
、
人
間
自
身
の
所
産
に
か
か
る
と
こ
ろ
の
、

そ
れ
故
に
ま
た
我
々
の
直
接
直
観
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
現
象
と
、
つ
ね
に
同
一
視
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
人
間
精
神
は
、
こ
の
よ
う
な
原
初
的
状
態
か
ら
、
漸
次
組
織
的
に
発
達
し
て
純
粋
神
学
的
の
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
純
粋
神
学
的
精
神
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
我
々
の
考
察
を
、
そ
れ
の
最
後
の
段
階
に
、

す
な
わ
ち
最
も
進
歩
し
た
諸
民
族
の
う
ち
に
今
な
お
目
撃
で
き
る
と
こ
ろ
の
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
最
も
特
徴
的
な
部

分
を
殆
ど
喪
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
の
最
後
の
段
階（
３
）だ

け
に
制
限
し
て
は
い
け
な
い
。
我
々
は
こ
の
精
神
の
全
自
然
的



二
二

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

発
達
に
正
し
い
哲
学
的
一
瞥
を
与
え
て
、
そ
れ
が
次
に
採
っ
た
三
つ
の
主
要
形
態（
４
）に

於
け
る
根
本
的
共
通
性
（identité 

fondam
entale

）
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、知
識
は
す
べ
て
相
対
的
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、人
間
知
性
の
発
達
し
た
状
態
に
於
い
て
は
、

す
な
わ
ち
コ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
実
証
的
状
態
に
於
い
て
は
、
人
々
は
も
は
や
絶
対
的
知
識
を
求
め
な
い
の
で
あ
る
。

２　

人
間
的
類
型
（type hum

ain

）
と
は
、
人
間
の
特
質
乃
至
人
間
の
諸
属
性
の
意
味
に
解
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

３　

コ
ン
ト
は
、
神
学
的
状
態
を
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
。
呪
物
観
、
多
神
観
、
一
神
観
の
段
階
が
そ
れ
で
あ
る
。（
以
下

の
第
四
、五
、六
段
参
照
）。
こ
こ
に
述
べ
て
い
る
最
後
の
段
階
と
は
、
こ
の
一
神
観
的
段
階
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

４　

神
学
的
状
態
が
採
る
三
つ
の
主
要
状
態
と
は
、
呪
物
観
、
多
神
観
、
一
神
観
の
こ
と
で
あ
る
（
前
注
を
見
よ
）。

四　
神
学
的
精
神
の
三
つ
の
形
態
の
う
ち
、
最
初
に
発
現
し
そ
し
て
最
も
顕
著
な
特
質
を
示
す
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る

呪
物
観（
１
）（fétichism

e

）
で
あ
る
。
こ
の
呪
物
観
の
特
色
は
、
一
切
の
外
部
的
事
物
に
対
し
て
、
本
質
的
に
は
人
間
の

生
命
と
同
一
な
、
し
か
し
な
が
ら
大
体
に
於
い
て
よ
り
強
力
な
―
―
そ
の
作
用
が
人
間
の
作
用
に
比
し
て
通
例
一
層
強

力
で
あ
る
こ
と
が
、
か
く
考
え
ら
れ
る
理
由
で
あ
る
―
―
一
種
の
生
命
を
附
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
神
学
的
状
態
の
こ

の
第
一
程
の
最
も
進
ん
だ
形
は
、
天
体
崇
拝（
２
）（adoration des astres

）
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

始
源
的
精
神
状
態
は
、
高
等
動
物
の
最
も
高
い
精
神
状
態
と
相
去
る
こ
と
遠
い
も
の
で
は
な
い
。
神
学
的
哲
学
の
第
一

程
を
特
色
づ
け
る
こ
の
思
索
形
式
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
社
会
の
知
性
の
歴
史
中
に
於
い
て
明
瞭
に
指
摘
し
う
る
と
こ
ろ



二
三

人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

の
も
の
で
あ
る
。し
か
し
今
日
に
あ
っ
て
は
、人
類
を
形
成
す
る
三
大
人
種（
３
）の

少
数
を
し
か
、も
は
や
支
配
し
て
い
な
い
。

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
呪
物
観
は
、
人
間
知
性
の
発
達
に
貢
献
す
る
こ
と
が
殆
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の

社
会
的
役
割
は
頗
る
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
集
団
の
第
一
の
基
礎
は
、
実
は
こ
の
呪
物
観
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
タ
ブ
（tabou

）
の
制
度
の
ご
と
き
全
く
呪
物
観
の
所
産
と
見
ら
る
べ
き
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度
は
土
地
所
有
権
の
成
立
に
寄
与
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
狩
猟
民
を
農
耕
民
に
推
移
せ
し
め
た

の
で
あ
る
。

２　

天
体
崇
拝
期
（période astrolatrique

）
は
、
呪
物
観
の
最
終
段
階
を
印
し
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
期
と
共
に
司

祭
階
級
が
発
生
し
た
。
と
い
う
の
は
、
天
体
す
な
わ
ち
星
辰
は
人
々
の
共
通
的
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュi i

（fétiches com
m

uns

）
で

あ
り
、
僧
侶
な
る
も
の
は
、
集
団
を
代
表
し
て
こ
の
星
辰
に
祈
る
こ
と
を
任
務
と
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

３　

コ
ン
ト
は
キ
ュ
ヴ
ィ
エ
（G

eorges C
uvier

）
に
従
っ
て
、
人
種
を
コ
オ
カ
サ
ス
人
種
（
す
な
わ
ち
白
色
人
種
）、
モ
ン

ゴ
リ
ア
人
種
（
す
な
わ
ち
黄
色
人
種
）、ニ
グ
ロ
人
種
（
す
な
わ
ち
黒
色
人
種
）
に
分
類
し
て
い
た
。
本
文
に
於
け
る
「
人

知
を
形
成
す
る
三
大
人
種
」
と
は
、
右
の
三
人
種
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五　
神
学
的
状
態
の
第
二
程
は
、
近
代
人
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
前
の
呪
物
観
と
混
同
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
真
正
の

多
神
観
（polythéism

e

）
で
あ
る
。
呪
物
観
に
於
い
て
は
、
人
間
の
つ
く
る
も
ろ
も
ろ
の
理
論
は
、
主
と
し
て
本
能

i　
「
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュfétiches

」
と
は
「
呪
物
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
お
守
り
と
か
、
何
等
か
力
を
持
つ
と
さ
れ
る
対
象
の
「
物
」
を
指
す
。



二
四

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

及
び
感
情
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
多
神
観
的
精
神
は
、
思
索
に
於
け
る
想
像
（im

agination

）
の
自
由
活
動

に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。
神
学
的
哲
学
は
、
こ
の
段
階
に
於
い
て
最
も
重
大
な
変
更
を
受
け
、
全
体
と
し
て
の

そ
れ
自
身
の
真
の
目
的
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
生
命
は
、
も
は
や
物
質
的
事
物
（objets 

m
ateriels

）
に
は
附
与
さ
れ
な
い
で
、通
例
目
に
見
え
な
い
種
々
の
擬
制
的
存
在
（êtres fictifs

）
に
神
秘
的
に
移
さ
れ
、

そ
し
て
、
爾
後
こ
の
擬
制
的
存
在
の
不
断
の
能
動
的
干
渉
は
、
一
切
の
外
部
的
現
象
の
次
い
で
ま
た
人
間
的
諸
現
象
す

ら
の
淵
源
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
的
な
段
階
は
、
今
日
誤
っ
た
解
釈
を
下
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
神
学
的
精
神
に
関
す
る
研
究
は
、
主
と
し
て
、
こ
の
段
階
に
つ
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

言
う
の
は
、
こ
こ
で
神
学
的
精
神
が
、
後
の
時
期
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
ぬ
ほ
ど
の
完
成
と
調
和
と
を
も
っ
て
発
達
す

る
の
だ
か
ら
で
あ
る（
１
）。

す
な
わ
ち
こ
の
時
期
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
於
い
て
、
思
想
的
に
も
社
会
的
に
も
神
学
的
精
神
が

最
も
優
勢
を
示
す
時
期
だ
か
ら
で
あ
る（
２
）。

人
類
の
大
多
数
は
、実
際
今
で
も
こ
の
状
態
を
脱
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

単
に
黒
色
人
種
中
の
秀
英
者
（élite

）
及
び
白
色
人
種
の
最
も
未
発
達
な
者
ば
か
り
で
な
く
、
三
人
種
の
大
部
分
が
現

在
お
し
な
べ
て
こ
の
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
学
者
た
ち
は
、
呪
物
観
か
ら
多
神
観
へ
の
推
移
の
重
要
性
を
充
分
評
価
で
き
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
こ
の
多
神
観
に
対
す
る
再
吟
味
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
神
学
的
知
的
状
態
の
特
色
は
、

想
像
力
の
活
動
に
見
ら
れ
る
。
し
か
る
に
多
神
観
的
段
階
は
、
全
神
学
的
状
態
中
最
も
想
像
力
の
旺
盛
で
あ
っ
た
時
期
で

あ
る
。
こ
れ
コ
ン
ト
が
、
こ
の
時
期
を
観
察
す
る
こ
と
に
於
い
て
、
神
学
的
精
神
の
根
本
的
特
質
を
把
握
し
よ
う
と
し
た



二
五

人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

理
由
で
あ
る
。

２　

知
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
呪
物
観
が
活
動
的
物
質
に
真
の
生
命
を
賦
与
し
て
見
た
に
対
し
、
多
神
観
は
、
そ
れ
ら
を
無

生
命
の
も
の
と
し
、
且
つ
そ
れ
ら
を
神
の
意
志
に
従
う
も
の
と
見
た
。
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュ
の
観
念
か
ら
神
の
観
念
へ
の
推
移

は
、知
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
一
つ
の
大
飛
躍
で
あ
る
。
呪
物
観
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュ
は
個
々
の
事
物
し
か
支
配
し
え
な
い
が
、

多
神
観
の
神
々
は
、
諸
事
物
に
於
け
る
或
る
種
の
現
象
の
一
様
性
を
認
識
し
た
結
果
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
、
フ
ェ
テ
ィ

シ
ュ
に
比
し
一
層
普
遍
的
ま
た
一
層
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
多
神
観
は
、
諸
観
念
を
最
初
に
聯
絡
し
、
―
―

も
ち
ろ
ん
こ
の
聯
絡
は
架
空
的
性
質
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
、
―
―
知
性
の
平
常
態
を

特
色
づ
け
る
よ
う
な
方
法
の
一
致
及
び
教
義
の
同
一
を
齎
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
一
神
観
時
代
に
於
い
て

す
ら
見
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。

多
神
観
の
知
的
優
越
性
と
並
行
的
に
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
そ
の
芸
術
的
優
越
性
で
あ
る
。
多
神
観
は
、

最
も
自
然
に
ま
た
最
も
直
接
に
想
像
力
を
発
達
さ
せ
た
。
こ
の
想
像
力
の
発
達
は
、
や
が
て
芸
術
的
発
達
を
効
果
し
、
芸

術
に
対
し
て
重
要
な
分
野
を
拓
い
た
。
元
来
表
現
能
力
は
、
思
惟
能
力
に
従
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
表
現
能
力
す
な
わ
ち
芸
術
的
能
力
の
発
達
は
、
逆
に
ま
た
精
神
及
び
心
に
反
作
用
す
る
。
す
な
わ
ち
芸
術
的
能
力
の
発

達
は
、
や
が
て
知
識
教
育
及
び
道
徳
教
育
の
有
力
な
手
段
と
な
る
の
で
あ
る
。
人
類
の
特
質
は
、
動
物
的
本
能
に
対
す
る

感
情
の
勝
利
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
呪
物
観
の
結
果
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
多
神
観
に
於
い
て
は
、
そ
の
芸
術
的
発
達
の

た
め
に
、
感
情
に
対
し
て
想
像
が
勝
利
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

多
神
観
の
社
会
的
特
質
は
、
二
個
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
は
政
治
的
側
面
で
あ
り
、
第
二
は
道

徳
的
側
面
で
あ
る
。
先
ず
政
治
と
の
聯
関
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
多
神
観
の
特
質
は
、
一
つ
の
思
索
す
る
階
級
を
産
み
出



二
六

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

し
た
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
礼
拝
の
規
則
性
と
司
祭
の
発
現
と
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
一
つ
の
輿
論
組
織

（systèm
e d’opinions com

m
unes

）
と
そ
れ
に
照
応
す
る
一
つ
の
権
威
（autorité

）
と
に
よ
っ
て
、神
政
的
制
度
（régim

e 

théocratique

）
を
生
じ
た
こ
と
に
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
的
社
会
組
織
は
、
こ
の
段
階
の
多
神
観
的
制
度
を
代
表
す
る
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
環
境
の
諸
条
件
が
、
戦
争
の
発
達
を
促
が
し
、
且
つ
そ
の
文
明
が
植
民
に
依
存
し
た
と
こ
ろ
の
民
族

に
あ
っ
て
は
、
神
政
的
制
度
が
阻
止
さ
れ
て
、
軍
政
的
制
度
が
成
立
し
た
。
ギ
リ
シ
ア
的
形
態
は
そ
の
不
完
全
な
段
階
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
的
形
態
は
そ
の
完
成
的
段
偕
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

多
神
観
的
政
治
制
度
の
根
本
条
件
は
、
奴
隷
制
度
の
存
在
と
、
精
神
的
権
力
及
び
世
俗
的
権
力
の
混
淆
（confusion 

entre le pouvoir spirituel et le pouvoir tem
porel

）
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
道
徳
は
極
め
て
低
度
に
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
個
人
道
徳
に
つ
い
て
言
え
ば
、
人
間
自
身
の
主
は
自
己
で
あ
る
と
い
う
道
徳
の
根
本
原
理
が
変
更
を
受
け
、
ま
た
主
人

は
奴
隷
の
阿
諛
に
曝
さ
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
。
家
庭
道
徳
に
つ
い
て
言
え
ば
、
奴
隷
制
度
は
放
縦
を
促
が
し
て
家
族
関
係

を
堕
落
せ
し
め
、
一
夫
一
婦
制
の
確
立
を
一
種
の
妄
想
た
ら
し
め
た
。
更
に
ま
た
、
人
類
愛
（am

our de l’hum
ainité

）

を
そ
の
根
本
的
特
質
と
し
て
有
つ
と
こ
ろ
の
社
会
道
徳
は
、
全
く
発
達
を
阻
止
さ
れ
た
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
奴
隷
は

保
護
外
に
置
か
れ
、
人
々
の
奴
隷
に
対
す
る
感
情
は
、
却
っ
て
残
忍
・
狂
暴
の
方
向
に
発
達
せ
し
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
は
言
え
、
多
神
観
は
必
ず
し
も
道
徳
観
念
を
根
本
的
に
破
壊
し
な
か
っ
た
。
殊
に
、
祖
国
愛
（am

our de la patrie

）

の
高
調
、
老
人
に
対
す
る
尊
敬
、
祖
先
に
対
す
る
追
懐
、
等
に
よ
っ
て
、
一
面
ま
た
、
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
人
類
に

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
社
会
永
続
の
感
情
を
養
っ
た
こ
と
は
、
特
別
の
注
意
が
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。【
と
、
コ
ン
ト
は
言
う
】



二
七

人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

六　
神
学
的
状
態
の
第
三
段
階
は
、
固
有
の
意
味
に
於
け
る
一
神
観
（m

onothéism
e

）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
神
学

的
哲
学
は
不
可
避
的
な
下
向
を
始
め
る
。
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
こ
の
哲
学
は
永
い
間
社
会
的
に
大
勢
力
を
有
っ
て

い
た
の
で
あ
っ
て
、
一
神
観
の
段
階
に
於
い
て
も
、
よ
し
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
か
っ
た
と
は
言
え
、
外
見
上
は
相
等

顕
著
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
神
観
と
共
に
、
特
徴
的
な
単
純
化（
１
）の
結
果
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
想
像
の
曾
つ

て
の
支
配
権
が
漸
次
理
性
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
、
且
つ
、
今
ま
で
殆
ど
微
力
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
普
遍
的
感
情
が
、
す

な
わ
ち
一
切
の
自
然
現
象
が
不
変
的
諸
法
則
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
普
遍
的
感
情
が
徐
々
に
発
達
し
た
結
果
と
し
て
、

神
学
的
哲
学
は
急
速
に
知
的
減
退
に
至
っ
た
。
神
学
的
状
態
の
こ
の
最
後
の
方
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
異
な
っ
た
ま

た
根
本
的
に
互
い
に
相
容
れ
な
い
形
で
、
ま
た
甚
だ
し
く
不
等
な
活
力
で
も
っ
て
、
白
色
人
種
の
多
数
中
に
今
な
お
存

在
し
て
い
る（
２
）。

こ
の
こ
と
は
、
極
め
て
容
易
に
観
察
し
う
る
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
却
っ
て
こ
の
事
実
は
、
今

日
し
ば
し
ば
、
一
神
観
に
対
す
る
正
し
い
評
価
へ
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
神
観
を
充
分
合
理
的
ま
た
充

分
公
平
に
先
行
の
二
方
式（
３
）に

比
較
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

１　
「
特
徴
的
な
単
純
化
」
と
は
、
も
ろ
も
ろ
の
神
を
唯
一
の
神
に
凝
縮
さ
せ
る
一
神
観
の
特
徴
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

２　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
一
神
観
的
制
度
は
、
神
学
的
哲
学
に
最
後
の
活
動
を
な
さ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
類
の
予
備

的
進
化
を
完
成
す
る
運
命
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
神
観
の
段
階
に
於
い
て
は
、
想
像
作
用
が
理
性
の
拘
束
下
に
置
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
と
し
て
、
人
間
の
知
的
活
動
は
弱
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
多
神
観
制
度
に
於
い
て
未
発
達
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
の
道
徳
は
、
こ
の
段
階
に
於
い
て
重
大
な
発
達
を
遂
げ
た
。
こ
の
道
徳
の
発
達
は
、
政
治
的
権
力
か
ら
の
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道
徳
的
権
力
の
独
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
は
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
を
一
神
観
の
主
要
な
類
型
と
し
、
こ
れ
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
を
下
し
て
い
る
。
コ
ン
ト
が
、
白
色
人
種
の
多
数
中
に
一
神
教
を
観
察
し
う
る
と
い
う
の
は
、
カ
ト
リ
シ

ス
ム
的
一
神
教
、
更
に
広
く
ク
リ
ス
ト
教
的
一
神
観
の
存
在
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

３　

一
神
観
に
先
行
す
る
神
学
的
状
態
の
二
方
式
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
呪
物
観
及
び
多
神
観
の
こ
と
で
あ
る
。

七　
以
上
の
ご
と
く
、
神
学
的
哲
学
様
式
は
、
今
日
の
我
々
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
極
め
て
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
い
か
に
不
完
全
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
こ
の
哲
学
は
人
類
に
と
っ
て
永
い
間
不
可
欠
（indispensable

）

の
も
の
で
あ
っ
た
と
共
に
不
可
避
（inévitable

）
の
も
の
で
あ
っ
た
。
故
に
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
事

実
に
適
当
な
考
慮
を
払
い
つ
つ
、
人
間
精
神
（esprit hum

ain

）
が
現
に
在
る
と
こ
ろ
の
状
態
を
、
そ
れ
が
す
で
に
経

由
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
諸
状
態
の
全
部
に
緊
密
に
結
び
つ
け
て
見
る
こ
と
で
あ
る
。
先
ず
知
的
観
点
に
立
っ
て
考
察
す

る
に
、
特
に
力
説
す
る
必
要
も
な
き
ほ
ど
顕
著
な
こ
と
は
、
我
々
が
今
日
に
於
い
て
す
ら
、
何
ら
か
の
現
象
が
殊
に

法
則
の
未
知
な
現
象
が
発
現
す
る
根
本
方
式
の
不
可
解
な
神
秘
を
直
接
に
究
め
よ
う
と
す
る
よ
う
な
場
合
、
本
質
的

に
神
学
的
な
説
明
に
知
ら
ず
識
ら
ず
誘
導
さ
れ
る
傾
き
を
有
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
最
も
勝
れ
た
思
想
家
た

ち
に
つ
い
て
す
ら
指
摘
し
う
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の
無
知
が
一
時
何
ら
か
の
強
烈
な
感
情
と
結
び
つ
く
と
き
に

は
、
彼
ら
の
自
然
的
傾
向
は
最
も
素
朴
的
な
呪
物
観
に
陥
る
の
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
西
欧
の
近
代
人
に
於
い
て
は
、

一
切
の
神
学
的
説
明
が
漸
次
的
に
そ
し
て
決
定
的
に
採
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
専
ら
我
々
の
知
性
【notre 
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三
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intelligence

】
が
、
以
前
の
神
秘
的
諸
探
究
を
根
本
的
に
不
可
解
の
も
の
と
し
て
次
第
に
拒
否
し
、
そ
の
代
り
に
、
最
も

効
果
的
な
ま
た
我
々
の
真
の
要
求
に
よ
く
調
和
す
る
よ
う
な
諸
研
究
を
、
徐
々
に
且
つ
確
実
に
置
き
換
え
た
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
も
単
純
な
諸
現
象
に
対
し
て
は
、
殊
に
衝
突
（choc

）
の
基
礎
的
理
論
の
ご
と
き
平
易
な
主

題
に
関
し
て
は
、
真
の
哲
学
的
精
神
が
す
で
に
勝
利
を
得
て
い
た
時
で
す
ら
、
か
の
著
名
な
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
例（
１
）

は
、
人
間
が
何
ら
か
の
事
件
の
第
一
原
因
に
ま
で
遡
ろ
う
と
す
る
場
合
、
常
に
超
自
然
的
作
用
の
直
接
的
ま
た
継
続
的

干
渉
に
説
明
の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
を
、
我
々
に
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
今
日
か
ら
考
え
れ

ば
、
い
か
に
も
子
供
じ
み
て
い
る
。
け
れ
ど
も
他
面
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
た
し
か
に
人
類
の
思
索
の
継
続
的
発
達
を

決
定
す
る
唯
一
の
原
始
的
手
段
と
し
て
、
人
間
の
知
性
を
、
そ
れ
が
最
初
必
然
的
に
止
ま
っ
て
い
た
状
態
か
ら
、
す
な

わ
ち
同
様
に
命
令
的
な
二
条
件
が
根
本
的
に
対
立
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
極
め
て
不
完
全
な
状
態
か
ら
、
自
然
に
脱
出
さ

せ
る
た
め
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
近
代
の
主
張
は
、
す
な
わ
ち
、
適
当
に
行
わ
れ
た
諸
観
察
の
充
分
な
協

力
に
立
脚
せ
ず
し
て
は
鞏
固
な
理
論
は
決
し
て
定
立
さ
れ
な
い
と
い
う
主
張
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
正
し
い
。
し
か
し

な
が
ら
他
方
ま
た
、
予
め
設
定
さ
れ
た
何
ら
か
の
思
想
的
見
地
に
よ
っ
て
つ
ね
に
指
向
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は
、
人
間

精
神
は
そ
の
理
論
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
諸
材
料
を
結
合
す
る
こ
と
も
い
な
蒐
集
す
る
こ
と
す
ら
も
で
き
な
い
、
と
い
う

こ
と
も
争
い
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
人
間
の
か
か
る
原
初
的
諸
観
念
を
結
果
す
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
、

い
か
な
る
種
類
の
哲
学
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
性
質
上
永
い
準
備
を
要
し
な
い
よ
う
な
、
一
言
で
言
え
ば
自
成
的

に
（spontaném

ent

）
し
か
、
す
な
わ
ち
直
接
的
本
能
の
刺
戟
に
よ
っ
て
し
か
発
現
し
え
な
い
よ
う
な
、
し
た
が
っ
て



三
〇

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

ま
た
架
空
的
で
あ
る
と
共
に
そ
の
考
察
が
一
切
の
真
の
基
礎
を
欠
如
し
て
い
る
よ
う
な
哲
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
神
学
的
諸
原
理
を
幸
し
た
特
権
（heureux privilège

）
で
あ
っ
て
、
も
し
か
か
る
諸
原
理
が
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
人
間
の
知
性
は
決
し
て
そ
の
原
始
的
低
調
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た

こ
れ
ら
の
原
理
の
み
が
、
人
間
の
思
惟
活
動
を
導
い
て
よ
り
よ
き
論
理
的
状
態
へ
の
道
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、他
の
こ
と
を
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。と
い
う
の
は
、右
の
根
本
的
性
能
は
、

人
間
精
神
の
他
の
根
元
的
傾
向
、
す
な
わ
ち
、
原
始
哲
学
の
追
求
す
る
よ
う
な
不
可
解
な
諸
問
題
を
偏
愛
す
る
傾
向
に

よ
っ
て
、
大
い
に
助
成
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
人
間
が
自
己
の
諸
知
力
（forces m

entales

）
を
測
定
す
る

こ
と
の
で
き
た
の
は
、
し
た
が
っ
て
ま
た
諸
知
力
の
方
向
を
限
定
す
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
知
力
を
充
分

鍛
錬
し
て
見
た
後
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
緊
要
な
鍛
錬
は
、殊
に
人
間
の
諸
能
力
の
最
も
弱
い
原
始
期
に
於
い
て
は
、

或
る
種
の
研
究
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
力
強
い
刺
戟
な
し
に
は
、
す
な
わ
ち
今
日
で
も
間
違
っ
た
教
養
を
受
け
た
人
々

が
日
常
の
諸
問
題
に
対
し
て
最
も
迅
速
且
つ
最
も
完
全
な
解
決
を
求
め
る
よ
う
な
種
類
の
研
究
に
特
有
な
力
強
い
刺
戟

な
し
に
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
人
間
の
知
性
が
そ
の
本
来
の
不
活
溌
性
（inertie native

）
に
打
ち

勝
っ
た
め
に
は
、
一
種
の
哲
学
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
す
な
わ
ち
世
界
を
思
い
の
侭
に
変
形
す
る
絶
大
の

力
を
有
つ
か
の
ご
と
く
人
間
に
考
え
さ
せ
た
哲
学
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
も
ろ
も
ろ
の
強
烈
な
妄
想
の
援

け
を
か
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
世
界
は
人
間
の
使
用
の
た
め
に
整
え
ら
れ
て
あ
る
も
の
と
根

本
的
に
は
考
え
ら
れ
、
且
つ
人
間
を
諸
超
自
然
力
の
恣
意
的
支
配
か
ら
免
か
れ
し
め
る
よ
う
な
い
か
な
る
大
法
則
も
未
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人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

だ
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
特
に
勝
れ
た
人
々
の
間
に
於
い
て
、
右
の
原
初
的
精
神
の
最
後
の

科
学
的
名
残
り
た
る
占
星
術
的
及
び
錬
金
術
的
期
待
が
、
日
常
の
観
察
に
事
実
上
役
立
た
な
く
な
っ
た
の
は
、
僅
か
に

最
近
二
世
紀
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
占
星
術
は
ケ
プ
ラ
ー
に
至
っ
て（
２
）、ま
た
錬
金
術
は
ベ
ル
ト
レ
に
至
っ
て（
３
）、

は
じ
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
無
力
を
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

１　

マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
（N

icolas de M
alblanche, 1638-1716

）
に
よ
れ
ば
、
一
つ
の
物
が
他
の
一
つ
の
物
に
作
用
す
る
ご

と
く
見
え
る
の
は
、
た
だ
外
見
上
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
い
か
な
る
物
で
も
、
他
の
物
の
う
ち
に
生
ず
る
変

化
の
原
因
た
る
こ
と
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
変
化
の
真
の
原
因
は
何
か
。
そ
れ
は
神
の
意
志
で
あ

る
。
普
通
に
原
因
と
見
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
偶
性
原
因
（cause accidentelle

）
す
な
わ
ち
神
が

他
物
の
う
ち
に
一
つ
の
変
化
を
生
ぜ
し
め
る
と
こ
ろ
の
機
会
（occasion

）
に
過
ぎ
な
い
。
事
実
我
々
は
、
一
切
を
神
の

う
ち
に
見
る
。
換
言
す
れ
ば
、
我
々
は
た
だ
神
の
み
を
見
、
神
の
み
を
愛
す
る
の
で
あ
る
。
物
体
の
諸
属
性
の
ご
と
き
は
、

我
々
の
感
覚
に
対
す
る
神
の
作
用
に
よ
っ
て
し
か
、
我
々
に
啓
示
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
学
説
は
、
い
わ
ゆ
る
機
会

原
因
説
（doctrine des causes occasionnelles; occasionalism

e

）
で
あ
っ
て
、
哲
学
史
上
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
を
有
名
な

ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
「
著
名
な
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
例
」
と
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
が
固
体
の
衝
突
の
数
学
的
公
式
に

つ
い
て
論
ず
る
に
際
し
、
右
の
機
会
原
因
説
を
援
用
し
て
、
撞
球
の
一
つ
の
球
が
他
の
球
に
運
動
を
伝
え
る
の
は
、
個
々

の
特
殊
な
場
合
に
働
く
神
の
意
志
を
原
因
と
す
る
と
結
論
し
た
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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２　

ケ
プ
ラ
ー
（Johannes K

epler, 1571-1630

）
は
、
チ
ホ
・
ブ
ラ
ァ
ヘ
（Tycho B

rahe, 1546-1601

）
の
後
を
承
け
て
天

文
研
究
に
従
事
し
た
が
、
そ
の
独
特
な
る
火
星
観
察
の
結
果
、
一
六
〇
九
年Astronom

ia nova

を
公
に
し
て
い
わ
ゆ
る

ケ
プ
ラ
ー
の
第
一
法
則
及
び
第
二
法
則
を
定
立
し
、
更
に
一
六
一
九
年
に
はH

arm
onices m

undi

に
於
い
て
、
彼
の
名

を
不
朽
な
ら
し
め
る
第
三
法
則
を
公
け
に
し
た
。
ケ
プ
ラ
ー
の
三
法
則
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。（
一
）動
径（rayons 

vecteurs
）
の
画
く
面
積
は
時
間
に
比
例
す
。（
二
）
諸
遊
星
の
軌
道
は
楕
円
形
に
し
て
、
太
陽
は
そ
の
共
通
中
心
（foyer 

com
m

un

【
二
焦
点
の
一
方
】）
に
位
置
す
。（
三
）
遊
星
の
交
転
に
要
す
る
時
間
の
二
乗
は
太
陽
よ
り
の
平
均
距
離
の
三
乗

に
比
例
す
。

コ
ン
ト
は
ケ
プ
ラ
ー
の
天
文
学
的
業
績
を
極
め
て
重
要
視
し
、
右
の
三
法
則
の
解
説
の
た
め
に
『
実
証
哲
学
講
義
』
の

一
章
（
第
二
三
講
）
を
充
当
し
た
が
、
更
に
『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
に
於
い
て
も
、
特
に
一
章
（
第
三
篇
「
天

体
幾
何
学
」、
第
八
章
「
ケ
プ
ラ
ー
の
三
大
法
則
の
根
本
的
説
明
」）
を
そ
の
吟
味
に
費
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
コ
ン

ト
は
、
神
学
的
＝
形
而
上
学
的
精
神
の
支
配
下
に
あ
っ
た
天
体
研
究
が
は
じ
め
て
合
理
的
基
礎
を
有
ち
え
た
の
は
、
ケ
プ

ラ
ー
の
法
則
に
よ
る
も
の
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。

３　

ベ
ル
ト
レ
（C

laude-Louis B
erthollet, 1748-1822

）
は
、
そ
の
著La statique chim

ique

【“Essai de statique 

chim
ique”

】
に
於
い
て
従
来
の
「
選
択
親
和
力
」（affinités électives

）
の
学
説
を
覆
す
と
共
に
、
か
の
著
名
な
塩
複
分

解
の
法
則
（loi des doubles décom

positions salines
）
を
発
見
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
法
則
に
よ
っ
て
、
二
個
の
可
溶

性
塩
は
、
そ
れ
ら
の
相
互
作
用
が
一
の
不
可
溶
性
塩
を
生
じ
う
る
と
き
、
も
し
く
は
後
者
の
可
溶
度
が
前
者
の
い
ず
れ
の

可
溶
度
よ
り
も
小
な
る
と
き
、
つ
ね
に
相
互
に
複
分
解
を
な
す
、
と
い
う
事
実
が
証
明
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
コ



三
三

人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

ン
ト
に
よ
れ
ば
こ
の
法
則
は
、
実
証
的
法
則
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
特
質
を
具
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
一

に
そ
れ
は
、
化
学
的
研
究
の
固
有
の
対
象
に
、
換
言
す
れ
ば
合
成
及
び
分
解
の
現
象
に
関
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
第

二
に
そ
れ
は
、
二
種
の
現
象
間
の
関
係
を
確
定
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
そ
れ
は
、
予
見
（prévision

）
を
可

能
な
ら
し
め
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
コ
ン
ト
が
、
ベ
ル
ト
レ
に
よ
っ
て
錬
金
術
が
化
学
に
進
展
し
た
と
考
え
る
理

由
で
あ
る
。

八　
か
く
の
ご
と
く
神
学
的
思
惟
の
成
立
は
、
種
々
の
知
的
動
機
の
協
合
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
そ
の
他
な
お
、
当

時
の
強
度
な
社
会
的
必
要
に
よ
っ
て
不
可
抗
的
に
強
要
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
も
、
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
後
者
に
つ
い
て
は
、
私
は
本
論
の
劈
頭
に
示
し
た
根
本
的
著
述（
１
）に

於
い
て
適
当
に
叙
述
し
た
が
、
本
書
の
性
質
上（
２
）

こ
こ
で
は
充
分
に
叙
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
先
ず
何
よ
り
も
明
ら
か
な
こ
と
は
、
他
の
諸
分
野
の
諸
観
念
よ
り
も
、

特
に
道
徳
的
及
び
政
治
的
諸
観
念
を
不
断
に
結
合
す
る
た
め
に
、
神
学
的
精
神
が
永
い
間
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
観
念
が
極
め
て
複
雑
な
観
念
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら
の
観
念
の
対
応
す
る

諸
現
象
が
原
始
時
代
に
は
頗
る
漠
然
と
し
て
い
て
、
人
類
文
明
の
長
期
の
成
長
の
後
に
は
じ
め
て
特
色
あ
る
発
達
を
遂

げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
に
本
づ
く
の
で
あ
る
。
今
日
我
々
の
時
代
に
行
わ
れ
て
い
る
盲
目
的
批
評
は
、
当
時
最
も
単

純
な
事
物
に
対
し
て
神
学
的
方
式
以
外
に
哲
学
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
容
認
し
つ
つ
、
し
か
も
殊
に
多
神
観
者
た

ち
が
社
会
的
考
察
に
不
可
避
的
に
神
学
を
採
用
し
た
こ
と
を
許
容
し
が
た
し
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
滑
稽
な
矛



三
四

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

盾
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
原
初
哲
学
が
、
人
間
知
性
の
発
端
に
対
し
て
と
等
し
く
、
人
間
結
社
性（
３
）（sociabilité

）

の
発
端
に
対
し
て
も
同
等
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
俟
た
ぬ
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
私
は
、

こ
こ
で
こ
の
こ
と
を
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
学
的
哲
学
は
、
或
る
種
の
共
通
的
教

義
（doctrines com

m
unes

）
を
、
す
な
わ
ち
そ
れ
な
し
に
は
社
会
紐
帯
（lien social

）
が
拡
大
性
を
も
鞏
固
性
を
も

獲
得
し
え
な
か
っ
た
筈
の
共
通
的
教
義
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
い
は
ま
た
当
時
に
於
け
る
唯
一
の
精
神
的
権

威（
４
）を
自
然
に
発
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
期
の
社
会
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

１　
「
本
論
の
劈
頭
に
示
し
た
根
本
的
著
述
」
と
は
、『
実
証
哲
学
体
系
』
す
な
わ
ち
『
実
証
哲
学
講
義
』。

２　

こ
こ
に
「
本
書
」
と
は
、『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
を
指
す
。「
本
書
の
性
質
上
」
と
は
、『
通
俗
天
文
学
の
哲

学
的
汎
論
』
の
性
質
上
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

３　

sociabilité 

は
普
通
に
社
交
性
と
訳
さ
れ
る
が
、
コ
ン
ト
に
於
い
て
は
、
社
会
を
作
っ
て
共
同
生
活
を
な
さ
ん
と
す
る
性

質
、
す
な
わ
ち
結
社
性
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。【
い
ま
で
は
「
社
会
性
」
と
す
る
所
。】

４　
「
唯
一
の
精
神
的
権
威
」
と
は
、
僧
侶
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
節　

形
而
上
学
的
す
な
わ
ち
抽
象
的
状
態

九　
以
上
我
々
は
、
人
類
の
幼
稚
期
に
よ
く
適
合
し
て
い
た
唯
一
の
哲
学
の
、
一
時
的
性
質
及
び
予
備
的
役
割
に

つ
い
て
、
一
般
的
説
明
を
試
み
た
。
も
ち
ろ
ん
、
我
々
の
説
明
は
、
極
め
て
要
略
的
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、



三
五

人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

こ
の
約
説
に
よ
っ
て
も
、
我
々
は
、
こ
の
原
初
の
知
的
状
態
が
我
々
の
知
的
成
熟
期
に
於
け
る
状
態
と
、
あ
ら
ゆ
る
点

に
於
い
て
い
か
に
甚
だ
し
く
異
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
推
移
が
、

個
人
に
於
い
て
も
種
に
於
い
て
も
、
本
質
的
に
は
過
渡
的
役
割
に
制
限
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
一
種
の
中
間
的
哲
学
の
漸

増
的
援
助
な
し
に
は
到
底
行
わ
れ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
、
充
分
窺
知
し
う
る
で
あ
ろ
う（
１
）。
こ
こ
に
我
々
は
、
固
有
の
意

味
の
形
而
上
学
的
状
態
が
人
間
知
性
の
根
本
的
進
化
の
上
に
特
に
参
加
し
た
理
由
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
参
加
の

意
義
は
、
一
切
の
急
激
な
変
化
を
欲
し
な
い
人
間
知
性
を
し
て
、
殆
ど
無
意
識
の
う
ち
に
純
粋
の
神
学
的
状
態
か
ら
全

然
実
証
的
な
状
態
に
と
進
展
せ
し
め
た
点
に
あ
る
。
形
而
上
学
的
状
態
の
占
め
る
地
位
は
可
成
り
曖
昧
で
は
あ
る
が
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
実
証
的
状
態
よ
り
も
神
学
的
状
態
に
一
層
接
近
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
状
態
に
於
け
る
支

配
的
思
惟
は
、
神
学
的
状
態
と
等
し
く
絶
対
的
諸
知
識
の
追
求
を
そ
の
主
た
る
特
色
と
す
る
。
た
だ
両
者
に
於
い
て
異

な
る
点
は
、
形
而
上
学
的
思
惟
の
要
求
す
る
解
決
が
、
実
証
的
諸
観
念
の
発
現
を
一
層
容
易
な
ら
し
め
る
よ
う
に
、
著

し
く
変
形
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
形
而
上
学
は
、神
学
と
等
し
く
、諸
存
在
（êtres

）
の
内
部
的
性
質
、

一
切
の
事
物
の
本
源
及
び
目
的
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
発
現
の
根
本
方
式
、
等
を
証
明
し
よ
う
と
試
み
る
の
で
は
あ
る
が
、

固
有
の
意
味
の
超
自
然
的
能
因
（agents surnaturels
）
を
援
用
す
る
代
り
に
、「
実
体
」（entités

）
す
な
わ
ち
人
格
化

さ
れ
た
抽
象
物
（abstractions personnifiées

）
を
漸
次
そ
れ
に
代
用
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人
格
化
さ
れ
た
抽
象
物

の
援
用
は
、
実
に
形
而
上
学
の
顕
著
な
特
徴
で
あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
本
体
論
（ontologie

）
の
名
の
下
に
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
種
の
哲
学
方
式
は
、
今
日
極
め
て
容
易
に
目
撃
で
き
る
。
単
に
最
も
複
雑
な
種
類
の
諸
現
象
に
関
し
て
ば
か



三
六

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

り
で
な
く
、最
も
単
純
な
ま
た
最
も
進
ん
だ
諸
理
論
に
於
い
て
す
ら
も
、こ
の
哲
学
方
式
は
そ
の
永
き
支
配
の
跡
を
我
々

に
日
々
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
原
注
）。
こ
れ
ら
の
実
体
が
歴
史
的
に
力
を
有
っ
た
の
は
、
何
よ
り
も
そ
れ
の
有
つ

多
義
的
特
質
の
結
果
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
実
体
の
各
個
は
、
そ
れ
が
対
応
す
る
物
体
に
内
在
的
の
も
の
で
あ
っ

て
し
か
も
そ
れ
と
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
の
精
神
は
、
よ
り
神
学
的
状
態
に
接
近
し
て
い
る
か
、
よ
り
実
証
的
状

態
に
接
近
し
て
い
る
か
に
し
た
が
っ
て
、
或
い
は
そ
れ
を
超
自
然
力
の
真
の
発
現
と
見
、
或
い
は
そ
れ
を
現
象
の
単
な

る
抽
象
的
名
称
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
形
而
上
学
的
状
態
に
於
い
て
は
、
も
は
や
純
粋
の
想
像
が
支
配

権
を
失
い
、
し
か
も
真
の
観
察
は
ま
だ
行
わ
れ
な
い
。
し
か
し
推
理
（raisonnem

ent

）
は
可
成
り
広
く
行
わ
れ
て
い

て
、
漠
然
た
る
形
に
於
い
て
で
は
あ
る
が
、
真
の
科
学
的
考
察
へ
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
の
は
、
形
而
上
学
的
状
態
の
初
期
に
於
け
る
仰
山
な
推
理
作
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
観
察
す
る
代
り
に
論
議
し

よ
う
と
す
る
執
拗
な
傾
向
に
本
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亙
っ
て
、
最
も
勝
れ
た
代
表
者
た
ち
に
於
い
て

す
ら
も
形
而
上
学
的
精
神
を
特
色
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
形
而
上
学
的
諸
概
念
は
、
神
学
的
体
系
に

永
く
役
立
っ
た
諸
概
念
の
ご
と
き
鞏
固
さ
を
有
た
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
間
も
な
く
そ
れ
ら
の
概
念
は
一
の
概
念
に
よ

っ
て
統
一
さ
れ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
互
い
に
異
な
っ
た
個
々
の
実
体
は
、
た
だ
一
つ
の
一
般
的
実
体
、
す
な
わ
ち

「
自
然
」（N

ature

）
に
、
漸
次
従
属
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
然
」
な
る
一
般
的
実
体
は
、
一
神
観
に
於
け
る
漠
然

た
る
普
遍
的
連
結
（liaison universelle

）
に
や
や
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

原
注　
社
会
現
象
に
関
し
て
通
常
行
わ
れ
て
い
る
殆
ど
す
べ
て
の
説
明
、
人
間
の
知
性
及
び
道
徳
性
に
関
す
る
説
明
の
多
数
、



三
七

人
類
知
的
進
化
の
法
則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
則

現
在
生
理
学
に
於
い
て
或
い
は
医
学
に
於
い
て
行
わ
れ
て
い
る
理
論
の
大
部
分
、
更
に
ま
た
若
干
の
化
学
的
理
論
で
す
ら

も
、
例
え
ば
亜
片
の
「
催
眠
力
」（vertu dorm

itive

）
に
関
し
て
モ
リ
エ
ー
ル（
２
）が

面
白
く
描
写
し
た
よ
う
な
奇
妙
な
哲
学

様
式
に
、
や
や
も
す
れ
ば
立
戻
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
モ
リ
エ
ー
ル
の
描
写
は
、
デ
カ
ル
ト
が
諸
実
体
の
体
系

に
対
し
て
与
え
よ
う
と
し
た
決
定
的
動
揺
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
哲
学
が
神
学
的
、
形
而
上
学
的
、
実
証
的
の
三
状
態
を
典
型
的
に
経
過
し
た
の
は
西
方
諸
民
族
だ

け
で
あ
っ
て
、
爾
余
の
民
族
は
大
体
に
於
い
て
、
形
而
上
学
的
状
態
を
欠
き
神
学
的
状
態
か
ら
実
証
的
状
態
へ
と
直
接
進

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

２　

モ
リ
エ
ー
ル
（M

olière
）
は
、
ジ
ァ
ン
＝
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
・
ポ
ク
ラ
ン
（Jean-B

aptiste Poquelin, 1622-1673

）
の
芸

名
。「
催
眠
力
」
に
関
す
る
モ
リ
エ
ー
ル
の
描
写
と
は
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
著
名
な
戯
曲
『
気
を
病
む
患
者
』（Le M

alade 

im
aginaire, 1673

）
に
於
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
催
眠
力
」（V

irtus dorm
itiva

）
に
関
す
る
対
話
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
〇　
特
に
今
日
に
於
い
て
か
か
る
哲
学
的
作
用【appareil

要
具
】の
歴
史
的
役
割
を
最
も
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
哲
学
的
作
用
が
、
そ
の
性
能
上
何
ら
自
己
固
有
の
も
の
を
建
設
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
た
だ
精
神
的
方
面
に
及
び

更
に
強
き
理
由
を
も
っ
て
社
会
的
方
面
に
、
批
判
的
も
し
く
は
破
壊
的
効
果
を
有
っ
た（
１
）こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
哲
学
的
精
神
は
根
本
的
な
矛
盾
を
包
蔵
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
神
学
的
体
系
の
一
切

の
根
本
的
原
理
を
自
己
に
保
有
し
つ
つ
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
原
理
か
ら
、
そ
の
事
実
上
の
権
威
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
活



三
八

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

力
と
固
定
性
と
を
漸
次
奪
取
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
を
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
神
学
的
諸
原
理
を
微
力

な
ら
し
め
る
こ
と
の
う
ち
に
、
形
而
上
学
的
哲
学
の
主
た
る
一
時
的
役
割
が
存
す
る
。
と
言
う
の
は
、
形
而
上
学
が
発

現
し
た
の
は
、
永
い
間
全
人
類
進
化
の
た
め
に
進
歩
的
役
割
を
演
じ
た
神
学
が
、
必
要
な
程
度
以
上
に
存
続
し
て
、
幼

稚
な
状
態
を
―
―
も
ち
ろ
ん
最
初
は
極
め
て
好
都
合
に
指
導
し
た
が
―
―
無
際
限
に
継
続
せ
し
め
る
よ
う
な
傾
向
に
陥

っ
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
畢
竟
形
而
上
学
は
、
そ
の
度
々
の
単
純
化
の
た
め
に
徐
々
に
弱
め
ら
れ

た
と
こ
ろ
の
、
神
学
の
一
種
に
過
ぎ
ぬ
。
す
な
わ
ち
形
而
上
学
は
、
実
証
的
諸
観
念
の
特
別
な
発
現
を
直
接
阻
止
す
る

だ
け
の
力
は
有
た
な
い
が
、
し
か
し
一
般
化
の
精
神
（esprit de généralisation

）
が
良
好
な
営
養
を
見
出
す
こ
と
の

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
こ
の
精
神
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
或
る
種
の
修
練
に
対
す
る
一
時
的
性
能
を
保
有
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
的
特
質
の
故
に
、
形
而
上
学
的
す
な
わ
ち
本
体
論
的
状
態
は
、
絶
え
ず
一
種
の
二
者
撰
一
の

場
面
に
、
す
な
わ
ち
、
或
い
は
秩
序
の
諸
条
件
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
神
学
的
状
態
の
無
意
味
な
復
興
に
努
め
る
か
、

或
い
は
神
学
の
圧
倒
的
支
配
を
脱
す
る
た
め
に
一
の
純
消
極
的
状
態
に
進
む
か
、
と
い
う
二
者
撰
一
の
場
面
に
置
か
れ

る
の
で
あ
る
。
形
而
上
学
の
こ
の
や
む
を
得
な
い
動
揺
は
、
今
日
で
は
、
最
も
困
難
な
諸
理
論（
２
）の
場
合
に
於
い
て
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
前i i

形
而
上
学
的
時
代
の
続
い
て
い
た
間
は
、
最
も
簡
単
な
諸
理
論
に
於

い
て
す
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
形
而
上
学
が
自
己
に
固
有
な
哲
学
方
式
を
、
建
設
す
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
、
当
然
の
結
果
で
あ
る
。
も
し
一
般
理
性
【raison publique
】
が
、
遠
い
過
去
に
於
い
て
、
形
而
上
学
の
若
干
の

i　
「
以
前
」
は
底
本
の
マ
マ
。「
依
然
」
で
あ
ろ
う
。"tant qu'a duré leur âge m

étaphysique"
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根
本
的
観
念
を
棄
て
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、二
十
世
紀
前
に
外
界
の
存
在
に
関
し
て
起
こ
さ
れ
た
愚
か
し
い
諸
疑
問
は
、

今
日
な
お
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
種
の
疑
問
は
い
か
な
る
形
而
上
学
的
論
議

に
よ
っ
て
も
、
決
し
て
徹
底
的
に
消
滅
せ
し
め
え
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
形
而
上
学
的
状
態
な
る
も
の

は
、
人
間
の
或
い
は
個
人
的
或
い
は
集
合
的
な
る
精
神
進
化
に
内
在
的
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
そ
し
て
特
に
そ
の

幼
年
期
と
成
熟
期
と
を
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
の
、
一
種
の
慢
性
病
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
形
而
上
学
が
か
か
る
特
質
を
最
も
よ
く
発
揮
し
た
時
期
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ル

ネ
サ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
神
学
が
駆
逐
さ
れ
た
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
に
代
る
べ
き
実
証
科
学
が
未
発
達
の
た
め
に
、
本
体
論

が
勢
力
を
振
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

２　
「
最
も
困
難
な
諸
理
論
」
と
は
、
社
会
及
び
道
徳
に
関
す
る
理
論
で
あ
る
。

一
一　
近
代
人
の
歴
史
的
考
察
は
殆
ど
多
神
観
の
時
期
以
上
に
及
ん
で
は
い
な
い
が
、
し
か
し
形
而
上
学
的
精
神

は
、
神
学
的
精
神
そ
の
も
の
と
殆
ど
同
じ
ほ
ど
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
形
而
上
学
的
精

神
は
、
も
ち
ろ
ん
外
部
に
は
明
瞭
に
現
れ
て
は
い
な
い
が
、
呪
物
観
よ
り
多
神
観
へ
の
最
初
の
変
遷
を
当
然
指
導
し
た

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
形
而
上
学
的
精
神
は
、
純
粋
の
超
自
然
的
活
動
力
を
各
個
の
物
体
か
ら
退
か
し
め
て
、
そ
の

代
り
に
、
若
干
の
実
体
を
そ
の
場
所
に
持
ち
来
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
際
に
は
、
こ
の
最
初
の
神
学
的

革
命
は
、
真
の
意
味
に
於
け
る
論
議
を
ま
だ
生
じ
な
か
っ
た
。
本
体
論
的
精
神
の
継
続
的
干
渉
が
充
分
特
色
を
発
揮
し



四
〇

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

た
の
は
、
次
の
革
命
、
す
な
わ
ち
、
多
神
観
を
一
神
観
に
凝
縮
し
た
と
こ
ろ
の
革
命
に
於
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本

体
論
的
精
神
は
、
こ
の
革
命
の
自
然
的
機
関
（organe naturel

）
た
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
本

体
論
的
精
神
の
増
大
的
勢
力
は
、
始
め
そ
れ
が
神
学
の
圧
力
下
に
あ
っ
た
間
は
、
建
設
的
の
も
の
の
よ
う
な
外
貌
を
呈

し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
原
初
哲
学
の
極
点
た
る
通
俗
的
一
神
観
（m

onothéism
e vurgaire

）
以
上
に
神

学
の
単
純
化
を
促
進
す
る
に
及
び
、
漸
次
そ
の
本
質
的
な
破
壊
的
性
質
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
実
形

而
上
学
的
精
神
は
、
徐
々
に
神
学
的
体
系
を
分
解
し
、
中
世
紀
の
終
り
に
一
神
観
的
制
度
の
社
会
的
効
用
が
全
く
尽

き（
１
）て

以
後
は
、
つ
い
に
後
退
的
の
も
の
と
化
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
最
近
五
世
紀
間
我
々
の
近
代
文
明
の
基
礎
的

発
展
に
対
し
て
演
じ
た
役
割
は
、
消
極
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
体
論
的
諸
観
念
の
永
き
活
動
は
、
各
個

の
知
的
分
野
に
於
い
て
緊
要
な
し
か
し
一
時
的
な
任
務
を
果
た
し
た
後
は
、
断
え
ず
不
幸
に
し
て
、
思
索
体
系
の
他
の

真
正
な
組
織
化
を
妨
げ
、
今
日
に
於
い
て
す
ら
も
、
正
し
い
哲
学（
２
）の

決
定
的
構
築
に
対
す
る
危
険
な
障
礙
は
、
哲
学
的

諸
考
案
の
特
権
を
専
ら
独
占
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の（
３
）、

こ
の
本
体
論
的
精
神
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

１　

中
世
紀
の
終
り
に
社
会
的
効
用
を
失
っ
た
一
神
観
と
は
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
一
神
観
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

２　
「
正
し
い
哲
学
」
と
は
、
科
学
的
哲
学
す
な
わ
ち
実
証
哲
学
で
あ
る
。

３　

形
而
上
学
者
た
ち
は
哲
学
を
形
而
上
学
的
の
も
の
と
解
し
、
し
た
が
っ
て
彼
ら
に
於
い
て
は
、「
形
而
上
学
」

（m
étaphysique

）
と
「
哲
学
」（philosophie

）
と
は
同
義
語
で
あ
る
。
こ
れ
コ
ン
ト
が
、
形
而
上
学
を
も
っ
て
、
哲
学

的
諸
考
案
の
特
権
を
独
占
す
る
も
の
と
言
う
所
以
で
あ
る
。



四
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類
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的
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す
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わ
ち
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態
の
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第
三
節　

実
証
的
す
な
わ
ち
現
実
的
状
態

一
二　
我
々
の
知
性
は
、
こ
の
よ
う
な
長
期
に
亙
る
必
要
な
諸
準
備
に
よ
っ
て
徐
々
に
解
放
さ
れ
、
そ
し
て
つ
い

に
そ
の
合
理
的
実
証
性
（positivité rationnelle

）
の
決
定
的
状
態
に
達
し
た
。
こ
の
状
態
こ
そ
、
本
論
の
主
題
と
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
特
質
は
、
前
の
二
状
態
よ
り
も
一
層
充
分
に
叙
述
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ

て
先
行
二
状
態
に
於
け
る
予
備
的
修
練
は
、
或
い
は
神
学
的
或
い
は
形
而
上
学
的
な
る
原
始
哲
学
に
固
有
な
、
漠
然
且

つ
恣
意
的
な
説
明
の
根
本
的
空
虚
性
を
、
お
の
ず
と
明
ら
か
な
ら
し
め
た
。
か
く
て
、
爾
後
人
間
精
神
は
、
人
知
の
幼

年
期
に
し
か
適
し
な
い
よ
う
な
絶
対
的
諸
探
究
を
断
念
し
、
す
で
に
急
速
の
進
歩
を
逐
げ
つ
つ
あ
っ
た
真
正
の
観
察
の

領
域
に
、
す
な
わ
ち
、
真
に
許
容
し
う
る
諸
知
識
の
唯
一
の
可
能
な
基
礎
と
し
て
我
々
の
現
実
的
諸
要
求
に
妥
当
な
観

察
の
領
域
に
、
我
々
の
努
力
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
思
索
の
論
理
（logique spéculative

）
は
、

相
等
緻
密
な
様
式
に
於
い
て
で
は
あ
る
が
、
曖
昧
な
る
諸
原
理
に
基
づ
い
て
、
す
な
わ
ち
何
ら
充
分
の
証
明
を
伴
わ
ず

し
て
、
つ
ね
に
果
て
し
な
き
論
議
を
惹
起
す
る
よ
う
な
諸
原
理
に
基
づ
い
て
推
論
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
る
に
実

証
的
状
態
に
於
け
る
論
理
は
、
或
い
は
特
殊
的
或
い
は
一
般
的
な
る
一
つ
の
事
実
の
単
な
る
陳
述
（énonciation

）
に

厳
密
に
還
元
で
き
な
い
よ
う
な
一
切
の
命
題
は
何
ら
の
現
実
的
ま
た
知
解
的
（intelligible

）
意
味
を
提
供
し
え
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
根
本
的
規
準
（règle fondam

entale

）
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
新
し
い
論
理
が

則
る
と
こ
ろ
の
諸
原
理
は
、
そ
れ
ら
自
身
事
実
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ
の
場
合
関
係
づ
け
ら



四
二

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

れ
る
と
こ
ろ
の
諸
事
実
よ
り
も
一
層
一
般
的
ま
た
一
層
抽
象
的
だ
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
こ
れ
ら
の
原
理

は
、
そ
れ
の
発
見
さ
れ
る
方
式
が
合
理
的
の
も
の
で
あ
っ
て
も
実
験
的
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
観
察
さ
れ
た
諸
現
象
と

直
接
も
し
く
は
間
接
に
一
致
す
る
の
で
な
け
れ
は
、
何
ら
科
学
的
効
力
を
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
ひ
と
度
右
の
規
準
が

確
立
す
る
と
共
に
、
純
粋
の
想
像
は
、
以
前
の
精
神
的
至
高
権
を
不
可
避
的
に
喪
失
し
て
、
必
然
的
に
観
察
に
従
属
し
、

そ
し
て
そ
の
こ
と
が
完
全
に
常
態
的
な
一
つ
の
論
理
的
状
態
を
構
成
す
る
。
と
は
言
え
想
像
は
、
こ
の
場
合
全
然
働
き

を
止
め
る
の
で
は
な
く
て
、
現
象
の
或
い
は
決
定
的
或
い
は
一
時
的
な
連
結
（liaison

）
の
諸
手
段
を
創
出
し
も
し
く

は
完
成
す
る
た
め
に
、
も
ろ
も
ろ
の
実
証
的
思
惟
に
於
い
て
不
断
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
一
言
も
っ
て
言
え
ば
、
人

間
知
性
の
成
熟
を
印
し
づ
け
る
根
本
的
革
命
は
、
到
る
処
に
於
い
て
、
固
有
の
意
味
の
「
原
因
」（
１
）（causes

）
の
許
容

し
が
た
い
決
定
に
代
え
る
に
、「
法
則
」（
２
）（lois

）
の
、
換
言
す
れ
ば
、
観
察
さ
れ
る
諸
現
象
間
に
存
す
る
恒
常
的
諸
関

係
（relations constantes

）
の
単
な
る
探
究
を
も
っ
て
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
最
も
つ
ま
ら
ぬ
事

実
で
あ
ろ
う
と
最
も
高
貴
な
事
実
で
あ
ろ
う
と
、
す
な
わ
ち
、
衝
突
や
重
量
の
ご
と
き
事
実
に
関
し
て
も
思
想
や
道
徳

の
ご
と
き
事
実
に
関
し
て
も
、
我
々
は
た
だ
そ
れ
ら
の
発
現
に
固
有
な
種
々
の
相
互
的
連
結
を
知
り
う
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
生
産
の
神
秘
を
探
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、cause 

と
い
う
語
は
真
正
の
哲
学
に
於
い
て
拒
否
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
語
に
対

応
す
る
と
こ
ろ
の
観
念
は
、
コ
ン
ト
の
考
え
る
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、「
不
合
理
的
の
も
の
で
あ
る
と
共
に
詭
弁
的
の
も
の
」

だ
か
ら
で
あ
る
。



四
三

人
類
知
的
進
化
の
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則
す
な
わ
ち
三
状
態
の
法
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２　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、loi

す
な
わ
ちloi naturelle

の
哲
学
的
観
念
は
、
変
化
（variété

）
の
う
ち
に
不
変
（constance

）

を
把
捉
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

一
三　
我
々
の
実
証
的
諸
研
究
は
、「
事
実
存
在
す
る
も
の
」（ce qui est

）
に
つ
き
、
そ
の
最
初
の
起
源
及
び
最
終

の
目
的
を
追
求
す
る
こ
と
を
断
念
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
於
い
て
そ
れ
を
組
織
的
に
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
た
だ
そ
れ
だ
け
に
止
ま
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
他
な
お
肝
要
な
こ
と
は
、
現
象
の
実
証
的
研
究
が
、

何
ら
絶
対
的
の
も
の
と
な
る
こ
と
な
く
、
つ
ね
に
我
々
の
構
造
及
び
我
々
の
状
態
に
相
即
的
（relative

【
相
対
的
】）
の

も
の
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
二
点
か
ら
見
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
我
々
の
思
索
の
諸
手
段
は
頗
る

不
完
全
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
、
現
実
に
存
在
す
る
い
か
な
る
も
の
を
も
完
全
に
研
究
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
い
な
我
々
は
、
そ
の
大
部
分
が
恐
ら
く
全
然
我
々
の
眼
に
止
ま
ら
ぬ
よ
う
な
一
切
の
現
実
的
存
在
（toutes les 

existences réelles

）
を
、
た
と
い
極
め
て
皮
相
的
に
す
ら
も
、
検
証
【constater

認
め
る
・
見
定
め
る
】
で
き
る
と
は
決
し

て
確
言
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
我
々
が
重
要
な
感
覚
の
一
つ
を
喪
う
な
ら
ば
、
一
系
列
の
自
然
現
象

全
体
が
、
全
然
我
々
の
知
覚
の
外
に
去
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
し
て
我
々
は
、
も
し
一
つ
の
新
感
覚
を
取
得

す
る
な
ら
ば
、
今
ま
で
全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
一
類
の
諸
事
実
が
新
た
に
知
覚
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
と
言
う
の
は
、
動
物
の
主
要
な
類
型
間
に
於
い
て
極
め
て
差
異
の
多
い
種
々
の
感
覚
が
、
特
に
人

間
有
機
体
に
於
い
て
の
み
、
外
部
的
世
界
を
完
全
に
探
究
し
う
る
ほ
ど
高
度
に
発
達
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
こ
と
は
、
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明
ら
か
に
無
根
拠
の
こ
と
で
あ
り
、
殆
ど
滑
稽
に
類
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
我
々
の
一
切
の
正
し

い
知
識
は
、
当
然
相
対
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
い
か
な
る
科
学
に
も
ま
し
て
よ
く
表
示
す
る
も
の

は
天
文
学
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
天
文
学
に
於
い
て
は
、
諸
現
象
の
探
究
が
た
だ
一
つ
の
感
覚
の
働
き
に
よ
っ
て
し
か

行
わ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
感
覚
が
喪
失
す
る
か
変
質
す
る
か
し
た
場
合
、
我
々
の
研
究
が
い
か
な
る
結
果
に
立

ち
至
る
か
と
い
う
こ
と
を
判
定
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
容
易
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
い
か
に
知
性
が
勝
れ
て
い

て
も
、
盲
目
者
に
対
し
て
は
、
ま
た
恐
ら
く
最
も
多
数
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
見
え
な
い
星
に
対
し
て

は
、
い
な
我
々
が
そ
れ
を
通
し
て
天
体
を
観
測
す
る
と
こ
ろ
の
大
気
が
常
に
残
留
し
空
を
雲
が
蔽
っ
て
い
て
す
ら
、
い

か
な
る
種
類
の
天
文
学
も
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
個
の
実
証
的
研
究
は
、
我
々
の
内
部
的
及
び
外

部
的
条
件（
１
）の

全
部
に
必
然
的
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
は
、
本
書（
２
）の

全
叙
述
が
し
ば
し
ば
可
成
り
明
確
に

我
々
に
指
示
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

１　

我
々
の
内
部
的
条
件
と
は
我
々
の
生
理
的
構
造
を
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
外
部
的
条
件
と
は
外
界
に
対
す
る
我
々
の
地

位
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

２　

こ
こ
に
本
書
と
は
、『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
の
こ
と
で
あ
る
。

一
四　
我
々
の
一
切
の
正
し
い
知
識
の
必
然
的
に
相
対
的
な
性
質
を
充
分
に
会
得
す
る
【caractériser

】
た
め
に
は
、

以
上
の
ほ
か
に
な
お
、
一
層
哲
学
的
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
の
す
べ
て
の
観
念
が
そ
れ
自
体
人
間
的
現
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象
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
こ
に
人
間
現
象
と
は
、
単
に
こ
れ
ら

の
現
象
が
個
人
的
だ
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
ま
た
殊
に
社
会
的
だ
と
い
う
意
味
に
於
い
て
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
事
実
に
於
い
て
、
す
べ
て
の
要
素
及
び
す
べ
て
の
段
階
が
本
質
的
に
は
互
い
に
連
結
し
て
い

る
一
の
集
合
的
且
つ
継
続
的
進
化
の
結
果
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
も
し
我
々
が
第
一
の
観
点
か
ら
、
我
の
諸
思

索
が
我
々
の
個
人
的
存
在
の
種
々
の
本
質
的
条
件
に
つ
ね
に
依
存
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
な
ら
ば
、
同
様
に
第
二
の
観

点
か
ら
し
て
、
我
々
の
諸
思
索
が
社
会
的
進
展
の
全
体
に
従
属
し
て
い
て
、
形
而
上
学
者
た
ち
が
考
え
た
よ
う
な
絶
対

的
固
定
性
を
有
た
ぬ
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
実
際
に
、
人
類
の
根
本
的
発
達
の
一
般
的

法
則
が
人
間
の
思
索
に
つ
い
て
教
え
る
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
我
々
の
諸
理
論
は
、
我
々
が
不
断
に
探
究
し
て
い
る
外
界

の
諸
事
物
（sujets extérieurs

）
を
漸
次
的
に
表
示
す
る
傾
向
を
採
っ
て
い
る
が
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
諸
事
物
各
個
の

真
の
構
造
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
完
全
に
は
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
科
学
的
完
成
な
る
も
の
は
、

畢
竟
我
々
の
種
々
の
現
実
的
欲
求
が
必
要
と
す
る
限
り
の
理
想
的
限
界
に
接
近
す
る
だ
け
に
止
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
。
実
証
的
諸
思
索
に
固
有
な
こ
の
第
二
種
の
依
存
は
、
天
文
学
的
研
究
の
全
進
程
に
亙
り
、
第
一
種
の
依
存
と
同

じ
ほ
ど
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
天
体
幾
何
学
の
始
源
以
来
、
地
球
の
形
状
や
、
諸
遊
星
の
軌

道
の
形
態
や
、
そ
の
他
等
々
に
関
し
て
齎
さ
れ
た
諸
概
念
が
、
漸
次
我
々
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
に
変
化
し
て
来
て
い
る

こ
と
に
想
到
す
れ
ば
会
得
で
き
る
【obtenues

】
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
一
方
科
学
的
諸
理
論
は
、
あ
ら
ゆ
る
絶
対
的
主

張
を
避
け
う
る
よ
う
な
充
分
可
変
的
（m

obile

）
の
性
質
を
必
然
的
に
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
地
方
ま
た
こ
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れ
ら
の
理
論
の
漸
次
的
変
遷
は
、
絶
対
へ
の
信
念
以
上
に
危
険
な
懐
疑
主
義
（sceptism

e

）
を
誘
発
さ
せ
る
よ
う
な
い

か
な
る
恣
意
的
性
質
を
も
示
さ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
科
学
的
理
論
に
継
起
的
な
各
個
の
変
化
は
、
少
な
く
と
も
先
行

の
理
論
が
生
じ
た
と
き
必
要
と
さ
れ
た
以
上
の
厳
密
性
が
人
々
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
な
い
限
り
、
該
理
論
に
無
際
限
の

能
力
を
保
有
さ
せ
、
該
理
論
を
基
礎
と
し
て
諸
現
象
を
表
象
さ
せ
る
の
で
あ
る（
１
）。

１　

か
く
の
ご
と
く
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
一
個
の
科
学
理
論
が
更
新
さ
れ
て
よ
り
高
き
厳
密
性
を
取
得
し
て
も
、
社
会
生
活

が
こ
の
高
き
厳
密
性
を
必
要
と
し
な
い
間
は
、
更
新
さ
れ
る
以
前
の
理
論
が
実
際
上
効
用
を
失
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
コ
ン
ト
が
、
知
識
の
発
達
を
社
会
と
の
聯
関
に
於
い
て
考
察
し
て
い
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
五　
今
日
で
は
、
観
察
に
対
す
る
想
像
の
不
断
の
従
属
が
、
あ
ら
ゆ
る
健
全
な
科
学
的
思
索
の
第
一
の
基
本
条

件
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
時
に
は
、
こ
の
論
理
上
の
大
原
理
を
濫
用
す
る
よ
う
な
誤
っ
た

解
釈
が
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
真
の
科
学
が
、
本
質
的
に
は
単
な
る
部
分
的
正
確
さ
だ
け
し
か
提
供
し
え
な
い
よ
う
な
、

不
統
一
な
諸
事
実
の
一
種
の
無
駄
な
集
積
に
堕
落
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
真
の
実
証
的
精
神
が
、
根
本
に

於
い
て
神
秘
主
義（
１
）（m

isticism
e

）
か
ら
も
経
験
主
義
（em

pirism
e

）
か
ら
も
、
同
様
に
懸
け
距
た
っ
た
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
、
明
白
に
会
得
す
る
【sentir

】
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
真
の
実
証
的
精
神
は
、
同
様
に
誤
っ
た
右

の
二
つ
の
岐
路
の
中
間
を
、
つ
ね
に
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
、
神
秘
主
義
に
も
経
験
主
義
に
も

堕
す
る
こ
と
な
く
中
道
を
進
む
と
い
う
こ
と
は
、
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る
が
仲
々
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
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ら
そ
の
こ
と
は
、
す
で
に
私
が
叙
べ
た
通
り
、
真
の
実
証
性
（positivité

）
が
い
か
に
長
期
の
準
備
を
必
要
と
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
れ
が
人
類
の
初
程
に
は
決
し
て
好
都
合
の
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く

証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
科
学
な
る
も
の
は
、
現
実
に
は
諸
現
象
の
法
則
に
於
い
て
成
立
す
る
。
し
か
し
て
固

有
の
意
味
の
諸
事
実
は
、
い
か
に
そ
れ
が
正
確
で
あ
り
多
数
で
あ
っ
て
も
、
科
学
に
対
し
て
は
た
だ
不
可
欠
の
材
料
を

供
給
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
さ
て
、
法
則
が
追
求
さ
れ
る
目
的
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
な
ら（
２
）、
我
々
は
、
真
の
科
学
が
決

し
て
単
な
る
諸
観
察
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
で
き
る
だ
け
直
接
探
究
に
訴
え
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
於
い

て
実
証
的
精
神
の
主
特
質
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
合
理
的
予
見
（prévision rationnelle

）
を
つ
ね
に
そ
れ
に
置
き
換

え
ん
と
す
る
傾
向
を
有
す
る
、
と
何
ら
の
誇
張
な
し
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
天
文
学
的
諸
研
究
の
総

体
が
、
明
瞭
に
我
々
に
会
得
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
予
見
は
、
諸
現
象
間
に
見
出
さ
れ
る
恒
常
的
諸
関
係
の

必
然
的
帰
結
で
あ
っ
て
、
真
の
科
学
を
無
益
な
博
識
（érudition

）
か
ら
、
す
な
わ
ち
諸
事
実
を
機
械
的
に
蒐
集
す
る

の
み
で
そ
れ
ら
を
互
い
に
他
か
ら
演
繹
し
よ
う
と
し
な
い
よ
う
な
無
益
な
博
識
か
ら
、
峻
別
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ

る
。
我
々
の
一
切
の
健
全
な
思
索
が
有
つ
と
こ
ろ
の
、
こ
の
偉
大
な
属
性
は
、
思
索
の
権
威
に
対
し
て
と
等
し
く
、
思

索
の
実
際
的
効
用
に
対
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
生
起
し
た
諸
現
象
に
対
す
る
直
接
の
探
究
は
、
そ

れ
が
我
々
を
導
い
て
、
現
象
の
生
起
を
適
当
に
予
見
せ
し
め
る
の
で
な
い
限
り
、
我
々
に
そ
の
生
起
を
変
更
せ
し
め
る

こ
と
は
、
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
真
の
実
証
的
精
神
な
る
も
の
は
、
予
見
す
る
た
め
に
見
る
（voir pour 

prévoir

）
こ
と
を
、
換
言
す
れ
ば
、
自
然
法
則
は
不
変
で
あ
る
と
い
う
一
般
教
理
【le  dogm

e général

】
に
従
っ
て
、「
将
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来
い
か
に
成
る
か
」（ce qui sera

）
を
断
定
す
る
た
め
に
「
現
在
い
か
に
在
る
か
」（ce qui est

）
を
研
究
す
る
こ
と

を
そ
の
特
質
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
原
注
）。

原
注　
実
証
的
方
法
に
固
有
な
精
神
及
び
働
き
に
関
す
る
以
上
の
一
般
的
判
定
に
つ
い
て
一
層
効
果
的
に
研
究
せ
ん
と
な
ら

ば
、
現
在
新
哲
学
の
直
接
建
設
の
た
め
に
私
に
協
力
し
て
い
る
私
の
勝
れ
た
る
友
人
ジ
ォ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ト
・
ミ
ル
氏

（Johm
 Stuart M

ill

）
が
最
近
ロ
ン
ド
ン
（John Parker, W

est Strand, 1843

）
に
於
い
て
公
刊
し
た
貴
重
な
著
述
、『
演

繹
的
及
び
帰
納
的
論
理
学
体
糸
』（A System
 of Logic, Ratiocinative and Inductive.

）
を
参
照
す
べ
し
。
該
書
第
一
巻

の
最
後
の
七
章
は
、
帰
納
論
理
の
深
遠
に
し
て
明
確
な
驚
嘆
す
べ
き
理
論
的
叙
述
で
あ
る
。
私
は
敢
て
言
う
。
著
者
の
採

っ
た
よ
う
な
見
地
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
よ
く
考
察
さ
れ
ま
た
叙
述
さ
れ
た
著
書
は
未
だ
存
し
な
い
と
。

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
神
秘
主
義
は
、
観
察
を
無
視
し
て
専
ら
感
情
、
想
像
、
及
び
思
考
に
依
拠
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て

経
験
主
義
は
、
個
々
の
事
実
の
観
察
に
の
み
依
拠
し
、
こ
れ
ら
の
個
別
的
事
実
を
合
理
的
に
分
類
す
る
こ
と
を
し
な
い
。

こ
の
両
者
は
共
に
一
部
に
偏
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
証
的
精
神
は
い
ず
れ
に
も
与
し
な
い
の
で
あ
る
。

２　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
我
々
が
環
境
に
対
し
て
働
き
か
け
る
場
合
に
は
、
自
然
法
則
に
関
す
る
知
識
に
よ
っ
て
導
か
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
、
我
々
の
行
動
は
つ
ね
に
科
学
を
予
想
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
科
学
よ
り

予
見
は
来
た
り
、予
見
よ
り
行
動
は
来
た
る
」
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
が
、或
い
は
「
合
理
的
予
見
」
を
言
い
、或
い
は
「
予

見
す
る
た
め
に
見
る
」
こ
と
を
主
張
す
る
の
は
、
か
か
る
理
由
に
本
づ
く
の
で
あ
る
。
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一
六　
全
実
証
哲
学
の
基
礎
た
る
右
の
原
理（
１
）は

、
ま
だ
仲
々
諸
現
象
の
全
領
域
に
充
分
適
用
さ
れ
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
、
幸
い
に
も
三
世
紀
前
か
ら
、
可
成
り
親
し
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
人
々

は
、
前
か
ら
の
根
強
い
絶
対
的
習
癖
の
た
め
に
、
殆
ど
常
に
こ
の
原
理
の
真
の
淵
源
を
誤
認
し
、
一
種
の
漠
然
た
る
形

而
上
学
的
論
議
に
従
っ
て
、
集
合
的
た
る
と
同
時
に
個
人
的
な
長
期
に
亙
る
漸
次
的
帰
納
か
ら
し
か
結
果
さ
れ
な
い
と

こ
ろ
の
法
則
を
、
一
種
の
生
得
観
念
と
し
て
、
で
な
い
と
し
て
も
少
な
く
と
も
原
始
的
観
念
と
し
て
、
表
象
し
よ
う
と

努
め
て
い
る
。
し
か
し
い
か
な
る
合
理
的
原
理
（m

otif rationnel

）
と
雖
も
、
も
し
そ
れ
が
す
べ
て
の
外
部
的
探
究
か

ら
独
立
し
て
い
る
な
ら
ば
、
物
理
的
諸
関
係
の
恒
常
性
を
独
自
的
に
我
々
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
の
み
な
ら

ず
人
間
精
神
は
、
そ
の
長
い
幼
稚
期
の
間
、
却
っ
て
右
の
恒
常
性
を
無
視
し
よ
う
と
す
る
極
め
て
強
烈
な
傾
向
を
示
し

た
。
そ
し
て
適
切
な
観
察
が
す
で
に
こ
の
恒
常
性
を
明
ら
か
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
諸
事
変
【événem

ents

】
を
殊
に

最
も
重
要
な
諸
事
変
を
恣
意
的
な
諸
意
志
に
原
因
せ
し
め
な
く
と
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
場
合
で
す
ら
、
依
然
と
し

て
こ
の
傾
向
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
疑
い
も
な
く
、
各
種
の
現
象
中
に
は
、
そ
れ
に
対
す
る
観
察
が
、
或
る
種
の
二

次
的
規
則
性
（régularité secondaire

）
の
漠
然
且
つ
無
聯
絡
な
感
情
を
常
に
暗
示
す
る
よ
う
な
、
可
成
り
単
純
可
成

り
平
凡
な
も
の
も
相
当
あ
る
。
し
た
が
っ
て
純
粋
の
神
学
的
見
地
は
、
厳
格
に
言
え
ば
、
普
遍
的
に
行
わ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
規
則
性
に
対
す
る
右
の
部
分
的
ま
た
暫
定
的
な
確
信
は
、
永
い
間
少
数
且
つ
従
属
的

な
諸
現
象
に
対
し
て
の
み
把
持
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
超
自
然
的
能
因
の
優
越
的
干
渉
に
因
る
と
考
え
ら
れ
た
頻
出
的
異

変
に
対
し
て
は
、
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
自
然
法
則
が
恒
常
的
で
あ
る
と
い
う
原
理
は
、
真
に
科
学



五
〇

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

的
な
最
初
の
諸
研
究
が
一
類
の
大
き
な
諸
現
象
に
対
し
て
本
質
的
な
確
実
性
を
示
す
ま
で
は
、
哲
学
的
鞏
固
性
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
結
果
は
、
多
神
観
の
最
後
の
諸
世
紀
に
於
い
て
数
学
的
天
文
学
が
成
立

す
る
に
至
っ
て
、始
め
て
充
分
に
現
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る（
２
）。そ
し
て
、ひ
と
度
組
織
的
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、

こ
の
根
本
的
教
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
な
諸
法
則
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
比
論
に
よ
っ
て
、
一
層
複

雑
な
諸
現
象
に
ま
で
適
用
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、か
か
る
漠
然
た
る
論
理
的
見
越
し
（anticipation logique

）
は
、

そ
れ
自
体
現
実
的
効
用
性
を
有
た
ぬ
ば
か
り
で
な
く（
３
）、
当
時
神
学
＝
形
而
上
学
的
錯
覚
が
保
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
活

溌
な
精
神
的
優
越
性
に
対
し
、
こ
れ
を
適
当
に
拒
否
し
う
る
だ
け
の
活
力
を
有
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
第
一
に
必
要
な
こ
と
は
、
現
象
の
主
要
な
各
分
野
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
な
自
然
法
則
の
定
立
が
素
描
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、そ
れ
に
次
い
で
、欠
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
、こ
れ
ら
の
自
然
法
則
の
恒
常
性
に
対
す
る
確
信
が
、

す
で
に
最
も
進
ん
だ
諸
科
学
に
於
い
て
認
め
ら
れ
出
し
た
よ
う
に
、
充
分
の
力
を
有
つ
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ

の
確
信
が
充
分
の
鞏
固
性
を
得
る
た
め
に
は
、
先
ず
以
て
科
学
的
方
法
が
一
切
の
基
本
的
思
索
に
真
に
拡
大
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
限
り
、
最
も
複
雑
な
現
象
の
考
察
に
於
い
て
感
じ
ら
れ
る
不
確
実
さ
が
、
単
純
な
現
象

の
考
察
に
多
少
と
も
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う
な
曖
昧
さ
の
反
作
用
は
、
今
日
で
す
ら
認
め
う
る
の
で
あ
っ
て
、
例

え
ば
、
社
会
学
的
諸
法
則
に
対
す
る
因
襲
的
無
知
の
た
め
に
、
物
理
的
諸
関
係
の
恒
常
性
に
関
す
る
原
理
が
、
純
粋
数

学
的
諸
研
究
に
於
い
て
す
ら
、
し
ば
し
ば
重
大
な
誤
解
に
導
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
例
誇
大
に
吹
聴
さ
れ
て
い

る
い
わ
ゆ
る
「
機
会
の
計
算（
４
）」（calcul des chances

）
の
ご
と
き
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
は
、
或
る
種
の
出
来
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事
に
対
す
る
、
殊
に
人
間
が
介
在
す
る
と
こ
ろ
の
出
来
事
に
対
す
る
真
の
法
則
の
否
認
が
、
暗
々
の
う
ち
に
許
容
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
自
然
法
則
の
観
念
の
普
遍
的
拡
大
が
、
す
な
わ
ち
現
に
最
も
進
歩
し
た
人
々
に
於

い
て
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
る
自
然
法
則
の
観
念
の
拡
大（
５
）が
、
充
分
に
素
描
さ
れ
る
よ
う
な
時
が
来
れ
ば
、
大
多
数
の

特
殊
的
場
合
に
関
す
る
実
質
的
諸
法
則
が
た
と
い
未
発
見
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
て
も
、
こ
の
哲
学
的
大
原
理
は
や
が
て

決
定
的
な
充
実
性
（plénitude

）
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
各
分
野
の
現
象
中
適
当
な
重
要

性
を
有
つ
若
干
に
つ
い
て
検
証
さ
れ
た
こ
と
は
、
比
論
に
よ
っ
て
、
当
然
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
適
用
さ
れ
る
筈
だ
か
ら
で

あ
る
。

１　

全
実
証
哲
学
の
基
礎
た
る
右
の
原
理
と
は
、
自
然
法
則
の
恒
常
性
に
関
す
る
原
理
で
あ
る
。
コ
ン
ト
は
こ
の
原
理
を
科

学
に
於
い
て
も
実
践
に
於
い
て
も
同
様
に
予
見
の
基
礎
た
る
も
の
と
見
た
が
、後
に
は
実
証
的
宗
教
の
拠
点
と
す
ら
考
え
、

「
不
変
的
秩
序
（ordre im
m

uable
）
の
存
在
は
、
真
の
宗
教
の
自
成
的
と
同
時
に
組
織
的
な
る
第
一
の
基
礎
を
な
す
も
の

で
あ
り
」、
こ
の
原
理
な
し
に
は
人
間
的
統
一
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

２　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
法
則
の
恒
常
性
に
関
す
る
教
理
は
、
先
ず
天
体
幾
何
学
に
於
い
て
認
め
ら
れ
、
多
神
観
を
一
神
観

に
推
移
せ
し
め
る
主
た
る
知
的
動
機
と
な
っ
た
。
次
い
で
そ
れ
は
、
占
星
術
及
び
錬
金
術
に
よ
っ
て
、
物
理
＝
化
学
的
諸

考
察
に
導
入
さ
れ
た
。

３　

法
則
自
体
の
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
法
則
の
存
在
に
対
す
る
単
な
る
予
測
は
何
ら
実
際
的
結
果
を
齎
さ
な
い
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。

４　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
機
会
の
計
算
」
の
理
論
は
学
者
に
於
け
る
科
学
的
訓
練
の
欠
如
の
徴
候
で
あ
っ
て
、
中
世
の
ス
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コ
ラ
哲
学
の
空
虚
な
論
議
に
於
い
て
す
ら
、
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
理
論
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。「
機
会
の
計
算
」
の
理

論
に
対
し
て
は
、
ス
テ
ュ
ア
ト
・
ミ
ル
も
コ
ン
ト
と
同
一
の
見
地
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
ミ
ル
に
よ
れ
ば
、「
機
会
の
計

算
」
の
理
論
は
確
率
論
（calculus of probabilities

）
の
誤
用
で
あ
っ
て
、数
学
に
汚
名
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
（M

ill, 

Logic, B
ook III, chap. 18

）。

５　

自
然
法
則
の
観
念
の
拡
大
と
は
、
こ
の
観
念
を
社
会
現
象
の
領
域
に
ま
で
適
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
も
そ
も
実

証
的
精
神
は
、
宇
宙
間
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
、
全
て
恒
常
的
な
自
然
法
則
に
従
う
も
の
と
観
念
す
る
。
コ
ン
ト
の
樹
立
し

た
実
証
哲
学
は
、
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
自
然
法
則
を
発
見
し
、
且
つ
こ
れ
ら
の
法
則
を
可マ

マ級
【
可
及
】
的
少
数
に
還
元

す
る
こ
と
を
、
任
務
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
、
事
実
我
々
の
知
識
は
、
天
文
学
的
、
物
理
学
的
、
化
学
的
、
生
物
学
的

と
い
う
順
序
に
、
実
証
的
精
神
を
獲
得
し
た
。
従
っ
て
現
在
の
実
証
哲
学
は
、
天
体
物
理
学
、
地
球
物
理
学
（
力
学
的
及

び
化
学
的
）
及
び
有
機
体
物
理
学
（
植
物
学
及
び
動
物
学
）
の
諸
知
識
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
社
会
現

象
に
関
す
る
実
証
的
知
識
、
換
言
す
れ
ば
観
察
科
学
と
し
て
の
社
会
物
理
学
（physique sociale

）
は
、
実
証
哲
学
の
埒

外
に
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
も
し
社
会
物
理
学
す
な
わ
ち
社
会
学
が
一
個
の
科
学
と
し
て
成
立
し
、
こ
の

科
学
の
成
立
に
よ
っ
て
我
々
の
一
般
的
知
識
体
系
が
補
足
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
実
証
的
精
神
は
、
そ
れ
固
有
の
任
務

を
充
分
に
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ぬ
の
で
あ
る
。

第
二
章　

実
証
的
精
神
の
目
的

一
七　
以
上
に
於
い
て
我
々
は
、
我
々
の
思
索
の
対
象
た
る
外
部
的
諸
事
物
に
聯
関
せ
し
め
て
実
証
的
精
神
を
考
察
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し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
思
惟
的
生
活
も
し
く
は
行
為
的
生
活
に
関
す
る
我
々
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に

は
、
更
に
進
ん
で
、
こ
の
精
神
の
内
部
的
目
的
を
評
価
し
且
つ
特
色
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
節　

知
的
調
和
の
成
立

一
八　
人
間
が
自
然
的
に
具
有
す
る
一
切
の
要
求
の
う
ち
、
そ
の
最
も
力
の
弱
い
も
の
は
純
粋
の
知
的
欲
求
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
い
か
に
微
弱
で
あ
る
と
は
言
え
、
一
切
の
慧
智
【intelligences

】
の
う
ち
に
こ
の
種
の
欲
求
が
直
接

に
ま
た
永
続
的
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
我
々
の
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
努
力
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
第
一
の
刺
戟
は
、
こ
の
欲
求
な
の
で
あ
る
。
従
来
哲
学
的
努
力
は
、
し
ば
し
ば
実
際
生
活
の
刺

戟
に
本
づ
く
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
実
を
言
え
ば
、
実
際
生
活
か
ら
の
刺
戟
は
、
哲
学
的
努
力
を
発
達
さ
せ

る
た
め
に
非
常
に
役
立
つ
と
は
言
え
、
そ
れ
を
発
現
さ
せ
る
【les faire naître

】
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
と
も
と
知
的
欲

求
は
、
他
の
一
切
の
欲
求
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
機
能
の
規
則
的
運
営
に
関
聯
す
る
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
常
に
安
定
性
（stabilité

）
と
活
動
性
（activité

）
と
の
都
合
よ
き
結
合
を
必
要
と
す
る
。
か
く
て
こ
こ
に
、

秩
序
（ordre

）
と
進
歩
（progrès

）
と
に
対
す
る
欲
求
が
、
換
言
す
れ
ば
連
絡
（liaison

）
と
拡
大
（extention

）
と

に
対
す
る
欲
求
が
、
同
時
に
結
果
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
前
に
説
述
し
た
通
り
、
人
類
の
永
き
幼
稚
期
の
間
、
神

学
＝
形
而
上
学
的
諸
概
念
が
、
よ
し
甚
だ
し
く
不
完
全
に
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
右
の
二
つ
の
根
本
的
条
件
を
暫
時
的

に
満
足
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
理
性
が
成
熟
し
て
、
不
可
解
な
諸
探
求
を
率
直
に
否
定
す
る
と
同
時
に
、
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真
に
我
々
の
能
力
に
適
合
す
る
領
域
に
そ
の
活
動
を
制
限
す
る
や
、
実
証
哲
学
は
理
性
に
、
右
の
二
つ
の
原
本
的
な
欲

求
の
あ
ら
ゆ
る
点
に
関
す
る
一
層
完
全
ま
た
一
層
現
実
的
な
満
足
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
証
哲
学
が
諸
種
の
現

象
に
関
し
て
発
見
す
る
諸
法
則
の
、
及
び
そ
れ
と
不
可
分
関
係
に
あ
る
合
理
的
予
見
の
、
こ
の
新
事
態
に
於
け
る
直
接

な
る
目
的
は
、
事
実
上
明
ら
か
に
右
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
さ
て
実
証
哲
学
の
見
地
か
ら
見
る
に
、
各
分
野
の
諸
現

象
に
関
す
る
諸
法
則
は
次
の
二
種
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
一
は
、
共
存
す
る
（coexistent

）
諸
現
象
を

類
似
性
（sim

ilitude
）
に
よ
っ
て
関
係
づ
け
る
と
こ
ろ
の
法
則
で
あ
り
、
他
の
一
は
、
継
起
す
る
（succèdent

）
諸
現

象
を
由
来
性
（filiation
）
に
よ
っ
て
関
係
づ
け
る
と
こ
ろ
の
法
則
で
あ
る
。
法
則
を
か
く
区
分
す
る
こ
と
は
必
要
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
区
分
は
、本
質
的
に
は
、外
部
的
世
界
が
、日
常
我
々
に
示
す
相
関
的
な
二
状
態
に
、す
な
わ
ち
、

存
在
の
状
態
と
運
動
の
状
態
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
結
果
と
し
て
、
対
象
た
る
事
物
に
対
す
る
二
つ

の
異
な
っ
た
判
断
、
す
な
わ
ち
静
学
的
判
断
（appréciation statique

）
と
動
学
的
判
断（
１
）（appréciation dynam

ique

）

と
が
生
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
右
二
種
の
法
則
の
う
ち
、一
見
調
和（
す
な
わ
ち
共
在
）の
諸
法
則
は
特
に
説
明
の
た
め
に
、

ま
た
継
起
の
諸
法
則
は
特
に
予
見
の
た
め
に
、
役
立
つ
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
二
種
の
関
係
は
、
一

様
に
諸
現
象
を
説
明
す
る
こ
と
に
貢
献
し
、
ま
た
一
様
に
諸
現
象
を
予
見
す
る
こ
と
に
導
く
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い

て
、
説
明
す
る
こ
と
も
予
見
す
る
こ
と
も
、
等
し
く
常
に
連
結
す
る
こ
と
に
帰
着
す
る
。
し
か
る
に
、
或
る
二
現
象
間

に
見
出
さ
れ
る
現
実
的
諸
連
関
は
、
そ
れ
が
静
学
的
な
連
関
で
あ
ろ
う
と
動
学
的
な
連
関
で
あ
ろ
う
と
、
互
い
に
他
を

説
明
す
る
と
同
時
に
予
見
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
科
学
的
予
見
と
は
、
一
つ
の
事
実
を
、
そ
れ
の
直
接
的
説
明



五
五

実
証
的
精
神
の
目
的

に
頼
ら
ず
に
そ
れ
と
既
知
の
他
の
諸
事
実
と
の
諸
関
係
に
拠
っ
て
知
る
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
単
に
未

来
に
対
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
現
在
に
対
し
て
及
び
過
去
に
対
し
て
す
ら
も
、
適
合
す
る
か
ら
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
例

に
つ
い
て
示
す
な
ら
、
天
体
引
力
と
地
上
の
重
力
と
が
同
一
種
の
現
象
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
や
、
前
者
に
於
い

て
顕
著
に
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
諸
変
差
（variations

）
か
ら
し
て
、
後
者
の
微
弱
な
諸
変
差
を
予
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
場
合
、
後
者
の
諸
変
差
は
、
よ
し
後
に
到
っ
て
確
証
さ
れ
た
と
は
言
え
、
直
接
観
察
が
充
分
明
ら
か
に
す

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
右
と
逆
な
過
程
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
古
く
か
ら
観
察
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
の
、
潮
汐
の
基
本
的
時
期
と
太
陰
日
と
が
対
応
す
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
子
午
線
上
を
月
が
通

過
す
る
結
果
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
海
水
の
隆
起
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
るi i

や
否
や
、
直
ち
に
説
明
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
論
理
に
対
す
る
我
々
の
真
の
諸
欲
求
は
、
本
質
的
に
は
次
の
よ
う
な
共
通
目
標
に
集
中
さ
れ

る
。
共
通
目
標
と
は
、
我
々
の
理
解
力
の
自
然
的
統
一
を
我
々
の
組
織
的
思
索
に
よ
っ
て
で
き
る
だ
け
鞏
固
に
し
、
か

く
て
、
秩
序
と
進
歩
と
の
同
時
的
要
求
を
等
し
く
満
足
せ
し
め
る
よ
う
に
我
々
の
種
々
の
概
念
に
永
続
性
と
同
質
性
を

与
え
、
我
々
を
し
て
変
化
中
に
不
変
を
発
見
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
右
の
よ
う
な
基
本
的
な
方
面（
２
）に
つ
い
て

見
る
に
、
明
ら
か
に
実
証
哲
学
は
、
教
養
あ
る
人
々
に
対
し
て
、
曾
つ
て
神
学
＝
形
而
上
学
的
哲
学
が
提
供
し
た
の
に

比
し
て
遥
か
に
優
秀
な
適
性
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
神
学
＝
形
而
上
学
的
哲
学
が
知
的
に
も
社
会
的
に
も
最
高
潮
に
達

し
た
の
は
、
多
神
観
的
状
態
で
あ
る
が
、
こ
の
状
態
に
於
い
て
す
ら
も
、
其
処
に
成
就
さ
れ
た
知
的
統
一
は
、
近
き
将

i　

月
が
「
子
午
線
上
を
通
過
」
＝
南
中
時
に
、「
海
水
の
隆
起
」
＝
満
潮
に
な
る
、
は
観
察
事
実
で
は
な
い
故
、
勇
み
足
と
い
う
こ
と
で
。



五
六

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

来
実
証
的
精
神
が
普
遍
的
優
越
性
を
獲
得
し
て
最
も
高
級
な
諸
思
索（
３
）に

ま
で
習
慣
的
に
拡
大
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ

の
時
期
の
、
知
的
統
一
に
比
較
す
れ
ば
、
遥
か
に
不
完
全
、
ま
た
遥
か
に
不
安
定
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
卓
絶
せ

る
論
理
的
構
成（
４
）は
、
今
日
の
と
こ
ろ
で
は
、
最
も
単
純
な
分
野
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
し
か
、
正
当
な
観
念
を
与
え
ら
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
右
に
予
想
さ
れ
る
時
期
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
種
々
の
様
式
の
下
に
、
ま
た
種
々
の
程
度

に
於
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
支
配
す
る
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
ま
た
、
連
結
と
拡
大
と
の
事
実
が
充
分
に
検
証
さ

れ
、
そ
し
て
、
こ
の
二
者
の
相
互
連
帯
関
係
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
偉
大

な
哲
学
的
結
果
は
、
い
か
な
る
こ
と
を
必
要
条
件
と
し
て
将
来
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
第
一
に
、
我
々
の
一

切
の
考
察
を
、
真
に
許
容
し
う
る
よ
う
な
諸
探
究
だ
け
に
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
必
要
な
こ
と
は
、
類
似
及
び

継
起
の
現
実
的
諸
関
係
を
考
察
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
関
係
が
我
々
に
対
し
て
は
常
に
一
層
少
数
に
還
元
し
う
る
よ
う

な
単
純
な
一
般
的
事
実
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
と
を
、
ま
た
こ
れ
ら
の
関
係
を
生
ぜ
し
め
る
神
秘
性
の
探
究
が
実
証

的
精
神
の
根
本
的
特
質
に
反
す
る
こ
と
を
、
充
分
に
会
得
し
て
か
か
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
ま
た
特
に
留
意
す
べ
き
こ

と
は
、
諸
事
実
間
に
存
在
す
る
も
ろ
も
ろ
の
自
然
的
関
係
の
恒
常
性
が
、
我
々
の
認
識
し
う
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と

共
に
、
思
惟
に
関
し
行
動
の
指
向
に
関
す
る
我
々
の
一
切
の
欲
求
を
充
分
満
足
さ
せ
る
唯
一
の
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

１　

各
個
の
基
本
的
科
学
を
静
学
的
部
門
と
動
学
的
部
門
に
分
つ
こ
と
は
、
コ
ン
ト
哲
学
に
於
け
る
科
学
理
論
の
一
つ
の
特

色
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
右
の
ご
と
き
根
拠
に
立
脚
す
る
結
果
で
あ
る
。
静
学
的
研
究
す
な
わ
ち
共
在
性
の
研
究
は
類
似
の



五
七

実
証
的
精
神
の
目
的

法
則
（loi de sim

ilitude

）
を
定
立
し
、
動
学
的
研
究
す
な
わ
ち
継
続
性
の
研
究
は
由
来
の
法
則
（loi de filiation

）
を
定

立
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の
研
究
の
差
異
は
、
静
学
的
研
究
が
主
と
し
て
帰
納
的
方
法
を
用
い
、
動
学
的
研
究
が

主
と
し
て
演
繹
的
方
法
に
拠
る
こ
と
で
あ
る
。

２　
「
右
の
よ
う
な
基
本
的
な
方
面
」
と
は
知
的
統
一
の
完
成
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

３　
「
高
級
な
諸
思
索
」
と
は
、
社
会
的
諸
思
索
を
意
味
す
る
。

４　
「
卓
越
せ
る
論
理
的
構
成
」
と
は
、
実
証
的
精
神
に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
た
真
に
科
学
的
な
る
思
想
的
態
度
で
あ
る
。

一
九　
し
か
し
な
が
ら
、こ
こ
に
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、実
証
的
思
惟
に
於
い
て
は
、

我
々
の
諸
概
念
の
調
和
が
当
然
或
る
程
度
の
制
限
を
受
け
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
制
限
は
、
諸
概
念
が
現
実

的
の
も
の
【réalité

】
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
換
言
す
れ
ば
諸
概
念
が
我
々
か
ら
独
立
し
た
類
型（
１
）（types

）
に
よ
く
一
致

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
基
本
的
制
約
に
従
わ
せ
ら
れ
る
結
果
で
あ
る
。
元
来
我
々
の
知
性
は
、
何
事
を
も
関
聯

づ
け
よ
う
と
す
る
盲
目
的
本
能
の
う
ち
に
放
置
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
同
時
的
現
象
で
あ
ろ
う
と
継
起
的
現
像
で

あ
ろ
う
と
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
現
象
が
存
在
し
さ
え
す
れ
は
、
常
に
こ
れ
を
関
係
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
部
的
世
界
の
研
究
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
と
反
対
に
、
多
く
の
こ
の
種
の
関
聯
は
全

く
虚
妄
で
あ
り
、
ま
た
不
断
に
生
起
す
る
出
来
事
の
多
数
は
何
ら
相
互
的
依
存
関
係
に
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
右

の
傾
向
は
、
も
ち
ろ
ん
免
れ
難
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
我
々
に
存
す
る
他
の
諸
傾
向
と
同
様
に
、
一
つ
の
健
全
な
一
般



五
八

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

的
判
断
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
人
間
精
神
は
、
神
学
的
諸
擬
制
及
び
形
而
上
学
的
諸
実
体
の
支

配
下
に
於
い
て
、
永
い
間
一
種
の
教
理
的
統
一
―
―
こ
の
統
一
は
曖
昧
な
ま
た
妄
想
的
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
―
―
に

習
慣
づ
け
ら
れ
て
来
た（
２
）。
そ
の
結
果
と
し
て
、
実
証
的
状
態
に
推
移
し
て
も
、
最
初
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
現
象
を
単

一
の
共
通
的
法
則
に
帰
着
せ
し
め
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
然
の
普
遍
的
説
明
を
得
よ
う
と
し
て
最
近
二

世
紀
間
に
な
さ
れ
た
一
切
の
探
究
は
、
右
の
企
図
を
根
本
的
に
否
定
す
る
よ
う
な
結
果
に
立
ち
至
っ
た
。
そ
し
て
か
か

る
企
図
は
、
誤
っ
た
教
養
を
受
け
た
人
々
に
だ
け
し
か
残
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
一
体
我
々
の
知
性
は
、
そ
の
本

然
的
微
力（
３
）の

故
に
、
自
己
の
前
進
に
ま
た
殊
に
自
己
の
休
息
に
都
合
の
好
い
よ
う
な
諸
関
係
を
、
実
際
存
在
す
る
よ
り

も
遥
か
に
多
く
想
定
す
る
傾
き
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
外
部
的
世
界
に
対
す
る
確
実
な
探
究
の
提
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
自
然
は
、
我
々
の
知
性
が
予
想
し
ま
た
希
望
す
る
よ
り
も
、
遥
か
に
少
な
く
連
絡
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
我
々
が
以
下
に
区
別
し
よ
う
と
す
る
六
個
の
範
疇
の
基
本
的
自
然
現
象（
４
）は

、
い
ず
れ
も
、
断
じ
て
単
一
の
普

遍
的
法
則
に
持
ち
来
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
今
日
に
於
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
範
疇
の
現

象
に
関
し
て
多
く
の
慎
重
な
学
者
た
ち
の
追
求
し
て
い
る
説
明
の
統
一
が
、
こ
の
遥
か
に
限
定
さ
れ
た
領
域
に
於
い
て

す
ら
も
、
つ
い
に
は
禁
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
う
る
理
由
が
、
確
か
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
天
文

学
は
、
こ
の
現
象
説
明
の
統
一
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
希
望
を
生
ぜ
し
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
希

望
は
、
極
め
て
無
反
省
的
の
も
の
で
、
一
層
高
級
な
諸
現
象
に
対
し
て
は
全
然
実
現
不
可
能
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
れ
を
固
有
の
意
味
の
物
理
学
に
徴
し
て
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
五
個
の
主
要
部
門（
５
）は

、
た
と
い



五
九

実
証
的
精
神
の
目
的

そ
れ
ら
の
間
に
関
係
の
存
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
は
言
え
、
互
い
に
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
成
立
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
人
は
帰
納
法
の
演
繹
法
へ
の
転
換（
６
）が

齎
す
効
益
を
誤
認
す
る
結
果
、
右
の
よ
う
な
諸
科
学
の
必
然
的
分
立
の

論
理
的
不
便
を
、
し
ば
し
ば
誇
大
的
に
言
う
。
し
か
し
な
が
ら
我
々
は
、
す
べ
て
を
単
一
の
法
則
に
還
元
す
る
こ
と
の

不
可
能
が
、
極
め
て
微
弱
な
知
性
を
も
っ
て
極
め
て
複
雑
な
宇
宙
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
間
的
条
件
に
不
可
避
的
に

由
来
す
る
こ
と
を
、
率
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

１　
「
我
々
か
ら
独
立
し
た
類
型
」
と
は
、
客
観
的
諸
事
実
の
こ
と
で
あ
る
。
元
来
外
部
的
世
界
の
諸
事
実
は
、
我
々
の
主

観
と
は
別
個
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
我
々
の
諸
概
念
が
現
実
的
の
も
の
た
る
た
め
に
は
、
右
の
客
観
的
事
実
に

よ
く
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

２　

人
間
精
神
は
、
そ
の
第
一
程
た
る
神
学
的
状
態
に
於
い
て
は
、
諸
神
す
な
わ
ち
多
く
の
擬
制
的
存
在
（êtres fictifs

）
を

仮
定
し
、
こ
の
擬
制
的
存
在
の
干
渉
に
よ
っ
て
諸
現
象
の
発
現
を
説
明
し
た
が
、
や
が
て
こ
れ
ら
の
擬
制
的
存
在
は
一
つ

に
統
一
さ
れ
た
。
唯
一
神
の
意
志
が
そ
れ
で
あ
る
。
形
而
上
学
的
状
態
に
於
い
て
は
、
諸
神
の
観
念
は
諸
実
体
（entités

）

す
な
わ
ち
諸
本
質
の
観
念
に
直
き
換
え
ら
れ
た
が
、
間
も
な
く
こ
れ
ら
の
諸
実
体
は
唯
一
の
一
般
的
実
体
た
る
「
自
然
」

に
従
属
せ
し
め
ら
れ
た
。

３　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
知
的
能
力
は
、
人
間
に
具
わ
る
あ
ら
ゆ
る
性
能
の
う
ち
最
も
微
弱
で
最
も
疲
労
し
易
い
も
の
で
あ

る
。

４　

コ
ン
ト
は
科
学
を
、そ
の
実
証
性
に
即
し
て
六
個
の
基
本
的
部
門
に
分
か
つ
。
数
学
、天
文
学
、物
理
学
、化
学
、生
物
学
、
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証
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社
会
学
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
に
於
い
て
、
自
然
現
象
が
六
個
の
範
疇
に
分
属
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
科
学
は
対
象
に
応
じ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
科
学
の
分
類
は
現
象
の
分
類
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

５　

コ
ン
ト
に
従
え
ば
、
物
理
学
は
先
ず
天
体
物
理
学
（physique céléste

）
と
地
球
物
理
学
（physique terrestre

）
と
に

分
か
れ
る
。
次
に
こ
の
後
者
す
な
わ
ち
地
球
物
理
学
は
、「
固
有
の
意
味
の
物
理
学
」（physique proprem

ent dite

【
物
理

学
自
体
】）
と
化
学
（chim

ie

）
に
分
か
れ
、
更
に
「
固
有
の
意
味
の
物
理
学
」
は
五
個
の
部
分
科
学
に
分
か
れ
る
。
五
個

の
部
分
科
学
と
は
、
重
力
現
象
を
研
究
す
る
重
力
学
（barologie

）、
熱
現
象
を
研
究
す
る
熱
学
（therm

ologie

）、
音
現

象
を
研
究
す
る
音
響
学
（acoustique

）、
光
の
現
象
を
研
究
す
る
光
学
（optique

）、
電
気
現
象
（
及
び
磁
気
現
象
）
を

研
究
す
る
電
気
学
（électrologie
）
で
あ
る
。

６　

科
学
的
方
法
と
し
て
の
帰
納
法
及
び
演
繹
法
の
優
劣
に
つ
い
て
は
、
古
来
論
議
が
多
い
。
こ
れ
に
関
す
る
コ
ン
ト
の
見

解
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
曰
く
。
抽
象
的
幾
何
学
及
び
代
数
学
に
於
い
て
は
、観
察
及
び
帰
納
が
容
易
で
あ
る
た
め
に
、

半
形
而
上
学
的
精
神
を
有
つ
す
べ
て
の
幾
何
学
者
は
却
っ
て
そ
れ
ら
の
重
要
性
を
見
逃
が
し
、
む
し
ろ
演
繹
の
自
然
的
優

越
性
を
高
調
す
る
。
し
か
し
他
の
科
学
は
そ
う
で
な
い
。
先
ず
天
文
学
に
つ
い
て
見
る
に
、
こ
の
科
学
は
か
か
る
誤
謬
に

陥
っ
て
い
な
い
。
更
に
物
理
学
に
至
れ
ば
、
帰
納
法
の
真
精
神
が
よ
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
事
実
に
於
い
て
演
繹
法
は
、

そ
の
必
然
的
劃
一
性
の
故
に
、
無
差
別
に
す
べ
て
の
知
的
状
態
に
適
合
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
帰
納
法
は
、
理
性
が
常
に

観
察
に
従
属
す
る
よ
う
な
状
態
に
し
か
重
要
視
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
形
而
上
学
的
状
態
に
於
い
て
は
、
演
繹
法
は
無
上

の
支
配
権
を
有
つ
の
で
あ
る
が
、
我
々
の
諸
理
論
が
形
而
上
学
的
状
態
を
脱
す
る
に
応
じ
て
、
漸
次
帰
納
法
が
演
繹
法
の



六
一

実
証
的
精
神
の
目
的

地
位
を
奪
う
の
で
あ
る
。
故
に
真
の
哲
学
的
精
神
を
特
色
づ
け
る
も
の
は
、
演
繹
法
よ
り
も
む
し
ろ
帰
納
法
で
あ
る
と
言

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
我
々
は
、
帰
納
法
の
重
要
性
を
誇
大
視
す
る
危
険
に
陥
ら
ぬ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ

な
ら
、
帰
納
法
の
み
に
頼
っ
て
演
繹
法
に
適
当
な
地
位
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、
経
験
主
義
特
有
の
誤
謬
を
犯
し
、
却
っ

て
科
学
的
精
神
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
帰
納
法
の
濫
用
は
、
演
繹
法
の
濫
用
に
比
す
れ
ば

害
が
少
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
帰
納
は
演
繹
を
予
想
し
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
演
繹
は
、
も
し

そ
れ
が
悪
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
自
己
の
母
体
た
る
べ
き
帰
納
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
演
繹
法
が
、

し
ば
し
ば
「
科
学
的
傲
慢
」（orgueil scientifique

）
を
鼓
舞
す
る
と
批
難
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

批
難
は
、
決
し
て
帰
納
法
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
帰
納
法
は
、
何
ら
か
の
客
観
的
所
与
を
、
更
に
ま
た
或

る
種
の
社
会
的
協
力
を
す
ら
、
常
に
想
起
す
る
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
帰
納
法
が
、「
真
の
哲
学
的
精
神
を
特
色
づ
け
る
」

と
言
わ
れ
る
理
由
で
あ
る
。

二
〇　
し
か
し
な
が
ら
、
知
力
の
一
切
の
無
益
な
分
散
を
避
け
よ
う
と
す
る
た
め
に
起
こ
る
上
述
の
免
れ
難
い
必

然（
１
）に
関
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
他
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
が
真
の
科
学
を
し
て
、
神
学
や
形
而
上

学
が
暫
時
的
に
作
り
上
げ
た
の
に
匹
敵
す
る
と
こ
ろ
の
、
い
な
安
固
性
に
於
い
て
も
充
実
性
に
於
い
て
も
遥
か
に
勝
れ

て
い
る
と
こ
ろ
の
、
一
の
充
分
な
哲
学
的
統
一
に
至
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
か
か
る
哲
学
的

統
一
の
可
能
性
を
理
解
し
且
つ
そ
の
性
質
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
カ
ン
ト（
２
）に

よ
っ
て
素
描
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
そ
し
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て
い
か
な
る
種
類
の
研
究
に
も
適
合
す
る
と
こ
ろ
の
、「
客
観
的
」（objectif

）
及
び
「
主
観
的
」（subjectif

）
な
る
二

個
の
見
地
の
著
名
な
一
般
的
区
別
に
、先
ず
想
到
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
て
右
の
第
一
の
観
点
か
ら
見
る
な
ら
、

換
言
す
れ
ば
、
我
々
の
諸
理
論
の
外
部
的
目
標
を
現
実
的
世
界
の
厳
格
な
る
表
示
と
し
て
考
察
す
る
な
ら
、
我
々
の
科

学
的
知
識
は
決
し
て
完
全
な
体
系
化
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
基
本
的
諸
現
象
間
に
於
け
る
不
可
避
的

な
多
様
の
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
客
観
的
見
地
か
ら
我
々
の
求
め
う
る
唯
一
の
統
一
は
、
全
体
と
し
て
考

え
ら
れ
た
実
証
的
方
法
の
統
一
以
外
に
な
い
。
し
か
し
て
、
か
か
る
方
法
的
統
一
は
、
真
の
科
学
的
統
一
と
し
て
の
権

威
を
有
せ
ず
、た
だ
、種
々
の
諸
理
論
の
同
質
化
と
集
中
化（convergence

）と
を
希
望
し
う
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る（
３
）。

と
こ
ろ
が
、
も
し
他
の
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
人
間
の
諸
理
論
を
そ
の
内
部
的
淵
源
に
関
係
さ
せ
、
個
人

的
と
同
時
に
集
合
的
な
る
我
々
の
精
神
的
進
化
の
自
然
的
結
果
で
あ
り
、
我
々
に
固
有
な
何
ら
か
の
欲
求
を
常
態
的
に

満
足
せ
し
め
る
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
見
る
な
ら
ば
、
事
情
は
全
く
一
変
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ

う
に
し
て
宇
宙
に
で
な
く
人
間
に
、
も
し
く
は
む
し
ろ
人
類
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
我
々
の
現
実
的
諸
知

識
は
先
の
場
合
と
同
様
に
、
明
ら
か
に
自
然
に
、
科
学
的
且
つ
論
理
的
な
る
一
の
完
全
な
体
系
化
に
達
す
る
。
こ
の
場

合
に
は
、
我
々
は
結
局
唯
一
つ
の
科
学
す
な
わ
ち
人
間
の
科
学
（la science hum

aine

）、
更
に
正
確
に
は
社
会
の
科

学
（la science sociale

）
た
る
も
の
し
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
科
学
は
我
々
の
存
在
と
い
う
こ
と
を
同
時

に
原
理
と
し
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
外
部
的
世
界
の
合
理
的
研
究（
４
）ま

た
、
二
つ
の
資
格
に
於
い
て
、
す
な
わ
ち
後

に
説
明
す
る
よ
う
に
、
方
法
及
び
理
論
に
関
し
同
様
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
緊
要
な
要
素
と
し
て
ま
た
基
本
的
な
る
予
修
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実
証
的
精
神
の
目
的

（préam
bule

）
と
し
て
、
こ
の
科
学
の
う
ち
に
当
然
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
我
々
の
実
証
的

諸
知
識
は
真
正
な
一
の
体
系
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
体
系
は
、
我
々
の
知
的
統
一
に
対
す
る

欲
求
を
充
分
満
足
せ
し
め
う
る
よ
う
な
性
格
を
有
つ
の
で
あ
る
。
天
文
学
自
体
は
、
そ
の
勝
れ
た
単
純
性
の
故
に
、
客

観
的
に
も
自
然
哲
学
の
他
の
諸
部
門
に
比
し
て
一
層
完
全
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
真
に
完
全
性
を
取
得
す

る
た
め
に
は
、右
の
人
間
的
見
地（
す
な
わ
ち
主
観
的
見
地
）の
下
に
入
り
来
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、こ
の『
汎
論（
５
）』

全
体
が
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
も
し
人
が
天
文
学
を
人
間
に
で
な
く
宇
宙
に
関
係
づ
け
し
め
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
極
め
て
不
完
全
な
も
の
と
し
て
、
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
文
学
に
関
す
る
我
々
の

す
べ
て
の
現
実
的
研
究
（
す
な
わ
ち
客
観
的
見
地
か
ら
の
研
究
）
は
、
我
々
の
太
陽
系
だ
け
に
、
す
な
わ
ち
そ
の
探
究

が
本
質
的
に
は
我
々
に
不
可
能
な
多
数
の
宇
宙
の
一
小
部
分
を
し
か
構
成
し
な
い
よ
う
な
我
々
の
世
界
だ
け
に
、
当
然

限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
し
か
ら
ば
、単
に
直
接
人
間
及
び
社
会
に
関
す
る
諸
理
論
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、

最
も
単
純
な
現
象
に
関
す
る
、
す
な
わ
ち
外
見
上
右
の
共
通
的
判
断
か
ら
最
も
隔
絶
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ

の
現
象
に
関
す
る
諸
理
論
に
つ
い
て
、
真
に
実
証
的
な
る
哲
学
に
於
い
て
結
局
普
及
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
一
般

的
意
向
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
我
々
の
一
切
の
思
索
を
、
我
々
の
知
性
の
所
産
で
あ
り
我
々
の

諸
種
の
本
質
的
諸
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
、
ま
た
、
後
に
再
び
立
ち
戻
る
場
合（
６
）以
外

に
は
、
す
な
わ
ち
、
我
々
の
力
を
発
達
さ
せ
る
た
め
ま
た
我
々
の
自
然
及
び
位
置
を
判
断
す
る
た
め
に
当
然
知
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
よ
う
な
、
他
の
諸
現
象
を
研
究
し
た
後
再
び
人
間
に
立
ち
戻
る
場
合
以
外
に
は
、
我
々
の
思
索
は
決
し
て
人
間
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を
離
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
こ
と
が
会
得
さ
る
る
に
及
び
、
人
は
始
め
て
、
実
証
的
状
態
に
於

い
て
は
人
類
【l'H

um
anité

】
と
い
う
卓
越
せ
る
概
念
が
必
然
的
に
一
の
完
全
な
知
的
体
系
化
を
齎
し
う
る
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
こ
の
体
系
化
は
、「
神
【D

ieu

】」
と
い
う
偉
大
な
概
念
に
従
っ
て
、す
な
わ
ち
形
而
上
学
へ
の
過
渡
期
に
「
自
然
」

と
い
う
曖
昧
な
思
想
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
代
置
さ
れ
た
「
神
」
の
概
念
に
従
っ
て
、
神
学
的
時
代
に
持
ち
来
た
さ
れ
た

と
こ
ろ
の
知
的
体
系
化
に
少
な
く
と
も
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
を
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

１　
「
免
れ
難
い
必
然
」
と
は
、
知
的
統
一
の
こ
と
で
あ
る
。

２　

コ
ン
ト
は
、ク
ザ
ン
（V

ictor C
ousin

）
及
び
ス
タ
ー
ル
夫
人
（M

adam
e de Staël

）
の
著
書
を
通
し
て
カ
ン
ト
（Em

anuel 

K
ant

）
を
知
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
ト
は
カ
ン
ト
を
近
代
の
形
而
上
学
者
中
の
最
も
偉
大
な
一
人
と
見
、
ヒ
ュ

ー
ム
（D

avid H
um

e

）
と
並
べ
て
実
証
哲
学
の
先
駆
者
と
し
た
。
す
な
わ
ち
曰
く
。「
ヒ
ュ
ー
ム
は
私
の
主
た
る
哲
学
的

先
駆
者
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
も
補
助
的
に
私
の
哲
学
に
連
絡
す
る
。
し
か
し
て
カ
ン
ト
の
根
本
思
想
は
、
実
証
主
義
に
よ

っ
て
し
か
真
に
体
系
化
さ
れ
発
展
せ
し
め
ら
れ
な
い
」
と
（『
実
証
主
義
問
答
』
序
文
）。

３　

実
証
的
精
神
に
よ
る
科
学
的
統
一
は
、
数
学
に
於
い
て
確
立
さ
れ
た
諸
法
則
が
、
他
の
一
切
の
分
野
の
現
象
を
支
配
す

る
諸
法
則
と
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
ケ
プ
ラ
ー
の
「
惰
性
の
法
則
」i i（loi d’inertie

）
―

―
コ
ン
ト
は
こ
の
法
則
を
誤
っ
て
名
称
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、「
力
学
的
固
執
の
法
則
」（loi de persistance 

m
écanique

）
と
呼
ぶ
べ
き
が
至
当
で
あ
る
と
考
え
た
―
―
は
、
自
己
の
位
置
を
無
限
に
固
執
し
よ
う
と
す
る
一
切
の
現

象
に
普
遍
的
な
自
然
的
傾
向
の
、単
な
る
一
つ
の
場
合
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
傾
向
は
、生
物
学
に
於
い
て
は
「
習

i　

コ
ン
ト
は
そ
う
言
う
ら
し
い
が
、単
な
る
運
動
と
し
て
は
ガ
リ
レ
オ
・
デ
カ
ル
ト
、力
学
と
し
て
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
帰
す
の
が
定
説
で
は
。



六
五

実
証
的
精
神
の
目
的

性
」（habitude

）
の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
、
ま
た
社
会
学
に
於
い
て
は
、「
一
切
の
政
治
組
織
が
自
発
的
に
自
ら
を
永
続

せ
し
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
固
執
的
傾
向
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ガ
リ
レ
イ
の
法
則
、
す
な
わ
ち
「
す
べ

て
の
共
通
的
運
動
と
種
々
の
特
殊
的
運
動
と
の
和
解
の
法
則
」i i

は
、
無
機
的
現
象
及
び
有
機
的
現
象
の
す
べ
て
に
適
合
す

る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
生
物
学
に
於
い
て
は
、
感
覚
の
研
究
が
教
え
る
と
こ
ろ
の
事
実
、
す
な
わ
ち
、
部
分
的
差
異
に

対
す
る
我
々
の
判
断
は
い
か
な
る
一
般
的
・
斉
一
的
影
響
に
よ
っ
て
も
妨
害
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
に
合
致
す
る
の
で
あ

る
。
更
に
ま
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
法
則
が
示
す
と
こ
ろ
の
、「
作
用
は
反
作
用
と
常
に
相
等
し
」
と
い
う
事
実
は
、
少
な
く

と
も
主
体
の
諸
条
件
と
両
立
し
う
る
厳
密
度
だ
け
に
つ
い
て
言
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
事
実
に
つ
い
て
確
認
し
う
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
以
上
三
つ
の
自
然
法
則
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
一
般
的
法
則
の
力
学
的
表
現
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

一
切
の
可
能
な
る
現
象
に
適
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
自
然
現
象
に
対
す
る
客
観
的
研
究
は
、
そ
の
進
歩
す
る

に
連
れ
て
法
則
を
一
層
普
遍
化
し
、
そ
の
結
果
法
則
の
数
は
次
第
に
減
少
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
則
は
減
少
す
る
が

決
し
て
一
に
帰
着
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、こ
の
点
よ
り
す
る
知
識
の
統
一
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
か
し
、

法
則
の
普
遍
化
の
結
果
と
し
て
、
科
学
の
諸
分
野
に
於
け
る
諸
理
論
は
、
漸
次
同
質
化
し
集
中
化
し
て
行
く
。

４　
「
外
部
的
世
界
の
合
理
的
研
究
」
と
は
、
コ
ン
ト
に
於
い
て
は
、
数
学
、
天
文
学
、
物
理
学
、
化
学
の
諸
分
野
に
於
け

る
研
究
の
意
味
で
あ
る
。

５　

こ
の
『
汎
論
』
と
は
『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
の
こ
と
で
あ
る
。

６　

数
学
、
天
文
学
、
物
理
学
、
化
学
―
―
コ
ン
ト
は
こ
れ
ら
の
科
学
を
総
称
し
て
宇
宙
学
（cosm

ologie

）
と
呼
ん
だ
―

i　

ガ
リ
レ
オ
の
運
動
の
相
対
性
理
論
、
等
速
運
動
す
る
系
で
は
同
一
法
則
が
成
立
す
る
、
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。



六
六

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

―
の
諸
研
究
は
、人
間
及
び
社
会
に
関
す
る
研
究
―
―
コ
ン
ト
は
こ
れ
を
社
会
学
と
呼
ん
だ
―
―
と
独
立
に
行
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
科
学
の
究
極
の
目
的
は
社
会
学
に
到
達
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
実
証
哲
学
の
要
諦
で
あ
る
。

二
一　
以
上
に
於
い
て
我
々
は
、
実
証
的
精
神
が
、
我
々
の
知
性
の
究
極
的
統
一
を
可
能
な
ら
し
め
る
傾
向
を
、
そ

れ
自
身
の
う
ち
に
有
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
か
く
て
我
々
は
、
個
人
か
ら
種
（espèce

）
に
拡
大
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
右
の
基
本
的
説
明
を
容
易
に
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
て
、
こ
の
拡
大
は
極
め
て

必
要
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
は
近
代
哲
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
今
日
ま
で
本
質
的
に
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
言
う
の
は
、
彼
ら
自
身
充
分
形
而
上
学
的
状
態
か
ら
脱
却
し
え
ず
、
し
た
が
っ
て
社
会
的
見
地
を
採
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
人
間
の
発
達
は
、
孤
立
的
の
も
の
で
な
く
て
集
合
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

右
の
社
会
的
見
地
こ
そ
、
科
学
的
に
も
論
理
的
に
も
充
分
の
現
実
性
を
有
ち
う
る
唯
一
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
我
々
の
心
理
学
者（
１
）た

ち
や
観
念
学
者（
２
）た

ち
は
、
そ
の
思
惟
の
誤
り
か
ら
、
人
間
を
社
会
か
ら
抽
象
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
か
か
る
抽
象
は
、
根
本
的
に
無
益
で
あ
り
、
い
な
む
し
ろ
極
め
て
有
害
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
先
に
叙
述
し
た

よ
う
な
実
証
的
精
神
に
於
け
る
知
識
の
体
系
化
に
於
い
て
は
、
真
に
そ
の
偉
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
右
の
ご
と
き
誤

っ
た
抽
象
を
排
斥
す
る
。
と
言
う
の
は
、
右
の
我
々
の
体
系
観
は
、
人
間
結
社
性
（sociabilité hum

aine

）
の
真
の
哲

学
的
基
礎
を
、
少
な
く
と
も
こ
の
結
社
性
が
知
性
に
依
存
す
る
限
り
、
―
―
も
ち
ろ
ん
他
の
諸
影
響
も
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
結
社
性
に
対
す
る
知
性
の
影
響
の
特
に
大
な
る
こ
と
は
論
議
の
余
地
が
な
い（
３
）―
―
人
間
に
存
す
る
と



六
七

実
証
的
精
神
の
目
的

見
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
単
一
人
の
知
性
に
論
理
的
統
一
を
与
え
る
こ
と
と
、
種
々
異
な
っ
た
人
々
の
知

性
の
間
に
持
続
的
集
中
を
確
立
す
る
こ
と
と
は
、
そ
の
困
難
の
程
度
に
差
が
あ
る
だ
け
で
、
結
局
同
一
種
の
人
間
的
問

題
で
あ
る
。
人
間
の
数
の
多
少
は
、
本
質
的
に
は
、
右
の
作
業
の
速
度
の
上
に
影
響
を
与
え
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
時
代
に
も
、
自
己
の
知
性
に
充
分
の
論
理
的
統
一
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
た
人
間
は
、
た
だ
論
理
的
統
一
を

与
え
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
他
の
人
々
を
漸
次
自
己
の
周
囲
に
寄
せ
集
め
る
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ

れ
は
、
す
べ
て
の
人
間
の
間
に
基
本
的
な
類
似
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
人
類
の
幼
稚
期
の
間
、
社
会
を
組
織
化

し
え
た
唯
一
の
も
の
は
神
学
的
哲
学
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
当
時
こ
の
哲
学
が
、
或
る
種
の
精
神
的
調
和
を
可
能
な
ら

し
め
る
唯
一
の
淵
源
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
る
に
、神
学
的
哲
学
が
有
っ
て
い
た
こ
の
論
理
的
集
中（cohérance 

logique

）
の
特
権
は
、
そ
の
後
永
久
に
実
証
的
精
神
の
手
に
帰
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
全
く
否
定
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、も
し
こ
の
事
実
が
疑
い
え
ぬ
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、あ
ら
ゆ
る
真
の
人
間
結
合（association 

hum
aine

）
の
必
然
的
基
礎
た
る
右
の
知
的
共
同
（com

m
union intellectuelle

）
を
可
能
な
ら
し
め
る
唯
一
の
原
理
は
、

当
然
実
証
的
精
神
の
う
ち
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
知
的
共
同
は
、
こ
の
場
合
他
の
二
つ
の
基
本

的
条
件
、
す
な
わ
ち
、
諸
感
情
の
充
分
な
る
一
致
及
び
諸
利
害
関
係
の
或
る
種
の
集
中
と
、
適
当
に
結
び
つ
か
ね
ば
な

ら
ぬ
が
。
さ
て
、
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
今
日
の
人
類
の
秀
英
者
（élite

）
の
哲
学
的
状
態
を
見
る
に
、
そ
の
貧
弱

さ
は
議
論
の
余
地
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
其
処
に
目
撃
さ
れ
る
意
見
の
真
の
共
同
は
、
も
ち
ろ
ん
す
で
に
実
証
的
諸
理

論
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
諸
主
題
だ
け
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
不
幸
に
し
て
、
最
も
重
要
な
主
題
に
関
す



六
八

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
直
接
に
特
別
な
説
明
―
―
こ
こ
で
は
省
略
す
る
―
―
を
与
え
れ
ば

容
易
に
会
得
【sentir

】
で
き
る
通
り
、
世
界
的
結
合
（assocation universelle

）
と
い
う
高
尚
な
企
図
を
徐
々
に
実
現

し
う
る
哲
学
は
、
た
だ
実
証
哲
学
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
企
図
は
、
中
世
に
於
い
て
、
尚
早
な
が
ら
一
度
カ
ト
リ
シ
ス
ム

に
よ
っ
て
素
描
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
経
験
が
充
分
に
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
根
本
に
於
い
て
カ
ト
リ

ク
哲
学
の
神
学
的
性
質
と
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
作
る
論
理
的
結
合
は
、
こ
の
よ

う
な
社
会
的
効
果
を
生
み
出
す
に
は
余
り
に
微
力
過
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
。

１　
「
我
々
の
心
理
学
者
」
と
は
、
ク
ザ
ン
（V

ictor C
ousin

）
一
派
の
哲
学
者
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
派
の
学
者
た

ち
は
、
自
ら
を
「
心
理
学
者
」（psychologue

）
と
呼
ん
だ
。
コ
ン
ト
が
心
理
現
象
の
研
究
を
重
要
視
し
な
が
ら
し
か
も

「
心
理
学
」（psychologie

）
な
る
名
称
を
採
用
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
の
は
、
自
己
の
学
説
を
、
心
を
他
に
依
存
せ
ざ
る
独

立
の
精
神
的
実
体
と
見
る
ク
ザ
ン
ら
の
撰
択
主
義
（éclectism

e

）
―
―
我
国
で
は
一
般
に
「
折
衷
主
義
」
と
訳
し
て
い

る
―
―
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
た
め
で
あ
る
。

２　
「
観
念
学
者
」
す
な
わ
ち
イ
デ
オ
ロ
グ
（idéologues

）
と
は
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ク
（C

ondillac

）
の
流
を
汲
ん
で
心
理

現
象
を
研
究
し
た
学
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
カ
バ
ニ
ス
（G

eorges C
abanis

）
デ
ス
テ
ュ
ト
・
ド
・
ト
ラ
シ
（D

estutt de 

Tracy

）
等
々
を
言
う
。
こ
の
派
に
よ
れ
ば
、
思
惟
は
感
覚
の
変
形
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
デ
ス
テ
ュ
ト
・
ド
・
ト

ラ
シ
が
自
己
の
学
説
に
「
観
念
学
」
す
な
わ
ち
「
イ
デ
オ
ロ
ジ
イ
」（idéologie

）
と
命
名
し
て
か
ら
以
後
、
こ
の
派
の

学
者
は
イ
デ
オ
ロ
グ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

３　

人
間
の
結
社
性
の
形
成
に
対
し
て
は
、
知
性
、
感
情
、
意
志
共
に
貢
献
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
知



六
九

実
証
的
精
神
の
目
的

性
の
貢
献
は
最
大
で
あ
る
。

第
二
節　

科
学
と
技
術
と
の
調
和

二
二　
思
索
的
生
活
に
対
す
る
実
証
的
精
神
の
根
本
的
適
性
（aptitude fondam

entale

）
は
、
今
や
充
分
明
ら
か
と

な
っ
た
。
次
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
実
際
的
生
活
と
の
関
係
に
於
け
る
実
証
的
精
神
の
吟
味
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
こ
の
吟
味
は
、
実
証
的
精
神
に
つ
い
て
何
ら
真
に
新
し
い
属
性
を
提
示
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
、

実
証
的
精
神
に
つ
い
て
既
に
認
め
ら
れ
た
諸
属
性
の
全
体
を
、
更
に
一
層
完
全
に
そ
し
て
特
に
一
層
決
定
的
に
、
究
明

す
る
だ
け
で
あ
る
。
曾
つ
て
神
学
的
諸
概
念
は
、
こ
の
実
際
的
生
活
の
方
面
に
対
し
て
も
、
永
い
間
必
要
で
あ
っ
た
。

と
言
う
の
は
、
そ
れ
は
一
種
の
無
際
限
な
る
権
能（
１
）に

対
す
る
間
接
の
期
待
に
よ
っ
て
、
人
間
の
熱
意
を
振
起
し
且
つ
擁

護
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
間
精
神
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
現
実
的
諸
知
識
に
対
す
る
好
愛
の
傾
向

を
先
ず
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
事
実
に
於
い
て
、
今
日
自
然
に
対
す
る
実
証
的
研
究
が
広
く
好
愛
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
来
た
の
は
、
そ
れ
が
外
部
的
世
界
に
対
す
る
人
類
活
動
の
合
理
的
基
礎
と
し
て
、
認
め
ら
れ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
世
俗
に
よ
る
こ
の
自
発
的
判
断
は
、
根
本
に
於
い
て
頗
る
聡
明
な
判
断
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
右
の
実
証
的

研
究
は
、
も
し
そ
れ
が
好
都
合
に
会
得
さ
れ
る
【est convenablem

ent appréciée

】
な
ら
ば
、
合
理
性
と
実
証
性
と
に
関
す

る
真
の
哲
学
的
精
神
の
あ
ら
ゆ
る
偉
大
な
る
諸
特
質
を
、
最
も
適
切
な
る
要
約
の
形
で
、
必
然
的
に
想
起
さ
せ
る
か
ら

で
あ
る
。
実
際
生
活
の
各
個
の
場
合
に
於
い
て
我
々
に
先
ず
必
要
な
こ
と
は
、
現
象
の
諸
法
則
の
総
和
か
ら
結
果
さ
れ



七
〇

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

る
と
こ
ろ
の
自
然
の
秩
序
（ordre naturel

）
を
、
正
確
に
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
の
秩
序
を
知

る
こ
と
な
し
に
は
、
我
々
の
便
益
の
た
め
に
こ
の
秩
序
を
変
形
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
例
え
ば
天
体
の
諸

現
象
の
よ
う
に
、
人
間
の
干
渉
の
不
可
能
な
場
合
、
我
々
の
行
動
を
こ
の
秩
序
に
順
応
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
の
秩
序
に
関
す
る
知
識
の
我
々
の
実
際
生
活
に
於
け
る
適
用
は
、合
理
的
予
見
の
価
値
を
、

す
な
わ
ち
我
々
が
す
で
に
あ
ら
ゆ
る
点
に
於
い
て
真
の
科
学
の
根
本
的
特
質
と
見
た
と
こ
ろ
の
合
理
的
予
見
の
価
値

を
、
人
々
に
広
く
知
ら
し
め
る
。
な
ぜ
な
ら
、
単
な
る
博
識
、
す
な
わ
ち
、
現
実
的
で
は
あ
る
が
何
ら
聯
絡
の
な
い
諸

知
識
、
換
言
す
れ
ば
事
実
に
関
す
る
が
法
則
に
関
し
な
い
と
こ
ろ
の
諸
知
識
は
、
我
々
の
活
動
を
充
分
に
指
導
す
る
こ

と
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
極
め
て
明
白
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
説
明
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
で

あ
る
。
尤
も
、
物
質
的
利
益
に
対
す
る
法
外
な
重
要
視
は
、
今
日
知
識
と
行
動
と
の
右
の
必
要
な
結
合
を
し
ば
し
ば
過

度
に
押
し
進
め
る
結
果
、
科
学
の
将
来
は
重
大
な
る
危
険
に
面
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
実
証
的
諸
観
察
が
、
直
接

的
効
用
の
単
な
る
探
求
に
の
み
没
頭
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
盲
目
的
傾
向
は
、
科
学
と

技
術
（art

）
と
を
根
本
的
に
吟
味
せ
ず
し
た
が
っ
て
二
つ
の
大
な
る
関
係（
２
）に
対
し
誤
っ
て
ま
た
狭
隘
な
観
察
を
下
す
こ

と
か
ら
生
ず
る
。
天
文
学
の
研
究
は
、
こ
の
誤
っ
た
傾
向
を
訂
正
す
る
の
に
最
も
適
当
す
る
。
と
言
う
の
は
、
こ
の
研

究
は
、
一
方
そ
の
高
度
の
単
純
さ
の
故
に
、
科
学
と
技
術
と
の
関
係
全
体
を
極
め
て
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
共
に
、
他
方
そ
の
応
用
が
非
常
に
自
然
的
で
あ
っ
て
、
本
『
汎
論
』（
３
）が

明
瞭
に
す
る
で
あ
ろ
う
ご
と
く
、
過
去
二
十

世
紀
間
に
亙
っ
て
崇
高
な
思
索
と
よ
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
し
か
ら
ば
何
故
に
科
学
と



七
一

実
証
的
精
神
の
目
的

技
術
と
の
間
に
存
す
る
根
本
的
関
係
が
、
最
大
の
思
索
家
た
ち
に
よ
っ
て
す
ら
、
今
ま
で
適
当
に
把
握
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
自
然
哲
学
が
充
分
に
拡
大
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
、
す
な
わ
ち
、
直
接
に
人
間
社
会
を
取
扱

う
最
も
重
要
最
も
困
難
な
研
究
に
ま
で
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
の
、
当
然
の
結
果
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
自
然

に
対
す
る
人
間
の
作
用
に
関
す
る
合
理
的
観
念
が
、
本
質
的
に
無
機
的
世
界（
４
）だ
け
に
制
限
さ
れ
て
い
る
間
は
、
科
学
に

対
す
る
関
心
は
甚
だ
不
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
そ
の
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
の
、
右
の
大
き
な
間
隙
を
満

た
す
仕
事
が
充
分
に
成
就
す
る
暁
に
は
、
人
々
は
科
学
の
こ
の
大
な
る
実
際
的
目
的
の
根
本
的
重
要
性
を
会
得
【sentir

】

す
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、
一
の
鞏
固
な
る
実
証
性
の
常
態
的
条
件
の
下
に
、
最
も
高
級
な
諸
思
索（
５
）に

対
し
て

絶
え
ず
刺
戟
を
与
え
、
ま
た
し
ば
し
ば
、
そ
れ
を
指
導
す
る
こ
と
す
ら
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
時
に

は
、
技
術
は
単
に
幾
何
学
的
、
力
学
的
、
も
し
く
は
化
学
的
領
域
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
で
、
更
に
ま
た
特
に
政
治
的
及

び
道
徳
的
方
面
に
及
び（
６
）、

そ
し
て
人
類
の
主
た
る
行
動
は
、
他
の
す
べ
て
の
場
合
に
於
け
る
と
等
し
く
、
現
実
的
諸
法

則
の
全
般
が
示
す
限
界
内
に
於
い
て
、
人
類
に
固
有
の
個
人
的
及
び
集
合
的
自
然
を
不
断
に
改
艮
す
る
こ
と
に
向
け
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
科
学
と
技
術
と
の
こ
の
自
然
的
連
帯
が
ひ
と
度
好
都
合
に
成
立
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

が
健
全
な
哲
学
的
諸
思
索
を
掣
肘
す
る
の
で
な
い
か
と
疑
う
者
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
正

に
反
対
で
、
我
々
が
も
し
、
技
術
を
純
粋
に
合
理
的
の
も
の
た
ら
し
め
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
、
す
な
わ

ち
、
我
々
の
理
論
的
諸
予
見
をi i

我
々
の
実
際
的
諸
欲
求
の
真
の
水
準
に
上
せ
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
、
一

i　
「
我
々
の
理
論
的
諸
予
見
を
」
が
岩
波
版
に
有
っ
て
、
底
本
に
於
い
て
欠
け
て
い
る
。
原
著
で
はnos prévisions théoriques

と
あ
る
。



七
二

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

般
的
原
則
と
し
て
前
も
っ
て
認
め
な
い
限
り
、
右
の
連
帯
は
哲
学
的
諸
思
索
に
、
事
実
上
可
能
な
以
上
の
役
割
を
期
待

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
最
も
単
純
な
ま
た
最
も
完
成
し
た
諸
技
術
に
於
い
て
す
ら
、
そ
の
直

接
且
つ
自
然
的
な
発
達
は
、
常
に
不
充
分
の
ま
ま
で
残
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
科
学
的
指
示
に
よ
っ
て
完
全
に
補

足
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
例
え
ば
、
我
々
の
天
文
学
的
諸
予
見
が
若
干
満
足
な
程
度
に
達
し
て
も
、
そ
れ
の
厳
密
性
は
、

私
が
後
に
し
ば
し
ば
指
摘
す
る
ご
と
く
、
我
々
の
実
際
生
活
上
の
正
当
な
諸
要
求
よ
り
も
、
依
然
と
し
て
低
度
で
あ
る
。

い
な
恐
ら
く
そ
れ
は
、
永
久
に
低
度
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

１　
「
無
際
限
な
る
権
能
」（em

pire illim
ité

）
と
は
、
す
べ
て
を
支
配
す
る
と
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
神
の
万
能
の
威
力
を

意
味
す
る
。

２　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
科
学
と
技
術
と
の
関
係
は
、「
科
学
よ
り
予
見
は
来
た
り
、
予
見
よ
り
行
動
は
来
た
る
」（science, 

d’où prévoyence; prévoyence, d’où action.

）
と
い
う
形
で
要
約
さ
れ
る
。

３　

本
『
汎
論
』
と
は
『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』。

４　

無
機
的
世
界
に
関
す
る
科
学
は
、
コ
ン
ト
の
科
学
分
類
に
よ
れ
ば
、
天
文
学
、
物
理
学
、
及
び
化
学
で
あ
る
。

５　
「
最
も
高
級
な
諸
思
索
」
と
は
、
人
間
及
び
社
会
に
関
す
る
思
索
で
あ
る
。

６　

政
治
的
技
術
及
び
道
徳
的
技
術
の
確
立
は
、
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
実
証
的
精
神
の
発
達
に
よ
っ
て
の
み
齎
さ
れ
る
の
で

あ
る
。



七
三

実
証
的
精
神
の
目
的

二
三　
思
索
的
生
活
と
実
際
的
生
活
と
の
間
に
、
一
の
全
き
調
和
を
直
接
確
立
し
よ
う
と
す
る
右
の
自
然
的
傾
向

は
、
畢
竟
実
証
的
精
神
の
最
も
幸
い
な
る
特
権
と
見
做
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
精
神
の
他
の
い
か

な
る
属
性
と
雖
も
、
こ
れ
ほ
ど
よ
く
そ
の
真
の
特
質
を
表
示
し
、
ま
た
そ
の
事
実
上
の
優
越
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
に
我
々
の
思
索
的
熱
望
は
、
右
の
自
然
的
傾
向
の
絶
え
ざ
る
強
き
刺
戟
に
よ
っ
て
、
自

ら
を
維
持
し
且
つ
指
向
さ
え
も
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
こ
の
刺
戟
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
終
局
的
行
動
の
思
惟

が
、
常
に
妥
当
な
る
厳
密
性
の
条
件
を
要
求
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
我
々
の
知
性
の
自
然
的
惰
性
は
、
平
易
且
つ
不

充
分
な
説
明
に
よ
っ
て
、
自
己
の
微
弱
な
理
論
的
欲
求
を
満
た
す
だ
け
に
止
ま
る
の
で
あ
る（
１
）。

の
み
な
ら
ず
こ
の
実
際

的
大
目
的（
２
）は

、
自
然
法
則
の
発
見
に
関
す
る
根
本
的
規
定
を
、
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
、
補
足
し
ま
た
限
定
す
る
。
す

な
わ
ち
そ
れ
は
、
一
般
に
他
の
手
段
に
よ
っ
て
は
正
し
く
確
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
、
我
々
の
合
理
的
予

見
の
正
確
さ
と
適
度
と
を
、
応
用
の
諸
要
求
に
よ
っ
て
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
右
の
限
界
は
科
学
の
限
度
で
あ
っ
て
、

科
学
的
完
成
は
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
―
―
尤
も
科
学
は
、
つ
ね
に
こ
の
限
度
以
下
に
在
る
が
。
―
―
な
ぜ

な
ら
科
学
は
、
も
し
こ
の
限
度
を
越
え
る
な
ら
、
架
空
且
つ
無
駄
な
、
そ
し
て
真
の
科
学
の
一
切
の
基
礎
を
危
う
く
す

る
よ
う
な
、
余
り
に
穿
鑿
的
な
論
議
に
当
然
落
込
ま
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
我
々
の
樹
て
る
諸

法
則
は
、
或
る
程
度
の
近
似
価
で
も
っ
て
し
か
諸
現
象
を
表
象
し
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
程
度
を
越
え
て
し
ま
え

ば
、
そ
れ
は
た
だ
、
我
々
の
研
究
を
危
険
な
ま
た
無
益
な
方
向
に
進
め
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
科
学
と

技
術
と
の
右
の
根
本
的
関
係
が
適
当
に
組
織
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
科
学
は
、
そ
の
根
本
的
不
毛
性



七
四

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

（stérilité radicale

）
の
歴
然
た
る
理
論
的
諸
企
図
を
貶
け
る
よ
う
な
傾
向
を
採
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
不

可
避
的
な
傾
向
は
、
実
際
上
何
ら
の
不
便
を
も
齎
す
も
の
で
な
い
。
い
な
却
っ
て
そ
れ
は
、
今
日
一
種
の
盲
目
的
特
殊

化
か
ら
し
ば
し
ば
結
果
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、我
々
の
微
弱
な
精
神
力
の
無
駄
な
消
耗
を
予
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、我
々

の
真
の
思
索
的
関
心
に
、
極
め
て
好
都
合
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
実
証
的
精
神
は
、
そ
の
進
化
の
初
期
に
於
い
て

は
、
近
づ
き
う
る
限
り
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
没
頭
し
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
そ
れ
の
問
題
の
究
極
の
重
要
性
如
何
に
つ

い
て
は
、
す
な
わ
ち
、
一
見
認
識
で
き
な
い
全
体
に
固
有
な
諸
問
題
の
関
係
か
ら
生
ず
る
究
極
的
重
要
性
如
何
に
つ
い

て
は
、
何
ら
顧
慮
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
一
時
的
本
能
は
、
―
―
も
ち
ろ
ん
こ
の
本
能
の
欠
如

の
故
に
当
時
科
学
は
し
ば
し
ば
適
当
な
営
養
を
欠
い
た
の
で
は
あ
る
が
―
―
実
証
的
状
態
が
充
分
成
熟
し
て
、
全
体
に

対
す
る
各
部
分
の
真
の
本
質
的
な
る
諸
関
係
を
つ
ね
に
把
握
し
、
最
も
高
級
な
諸
探
究
に
断
え
ず
大
な
る
目
的
を
提
供

す
る
と
共
に
一
切
の
幼
稚
な
思
索
を
回
避
す
る
よ
う
に
な
る
や
否
や
、
一
の
正
当
な
る
体
系
的
考
察
に
、
習
慣
的
に
従

属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
我
々
の
理
知
は
、
何
ら
か
の
道
徳
的
刺
戟
を
受
け
る
の
で
な
け
れ
ば
運
動
を
起
こ
さ
な
い
。
す
な

わ
ち
、「
知
的
作
用
は
、
習
慣
的
に
一
の
情
的
目
的
に
従
わ
な
い
な
ら
ば
、
直
ち
に
疲
労
す
る
よ
う
な
曖
昧
且
つ
不
統
一

の
思
考
に
し
か
至
り
え
な
い
」
の
で
あ
る
。

２　
「
こ
の
実
際
的
大
目
的
」
と
は
、
知
識
の
目
的
た
る
人
間
の
行
動
を
意
味
す
。



七
五

実
証
的
精
神
の
目
的

二
四　
最
後
に
、
科
学
と
技
術
と
の
内
部
的
調
和
に
つ
い
て
、
特
に
注
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

我
々
の
近
代
文
明
に
於
い
て
産
業
的
生
活
が
明
ら
か
に
優
越
性
を
獲
得
し
て
い
る
結
果
と
し
て
、
右
の
調
和
が
、
健
全

な
哲
学
の
社
会
的
勢
力
を
発
達
さ
せ
且
つ
鞏
固
な
ら
し
め
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
神
学
的
哲
学

は
、
予
備
的
な
結
社
性
（sociabilité prélim

inaire

）
を
必
要
と
し
た
諸
時
代
に
し
か
、
す
な
わ
ち
、
人
間
活
動
が
本

質
的
に
武
力
的
（m

ilitaire

）
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
諸
時
代
に
し
か
、
現
実
に
は
適
合
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
間
に
於
い
て
、
一
の
平
常
的
な
ま
た
完
全
な
結
合
が
徐
々
に
準
備
さ
れ
た
。
こ
の
結
合
は
、
私
が
他
処
に

於
い
て
述
べ
た（
１
）歴

史
理
論
の
教
え
る
理
由
に
よ
っ
て
、
人
類
の
初
期
に
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
多
神
観

は
、
古
代
の
征
服
的
組
織
に
主
と
し
て
適
合
し
、
一
神
観
は
、
中
世
の
防
禦
的
組
織
に
適
合
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
産
業
的
生
活
が
漸
次
重
要
視
さ
れ
て
来
る
と
共
に
、
近
代
的
結
社
性
は
精
神
的
大
革
命
を
助
成
し
、
そ
し
て
今
日
つ

い
に
我
々
の
知
性
を
、
神
学
的
状
態
か
ら
実
証
的
状
態
に
ま
で
上
昇
せ
し
め
た
。
人
類
の
状
態
を
実
際
的
方
面
か
ら
不

断
に
改
善
し
つ
つ
あ
る
こ
の
能
動
的
傾
向
は
、
一
神
観
の
指
導
下
に
つ
ね
に
他
の
全
く
異
な
っ
た
目
的
を
追
う
て
い
る

と
こ
ろ
の
宗
教
的
諸
傾
向
と
、
も
ち
ろ
ん
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
い
な
こ
の
活
動
は
、
そ
の
本
性
上
あ
ら
ゆ
る
神

学
的
哲
学
に
対
し
て
、
根
本
的
ま
た
自
然
的
に
一
の
普
遍
的
反
対
を
惹
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
一
方
産
業
的
生

活
は
、そ
の
根
柢
に
於
い
て
、神
助
を
期
待
す
る
あ
ら
ゆ
る
楽
観
主
義
（optim

ism
e providentiel

）
に
直
接
反
対
す
る
。

と
言
う
の
は
、
産
業
的
生
活
は
、
当
然
、
自
然
の
秩
序
が
極
め
て
不
完
全
で
あ
っ
て
絶
え
ず
人
間
の
干
渉
を
必
要
と
す

る
こ
と
を
予
想
す
る
の
に
、
こ
れ
に
反
し
て
神
学
は
、
超
自
然
力
が
許
容
す
る
以
外
の
他
の
改
善
手
段
を
論
理
上
認
め
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実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

な
い
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
産
業
的
生
活
の
神
学
的
哲
学
に
対
す
る
右
の
反
対
は
、
我
々
の
産
業
に
対
す
る
諸

観
念
の
全
体
に
内
在
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
が
種
々
の
企
図
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
種
々
多
様
の
形
を
取

っ
て
不
断
に
現
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
我
々
の
産
業
的
諸
企
図
に
於
い
て
は
、
外
部
的
世
界
を
、
何
ら
か
の
意
志
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
も
ろ
も
ろ
の
法
則
に
従
う
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
我
々
に
一
の

充
分
な
る
期
待
を
許
す
と
こ
ろ
の
、
ま
た
そ
れ
な
し
に
は
我
々
の
実
際
的
活
動
が
何
ら
か
の
合
理
的
基
礎
を
有
ち
え
な

い
よ
う
な
、
も
ろ
も
ろ
の
法
則
に
従
う
も
の
と
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
、
産
業
的
生

活
を
実
証
的
精
神
の
哲
学
的
優
勢
に
好
都
合
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
こ
の
根
本
的
相
関
関
係（
２
）は

、
他
の
方
面
に
於
い
て

は
反
神
学
的
傾
向
を
助
成
す
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
反
神
学
的
傾
向
は
、
も
ち
ろ
ん
場
合
に
よ
っ
て
或
い
は
強
く
或
い

は
弱
く
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
軍
事
的
生
活
と
の
み
調
和
的
で
あ
っ
た
原
初
哲
学
の
反
産
業
的
特
質
を
、
或
い

は
抑
制
し
或
い
は
緩
和
し
よ
う
と
す
る
僧
侶
階
級
の
継
続
的
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
究
極
に
於
い
て
不
可
避
的
の
も
の
と

な
る
の
で
あ
る
。
実
に
こ
の
密
接
な
連
帯（
３
）こ

そ
は
、
永
い
間
に
亙
っ
て
、
今
後
真
の
社
会
的
優
勢
の
保
持
に
耐
え
う
る

唯
一
の
も
の
た
る
、
完
全
に
実
証
的
な
る
哲
学
を
古
き
神
学
的
哲
学
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
、
一
切
の
近
代
人
を
、
そ

し
て
そ
の
最
も
素
朴
的
ま
た
反
抗
的（
４
）な
者
す
ら
を
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
参
与
せ
し
め
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

１　

こ
こ
に
他
処
と
は
、『
実
証
哲
学
講
義
』
を
指
す
。
特
に
そ
の
第
五
五
、
第
五
六
講
を
見
よ
。

２　
「
こ
の
根
本
的
相
関
関
係
」
と
は
、
科
学
と
技
術
と
の
密
接
な
調
和
的
関
係
で
あ
る
。

３　
「
こ
の
密
接
な
連
帯
」
と
は
、
科
学
と
技
術
と
の
緊
密
な
依
存
関
係
で
あ
る
。
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実
証
的
精
神
の
目
的

４　
「
反
抗
的
な
者
」
と
は
、
社
会
的
変
化
に
反
対
な
意
向
の
者
で
あ
る
。

第
三
節　

神
学
に
対
す
る
科
学
の
不
融
和
性

二
五　
今
や
我
々
は
、最
後
の
説
明
に
よ
っ
て
、真
の
哲
学
的
精
神
の
直
接
的
評
価
を
補
足
す
る
段
取
り
と
な
っ
た
。

こ
の
最
終
的
説
明
は
、
特
に
消
極
的
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
現
に
人
類
の
秀
英
者
に
必
要
な
精
神
的
大
革
新
の
性
質
及

び
諸
条
件
を
、
充
分
特
徴
づ
け
る
の
に
事
実
緊
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
神
学
的
見
解
す
な
わ
ち
一
神
観
的
、

多
神
観
的
、
も
し
く
は
呪
物
観
的
見
解
に
対
す
る
、
実
証
的
諸
観
念
の
決
定
的
不
融
和
性
を
直
接
明
瞭
に
す
る
の
で
あ

る
。
前
述
の
諸
考
察
は
、
或
い
は
方
法
に
関
し
或
い
は
教
理
に
関
し
、
神
学
的
哲
学
と
実
証
哲
学
と
の
間
に
い
か
な
る

持
続
的
和
解
も
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
暗
々
の
う
ち
に
明
ら
か
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
主
題
に
関
し
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
曖
昧
が
、
一
掃
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
科
学
と
神
学
と
は
、
決
し
て
同
一
の

諸
問
題
を
提
起
し
た
の
で
な
い
か
ら
、
始
め
か
ら
公
然
と
対
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
実
証
的
精
神
が
、
神
学

的
精
神
の
一
般
的
優
勢
に
も
拘
ら
ず
、
そ
し
て
、
多
く
の
点
に
於
い
て
神
学
的
精
神
の
一
時
的
庇
護
の
下
に
、
部
分
的

発
達
を
遂
げ
る
こ
と
の
で
き
た
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
合
理
的
実
証
性
が
、
す
な
わ
ち
、
神
学
が
軽
視
し
て

特
別
の
関
心
を
有
た
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
貧
弱
な
数
学
的
諸
探
究
に
最
初
限
ら
れ
て
い
た
合
理
的
実
証
性
が
、
特
に

天
文
学
的
諸
理
論
に
よ
っ
て
、
自
然
の
直
接
的
研
究
に
ま
で
拡
大
さ
れ
始
め
る
や
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
衝
突
は
不

可
避
的
の
も
の
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
二
種
の
思
想
間
に
増
大
的
に
発
達
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
根
本
的
差
異
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精
神
の
知
的
優
越
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が
、
す
な
わ
ち
科
学
的
と
同
時
に
論
理
的
な
る
根
本
的
差
異
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
於
い
て
、

科
学
は
神
学
が
専
ら
没
頭
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
神
秘
的
諸
問
題
を
根
本
的
に
廃
棄
し
た
が
、
こ
の
廃
棄
の
論
理
的
諸
動

機
は
そ
れ
自
体
に
於
い
て
、
や
が
て
あ
ら
ゆ
る
聡
明
な
人
た
ち
が
人
間
理
性
に
当
然
許
容
で
き
ぬ
も
の
と
し
て
か
か
る

考
察
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
実
証
的
精
神
が
極
め
て
平
易
な
諸

主
題
に
対
し
て
漸
次
的
に
な
し
た
と
こ
ろ
の
聡
明
な
保
留
は
、最
も
困
難
な
諸
問
題
に
対
す
る
神
学
的
精
神
の
態
度
を
、

間
接
的
に
不
条
理
な
暴
挙
と
認
め
し
め
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
有
識
者
た
ち
の
間
に
於
い
て
右
二
種

の
哲
学
の
不
一
致
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
も
ろ
も
ろ
の
理
論
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
方
法
の
差
異
は
一

切
の
他
の
差
異
の
根
元
で
あ
り
し
た
が
っ
て
事
実
上
最
も
重
大
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
、
こ
の
差
異
が
余
り
強
く
主
張

さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
て
こ
の
新
し
い
情
勢
に
於
い
て
は
、
人
々
は
最
早
、
同
一
の
現
象
を
一
は
支
配
者
の
意
志
に
帰
着

せ
し
め
ん
と
し
他
は
恒
常
的
法
則
に
持
ち
来
た
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
こ
の
二
種
の
観
念
の
根
本
的
対
立
を
無
視
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
意
志
の
観
念
に
固
有
な
不
規
則
的
移
動
性
（m

obilité irrégulière

）
は
、

現
実
的
諸
関
係
の
恒
常
性
と
絶
対
に
相
容
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
物
理
学
的
諸
法
則
が
漸
次
明
ら

か
と
な
る
に
従
っ
て
、
超
自
然
的
諸
意
志
の
支
配
は
層
一
層
限
定
さ
れ
、
そ
の
法
則
の
未
知
な
諸
現
象
の
み
に
向
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
不
一
致
が
直
接
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
人
々
が
、
真
の
科
学
の
主
た
る
特
徴
で

あ
る
と
こ
ろ
の
合
理
的
予
見
を
、
神
学
が
未
来
を
認
識
す
る
た
め
の
唯
一
の
正
当
な
手
段
と
し
て
考
え
る
と
こ
ろ
の
特

別
な
啓
示
に
よ
る
占
術
（divination

）
に
対
抗
せ
し
め
た
時
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
実
証
的
精
神
は
、
そ
れ
が
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精
神
の
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完
全
に
成
熟
の
域
に
達
し
た
場
合
に
は
、
意
志
そ
の
も
の
を
も
真
の
法
則
に
従
属
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
て
こ

の
法
則
の
存
在
は
、通
俗
的
理
性（raison vulgaire

）に
よ
っ
て
暗
々
裡
に
予
想
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

人
間
の
諸
意
志
を
変
更
し
ま
た
予
見
し
よ
う
と
す
る
実
際
生
活
上
の
諸
努
力
は
、
こ
の
予
想
な
し
に
は
何
ら
条
理
あ
る

根
拠
を
有
ち
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
観
念
は
、
科
学
と
神
学
が
必
然
的
に
諸
種
の
現
象

の
事
実
的
支
配
に
つ
い
て
考
え
る
二
つ
の
反
対
な
方
式
を
、
決
し
て
和
解
に
導
く
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
明
ら

か
に
か
か
る
予
見
及
び
こ
の
予
見
よ
り
生
ず
る
行
動
は
、
諸
意
志
を
生
ぜ
し
め
る
存
在
に
関
し
、
深
奥
な
現
実
的
知
識

を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
先
決
条
件
た
る
右
の
存
在
に
関
す
る
知
識
は
、
少
な
く
と
も
同
一
性
質
を
有

し
し
た
が
っ
て
類
似
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
存
在
か
ら
し
か
求
め
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
一

つ
の
存
在
を
そ
れ
よ
り
以
下
の
存
在
に
よ
っ
て
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
且
つ
性
質
の
不
平
等
は
矛
盾
を
大
な

ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
神
学
は
、
神
の
意
志
に
少
し
で
も
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
一
切
の
主
張
を
拒
絶
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
の
意
志
を
忖
度
す
る
こ
と
は
、
最
下
等
の
動
物
に
、
人
間
の
意
志
も
し
く
は
他
の
高
等
動
物
の
意

志
を
予
見
す
る
能
力
を
仮
定
す
る
と
等
し
く
、
全
く
虚
妄
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
究

極
に
於
い
て
神
学
的
精
神
と
実
証
的
精
神
と
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
人
々
が
拠
り
所
と
す
る
の
は
、
実
に
こ
の

不
条
理
な
仮
説
で
あ
る
。

二
六　
歴
史
的
に
考
察
す
れ
ば
、
神
学
的
精
神
と
実
証
的
精
神
と
の
対
立
は
、
原
初
哲
学
の
す
べ
て
の
段
階
に
見
ら
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神
の
知
的
優
越
性

れ
る
。
殊
に
最
も
発
達
し
た
諸
民
族
が
完
全
に
経
過
し
た
と
こ
ろ
の
諸
段
階（
１
）に

対
し
て
は
、
可
成
り
以
前
か
ら
一
般
に

認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
々
は
こ
れ
ら
の
民
族
に
関
し
、
右
の
不
一
致
を
た
し
か
に
誇
大
視
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
我
々
の
一
神
観
的
習
性
が
神
学
的
制
度
の
最
初
の
二
状
態
に
対
し
て
盲
目
的
に
な
す
と
こ
ろ
の
、
極
端
な
る

蔑
視
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
健
全
な
哲
学
は
、真
の
歴
史
理
論
の
障
礙
た
る
か
か
る
不
当
な
諸
偏
見
を
、

注
意
深
く
修
正
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
哲
学
は
、
人
類
の
継
続
的
大
段
階
の
各
個
が
我
々
の
基
本
的
進
化
に
事
実

上
寄
与
し
た
必
然
的
方
式
を
、
正
当
に
評
価
す
べ
く
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
言
え
我
々
は
、
次
の

事
実
を
よ
く
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
多
神
観
い
な
呪
物
観
す
ら
が
、
最
初
よ
し
観
察
の
精
神
の
自
然
的

発
達
を
促
進
す
る
た
め
に
事
実
上
役
立
っ
た
と
は
言
え
、
物
理
的
諸
関
係
の
不
変
性
を
漸
次
容
認
し
来
っ
た
感
情
が
ひ

と
度
或
る
種
の
組
織
的
堅
実
性
を
獲
得
し
て
か
ら
は
、
こ
の
感
情
と
真
の
意
味
の
協
調
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
我
々
は
、
こ
の
不
可
避
的
対
立
が
、
神
学
的
哲
学
を
継
続
的
に
分
解
し
て
漸
次
縮
小
せ
し

め
た
諸
変
遷
の
隠
れ
た
る
主
淵
源
で
あ
る
こ
と
を
会
得
す
る
【concevoir

】
必
要
が
あ
る
。
我
々
は
す
で
に
本
論
稿
【
こ

のD
iscours

】
の
劈
頭
に
於
い
て
、
右
の
漸
次
的
崩
壊
が
特
に
固
有
の
意
味
の
形
而
上
学
的
状
態
に
於
い
て
行
わ
れ
た
こ

と
、
し
か
し
形
而
上
学
的
状
態
は
こ
の
崩
壊
の
真
の
能
因
で
な
く
て
単
な
る
機
関
【organe

】
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を

説
明
し
た
が
、
今
や
此
処
で
、
こ
の
緊
要
な
説
明
を
適
当
に
補
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
事
実
に
於
い

て
実
証
的
精
神
は
、
そ
の
緩
慢
な
部
分
的
発
達
を
特
徴
づ
け
る
と
こ
ろ
の
、
普
遍
性
の
欠
如
の
故
に
、
そ
の
固
有
な
哲

学
的
諸
傾
向
を
適
当
に
指
摘
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
直
接
明
白
な
の
は
、
最
近
の
諸
世
紀
に
於
い
て



八
一

実
証
的
精
神
の
目
的

だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
形
而
上
学
的
干
渉
の
特
に
必
要
な
理
由
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
実
に
形
而
上
学
の
み
が
、
新

生
の
科
学
と
古
き
神
学
と
の
自
然
的
対
立
を
適
当
に
組
織
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
形

而
上
学
が
過
去
に
な
し
た
こ
の
役
割
が
か
く
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
そ
の
故
に
こ
の
過
渡
的
精
神
の
現
実
的

重
要
性
が
過
度
に
誇
大
視
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
、
形
而
上
学
の
騒
々
し
い
活
動
に
一
の
重
々
し
い
堅
実
性
を

与
え
た
の
が
現
実
的
諸
知
識
の
自
然
的
発
達
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
認
め
う
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
に
於
い

て
、
現
実
的
知
識
の
こ
の
継
続
的
発
達
は
、
最
初
呪
物
観
の
多
神
観
へ
の
変
遷
を
す
ら
根
本
に
於
い
て
決
定
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
の
特
に
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
や
が
て
そ
れ
が
多
神
観
を
一
神
観
に
帰
着
せ
し
め
る
本
質
的

淵
源
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
神
学
と
科
学
と
の
衝
突
は
、
最
初
主
と
し
て
天
文
学
的
諸
理
論
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
た
。
故
に
私
は
本
『
汎
論
』
に
於
い
て
、
天
文
学
的
諸
理
論
が
い
か
な
る
程
度
に
発
達
し
た
と
き
多
神
観
的
制

度
の
知
的
衰
退
が
事
実
決
定
的
に
始
ま
っ
た
か
を
正
確
に
指
摘
す
る
で
あ
ろ
う（
２
）が

、
そ
の
際
我
々
は
、
多
神
観
と
論
理

的
に
相
容
れ
な
く
な
っ
た
の
が
、
タ
レ
ス
学
派
に
よ
る
数
学
的
天
文
学
の
決
定
的
成
立
を
機
と
す
る
こ
と
を
知
る
で
あ

ろ
う（
３
）。

１　
「
最
も
発
達
し
た
諸
民
族
が
完
全
に
経
過
し
た
と
こ
ろ
の
諸
段
楷
」
と
は
、
呪
物
観
及
び
多
神
観
の
段
階
で
あ
る
。
神

学
的
状
態
の
最
後
の
段
階
た
る
一
神
観
の
段
階
は
、
最
も
発
達
し
た
諸
民
族
す
ら
（
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
す
ら
）
脱

し
得
な
い
段
階
で
あ
る
（
三
参
照
）。

２　

こ
の
点
に
関
し
、
我
々
は
コ
ン
ト
の
指
摘
す
る
『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
中
に
於
い
て
、
次
の
ご
と
き
叙
述
に
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実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

接
す
る
。「
こ
れ
ら
す
べ
て
の
基
本
的
観
念
（
季
節
、
気
候
、
時
間
、
等
の
観
念
―
―
訳
者
挿
入
）
が
何
ら
恣
意
的
の
も

の
た
る
こ
と
な
く
し
て
爾
後
相
対
的
の
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
顕
著
な
る
哲
学
的
貢
献
（
真
の
歴
史
哲
学
の
欠
如
の
故
に

今
ま
で
殆
ど
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
）
で
あ
っ
て
、
実
に
人
間
理
性
は
、
数
学
的
天
文
学
の
最
初
の
発
達
を
、
す
な
わ

ち
後
に
偉
大
な
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
学
派i i

に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
鞏
固
化
さ
れ
た
数
学
的
天
文
学
の
最
初
の
発
達
を
、
こ

の
貢
献
に
負
う
て
い
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
貢
献
が
人
間
の
知
的
解
放
の
決
定
的
発
端
に
与
え
た
必
然
的
影
響
は
、
私
が

す
で
に
序
論
に
於
い
て
予
知
し
た
ご
と
き
、多
神
観
の
不
可
避
的
衰
退
の
緩
慢
な
る
し
か
し
な
が
ら
現
実
的
な
る
根
本
的
・

知
的
原
動
力
を
其
処
に
認
め
る
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
到
底
争
い
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
明
ら
か
に

多
神
観
的
理
論
の
大
部
分
は
、
こ
の
天
文
学
的
考
察
が
つ
ね
に
相
対
的
の
も
の
と
し
て
表
象
す
る
と
こ
ろ
の
諸
現
象
を
、

原
初
の
本
能
に
応
じ
て
必
然
的
に
絶
対
的
の
も
の
と
想
像
し
た
。
か
く
て
現
実
的
科
学
の
こ
の
第
一
歩
は
、
天
文
学
を
、

古
き
科
学
に
対
し
て
直
接
相
容
れ
な
い
も
の
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
昼
及
び
夜
と
い
う
反
対
な
二
つ
の
現
象
が
、
或
る
瞬
間

に
於
け
る
地
上
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
子
午
線
に
帰
着
せ
し
め
ら
れ
る
場
合
、
昼
と
夜
と
の
二
つ
の
神
は
も
は
や
何
ら
の

意
味
を
も
有
た
ぬ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
知
的
衝
突
は
、
昼
夜
の
観
念
に
於
い
て
ば
か
り
で
な
い
。
そ
れ
は

ま
た
、
四
季
と
い
う
主
題
に
関
し
て
も
、
同
様
不
可
避
的
で
あ
る
。
か
く
て
我
々
は
、
実
証
的
精
神
の
こ
の
最
初
の
発
達

が
断
え
ず
多
神
観
的
司
祭
階
級
の
う
ち
に
激
発
せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
、根
本
的
な
そ
し
て
ま
た
し
ば
し
ば
活
溌
な
反
感
を
、

と
同
時
に
ま
た
、
一
切
の
神
学
的
説
明
を
自
発
的
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
永
い
間
新
生
科
学
の
発
達
と
調
和
的
で
あ

っ
た
一
神
観
に
対
し
て
古
代
哲
学
者
の
大
部
分
が
懐
い
た
と
こ
ろ
の
、
隠
然
た
る
好
愛
の
感
情
を
、
容
易
に
想
像
し
て
見

i　

la grande école d’A
lexandrie

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
は
歴
史
上
多
数
の
学
派
が
重
層
し
て
い
る
。
紀
元
前
３
世
紀
の
数
学
の
隆
盛
期

を
指
す
の
だ
ろ
う
？
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三

実
証
的
精
神
の
目
的

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」（『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
一
七
三
頁
）。

３　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
抽
象
的
幾
何
学
（géom

étrie abstraite

）
な
し
に
は
天
文
学
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の

抽
象
的
幾
何
学
に
決
定
的
地
位
を
与
え
た
の
は
、
実
に
タ
レ
ス
（Thales

）
で
あ
る
。
タ
レ
ス
以
前
の
ギ
リ
シ
ア
科
学
に

於
い
て
は
、
天
体
の
状
況
を
写
象
す
る
の
に
器
械
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
る
に
タ
レ
ス
は
、
こ
の
器
械
に
図
形
（figures

）

を
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
文
学
に
図
式
法
を
導
入
し
た
。
こ
の
タ
レ
ス
の
業
績
は
極
め
て
重
大
な
も
の
で
あ
っ

て
、
後
に
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
（Pythagoras

）
の
発
見
に
よ
っ
て
拡
大
さ
る
る
に
及
び
、
天
文
学
は
躍
進
す
る
に
至
っ
た
。
コ

ン
ト
は
こ
の
事
実
を
頗
る
重
大
視
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
関
し
次
の
ご
と
く
言
っ
て
い
る
。「
タ
レ
ス
学
派
及
び
ピ

タ
ゴ
ラ
ス
学
派
に
於
け
る
抽
象
的
幾
何
学
の
最
初
の
顕
著
な
発
達
が
、
つ
い
に
一
層
完
全
に
し
て
一
層
容
易
な
一
つ
の
方

式
を
導
入
す
る
に
至
る
や
、
初
期
の
天
文
学
は
、
諸
装
置
を
全
然
無
視
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
し
か
も
簡
単
な
図
式
的
諸

方
法
を
漸
次
そ
れ
に
代
用
し
た
。
し
か
し
て
こ
の
図
式
的
方
法
は
、
一
平
面
上
に
行
い
う
る
作
図
を
援
用
し
て
、
以
前
の

諸
装
置
と
同
一
の
結
果
を
生
じ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
諸
器
械
の
代
り
に
こ
の
固
有
の
意
味
の
諸
図
形
を
使
用
し
た
こ
と

は
、
や
が
て
単
に
ギ
リ
シ
ア
人
に
於
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
中
世
の
大
部
分
を
通
し
て
、
天
文
学
的
諸
予
見
の
主
た
る
淵

源
と
な
っ
た
」（『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
一
二
六
頁
）。
コ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
タ
レ
ス
及
び
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の

企
図
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
特
に
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
に
対
す
る
尊
重
は
、
彼
が
「
精
神
的
父
」
と
称
し
た
コ
ン

ド
ル
セ
（C

ondorcet

）
の
見
解
を
継
承
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
七　
右
の
対
立
に
関
す
る
合
理
的
研
究
は
、
こ
の
対
立
が
単
に
古
き
神
学（
１
）に

の
み
制
限
さ
れ
る
も
の
で
な
く
て
、
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実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

続
い
て
一
神
観
そ
の
も
の
に
ま
で
拡
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
教
え
る
。
た
だ

し
か
し
一
神
観
に
於
い
て
は
、
こ
の
抗
争
は
当
然
力
を
失
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
神
学
的
精
神
が
、
科
学
の

自
成
的
発
達
に
応
じ
て
漸
次
衰
退
し
た
た
め
で
あ
る
。
疑
い
も
な
く
、
原
初
哲
学
の
こ
の
最
後
の
段
階
は
、
現
実
的
諸

知
識
の
発
達
に
対
し
て
、
前
の
諸
段
階
ほ
ど
反
対
で
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
も
は
や
現
実
的
諸
知
識
は
、
そ
の
発
達

の
各
過
程
に
於
い
て
、
特
に
作
ら
れ
た
超
自
然
的
説
明
と
の
危
険
な
闘
争
に
出
会
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
実

証
的
精
神
の
予
備
的
発
達（
２
）が
、
特
に
多
神
観
的
制
度
の
下
に
於
い
て
成
就
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
科
学

と
多
神
観
と
の
対
立
は
、
科
学
と
先
行
諸
段
階
の
神
学
と
の
対
立
に
比
し
て
、
た
と
い
よ
り
不
明
瞭
よ
り
緩
慢
で
あ
っ

た
と
は
言
え
、
決
し
て
よ
り
不
可
避
的
で
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
な
こ
の
対
立
は
、
新
哲
学
が
充
分
一
般
化
し

て
真
に
建
設
的
（organique

）
な
特
質（
３
）を

獲
得
し
、
社
会
的
任
務
に
於
い
て
も
知
識
的
指
向
に
於
い
て
も
決
定
的
に
神

学
に
取
っ
て
代
わ
る
以
前
に
於
い
て
、
す
で
に
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
こ
の
抗
争
は
、
こ
の
度
も
ま
た
天
文
学
に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
天
文
学
が
い
か
ほ
ど
進
ん
だ
段
階
に
達
し
た
と
き
、
前
に
固
有
の
意
味
の

多
神
観
に
対
し
て
限
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
根
本
的
な
対
立
が
、
つ
い
に
最
も
単
純
な
一
神
観
に
ま
で
必
然
的
に
拡
大

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
厳
密
に
言
え
ば
、
地
球
の
二
重
の
運
動
の
発
見（
４
）と
、
続
く
天
体
力
学
の

成
立
と
の
結
果
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
対
立
は
不
可
避
的
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
我
々
は
、
人
間
理
性
の

現
在
の
状
態
に
於
い
て
、
次
の
こ
と
を
断
言
し
う
る
。
曰
く
、
一
神
観
的
制
度
は
、
現
実
的
諸
知
識
の
最
初
の
発
達
に

永
い
間
好
都
合
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
今
や
こ
れ
ら
の
知
識
に
と
っ
て
必
要
と
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
の
組
織
的
発
達
を
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実
証
的
精
神
の
目
的

妨
げ
、そ
し
て
自
然
法
則
の
不
変
性
に
対
す
る
根
本
的
確
信
が
つ
い
に
そ
の
当
然
の
哲
学
的
主
権
を
獲
得
す
る
こ
と
を
、

妨
害
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
神
学
に
特
有
な
、
自
然
の
組
織
（économ

ie natutelle

）i i

中
に
突
発
的
且
つ

恣
意
的
な
変
動
が
あ
り
う
る
と
い
う
思
想
は
、
神
学
が
た
と
い
い
か
ほ
ど
縮
小
さ
れ
て
も
、
神
学
と
不
可
分
離
の
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
科
学
に
対
す
る
一
神
観
の
こ
の
妨
害
は
、
や
が
て
神
学
的
精
神
の
全
般
的
敗
北
に
終
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
こ
の
妨
害
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
現
実
の
秩
序
の
日
常
の
光
景
は
、
実
証
哲
学
の
根

本
原
理
に
対
す
る
普
遍
的
一
致
を
、
す
で
に
以
前
に
於
い
て
決
定
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

１　
「
古
き
神
学
」
と
は
、
こ
こ
で
は
多
神
観
を
指
す
。

２　
「
実
証
的
精
神
の
予
備
的
発
達
」
と
は
、数
学
及
び
天
文
学
に
於
け
る
実
証
的
精
神
の
発
達
を
言
う
。
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、

こ
の
精
神
の
真
の
発
達
は
社
会
学
の
成
立
以
後
で
あ
る
。

３　

実
証
哲
学
は
、
そ
の
認
識
を
社
会
に
ま
で
拡
大
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
建
設
的
特
質
す
な
わ
ち
組
織
的
特
質
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
実
証
的
精
神
の
こ
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
三
二
参
照i ii

。

４　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
コ
ン
ト
は
次
の
ご
と
く
叙
述
し
て
い
る
。「
…
…
我
々
は
す
で
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
学
派

に
よ
る
数
学
的
天
文
学
の
最
初
の
組
織
化
が
、
当
然
古
き
多
神
教
と
矛
盾
し
、
た
め
に
一
神
観
的
状
態
に
至
る
不
可
抗
的

な
知
的
衝
動
を
生
ぜ
し
め
た
こ
と
を
検
討
し
た
。
今
や
我
々
は
、
右
の
歴
史
的
考
察
を
更
に
補
足
す
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
、
次
の
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
地
動
説
に
よ
る
近
世
天

i　
「
自
然
の
組
織
」économ

ie

は
、
こ
の
後
で
は
「
自
然
的
秩
序
」
と
訳
し
て
い
る
。

ii　

底
本
で
は
二
二
と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
三
二
の
方
が
「
建
設
的
」
云
々
が
あ
る
。
社
会
へ
の
拡
張
は
、
共
に
不
明
確
。
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文
学
の
直
接
的
成
立
が
、
つ
い
に
人
間
精
神
を
鼓
舞
し
て
、
す
で
に
、
実
証
的
諸
考
察
の
継
続
的
発
達
に
敵
対
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
全
神
学
的
制
度
か
ら
、
離
脱
せ
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
司
祭
階
級
は
権
威
を
も
っ
て
空

虚
な
聖
書
の
文
句
を
援
用
し
、
大
ガ
リ
レ
イ
に
対
し
て
、
法
律
的
に
は
特
色
あ
る
罪
の
宣
言
を
な
し
た
、
し
か
し
な
が
ら
、

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
理
論
に
対
す
る
教
会
の
無
力
な
反
対
は
、
も
ち
ろ
ん
更
に
深
刻
な
動
機
の
上
に
立
っ
て
い
た
。
す
な
わ

ち
教
会
は
、
そ
の
漠
然
た
る
本
能
に
よ
っ
て
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
理
論
が
教
会
の
す
べ
て
の
知
的
支
配
を
根
本
的
に
危
う

く
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
感
知
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
神
学
的
学
説
の
全
体
は
、
最
後
の
一
神
観

の
状
態
に
於
い
て
す
ら
も
、
宇
宙
が
根
本
的
に
は
人
間
に
従
属
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
仮
定
し
て
い
る
。
し
か
も

こ
の
仮
定
は
、
地
球
の
二
重
の
運
動
（
す
な
わ
ち
自
転
と
公
転
―
―
訳
者
挿
入
）
の
認
識
と
、
も
は
や
相
容
れ
な
い
も
の

で
あ
る
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
理
論
の
隠
然
且
つ
漸
進
的
な
、
し
か
し
な
が
ら
不
可
避
的
且
つ
継
続
的
な
論
理
的
刺
戟
下
に

於
い
て
は
、
古
代
哲
学
に
固
有
な
る
最
終
原
因
の
支
配
は
、
不
可
避
的
に
曖
昧
且
つ
無
力
な
も
の
と
観
ぜ
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
こ
れ
は
、
共
同
理
性
【raison com

m
une

】
が
神
の
諸
意
図
に
附
す
る
唯
一
の
可
知
的
目
的
を
も
遺
棄
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。」（『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
三
二
七
頁
）。

二
八　
し
か
し
な
が
ら
、
科
学
の
発
達
が
右
の
根
本
的
対
立
を
直
接
に
認
知
せ
し
め
え
た
数
世
紀
前
に
、
形
而
上

学
の
過
渡
的
精
神
が
科
学
的
精
神
の
隠
然
た
る
刺
戟
の
下
に
、
一
神
観
そ
の
も
の
の
内
部
に
於
い
て
、
す
で
に
神
学
の

勢
力
を
制
限
し
よ
う
と
試
み
た
。
す
な
わ
ち
形
而
上
学
は
中
世
の
終
り
に
於
い
て
、
最
高
支
配
者
（m

oteur suprèm
e

）
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実
証
的
精
神
の
目
的

の
現
実
的
作
用
は
不
変
の
諸
法
則
に
従
う
、
こ
れ
ら
の
法
則
は
最
初
最
高
支
配
者
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
爾
後
そ
の
変
更
は
彼
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
ス
コ
ラ
哲
学
の
著
名
な
教
理
を
抽
象
的
の
形
に
於
い
て
で
あ
る

が
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
学
的
原
理
と
実
証
的
原
理
と
に
対
す
る
こ
の
種
の
和
解
は
、
明
ら
か

に
単
な
る
一
時
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
却
っ
て
、
一
方
の
不
断
の
衰
退
と
他
方
の
漸
次
的
勝
利
と
を
、
促
進
し
た

に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
教
理
は
広
く
支
持
さ
れ
た
も
の
で
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
、
学
者
た
ち
（esprits 

cultivés

【
教
養
あ
る
人
々
】）
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、信
仰
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
限
り
、

大
衆
の
本
能
は
、
却
っ
て
こ
れ
を
強
く
排
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
思
想
は
、

神
に
一
種
の
崇
高
な
る
不
活
動
（une sublim

e inertie

）
を
強
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
究
極
に
於
い
て
神
の
力
を
無
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
平
常
的
活
動
を
形
而
上
学
上
の
偉
大
な
る
本
体
た
る
「
自
然
」、
す
な
わ
ち
人
間
の
不
平

及
び
願
望
の
大
部
分
を
引
受
け
且
つ
義
務
を
負
い
責
任
を
有
つ
と
こ
ろ
の
代
理
者
（m

inistre

）
の
資
格
で
規
則
正
し

く
宇
宙
の
支
配
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
「
自
然
」
に
、委
ね
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
、こ
の
観
念
が
、

そ
の
一
切
の
本
質
的
な
る
方
面
に
於
い
て
、
近
世
の
社
会
情
勢
が
立
憲
王
制
の
主
題
に
つ
い
て
漸
次
主
張
し
来
っ
た
と

こ
ろ
の
観
念
に
酷
似
す
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る（
１
）。
し
か
し
て
こ
の
類
似
は
、
決
し
て
偶
発
的
の
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
政
治
的
類
型
の
合
理
的
基
礎
は
、
事
実
に
於
い
て
、
神
学
的
類
型
に
よ

っ
て
提
供
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
自
家
撞
着
的
教
理
は
、
す
な
わ
ち
神
学
的
原
理
の

社
会
的
効
果
を
無
力
に
し
つ
つ
、
し
か
も
実
証
的
原
理
の
根
本
的
優
勢
を
許
容
し
な
い
よ
う
な
矛
盾
的
教
理
は
、
真
に
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平
常
的
ま
た
持
続
的
な
い
か
な
る
状
態
に
も
、決
し
て
適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
。そ
れ
は
た
だ
、形
而
上
学
的
精
神
が
、

そ
の
当
然
且
つ
窮
極
の
仕
事
た
る
過
渡
作
用
を
遂
行
す
る
場
合
の
、
最
も
効
果
的
な
手
段
た
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
特
有
な
政
治
形
態
と
し
て
の
立
憲
王
制
の
特
質
を
、『
実
証
哲
学
講
義
』
に
於
い
て

詳
く
し
分
析
し
た
が
、
そ
の
際
彼
は
、
こ
の
制
度
の
矛
盾
性
を
、
王
を
擁
立
し
つ
つ
し
か
も
こ
の
王
に
大
臣
撰
択
権
を
認

め
な
い
事
実
に
よ
っ
て
指
摘
し
て
い
る
。
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
政
治
形
態
は
た
し
か
に
一
の
過
渡
的
形
態
で
あ
っ

て
、
そ
の
全
貌
は
、「
王
は
君
臨
す
、
し
か
も
政
治
せ
ず
」（Le roi règne et ne gouverne pas

）
と
い
う
形
で
表
明
さ
れ

た
テ
ィ
エ
ー
ル
（A

dolphe Thiers

）
の
箴
言
に
よ
っ
て
、
最
も
よ
く
要
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
九　
最
後
に
、
神
学
に
対
す
る
科
学
の
不
一
致
は
、
一
般
的
な
他
の
形
態
で
現
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
種

の
不
一
致
は
、
科
学
が
現
実
的
秩
序
の
根
本
的
不
完
全
性
を
漸
次
明
瞭
に
し
、
た
め
に
神
の
摂
理
の
信
仰
に
基
礎
を
置

く
不
可
避
的
な
楽
観
主
義
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
で
あ
っ
て（
１
）、

一
神
観
的
状
態
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
初
期
の
自
然
分
析
は
、
現
実
的
秩
序
を
構
成
す
る
主
た
る
諸
現
象
の
発
現
様
式
（m

ode d’accom
plissem

ent

）

に
対
す
る
素
朴
的
な
嘆
美
の
感
情
を
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
促
発
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
楽
観
主
義
は
、
実
証
的

諸
知
識
の
自
然
的
発
達
と
、
永
い
間
融
和
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
最
初
の
調
和
的
傾
向
は
、
や

が
て
消
失
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、
極
め
て
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
証
的
精
神
が
漸
次
そ
の
組
織

的
特
質
を
獲
得
し
行
く
に
連
れ
て
、
最
終
原
因
の
教
理
（dogm

e des causes finales

）
に
対
し
徐
々
に
存
在
条
件
の
原
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実
証
的
精
神
の
目
的

理（
２
）（principe des conditions d’existence

）
―
―
こ
の
原
理
は
、
最
終
原
因
の
原
理i i

に
対
し
て
最
も
高
度
の
論
理
的
諸

属
性
を
与
え
つ
つ
、
し
か
も
そ
れ
を
重
大
な
科
学
的
諸
危
険
に
曝
さ
な
い
も
の
で
あ
る
―
―
を
置
き
換
え
る
か
ら
で
あ

る
。
か
く
て
こ
の
時
に
至
れ
ば
、
人
々
は
、
自
然
的
諸
存
在
（êtres naturels

）
の
構
造
が
各
個
の
場
合
に
於
い
て
自

己
自
体
を
現
実
的
現
象
と
し
て
発
現
さ
せ
う
る
よ
う
に
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
も
は
や
驚
き
の
目
を
向
け

な
く
な
る
。
更
に
人
々
は
、
自
然
の
こ
の
不
可
避
的
な
調
和
を
、
た
だ
一
層
よ
く
認
識
し
よ
う
と
す
る
単
純
な
意
図
に

於
い
て
注
意
深
く
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
的
秩
序
が
あ
ら
ゆ
る
点
に
於
い
て
極
め
て
不
完
全
な
こ
と
、
ま
た

こ
の
秩
序
が
、
人
間
の
微
力
な
る
干
渉
が
そ
の
狭
き
領
域
に
於
い
て
設
定
す
る
人
為
的
秩
序
（économ

ie artificielle

）

に
比
し
、
聡
明
さ
に
於
い
て
殆
ど
つ
ね
に
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
、
会
得
す
る
こ
と
に
な
る
【finit ensuite par rem

arquer

気

付
く
】。
と
こ
ろ
が
こ
の
自
然
の
不
完
全
さ
は
、
現
象
が
複
雑
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
一
層
大
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
点

に
関
し
天
文
学
の
全
体
が
我
々
に
提
供
す
る
拒
む
こ
と
の
で
き
な
い
諸
教
示
は
、
右
の
評
価
が
一
の
新
し
い
哲
学
的
活

力
を
も
っ
て
現
実
科
学
の
本
質
的
な
る
他
の
一
切
の
部
門
に
ま
で
拡
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
を
、
充
分
感
知
さ
せ
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
批
判
に
つ
い
て
、
特
に
ま
た
一
般
に
会
得
【com

prendre

理
解
】
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
批
判
の
目
的
が
、
単
な
る
反
神
学
的
手
段
た
る
に
止
ま
る
よ
う
な
、
一
時
的
の
も
の

で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
思
惟
と
行
動
と
の
一
般
的
関
係
に
於
い
て
、
実
証
哲
学
の
根
本
的
精
神
と

緊
密
に
ま
た
恒
久
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
一
方
に
於
い
て
、
た
し
か
に
我
々
の
不
断
の
能

i　
「
原
理
」
で
は
な
く
「
教
理
」
で
あ
ろ
う
。
先
のdogm

e

を
指
し
て
、" ses graves dangers"

と
あ
る
の
で
。
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動
的
干
渉
は
、
何
よ
り
も
先
ず
自
然
的
秩
序
【économ

ie natutelle

】
そ
の
も
の
に
関
す
る
、
精
確
な
る
認
識
の
上
に
基

礎
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
我
々
の
人
為
的
秩
序
な
る
も
の
は
、
た
だ
こ
の
自
然
的
秩
序
を
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亙

っ
て
漸
次
的
に
改
良
す
る
だ
け
に
止
ま
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
に
於
い
て
、
我
々
は
ま
た
た
し
か
に
、
こ
の
自
然
的
秩
序

の
必
然
的
な
不
完
全
性
を
予
想
し
、
こ
れ
の
漸
次
的
改
良
を
、
我
々
の
個
人
的
ま
た
集
合
的
な
る
一
切
の
努
力
の
日
々

の
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
我
々
は
、
今
後
一
切
の
一
時
的
批
判
を
離
れ
、
現
実
世
界
の
事
実
的
構
造
に
固
有
な

諸
種
の
不
完
全
に
対
す
る
正
当
な
判
断
を
、
た
と
い
我
々
の
微
力
な
改
良
手
段
を
も
っ
て
し
て
も
充
分
目
的
を
達
し
え

ら
れ
な
い
場
合
で
す
ら
も
、
実
証
哲
学
の
固
有
な
仕
事
と
考
え
、
我
々
の
基
本
的
条
件
を
、
或
い
は
我
々
の
不
断
の
活

動
の
本
質
的
目
標
を
、
一
層
よ
く
認
識
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
は
言
う
。「
楽
観
主
義
は
神
学
に
基
づ
く
。
そ
し
て
そ
の
影
響
は
、
実
証
性
の
発
達
す
る
に
つ
れ
て
断
え
ず
減

退
し
た
」
と
。
し
た
が
っ
て
コ
ン
ト
は
、
必
ず
し
も
一
切
の
楽
観
説
を
排
斥
し
た
の
で
は
な
い
。
た
だ
神
学
に
由
来
す
る

楽
観
説
、
換
言
す
れ
ば
神
の
摂
理
の
信
仰
の
結
果
と
し
て
の
楽
観
説
を
拒
否
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
実
証
主

義
は
或
る
種
の
楽
観
説
を
許
容
す
る
。
し
か
し
こ
の
楽
観
主
義
は
、
行
動
を
制
止
せ
ず
し
て
却
っ
て
促
進
せ
し
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
神
学
に
由
来
す
る
消
極
的
楽
観
主
義
と
異
な
る
の
で
あ
る
。

２　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
動
物
の
継
続
的
存
在
（existence continue

）
に
本
質
的
な
る
条
件
は
、
世
界
の
力
学
的
法
則
の

教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
我
々
の
太
陽
系
の
特
徴
的
な
若
干
の
諸
状
況
、
例
え
ば
、
中
心
た
る
太
陽
に
比
し
て
諸
惑
星

の
極
め
て
小
な
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
諸
惑
星
の
偏
心
率
（excentricité
）
の
徴
弱
な
こ
と
、
等
々
の
単
な
る
必
然
的
結
果
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で
あ
る
」。
一
般
的
に
言
え
ば
、
我
々
が
存
在
（
生
存
）
し
う
る
た
め
に
は
、
我
々
が
そ
の
一
部
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の

組
織
が
、
こ
の
存
在
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
存
在
条
件
の

原
理
な
る
も
の
は
、「
最
終
原
因
（causes finales—

—

窮
極
原
因
、目
的
原
因i i

）
の
教
理
の
真
の
実
証
的
変
化
」
で
あ
っ
て
、

た
だ
そ
の
適
用
範
囲
及
び
多
産
性
に
於
い
て
よ
り
一
層
勝
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。し
か
し
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、

科
学
は
す
べ
て
最
終
原
因
の
教
理
と
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
教
理
に
対
し
て
存
在
条
件
の
原
理
を
代
用
す
る
こ

と
の
理
由
は
、
特
に
天
文
学
の
発
達
に
於
い
て
早
く
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
地
球
の
運
動
に
対
す
る
知
識
だ

け
で
も
、
こ
の
教
理
（
最
終
原
因
の
教
理
）
の
基
本
的
且
つ
現
実
的
基
礎
を
、
す
な
わ
ち
宇
宙
が
地
球
に
、
し
た
が
っ
て

ま
た
人
間
に
従
属
す
る
と
い
う
観
念
を
、
打
ち
毀
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

第
三
章　

実
証
的
精
神
と
良
識
と
の
連
帯

第
一
節　

実
証
的
精
神
の
諸
属
性

三
〇　
今
や
我
々
は
、
上
述
の
種
々
の
一
般
的
考
察
の
援
け
を
借
り
て
、
真
の
哲
学
的
精
神
の
一
切
の
主
要
な
諸
相

を
、
充
分
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
、
我
々
に
と
っ
て
明
ら
か
に
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
、
爾

後
こ
の
哲
学
的
精
神
を
、
一
つ
の
短
か
い
特
別
な
名
辞
に
よ
っ
て
、
習
慣
的
に
呼
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
、
こ

の
見
地
か
ら
私
が
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
名
称
は
、
上
述
の
よ
う
な
普
遍
的
準
備
が
、
最
近
三
世
紀
を
費
し
て
、

こ
の
精
神
の
根
本
的
諸
属
性
の
全
部
を
最
も
よ
く
要
約
し
う
る
よ
う
な
、
貴
重
な
特
質
を
有
た
し
め
た
と
こ
ろ
の
名
称

i　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
４
原
因
説
の
一
つ
テ
ロ
ス
。
ス
コ
ラ
哲
学
で
究
極
と
い
う
意
味
が
強
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
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で
あ
る
。
一
体
「
実
証
的
」（positif

）（
１
）と

い
う
語
は
、
哲
学
的
威
厳
に
ま
で
漸
次
高
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
俗
語
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
我
々
の
諸
西
洋
語
に
於
い
て
は
、
未
教
養
者
た
ち
が
最
初
そ
れ
に
附
し
た
粗
野
な
意
味
を
別
に
し
て
、

数
個
の
顕
著
な
意
義
を
有
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
に
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
こ
の
互
い
に
異
な
っ
た
す
べ

て
の
意
義
が
、
新
し
い
一
般
哲
学
に
と
っ
て
一
様
に
適
当
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
各
々
が
こ
の
哲
学
の
種
々
の
特
徴
的

属
性
を
交
互
に
指
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
故
に
こ
の
外
見
上
の
多
様
性
は
、
今
後
何
ら
の
現
実
的
不
便
を

も
齎
す
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
な
反
対
に
、
や
が
て
公
衆
理
性
（raison publique

）
が
こ
れ
ら
の
意
義
の
恒
久

的
連
繋
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
進
歩
し
た
人
た
ち
が
単
一
の
通
常
的
表
現
で
も
っ
て
数
個
の
顕
著
な
属
性
を
結

び
つ
け
た
諸
用
語（
２
）の

凝
縮
化
の
主
要
な
例
の
一
つ
を
、
右
の
場
合
に
於
い
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

１　

positif

は
女
性
に
於
い
て
はpositive

の
形
を
採
る
。
す
な
わ
ち
、
男
性
名
詞
に
附
す
る
場
合
はesprit positif

（
実

証
的
精
神
）、
女
性
名
詞
に
附
す
る
場
合
は
、m

éthode positive

（
実
証
的
方
法
）、science positive

（
実
証
的
科
学
）、

philosophie positive

（
実
証
哲
学
）、politique positive

（
実
証
政
治
）
の
ご
と
く
。

２　

コ
ン
ト
は
、
か
か
る
諸
用
語
の
凝
縮
化
の
主
要
な
例
と
し
て
、nécessaire, juste, ordre, propriété, hum

anité, peuple,

等
を
挙
げ
て
い
る
（『
実
証
政
治
体
系
』
第
二
巻
、
二
一
七
頁
参
照
）。

三
一　
最
も
古
い
ま
た
最
も
普
通
の
用
法
に
於
い
て
は
、「
実
証
的
」
と
い
う
語
は
、「
架
空
」（le chim

érique

）
に

対
し「
現
実
」（le réel

）の
意
味
を
示
す
。
こ
の
点
に
於
い
て
、こ
の
語
は
新
し
い
哲
学
精
神
に
極
め
て
よ
く
適
合
す
る
。
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な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
こ
の
哲
学
精
神
を
、
そ
の
幼
年
期
に
没
頭
し
た
も
ろ
も
ろ
の
不
可
知
的
神
秘
を
つ
ね
に
拒
否
し
、

真
に
我
々
の
慧
智
【notre intelligence

】
に
許
容
さ
れ
る
諸
探
究
に
絶
え
ず
専
心
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
徴
づ

け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
の
意
味
は
、
第
一
の
意
味
に
可
成
り
接
近
し
つ
つ
、
し
か
も
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
意
味
に
於
け
る
「
実
証
的
」
は
、「
無
用
」（l’oiseux

）
に
対
す
る
「
有
用
」（l’utile

）
を
指
示
す
るi i

。
し
か
し

て
哲
学
に
於
い
て
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
無
益
な
好
奇
心
の
空
虚
な
満
足
を
排
し
、
我
々
の
個
人
的
及
び

集
合
的
条
件
の
継
続
的
改
良
に
向
う
と
こ
ろ
の
我
々
の
一
切
の
健
全
な
る
思
索
の
当
然
の
目
的
を
想
起
さ
せ
る
。
第
三

の
常
用
的
意
義
に
於
い
て
は
、
こ
の
好
都
合
な
る
表
明
は
、「
確
定
」（la certitude

）
と
「
不
確
定
」（l’indécision

）

と
の
対
立
を
性
質
づ
け
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
は
、
こ
の
語
は
、
古
代
の
知
的
状

態
に
於
い
て
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
な
不
確
定
的
な
懐
疑
や
無
際
限
の
論
議
を
棄
て
、個
人
に
対
し
て
は
論
理
的
調
和
を
、

ま
た
全
人
類
に
対
し
て
は
知
的
一
致
を
企
図
す
る
と
こ
ろ
の
、
新
哲
学
の
顕
著
な
傾
向
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
第

四
の
普
通
の
用
法
は
、し
ば
し
ば
前
の
第
三
の
用
法
と
混
同
さ
れ
る
が
、正
し
く
は
「
曖
昧
」（le vague

）
に
対
す
る
「
明

確
」（le précis

）
を
意
味
す
る
。
こ
の
意
味
は
、
諸
現
象
の
性
質
と
一
致
す
る
よ
う
な
、
ま
た
我
々
の
真
の
諸
欲
求
と

合
致
す
る
よ
う
な
明
確
度
を
つ
ね
に
求
め
る
と
こ
ろ
の
、
真
の
哲
学
精
神
の
不
断
の
傾
向
を
偲
ば
せ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
古
き
哲
学
方
法
は
こ
れ
と
反
対
で
、
必
然
的
に
曖
昧
な
見
解
に
導
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
種
の
哲
学
に

i　
「
第
二
の
意
味
は
、
第
一
の
意
味
に
可
成
り
」
か
ら
こ
こ
ま
で
の
一
文
は
、
岩
波
版
の
マ
マ
。
底
本
で
は
《
第
二
の
意
味
に
可
成
り
接

近
し
つ
つ
、
し
か
も
異
な
っ
た
…
…
於
け
る
「
実
証
的
」
は
、
第
一
の
意
味
は
、「
無
用
」
…
…
》
と
あ
る
。
原
著
で
は"En un second 

sens, très voisin du précédent,"

。
こ
こ
で
先
の
意
味
と
はréel

で
、
第
二
の
意
味
がutile

な
の
だ
か
ら
、
誤
植
と
見
る
。
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必
要
な
訓
練
が
、
一
の
超
自
然
的
権
威
の
上
に
支
え
ら
れ
て
い
る
不
断
の
拘
束
下
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
二　
最
後（
１
）に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、実
証
的
と
い
う
語
の
第
五
の
適
用
、す
な
わ
ち
そ
れ
が
「
消
極
的
」

（nègatif

）の
反
対
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
意
味
は
、他
の
意
味
と
同
様
に
広
く
用
い
ら
れ
は
し
た
が
、

他
の
意
味
ほ
ど
頻
繁
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
右
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
語
は
、
真
の
近
世
哲
学

の
本
来
の
使
命
が
「
破
壊
す
る
」（détruire

）
こ
と
に
な
く
て
「
建
設
す
る
」（organiser

）
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
哲
学
の
最
も
顕
著
な
特
質
を
指
示
す
る
。
前
に
挙
げ
た
四
つ
の
一
般
的
特

質
は
、
こ
の
哲
学
を
、
原
初
哲
学
に
固
有
な
或
い
は
神
学
的
或
い
は
形
而
上
学
的
な
る
す
べ
て
の
可
能
な
様
式
か
ら
、

区
別
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
最
後
の
意
味
は
、
新
し
い
哲
学
精
神
の
一
つ
の
不
断
の
傾
向
を
指
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
日
一
つ
の
特
別
な
重
要
性
を
提
供
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
永
い
間
建
設
的
で
あ
っ
た
神
学
的
精

神
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
常
に
批
判
的（
２
）で

し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
固
有
の
意
味
の
形
而
上
学
的
精
神
に
対
し
て
新
哲

学
が
有
つ
と
こ
ろ
の
、
重
要
な
差
異
の
一
つ
を
直
接
特
徴
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
実
科
学
が
過
去
に
於

い
て
行
っ
た
破
壊
作
用
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
影
響
は
単
な
る
間
接
的
ま
た
二
次
的
の
も
の
で
あ
っ
た（
３
）。
し
か
し

て
、
科
学
が
今
日
ま
で
右
の
状
態
を
脱
し
え
な
か
っ
た
の
は
、
体
系
化
の
欠
如
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

に
科
学
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
偉
大
な
建
設
的
事
業
は
、
今
後
右
の
従
属
的
役
割
に
反
対
す
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
い
な
こ
の
役
割
は
、
無
益
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
る
。
一
体
健
全
な
る
哲
学
は
、
当
然
解
く
こ
と
の
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で
き
な
い
よ
う
な
一
切
の
疑
問
を
根
本
的
に
廃
棄
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
疑
問
の
解
き
え
ざ
る

理
由
を
述
べ
る
だ
け
で
、
そ
れ
に
関
し
何
ご
と
も
否
定
し
な
い
よ
う
に
す
る（
４
）。

な
ぜ
な
ら
、
も
し
解
く
こ
と
の
不
可
能

な
疑
問
に
関
し
て
何
ご
と
か
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
こ
の
疑
問
を
組
織
的
に
廃
棄
す
る
こ
と
に
矛
盾
し
、
一
切

の
真
に
異
論
を
挿
み
え
な
い
よ
う
な
諸
見
解
が
、
た
だ
そ
の
否
定
だ
け
の
た
め
に
、
無
価
値
の
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ

る
。健
全
な
哲
学
は
、も
と
も
と
そ
の
立
場
が
一
般
的
に
不
偏
不
党
で
あ
る
か
ら
、右
の
諸
疑
問
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、

そ
れ
ら
に
対
し
互
に
党
を
作
っ
て
対
立
す
る
者
た
ち
に
比
し
、
よ
り
公
平
で
あ
り
よ
り
寛
容
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ

れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
健
全
な
哲
学
が
な
す
こ
と
は
、
そ
れ
ら
各
個
の
影
響
、
そ
れ
ら
の
持
続
す
る
諸
条
件
、
そ
れ
ら

が
衰
頽
す
る
諸
動
機
、
等
を
歴
史
的
に
考
察
し
、
し
か
も
、
優
秀
な
諸
民
族
に
於
け
る
人
間
理
性
の
現
状
と
最
も
相
容

れ
な
い
よ
う
な
諸
教
理
に
関
し
て
す
ら
、
決
し
て
い
か
な
る
絶
対
的
な
否
定（
５
）を

も
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の

哲
学
は
、
現
在
我
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
間
に
於
い
て
死
に
瀕
し
て
い
る
一
神
観
以
外
の
種
々
の
一
神
観
の
体
系
に
対
し

て
ば
か
り
で
な
く
、
多
神
教
的
諸
信
仰
或
い
は
ま
た
呪
物
観
的
諸
信
仰
に
対
し
て
す
ら
も
、
そ
れ
ら
を
基
本
的
進
化
の

そ
れ
ら
に
対
応
す
る
諸
段
階
に
つ
ね
に
関
連
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
め
て
周
到
な
判
断
を
下
す
の
で
あ
る
。
更

に
ま
た
理
論
的
方
面
に
関
し
て
は
、
こ
の
哲
学
は
、
我
々
の
想
像
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
何
ら
か
の
概
念
が
、
も
し
そ
れ

の
性
質
が
い
か
な
る
観
察
に
も
当
然
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
も
は
や
真
に
決
定
的
な
肯
定
に
耐
え
な
い

と
共
に
否
定
に
も
耐
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
。
も
ち
ろ
ん
今
ま
で
、
ア
ポ
ロ
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
、
等
々
の
非
存
在

（non-existence

）
を
、
ま
た
東
方
の
諸
魔
女
（fées orientales

）
も
し
く
は
種
々
の
詩
的
創
造
物
の
非
存
在
を
、
論
理
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的
に
検
証
し
た
者
は
一
人
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
代
の
諸
教
理
が
人
間
精
神
の
全
体
に
適
合
し
な
く
な
る
と
共

に
、
人
間
精
神
が
そ
れ
ら
の
諸
教
理
を
決
定
的
に
遺
棄
す
る
こ
と
を
、
何
物
も
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。１　

こ
こ
に
「
最
後
」
と
言
っ
た
の
は
、
最
後
の
特
質
の
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
特
質
の
う

ち
で
最
後
に
挙
ぐ
べ
き
も
の
の
意
で
あ
る
。

２　

コ
ン
ト
は
「
批
判
的
」（critique

）
と
い
う
語
を
、
否
定
的
、
破
壊
的
、
非
建
設
的
、
等
の
意
味
に
用
い
た
。

３　

科
学
の
真
の
目
的
は
真
理
の
発
見
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
結
果
は
、
間
接
的
に
既
存
の
誤
っ
た
諸
教
理
を
破
壊

す
る
こ
と
に
な
る
。

４　

実
証
哲
学
は
、
例
え
ば
第
一
原
因
な
る
も
の
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
疑
問
と
し
て
提
起
し
な

い
。
と
共
に
ま
た
、
第
一
原
因
が
存
在
し
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。

５　

実
証
哲
学
は
、
既
存
の
各
個
の
教
理
を
、
人
類
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
社
会
が
、
自
己
の
知
的
状
態
の
程
度
に
応
じ
て
事
物
を
説
明
し
、
か
く
し
て
知
的
欲
求
を

満
た
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

三
三　
さ
て
、
新
し
い
哲
学
精
神
の
本
質
的
特
質
の
一
つ
で
、
今
ま
で
直
接
に
「
実
証
的
」
と
い
う
語
で
表
示
さ
れ

て
い
な
い
の
が
あ
る（
１
）。

そ
れ
は
、
つ
ね
に
「
絶
対
」（l’absolu
）
に
「
相
対
」（le relatif

）
を
置
き
換
え
よ
う
と
す
る
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と
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識
と
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必
然
的
傾
向
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
科
学
的
た
る
と
同
時
に
論
理
的
な
る
こ
の
偉
大
な
る
属
性
は
、
現
実
的
諸
知
識
の

根
本
的
性
質
に
全
く
固
有
の
も
の
で
あ
っ
て
、
今
ま
で
部
分
的
且
つ
経
験
的
で
あ
っ
た
近
世
の
知
的
状
態
が
一
般
的
に

組
織
的
段
階
に
推
移
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
実
証
的
と
い
う
語
が
す
で
に
結
合
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
種
々
の
特
質
と
直

ち
に
緊
密
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
実
証
的
と
い
う
新
し
い
哲
学
語
は
、
こ
の
「
相
対
」
と
い
う
意
味
の

附
加
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
最
後
の
凝
縮
を
完
成
す
る
の
で
あ（
２
）る
が
、
こ
の
凝
縮
を
決
定
す
る
の
に
特
に
役
立
つ
の
は
、

私
が
す
で
に
挙
示
し
た
と
こ
ろ
の
第
五
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
二
つ
の
特
質
が
、
す
な
わ
ち
「
建
設
的
」
特
質

と
「
相
対
的
」
特
質
と
が
、
明
ら
か
に
類
縁
関
係
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
旧
き
諸
教
理
は
、
神
学
的

の
も
の
た
る
と
形
而
上
学
的
の
も
の
た
る
と
を
問
わ
ず
す
べ
て
絶
対
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
こ
の
絶
対

的
性
質
は
、
自
己
自
体
を
一
種
の
虚
妄
な
選
択
主
義
（éclectism

e

）
に
堕
落
さ
せ
る
と
共
に
、
必
然
的
に
各
教
理
を

し
て
他
の
す
べ
て
の
教
理
を
否
定
す
る
態
度
に
出
で
し
め
た
。
こ
れ
に
反
し
て
新
哲
学
は
、そ
の
相
対
的
精
神
の
故
に
、

自
己
に
最
も
反
対
な
諸
理
論
の
固
有
の
価
値
を
つ
ね
に
適
当
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
か
く
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
己
の
見
地
の
明
瞭
性
及
び
自
己
の
決
意
の
鞏
固
性
が
弱
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
い
か
な
る
無
益
な
譲
歩
に
至
る

こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
、
今
ま
で
な
し
来
っ
た
特
別
な
検
討
の
結
果
に
鑑
み
、
こ
の
最
後
の
哲
学
を
習

慣
的
に
性
質
づ
け
る
た
め
に
用
い
た
「
実
証
的
」
と
い
う
用
語
が
、
今
後
す
べ
て
の
賢
明
な
人
々
（bons esprits

）
に
、

そ
れ
が
包
含
す
る
種
々
の
特
徴
的
諸
属
性
の
完
全
な
事
実
的
結
合
を
想
起
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
充
分
予
想

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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１　

コ
ン
ト
以
前
に
於
い
て
は
、
通
俗
語
と
し
て
も
学
術
語
と
し
て
も
、「
実
証
的
」
と
い
う
語
は
「
相
対
的
」
と
い
う
意

味
を
有
た
な
か
っ
た
。「
実
証
的
」
と
い
う
語
に
「
相
対
的
」
と
い
う
一
属
性
を
与
え
た
の
は
、
コ
ン
ト
で
あ
る
。【
次
の

「
な
お
」
以
下
《
…
…
》
は
、
底
本
の
信
濃
書
房
版
で
は
無
し
。】《
な
お
こ
の
「
相
対
的
」
と
い
う
観
念
が
、
コ
ン
ト
の
哲
学

に
於
い
て
い
か
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、拙
著
『
コ
ン
ト
実
証
哲
学
』（「
岩
波
大
思
想
文
庫
」【『
コ

ン
ト
の
実
証
哲
学
』】）
四
八
―
五
〇
頁
参
照
【
第
一
編
第
一
章
「
実
証
哲
学
の
性
質
及
び
目
的 

」
後
半
部
】。》

２　

コ
ン
ト
は
『
実
証
的
精
神
論
』（
一
八
四
四
年
）【
本
書
】
に
於
い
て
は
、か
く
の
ご
と
く
実
証
主
義
の
根
本
特
質
と
し
て
、

「
現
実
」、「
有
用
」、「
確
定
」、「
明
確
」、「
建
設
」（
或
い
は
積
極
）、「
相
対
」
の
六
要
素
を
挙
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
七

年
後
の
『
実
証
政
治
体
系
』
第
一
巻
（
一
八
五
一
年
）
に
於
い
て
は
、
以
上
の
六
義
を
も
っ
て
実
証
主
義
を
性
格
づ
け
る

こ
と
は
不
完
全
で
あ
る
と
し
、
更
に
「
同
情
的
」（sym

pathique

）
と
い
う
一
要
素
を
加
え
た
。【
次
の
《
…
…
》
は
、
底

本
で
は
無
し
。】《
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、前
掲
の
拙
者『
コ
ン
ト
実
証
哲
学
』五
〇
―
五
三
頁
参
照【
前
出
書
後
半
部
続
き
】。》

第
二
節　

実
証
的
精
神
の
起
源

三
四　
右
の
よ
う
な
哲
学
様
式
の
基
本
的
自
発
性
（spontanéité élém

entaire

）
が
人
間
理
性
の
初
期
の
実
際
的
使

用
と
事
実
上
一
致
す
る
こ
と
は
、
こ
の
哲
学
様
式
の
根
本
的
起
源
に
留
意
す
る
者
の
直
ち
に
会
得
【reconnaître

認
識
】

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
『
序
論
』【
本
書
】
中
に
叙
べ
ら
れ
て
あ
る
諸
説
明
の
全
体
が
明
ら
か
に
示
す
ご

と
く
、
こ
の
哲
学
の
す
べ
て
の
主
要
な
属
性
は
、
根
本
に
於
い
て
、
普
遍
的
良
識（
１
）（bon sens universel

）
の
主
た
る
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諸
属
性
と
同
一
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
最
も
素
樸
的
な
神
学
の
知
的
支
配
下
に
於
い
て
す
ら
も
、
現
実
生
活

の
日
々
の
行
動
は
、
各
種
の
諸
現
象
に
対
し
て
、
諸
自
然
法
則
の
萌
芽
を
、
そ
し
て
若
干
の
特
別
な
場
合
に
は—

—

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
当
時
二
次
的
も
し
く
は
例
外
的
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
が
―
―
こ
れ
ら
の
法
則
に
対
応

す
る
諸
予
見
の
萌
芽
を
、
発
現
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
実
証
性
の
必
然
的
諸
胚
珠
は
、
こ
こ
に
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
実
証
性
は
、
合
理
的
の
も
の
と
な
る
以
前
、
永
い
間
経
験
的
の
も
の
と
し
て
止
ま
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
こ
で
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
本
質
的
な
方
面
に
於
い
て
、
真
の

実
証
的
精
神
は
、
単
な
る
良
識
を
真
に
許
容
し
う
る
一
切
の
思
索
に
組
織
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
存
す
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
実
証
的
精
神
と
良
識
と
の
領
域
は
、
根
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
健
全
な

哲
学
の
最
も
大
な
る
諸
設
問
は
、
到
る
処
卑
近
な
諸
現
象
に
関
係
し
て
お
り
、
人
為
的
の
場
合（
２
）【les cas artificiels

】
は
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
卑
近
な
現
象
を
解
明
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
準
備
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
実
証
的
精

神
と
良
識
と
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
く
実
験
的
見
地
か
ら
出
発
し
、
同
じ
く
結
合
し
予
見
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
同
じ

く
現
実
に
対
し
て
つ
ね
に
専
心
し
、
同
じ
く
効
用
を
最
終
の
意
図
に
置
く
の
で
あ
る
。
た
だ
両
者
に
於
い
て
根
本
的
に

異
な
る
こ
と
は
、
一
方
が
、
そ
の
抽
象
作
用
に
由
来
す
る
体
系
的
普
遍
性
に
於
い
て
認
め
ら
れ
る
の
に
、
他
方
が
、
そ

の
具
体
物
へ
の
留
意
に
基
づ
く
不
統
一
な
特
殊
性
に
於
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
だ
け
で
あ
る（
３
）。

１　

フ
ラ
ン
ス
語
の
ボ
ン
・
サ
ン
す
な
わ
ちbon sens

は
、
英
米
人
に
よ
っ
て
し
ば
し
ばcom

m
on sense

と
訳
さ
れ
る
が
、

し
た
が
っ
て
我
が
国
に
於
い
て
も「
常
識
」と
同
一
視
す
る
人
が
あ
る
が
、ボ
ン
・
サ
ン
は
ど
こ
ま
で
も「
良
識
」で
あ
っ
て
、



一
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com
m

on sense

で
も
な
け
れ
ば
常
識
で
も
な
い
。
デ
カ
ル
ト
（R

ené D
escartes

）
の
ご
と
き
は
、
ボ
ン
・
サ
ン
す
な
わ

ち
レ
ェ
ゾ
ン
（raison

＝
理
性
）
と
見
た
ほ
ど
で
、com

m
on sense

及
び
常
識
に
比
し
て
、
一
層
知
性
の
勝
っ
た
も
の
で

あ
る
。
コ
ン
ト
は
か
か
る
ボ
ン
・
サ
ン
を
、
一
切
の
平
常
的
人
間
に
共
通
な
も
の
と
見
て
い
た
。
ボ
ン
・
サ
ン
・
ユ
ニ
ヴ

ェ
ル
セ
ル
（bon sens universel

）
す
な
わ
ち
「
普
遍
的
良
識
」
と
は
、
そ
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

２　
「
人
為
的
場
合
」
と
は
、
良
識
に
よ
っ
て
観
察
さ
れ
た
現
象
の
規
則
性
を
、
抽
象
し
て
普
遍
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

３　

人
は
し
ば
し
ば
、
人
間
の
共
通
理
性
す
な
わ
ち
良
識
の
領
域
と
科
学
の
領
域
と
を
、
前
者
が
感
性
的
知
識
を
使
用
す
る

に
対
し
後
者
が
推
理
を
手
段
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
区
別
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
区
別
は
正
し

く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
良
識
す
な
わ
ち
ボ
ン
・
サ
ン
も
や
は
り
推
理
を
用
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
の
推
理
の
役
割

は
、
科
学
に
於
け
る
そ
れ
と
異
な
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三
五　
右
の
哲
学
的
精
神
と
良
識
と
の
根
本
的
連
関
を
、
先
ず
理
論
的
方
面
か
ら
見
る
に
、
固
有
の
意
味
の
科
学

は
、
普
遍
的
叡
知（
１
）（sagesse universelle

）
の
単
な
る
方
法
的
延
長
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
、
健
全
な
哲
学
的
諸
思
索

は
、
普
遍
的
叡
知
が
真
に
確
定
し
て
し
ま
っ
た
事
柄
を
再
び
疑
問
と
し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
が
、
全
然
な
い
の

み
な
ら
ず
、
つ
ね
に
共
通
的
理
性（
２
）（raison com

m
une

）
か
ら
自
己
の
最
初
の
諸
観
念
を
借
り
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ

て
、
哲
学
的
諸
思
索
は
組
織
的
加
工
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
自
成
的
に
は
獲
得
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
程

度
の
普
遍
性
と
鞏
固
性
と
を
、
そ
れ
ら
に
取
得
せ
し
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
通
俗
的
叡
知（
３
）（vulgaire 



一
〇
一

実
証
的
精
神
と
良
識
と
の
連
帯

sagesse 

或
い
はsagesse vulgaire

）i i

は
、
哲
学
の
右
の
加
工
工
作
の
全
過
程
を
通
じ
て
絶
え
ず
監
視
し
、
哲
学
的
活
動

に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
抽
象
作
用
の
継
続
的
状
態
が
、
或
い
は
不
注
意
に
よ
り
、
或
い
は
錯
覚
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
陥
る

と
こ
ろ
の
、
種
々
の
偏
向
（aberrations

【
常
軌
の
逸
脱
】）
を
予
防
す
る
、
と
い
う
重
大
な
役
割
を
演
ず
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
緊
密
性
に
も
拘
ら
ず
、
固
有
の
意
味
の
良
識
は
、
特
に
現
実
性
及
び
効
用
性
に

つ
い
て
専
念
す
る
に
対
し
、
と
く
に
哲
学
的
な
る
精
神
は
、
何
よ
り
も
先
ず
普
遍
性
及
び
聯
関
性
（liaison

）
を
顧
慮

す
る
こ
と
に
傾
く
。
か
く
て
両
者
間
に
生
ず
る
日
常
の
相
互
的
反
作
用
は
、
両
者
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
等
し
く
好
都

合
の
結
果
を
与
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
相
互
的
反
作
用
は
、
両
者
の
各
々
に
於
い
て
自
然
に
弱
ま
っ
て
行
く
筈
の
根

本
的
諸
特
質
を
、
鞏
固
な
も
の
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
右
の
よ
う
な
緊
密
な
関
係
に
留
意
す
る
と
き
直
ち
に

会
得
で
き
る
【relation indique aussitôt
】
こ
と
は
、
思
索
的
諸
探
究
が
何
ら
か
の
主
題
に
関
し
て
第
一
原
理
（prem

iers 

principes

）
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
の
、
い
か
に
空
虚
で
あ
り
ま
た
無
益
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、

こ
れ
ら
の
第
一
原
理
は
つ
ね
に
通
俗
的
叡
知
【la sagesse vulgaire

】
に
淵
源
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し

て
科
学
の
真
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
な
却
っ
て
、
そ
れ
ら
は
科
学
の
自
然
的
諸
基
礎
を
形
成

す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
科
学
に
於
い
て
論
議
の
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
、
古
代
の
知
的
体
系
が

我
々
に
遺
贈
し
た
と
こ
ろ
の
、
多
く
の
無
益
な
或
い
は
危
険
な
諸
論
議
を
、
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
で
あ
る
。

な
お
ま
た
、
何
ら
か
の
種
類
の
現
象
へ
の
適
用
と
無
関
係
に
正
し
い
哲
学
方
法
を
吟
味
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
、
抽
象

i　

原
著
は
、
こ
こ
で
は
前
者cette vulgaire sagesse

だ
が
、
次
の
箇
所
で
は
後
者
が
あ
る
の
で
「
或
い
は
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。



一
〇
二

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

的
論
理
に
関
す
る
す
べ
て
の
予
先
的
研
究
【les études préalables

】
が
究
極
に
於
い
て
全
く
空
虚
で
あ
る
こ
と
も
、
同
様

に
し
て
会
得
【sentir

】
で
き
る
。
事
実
に
於
い
て
、
抽
象
的
論
理
に
於
い
て
定
立
し
う
る
真
に
普
遍
的
な
原
理
は
、
確

実
に
し
て
、
し
か
も
自
明
的
な
若
干
の
規
則（
４
）（m

axim
es

）
に
当
然
還
元
さ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
規
則
は
共
通

的
理
性
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
聡
明
な
人
々
の
単
な
る
自
発
的
使
用
か
ら
生
じ
た
諸
表
示
に
、
本
質

的
な
何
も
の
を
も
実
際
附
加
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
種
の
諸
規
則（
５
）（aphorism

es

）
の
最
も
著
名

な
も
の
に
つ
い
て
容
易
に
検
証
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
普
遍
的
規
則
【règles

】
を
我
々
の
実

証
的
諸
思
索
の
種
々
の
分
野
に
い
か
に
し
て
適
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
か
か
る
論
理
的
規
則（
６
）（préceptes 

logiques

）
の
事
実
上
の
困
難
と
現
実
的
効
用
と
は
、
一
に
こ
の
点
に
係
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
て
こ
の
こ
と
に
関
し

て
言
い
う
る
こ
と
は
、
右
の
適
用
方
法
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
分
野
の
諸
研
究
が
、
対
象
た
る
諸
現
象
の
固
有
な
性
質

に
応
じ
て
特
別
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
適
当
に
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
健
全

な
哲
学
は
、
決
し
て
論
理
と
科
学
と
を
分
離
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
方
法
と
理
論
と
は
、
各
々
の
場
合
に
於
い
て
、
両

者
の
真
の
相
互
的
諸
関
係
に
よ
っ
て
し
か
よ
く
判
断
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
科
学
に
対
し
て
と
等

し
く
、
論
理
に
対
し
て
も
、
一
切
の
確
定
的
諸
現
象
と
独
立
な
純
粋
に
抽
象
的
な
諸
概
念
を
も
っ
て
し
て
は
、
一
の
普

遍
的
特
質
を
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
種
の
諸
企
図
は
、
未
だ
神
学
＝
形
而
上
学
的
状
態
特
有
の
絶
対
的
精

神
の
影
響
下
に
在
る
こ
と
を
、
暗
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
は
、
良
識
の
同
義
語
と
し
て
種
々
の
語
を
使
用
す
る
。
普
遍
的
叡
知
、
共
通
的
理
性
、
通
俗
的
叡
知
、
皆
そ
う



一
〇
三

実
証
的
精
神
と
良
識
と
の
連
帯

で
あ
る
。

２　

注
１
参
照
。【raison com

m
une

を
「
共
通
理
性
」
と
訳
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。raison

と
は
理
窟
・
推
理
の
意
味
の
理
由
。】

３　

注
１
参
照
。【vulgaire

通
俗
的
・
下
品
とuniverselle

と
が
同
様
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
。】

４　

コ
ン
ト
は
、m

axim
e, aphorism

e, précepte

等
の
語
をrègle

（
規
則
、
規
準
）
と
同
じ
意
味
に
用
い
て
い
る
。
故
に
こ

こ
で
は
、
こ
れ
ら
を
一
様
に
規
則
と
訳
出
し
た
。【m

axim
e

警
句
】

５　

注
４
参
照
。【aphorism

e

格
言
】

６　

注
４
参
照
。【précepte
教
訓
】

三
六　
次
に
歴
史
的
方
面
か
ら
見
る
に
、
真
の
哲
学
に
固
有
な
精
神
と
普
遍
的
良
識
【le sim

ple bon sens universel

】

と
の
右
の
緊
密
な
自
然
的
連
帯
は
、
実
証
的
精
神
の
自
然
的
起
源
が
知
識
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
於
い
て
、
実
際
的
理
性

（raison pratique

【
実
践
理
性
】）
の
理
論
的
理
性
（raison théorique

）
に
対
す
る
特
別
な
反
作
用
に
由
来
し
、
し
た
が

っ
て
理
論
的
理
性
の
原
初
の
性
格
は
絶
え
ず
少
し
づ
つ
変
形
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
理

論
的
理
性
の
こ
の
漸
次
的
変
形
は
、
種
々
の
部
門
の
抽
象
的
諸
思
索
―
―
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
最
初
神
学
的
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
―
―
に
対
し
て
、
同
時
に
は
ま
た
同
一
の
速
度
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

事
実
に
於
い
て
、
実
際
的
理
性
の
こ
の
不
断
の
具
体
的
刺
戟
は
、
諸
現
象
の
複
雑
さ
―
―
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に

直
接
述
べ
る（
１
）―

―
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
順
序
に
従
っ
て
し
か
、
実
証
的
精
神
を
各
種
の
知
識
の
部
門
に
、
浸
透
さ
す



一
〇
四

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
体
抽
象
的
実
証
性
は
、
最
も
単
純
な
諸
研
究
す
な
わ
ち
数
学
的
諸
研
究
に
於
い

て
先
ず
発
現
し
、
次
い
で
自
然
的
近
親
性
も
し
く
は
本
能
的
模
倣
に
よ
っ
て
普
及
し
た
。
か
か
る
事
情
の
た
め
に
、
最

初
そ
れ
は
一
の
特
殊
的
な
ま
た
多
く
の
場
合
経
験
的
特
質
し
か
示
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
て
こ
の
特
質
の
故
に
、
実
証

的
精
神
の
助
長
者
の
大
部
分
は
、
実
証
性
が
原
初
哲
学
と
不
可
避
的
に
両
立
せ
ざ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
の
根
本
的
傾
向

が
新
し
い
論
理
的
様
式
を
つ
く
る
に
あ
る
こ
と
を
、
永
い
間
知
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
通
俗
的
理
性
の
漸
増
的

刺
戟
の
下
に
そ
れ
が
継
続
的
発
達
を
遂
げ
た
時
で
す
ら
、
直
接
に
は
、
形
而
上
学
的
精
神
の
予
先
的
勝
利
を
結
果
し
え

た
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
て
形
而
上
学
的
精
神
は
、
そ
の
自
成
的
普
遍
性
の
故
に
、
一
神
観
へ
の
知
的
準
備
か
ら
そ
の
充

分
な
社
会
的
構
築
に
至
る
十
数
世
紀（
２
）の

間
、
実
証
的
精
神
の
哲
学
的
機
関
た
る
役
目
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
後
、
本
体
論
的
思
惟
は
そ
の
性
質
の
許
容
す
る
全
勢
力
を
獲
得
し
、
今
ま
で
援
助
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
科
学
的
発
達

を
抑
圧
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
然
る
に
こ
の
抑
圧
は
、
実
証
的
精
神
を
し
て
、
永
い
間
自
己
が
混
同
視
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
形
而
上
学
的
精
神
に
対
し
て
、
つ
い
に
抗
争
せ
し
め
る
縁
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
始
め
て
、

実
証
的
精
神
は
自
己
固
有
の
哲
学
的
傾
向
を
表
示
し
う
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
実
証
哲
学
の
最
初
の
組
織

的
成
立
が
、
か
の
記
念
す
べ
き
変
革
以
上
に
、
す
な
わ
ち
本
体
論
的
思
惟
全
体
が
全
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
い
て
、
偉
大

な
る
二
個
の
知
的
衝
動
、
す
な
わ
ち
ケ
プ
ラ
ー
及
び
ガ
リ
レ
イ（
３
）か

ら
発
出
し
た
科
学
的
衝
動
と
ベ
ー
コ
ン（
４
）及

び
デ
カ
ル

ト（
５
）に

由
来
す
る
哲
学
的
衝
動
と
の
自
成
的
協
力
の
下
に
敗
北
し
始
め
た
と
こ
ろ
の
記
念
す
べ
き
変
革
以
上
に
、
遡
り
え

な
い
所
以
で
あ
る
。
か
く
て
中
世
の
終
り
に
成
立
し
た
不
完
全
な
形
而
上
学
的
統
一
は
、
以
前
ギ
リ
シ
ア
の
本
体
論
が



一
〇
五

実
証
的
精
神
と
良
識
と
の
連
帯

多
神
観
に
応
ず
る
偉
大
な
神
学
的
統
一
を
永
久
に
崩
壊
さ
れ
た
ご
と
く
、
爾
後
決
定
的
に
瓦
壊
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

真
に
決
定
的
で
あ
っ
た
変
革
以
後
、
実
証
的
精
神
は
、
僅
か
二
世
紀
間
に
大
な
る
飛
躍
を
遂
げ
た
。
実
際
こ
の
発
達
は
、

実
証
的
精
神
が
そ
れ
以
前
の
永
き
全
道
程
に
於
い
て
仕
遂
げ
た
発
達
よ
り
も
、
遥
か
に
大
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

自
体
の
普
遍
的
優
勢
に
基
づ
く
知
的
統
一
以
外
の
い
か
な
る
知
的
統
一
を
も
、
不
可
能
な
ら
し
め
た
。
か
く
て
実
証
的

精
神
に
よ
っ
て
次
々
に
獲
得
さ
れ
た
各
個
の
知
的
新
分
野
は
、
爾
後
再
び
神
学
に
も
形
而
上
学
に
も
立
ち
戻
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
漸
増
的
獲
得
が
、
漸
次
通
俗
的
理
性
に
基
づ
い
て
承
認
を
得
た
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
今
や
理
論
的
叡
知
は
実
際
的
叡
知
に
対
し
てi i

、
そ
の
緩
慢
且
つ
漸
進
的
な
修
養
時
代
に
、
現
実
性
と

効
用
性
に
於
い
て
実
際
的
叡
知
か
ら
受
け
取
っ
た
貢
献
の
同
価
値
物
を
、
普
遍
性
と
鞏
固
性
に
於
い
て
、
た
し
か
に
返

済
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
最
近
二
世
紀
間
に
獲
得
さ
れ
た
実
証
的
諸
観
念
は
、
実
を
言
う
と
、
そ
れ
ら
自
体
の
、

直
接
的
且
つ
特
殊
的
価
値
に
於
い
て
よ
り
も
、
新
し
い
一
般
哲
学
に
対
す
る
今
後
の
材
料
と
し
て
の
方
が
、
遥
か
に
貴

重
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
観
念
の
大
部
分
は
、
科
学
的
方
面
に
於
い
て
も
論
理
的
方
面
に
於

い
て
も
、
未
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
決
定
的
特
質
を
有
つ
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

１　

七
〇
参
照
。

２　
『
実
証
哲
学
講
義
』
の
叙
述
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（A

ristotelès; 384-322av. j. c

）
よ
り
ヒ
ル
デ
ブ
ラ

i　

岩
波
版
で
は
こ
う
だ
が
、
底
本
で
は
「
今
や
理
論
的
叡
知
に
対
し
て
」。
そ
れ
だ
と
主
語
が
な
く
な
る
。
原
著
で
は"une telle 

systém
atisation que la sagesse théorique rendra véritablem

ent à la sagesse pratique un digne équivalent,en généralité et en 
consistance,"

。「
体
系
化
」
が
訳
さ
れ
て
い
な
い
の
は
さ
て
措
き
、la sagesse théorique

が
主
語
と
し
て
あ
る
の
は
違
い
な
い
だ
ろ
う
。



一
〇
六

実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性

ン
ド
（H

ildebrand 

一
〇
七
三
―
一
〇
八
五
年
の
ロ
ー
マ
教
皇
）
に
至
る
時
期
で
あ
る
。

３　

ガ
リ
レ
イ
（G

lileo G
alilei

）、
デ
カ
ル
ト
（R

ené D
escartes

）、
ベ
ー
コ
ン
（Francis B

acon

）。
以
上
の
三
者
の
名
は
、

コ
ン
ト
の
す
べ
て
の
著
述
に
於
い
て
見
ら
れ
る
。
コ
ン
ト
は
ベ
ー
コ
ン
、
デ
カ
ル
ト
、
ガ
リ
レ
イ
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た

科
学
的
・
哲
学
的
運
動
に
よ
っ
て
、
実
証
哲
学
の
最
初
の
基
礎
が
置
か
れ
た
と
考
え
て
い
た
。

４　

前
注
参
照
。

５　

前
々
注
参
照
。

三
七　
そ
れ
故
に
我
々
の
知
的
進
化
の
全
体
に
対
し
て
は
、
殊
に
デ
カ
ル
ト
及
び
ベ
ー
コ
ン
以
後
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
於
い
て
成
就
さ
れ
た
大
運
動
に
対
し
て
は
、
今
後
た
だ
一
つ
の
出
口
し
か
残
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち

そ
れ
は
、
今
ま
で
に
な
さ
れ
た
多
く
の
必
要
な
準
備
の
後
を
受
け
て
、
最
後
に
人
間
理
性
の
真
に
平
常
的
な
状
態
を
成

立
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
実
証
的
精
神
に
そ
れ
が
ま
だ
獲
得
し
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
十
全

性
（plénitude

）
と
合
理
性
（rationalité

）
と
を
獲
せ
し
め
て
、
哲
学
的
精
神
と
普
遍
的
良
識
と
の
間
に
一
つ
の
調
和

―
―
そ
れ
は
今
日
ま
で
充
分
に
は
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
―
―
を
打
ち
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る

に
、
今
日
現
実
科
学
を
真
の
哲
学
の
威
厳
に
ま
で
上
ら
せ
る
た
め
に
必
要
な
右
の
二
つ
の
条
件
を
、
す
な
わ
ち
補
足

（com
plém

ent

）
及
び
体
系
化
（systém

atisation

）
と
い
う
こ
の
同
時
的
な
二
条
件
を
研
究
し
て
見
る
に
、
そ
れ
が
究

極
に
於
い
て
一
致
す
る
こ
と
が
、
直
ち
に
会
得
さ
れ
る
。
事
実
一
方
に
於
い
て
、
近
世
実
証
性
の
最
初
の
大
変
革
は
、



一
〇
七

実
証
的
精
神
と
良
識
と
の
連
帯

道
徳
及
び
社
会
に
関
す
る
諸
理
論
を
、
固
有
の
意
味
の
科
学
的
運
動
の
埒
外
に
完
全
に
残
し
た
た
め
に
、
爾
後
こ
れ
ら

の
理
論
は
神
学
＝
形
而
上
学
的
精
神
の
不
妊
症
的
支
配
下
に
、
不
合
理
な
孤
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
故
に
、
す

で
に
他
の
基
本
的
諸
現
象
に
逐
次
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
真
の
哲
学
的
精
神
の
最
後
の
企
図
は
、
今
日
右
の
道
徳

的
及
び
社
会
的
諸
理
論
を
、
実
証
的
状
態
に
ま
で
持
ち
来
た
す
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
に
於
い
て
、
自

然
哲
学
の
こ
の
最
後
の
拡
大
は
、
科
学
的
に
も
論
理
的
に
も
単
一
の
見
地
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
哲
学
自
体
を
直

ち
に
体
系
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
採
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
見
地
は
、我
々
の
現
実
的
諸
思
索
の
全
体
を
支
配
し
て
、

そ
れ
ら
を
常
に
必
然
的
に
人
間
的
す
な
わ
ち
社
会
的
観
点
に
帰
属
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
能
動
的
総

括
（active universalité

）
に
耐
え
う
る
唯
一
の
見
地
な
の
で
あ
る
。
本
序
論
の
劈
頭
に
挙
示
し
た
大
著
述（
１
）に

於
い
て

私
が
敢
て
試
み
た
と
こ
ろ
の
、
特
殊
的
且
つ
一
般
的
な
る
基
礎
的
作
業
の
二
重
の
目
的
な
る
も
の
は
、
要
す
る
に
上
述

の
二
条
件
の
完
成
、
す
な
わ
ち
自
然
哲
学
の
補
足
と
体
系
化
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
現
代
の
最
も
優
秀
な
思

想
家
た
ち
は
、
右
の
私
の
作
業
を
判
断
し
て
、
そ
れ
は
充
分
成
就
し
た
、
そ
し
て
ベ
ー
コ
ン
及
び
デ
カ
ル
ト
に
よ
っ
て

意
図
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
最
後
の
仕
上
げ
が
我
々
の
世
紀
に
保
留
さ
れ
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
全

知
的
革
新
の
真
の
直
接
的
諸
基
礎
は
す
で
に
据
え
ら
れ
た
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

１　
『
実
証
哲
学
講
義
』
全
六
巻
を
指
す
。



一
〇
八

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

第
二
篇　

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

三
八　
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
（
及
び
社
会
）
に
関
す
る
諸
概
念
の
決
定
的
体
系
化
が
今
日
充
分
特
徴
づ
け
ら
れ

る
た
め
に
は
、
私
が
以
上
に
於
い
て
試
み
た
ご
と
く
、
そ
の
理
論
的
目
的
を
検
討
す
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
故

に
次
に
、
半
世
紀
前
か
ら
全
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
殊
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
進
展
し
て
い
る
巨
大
な
社
会
的
危
機
（crise 

sociale

）
に
直
ち
に
耐
え
う
る
よ
う
な
、
唯
一
の
知
的
進
路
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
、
簡
単
な
が
ら
明
瞭
に

考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
章　

秩
序
と
進
歩
と
を
和
解
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

第
一
節　

建
設
作
業
に
於
け
る
現
存
諸
学
派
の
無
力

三
九　
さ
て
、
最
近
五
世
紀
に
亙
っ
て
、
神
学
的
哲
学
の
決
定
的
分
解
が
漸
次
完
成
し
て
い
る
間
に
、
等
し
く
形

而
上
学
的
精
神
の
指
導
の
下
に
於
い
て
、
そ
の
知
的
基
礎
を
神
学
的
哲
学
に
仰
い
で
い
た
と
こ
ろ
の
政
治
組
織
が
、

同
じ
く
根
本
的
な
崩
壊
を
徐
々
に
完
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
二
重
の
消
極
的
運
動
の
、
本
質
的
且
つ
連
帯
的
機
関

と
な
っ
た
も
の
は
、
一
方
に
於
い
て
は
、
最
初
司
祭
的
権
力
か
ら
生
れ
後
そ
の
抗
争
者
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
諸
大
学

（universités

）
で
あ
り
、他
方
に
於
い
て
は
、封
建
権
力
と
漸
次
相
容
れ
な
く
な
っ
た
法
律
家
た
ち
（légistes

）
の
種
々

の
組
合
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
批
判
的
作
用
が
伝
播
す
る
に
連
れ
て
、
そ
の
能
因
者
は
、
別
に
そ
の
性
質
を
変
え
る



一
〇
九

革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

こ
と
な
し
に
、
一
層
多
数
と
な
り
、
ま
た
一
層
下
降
し
た
。
か
く
て
十
八
世
紀
に
至
る
と
、
主
た
る
革
命
的
活
動
は
、

哲
学
的
分
野
に
於
い
て
は
固
有
の
意
味
に
於
け
る
ド
ク
ト
ゥ
ル（
１
）（docteurs proprem

ent dits

）
か
ら
単
な
る
文
筆
者

（litérateurs
）
へ
と
、
ま
た
政
治
的
分
野
に
於
い
て
は
法
官
（juges

）
か
ら
弁
護
士
（avocats

）
へ
と
移
っ
た
。
哲
学

と
政
治
と
の
両
分
野
に
共
通
な
こ
の
分
解
作
用
は
、
最
初
は
自
成
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
近
代
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
階
級
が
色
々
の
形
で
そ
れ
に
協
力
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
、
旧
制
度
（le régim

e ancien

）
を
維
持
す
る
こ
と

の
不
可
能
と
、
一
つ
の
新
秩
序
に
対
す
る
要
求
の
増
大
と
を
、
一
般
に
拒
む
こ
と
の
で
き
な
い
点
に
ま
で
到
達
し
た
。

か
く
て
こ
こ
に
、
最
後
の
大
危
機（
２
）が

必
然
的
に
始
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
変
革
は
そ
の
発
端
か
ら
、
先
行
五
世
紀
間
の

批
判
的
運
動
を
一
大
建
設
的
運
動
に
転
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
を
、
つ
ね
に
も
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
消
極
的

な
す
べ
て
の
下
準
備
が
充
分
完
成
す
る
と
共
に
、
特
に
直
接
社
会
的
更
生
を
目
指
し
て
自
己
を
現
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
右
の
決
定
的
転
化
は
、
た
と
い
漸
次
必
要
に
な
っ
て
来
て
い
た
と
は
言
え
、
今
日
ま
で
本
質
的
に
不
可

能
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
に
必
須
的
な
知
的
基
礎
を
提
供
し
う
る
よ
う
な
、
真
に
適
当
な
哲
学
が
存
し
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
予
備
的
分
解
が
充
分
成
就
し
、
そ
れ
を
指
導
し
た
純
消
極
的
な
諸
理
論
の
廃
棄
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
で
す
ら
も
、
当
時
不
可
避
的
で
あ
っ
た
一
つ
の
錯
覚
は
、
逆
に
、
こ
の
永
い
準
備
時
代
を
通
し
て
唯
一

の
能
動
者
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
形
而
上
学
的
精
神
に
、
再
建
運
動
の
一
般
的
指
揮
権
を
委
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
の
哲
学

が
建
設
作
用
に
全
然
無
力
で
あ
る
こ
と
は
、
や
が
て
、
一
の
充
分
決
定
的
な
経
験（
３
）で

全
く
明
白
と
な
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
他
に
適
当
な
理
論
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
当
時
切
実
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
秩
序
に
対
す
る
人
々
の
欲
求
は
、
そ



一
一
〇

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

れ
自
体
の
決
定
的
廃
頽
が
こ
の
危
機
を
起
因
せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
、
そ
の
同
じ
知
的
及
び
社
会
的
組
織
へ
の
一
時
的
復

帰
に
よ
っ
て（
４
）、
僅
か
に
充
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て
こ
の
復
古
的
反
作
用
の
発
展
は
、
つ
い
に
、
進
歩
が

秩
序
と
並
ん
で
近
代
文
明
の
二
つ
の
根
本
的
条
件
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
定
的
に
明
瞭
な
ら
し
め
る
た
め
の
、
一
の

記
念
す
べ
き
表
明（
５
）を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
て
こ
の
表
明
こ
そ
は
、
実
に
現
代
の
哲
学
的
諸
間
隙

が
、
必
須
的
且
つ
不
可
避
的
に
な
さ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

１　
「
固
有
の
意
味
に
於
け
る
ド
ク
ト
ゥ
ル
」。docteur

の
派
生
的
意
味
で
あ
る
「
医
師
」
に
対
し
て
、
本
来
のdocteur

す

な
わ
ち
学
者
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

２　
「
最
後
の
大
危
機
」
と
は
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
で
あ
る
。

３　
「
決
定
的
な
経
験
」
と
は
、
一
七
九
一
年
よ
り
一
七
九
五
年
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
中
の
諸
憲
法
を
指
す
。

４　

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
復
古
運
動
は
知
的
方
面
に
於
い
て
は
、
ド
・
メ
ー
ス
ト
ル
（Joseph de M

aistre

）、
ボ
ナ
ー
ル

（Louis de B
onald

）、
シ
ァ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
（François-R

ené de C
hateaubriand

）、
ラ
ム
ネ
（lam

ennais

）、
バ
ラ
ン

シ
ュ
（Pierre-Sim

on B
allanche

）、
等
の
名
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
伝
統
主
義
す
な
わ
ち
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ム
（Traditionalism

e

）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
政
治
的
・
社
会
的
方
面
に
於
い
て
は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
（B

onaparte 

N
apoléon

）、
ル
イ
十
八
世
（Lois X

V
III

）、
シ
ァ
ル
ル
十
世
（C

harles X

）
等
の
帝
政
に
現
れ
て
い
る
。

５　
「
記
念
す
べ
き
表
明
」
と
は
、
シ
ァ
ル
ル
十
世
を
廃
し
て
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
（Louis-Philippe

）
を
王
位
に
つ
け
た

一
八
三
〇
年
の
「
七
月
革
命
」（R

évolution de Juillet

）
を
指
す
。
こ
の
革
命
の
標
語
「
自
由
と
一
般
的
秩
序
」（Liberté 



一
一
一

革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

et O
rdre publique

）は
、コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
君
主
政
治
の
感
情
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
は
、余
り
に
進
歩
的
で
あ
っ
た
」

の
で
あ
る
。

四
〇　
以
上
の
拒
否
す
べ
か
ら
ざ
る
二
つ
の
経
験（
１
）―

―
そ
れ
を
現
在
再
び
繰
り
返
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
無
用

で
あ
る
が
―
―
の
自
然
的
結
合
は
、
今
日
我
々
を
、
秩
序
の
た
め
に
も
進
歩
の
た
め
に
も
真
にi i

偉
大
な
何
ご
と
も
企
図

で
き
な
い
よ
う
な
、
実
に
奇
妙
な
状
態
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
我
々
の
欲
求
の
全
部
に
真
に
適
合
す
る
よ
う
な
哲

学
【philosophie réellem

ent adaptée

】
の
存
し
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
今
日
社
会
再
建
へ
の
あ
ら
ゆ
る
真
面

目
な
試
み
は
、
逆
行
を
鼓
吹
す
る
懸
念
の
た
め
に
直
ち
に
中
止
し
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

秩
序
の
諸
観
念
が
事
実
上
依
然
と
し
て
旧
型
の
秩
序
か
ら
来
る
限
り
、
そ
れ
ら
は
必
ず
現
時
の
人
々
の
反
感
を
生
ぜ
し

め
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
ま
た
、
政
治
的
進
歩
を
直
接
助
成
す
る
よ
う
な
諸
企
図
も
、
進
歩
の
諸
観
念
が
特
に
消
極

的
の
も
の
た
る
限
り
、無
秩
序
状
態
（anarchie
）
を
惹
起
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
極
め
て
正
当
な
不
安
に
よ
っ
て
、

や
は
り
直
ち
に
覆
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
抗
争
は
、
表
面
上
は
危
機（
２
）以

前
の
抗
争
と
同
様
の
も
の

と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
神
学
的
精
神
―
―
こ
れ
は
理
論
上
進
歩
を
否
定
す
る
よ
う
に
導
か
れ
、
し
た
が
っ
て
進
歩
と
相

容
れ
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
た
―
―
と
形
而
上
学
的
精
神
―
―
こ
れ
は
哲
学
に
於
い
て
普
遍
的
懐
疑
に
陥
っ
た
た

め
に
、
政
治
に
於
い
て
は
無
秩
序
（désordre

）、
す
な
わ
ち
無
政
府
（non-gouvernem

ent

）
に
等
し
い
一
状
態
を
惹

i　

底
本
で
は
「
常
に
」、
岩
波
文
庫
で
は
「
真
に
」。"rien de vraim

ent grand ne peut"



一
一
二

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

起
す
る
よ
う
な
傾
向
を
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
―
―
と
の
間
の
争
い
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
ず
れ
も
等
し
く
無
力
で
あ
る
と
い
う
一
般
の
一
致
し
た
感
情
の
た
め
に
、
両
者
共
に
、
為
政
者
た
ち
に
対
し
て
も
被

政
者
た
ち
に
対
し
て
も
も
は
や
充
分
活
溌
な
確
信
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
は
言
え
こ
の
拮
抗
は
、
断
え
ず
互

い
に
他
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
に
、
両
者
共
に
、
決
定
的
勝
利
を
獲
る
に
至
ら
な
い
と
同
時
に
、
真
に
廃
用

に
帰
す
る
こ
と
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
の
現
在
の
知
的
状
態
は
、
一
方
に
於
い
て
秩
序
地
方
に
於
い
て
進
歩
と
い

う
並
存
的
二
条
件
を
表
示
さ
せ
る
た
め
に
、こ
れ
ら
の
二
条
件
を
一
様
に
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
哲
学
が
成
立
す
る
ま
で
、

そ
し
て
今
日
互
い
に
た
だ
他
方
の
絶
対
的
優
勢
を
妨
げ
る
役
割
し
か
有
た
な
い
復
古
学
派
（école rétrograde

）
と
消

極
学
派
（école négative

）
と
を
共
に
無
用
た
ら
し
め
る
ま
で
、
右
の
抗
争
を
不
可
避
の
も
の
た
ら
し
め
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
対
立
的
な
こ
の
二
つ
の
支
配
に
対
す
る
相
い
反
す
る
諸
懸
念
は
、右
の
知
的
空
位
時
代（interrègne 

m
ental

）
の
続
く
限
り
当
然
消
滅
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
大
な
る
社
会
問
題
の
不
可
分
的
二
面
を
不
合

理
に
分
離
さ
せ
る
こ
と
の
、
不
可
避
的
帰
結
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
右
の
二
つ
の
学
派
は
い
ず
れ
も
、
余

り
に
自
己
に
の
み
没
頭
し
て
い
る
た
め
に
、
反
対
へ
の
偏
向i i

を
、
今
後
充
分
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
く
て

神
学
派
は
、
そ
の
反
無
秩
序
主
義
的
傾
向
に
も
拘
ら
ず
、
今
日
破
壊
的
諸
意
見
の
成
長
を
妨
害
す
る
の
に
全
く
無
力
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、こ
れ
ら
の
破
壊
的
意
見
が
神
学
派
の
主
た
る
復
興
期（
３
）に

特
に
発
達
し
た
た
め
に
、

i　
「
反
対
へ
の
偏
向
」
は
、
岩
波
文
庫
で
は
「
反
対
派
の
自
己
と
正
反
対
へ
の
偏
行
」
で
あ
っ
た
。"les aberrations inverses de son 

antagoniste"

。
文
庫
で
はaberrations

は
「
偏
行
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
偏
向
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。



一
一
三

革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

つ
ま
ら
ぬ
王
朝
的
配
慮
か
ら
、
し
ば
し
ば
宣
伝
さ
れ
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
形
而
上
学
派
も
、
そ
の

反
復
古
的
本
能
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
単
な
る
革
命
的
役
割
が
必
要
と
す
る
だ
け
の
力
あ
る
論
理
を
今
日
す
で
に
有
っ
て

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
学
派
は
、
そ
の
特
徴
的
な
自
己
矛
盾
の
た
め
に
、
断
え
ず
そ
の
真
の
生
存
条
件
を
攻
撃
し

来
っ
た
反
対
学
説
の
根
本
的
諸
原
理
を
、
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

１　
「
二
つ
の
経
験
」
と
は
、
革
命
的
企
図
と
復
古
的
企
図
で
あ
る
。
前
者
は
秩
序
を
考
慮
せ
ず
に
進
歩
の
み
を
追
求
し
、

後
者
は
進
歩
を
犠
牲
に
し
て
秩
序
を
得
ん
こ
と
を
望
ん
だ
。

２　

こ
こ
に
言
っ
て
い
る
危
機
は
、
一
七
八
九
年
の
革
命
で
あ
る
。

３　

ル
イ
十
七
世
及
び
シ
ァ
ル
ル
十
世
の
時
代
を
意
味
す
る
。

四
一　
す
で
に
同
様
に
無
用
化
し
た
と
こ
ろ
の
、
そ
し
て
ま
た
同
時
に
で
な
け
れ
ば
い
ず
れ
も
死
滅
し
え
な
い
よ
う

な
、
右
の
相
反
す
る
二
哲
学
の
間
に
断
え
ず
動
揺
し
て
い
る
悲
し
む
べ
き
状
態
は
、
必
然
的
に
、
そ
の
本
質
に
於
い
て

停
滞
的
（stationaire

）
な
一
種
の
中
間
的
学
派
の
発
達
を
許
し
た
。
こ
の
学
派
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
二
つ
の
能

動
的
意
見
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
二
個
の
根
本
的
条
件
を
一
様
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
社
会
問
題
の
全
体
を
直
接
見
直
す
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
第
三
の
学
派
は
、
秩
序
の
精
神

と
進
歩
の
精
神
と
を
、
適
当
に
結
合
し
う
る
よ
う
な
哲
学
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た
め
に
、
論
理
的
に
は
、
前
の
二

学
派
よ
り
も
遥
か
に
無
力
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
復
古
主
義
の
諸
原
理
と
、
消
極
主
義
の
諸
規
準
と
を
、
同
時
に
犠
牲



一
一
四

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

に
し
て
相
互
に
中
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
矛
盾
を
体
系
化
せ
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
よ
う
な

計
画
は
、
危
機
を
終
了
さ
せ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
或
る
学
説
の
真
の
優
越
性
に
直
接
反
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
却

っ
て
危
機
を
永
続
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
、
こ
れ
を
一
の
単
な
る
一
時
的
目
的
に
制
限
し
て
、
我
々
の
欲

求
の
す
べ
て
に
充
分
適
合
す
る
学
説
が
決
定
的
に
到
来
す
る
ま
で
、
現
下
の
革
命
的
情
勢
の
最
も
切
実
な
諸
要
求
を
、

そ
れ
に
よ
っ
て
経
験
的
に
充
た
す
こ
と
だ
け
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
の
ご
と
く
考
え
て
見
る
と
、
こ
の

停
滞
的
な
中
間
的
主
張
は
、
今
日
、
一
時
的
方
便
と
し
て
緊
要
な
ま
た
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
て
来
る
。
事
実

に
於
い
て
こ
の
主
張
は
、
二
つ
の
闘
争
的
党
派
の
い
ず
れ
か
ら
も
暗
々
の
う
ち
に
認
め
ら
れ
、
実
際
政
治
の
方
面
に
於

い
て
急
速
に
勢
力
を
占
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
或
い
は
復
古
的
或
い
は
批
判
的
な
以
前
の
諸
確
信
及
び
諸
感
情
が
、
現

代
人
の
間
に
於
い
て
同
時
に
弱
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
そ
れ
が
、
人
類
の
平
常
態
に
等
し
く
適
合
す
る
保
守

の
精
神
と
改
良
の
精
神
と
の
、
恒
久
的
和
解
の
必
要
と
可
能
と
を
認
め
る
と
こ
ろ
の
、
漠
然
的
で
は
あ
る
が
現
実
的
な
、

一
つ
の
普
遍
的
感
情
に
よ
っ
て
漸
次
代
置
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
他
方
ま
た
、
あ
ら

ゆ
る
政
治
的
運
動
を
で
き
る
だ
け
妨
害
し
よ
う
と
す
る
今
日
の
政
治
家
た
ち
の
領
向
も
、
右
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
傾
向
も
や
は
り
、
一
の
正
し
い
一
般
哲
学
が
有
識
者
た
ち
を
帰
服
さ
せ
な
い
限
り
、
現
実
的
に
は
予
備
的
諸

制
度
し
か
許
し
え
な
い
よ
う
な
情
勢
の
、
根
本
的
諸
要
求
に
自
然
に
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
こ

の
本
能
的
な
抵
抗
は
、
現
在
の
諸
権
力
は
そ
れ
を
気
付
い
て
い
な
い
が
、
真
の
解
決
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
に
貢
献

し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
不
毛
な
政
治
的
動
揺
を
一
の
積
極
的
な
哲
学
的
進
動
に
変
形
し
、
か
く
し
て
人
々
を
、



一
一
五

革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

最
初
諸
観
念
に
、
次
い
で
習
俗
に
、
最
後
に
諸
制
度
に
作
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
究
極
的
再
建（
１
）の

固
有
な
性

質
が
命
ず
る
行
程
へ
と
、
従
わ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
形
作
用
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
す
で
に
勢

力
を
高
め
る
傾
向
に
あ
る
が（
２
）、
し
か
し
そ
れ
は
、
漸
次
到
る
処
に
於
い
て
当
然
展
開
す
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
西
欧
の
諸
政
府
が
現
に
迫
ら
れ
て
い
る
切
実
な
必
要
は
、
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
払
っ
て
、
知
的
及
び
道
徳
的
無

秩
序
中
に
物
質
的
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
の
必
要
に
応
ず
る
た
め
に
は
、
政
府
は
、
知
的
再
建
を
自
ら

主
宰
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
企
て
は
、
す
べ
て
こ
れ
を
抛
棄
し
て
、
こ
の
再
建
を
適
当
に
指
導
し
う
る
よ
う
な
哲
学
者

た
ち
の
自
由
活
動
に
委
ね
、
た
だ
物
質
的
秩
序
の
維
持
の
方
向
に
、
自
己
の
す
べ
て
の
時
間
と
精
力
と
を
、
徐
々
に
本

質
的
に
吸
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
為
政
者
た
ち
に
於
け
る
こ
の
よ
う
な
自
然
的
傾
向
は
、
政
治

に
対
し
て
明
ら
か
に
無
関
心
な
態
度
を
採
っ
て
い
る
民
衆
の
自
然
的
傾
向
と
調
和
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
民
衆
に
於

け
る
こ
の
傾
向
は
、
流
行
の
種
々
の
学
説
が
根
本
的
に
無
力
な
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
っ
て
、
政
治
的
論
争
が
、
適

当
な
刺
戟
の
欠
如
の
た
め
に
、
無
益
な
個
人
的
闘
争
に
ま
で
堕
落
し
て
漸
次
惨
め
さ
を
増
し
て
行
く
間
は
、
つ
ね
に
存

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
現
下
の
革
命
的
情
勢
に
於
い
て
、
我
々
が
本
質
的
に
経
験
的
な
学
派
か

ら
一
時
的
の
も
の
と
し
て
受
け
取
る
効
益
は
、
以
上
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
理
論
的
方
面
に
つ
い

て
見
る
に
、
こ
の
学
派
は
、
哲
学
に
於
い
て
は
、
何
ら
適
当
な
諸
原
理
を
有
た
ず
し
て
し
か
も
相
容
れ
な
い
諸
意
見
を

和
解
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
無
益
な
意
図
に
よ
っ
て
鼓
吹
さ
れ
た
選
択
主
義（
３
）（

折
衷
主
義
）
で
あ
り
、
同
様
に
政
治
に
於

い
て
も
、
等
し
く
不
合
理
且
つ
危
険
な
根
本
的
に
矛
盾
し
た
組
織
し
か
、
提
供
し
え
な
い
の
で
あ
る
。



一
一
六

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
見
地
か
ら
見
て
も
道
徳
的
見
地
か
ら
見
て
も
、
社
会
再
建
の
作
業
が
制
度
の
改
革
か
ら
始

め
ら
れ
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、い
か
な
る
制
度
と
い
え
ど
も
、精
神
の
一
致
（
知
的
）
及
び
心
の
一
致
（
情

的
）
に
基
礎
を
置
く
の
で
な
け
れ
ば
、
到
底
永
続
性
を
有
ち
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

２　
『
実
証
的
精
神
論
』
が
、
一
八
四
四
年
に
（
中
扉
に
は
一
八
四
四
年
発
行
に
な
っ
て
い
る
が
、
表
紙
に
は
一
八
四
五
年

発
行
に
な
っ
て
い
る
）
公
刊
さ
れ
た
こ
と
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
本
題
（
す
な
わ
ち
四
一
）
は

そ
の
当
時
の
社
会
的
・
思
想
的
状
態
を
目
標
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

３　
「
選
択
主
義
」（eclectism

e

）
と
は
、当
時
の
官
許
哲
学
で
あ
っ
た
ク
ザ
ン
学
派
の
哲
学
主
義
で
あ
る
。
ク
ザ
ン
（V

ictor 

C
ousin

）
は
一
八
二
七
年
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
教
授
と
な
り
、そ
の
哲
学
説
に
よ
っ
て
、当
時
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
界
を
風
靡
し
た
。

後
、友
人
ギ
ゾ
（François G

uizot
）
が
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
下
に
総
理
大
臣
と
な
る
や
、国
民
教
育
会
議
員
（
一
八
三
〇

年
）、
続
い
て
高
等
師
範
学
校
長
（
一
八
三
二
年
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
更
に
テ
ィ
エ
ー
ル
（A

dolphe Thiers

）
内
閣
に
於
い

て
は
文
部
大
臣
（
一
八
四
〇
年
）
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
て
も
、
コ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
「
停
滞
派
」
が
、
哲
学
と

政
治
と
の
両
方
面
に
於
い
て
い
か
に
優
勢
で
あ
り
、
い
か
に
連
帯
的
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ン
ト
の
実
証

哲
学
は
、
直
接
に
は
ク
ザ
ン
学
派
の
選
択
哲
学
す
な
わ
ち
折
衷
哲
学
を
克
服
し
て
、
真
の
科
学
的
哲
学
を
樹
立
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
ク
ザ
ン
に
つ
い
て
は
、
二
一
注
１
を
参
照
。
ま
た
停
滞
派
の
政
治
家
た
る
テ
ィ
エ
ー
ル
に
関
し

て
は
、
二
八
注
１
参
照
。

第
二
節　

秩
序
と
進
歩
と
の
実
証
的
和
解



一
一
七

革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

四
二　
今
ま
で
活
溌
に
勢
力
を
争
っ
た
神
学
的
精
神
と
形
而
上
学
的
精
神
と
が
も
は
や
社
会
的
に
等
し
く
無
力
化

し
た
、
と
い
う
こ
と
を
漸
次
感
知
し
て
来
た
公
衆
的
理
性
（raison publique

）
は
、
今
日
つ
い
に
実
証
的
精
神
を
、

特
に
近
代
の
大
危
機
を
特
徴
づ
け
る
深
刻
な
る
知
的
及
び
道
徳
的
無
秩
序
状
態
に
真
の
解
決
を
与
え
る
唯
一
の
も
の
と

し
て
、
暗
々
裡
に
遇
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
事
実
に
於
い
て
、
実
証
学
派
は
、
今
ま
で
こ
の
種
の
問
題
に
干
与
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
最
近
三
世
紀
に
亙
る
革
命
的
闘
争
の
間
、
我
々
の
現
実
的
諸
思
索
の
す
べ
て
の

単
純
な
分
野
の
平
常
的
状
態
を
設
定
す
る
こ
と
に
専
ら
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
右
の
諸
問
題
に
臨
む
準
備

を
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
科
学
的
ま
た
論
理
的
な
過
去
の
来
歴
に
よ
っ
て
鞏
固
な
基
礎
を
有
ち
、
他
方
ま
た
現
代
の

諸
種
の
偏
向
【des diverses aberrations
】
に
よ
っ
て
少
し
も
汚
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
の
実
証
学
派
は
、
今
日
つ
い
に
、
今
ま

で
自
己
に
欠
け
て
い
た
哲
学
的
普
遍
性
を
完
全
に
獲
得
し
た
も
の
と
し
て
現
れ
て
来
た
。か
く
て
そ
れ
は
、す
で
に
種
々

の
分
野
の
予
備
的
諸
研
究
に
於
い
て
一
つ
ず
つ
仕
遂
げ
て
来
た
と
こ
ろ
の
更
新
作
業
を
、
最
後
の
領
域
の
諸
研
究（
１
）に

適

当
に
移
植
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
だ
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
大
問
題
の
解
決
を
、
敢
て
自
己
自
身
で
試
み
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

１　
「
最
後
の
領
域
の
諸
研
究
」
と
は
、
社
会
及
び
道
徳
の
研
究
、
す
な
わ
ち
社
会
学
及
び
道
徳
学
で
あ
る
。

四
三　
こ
こ
で
第
一
に
無
視
で
き
な
い
こ
と
は
、
哲
学
の
自
然
的
態
度
が
、
今
ま
で
無
効
果
に
探
究
さ
れ
て
来
た

と
こ
ろ
の
、
秩
序
と
進
歩
と
の
同
時
的
諸
要
求
の
根
本
的
和
解
を
、
直
接
に
成
立
せ
し
め
よ
う
と
す
る
に
あ
る
こ
と



一
一
八

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

で
あ
る
。
と
言
う
は
、
か
か
る
和
解
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
は
、
こ
の
哲
学
の
性
質
に
完
全
に
適
合
し
て
い
る
と
こ
ろ

の
、
ま
た
こ
の
哲
学
が
現
に
他
の
一
切
の
本
質
的
な
場
合（
１
）に
於
い
て
慣
用
し
た
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
方
針
を
、
社
会
的

諸
現
象
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
で
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
実
証
的
精
神
は
、
い
か
な
る
種
類
の
主
題
に

対
し
て
も
、
つ
ね
に
存
在
の
諸
観
念
と
運
動
の
諸
観
念
と
の
間
に
、
一
の
的
確
な
基
本
的
調
和
を
確
立
す
る
よ
う
に
導

か
れ
る
。
た
だ
生
物
体
と
い
う
特
殊
な
場
合
に
は
、
こ
の
調
和
は
、
組
織
の
諸
観
念
と
生
命
の
諸
観
念
と
の
不
断
の
相

互
作
用
（corrélation perm

anente

）
と
な
り
、
更
に
特
殊
化
さ
れ
た
社
会
有
機
体
の
場
合
で
は
、
そ
れ
は
秩
序
の
諸

観
念
と
進
歩
の
諸
観
念
と
の
継
続
的
連
帯
（solidarité continue

）
と
し
て
現
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
し
か
し
て

新
哲
学
に
従
え
ば
、
秩
序
は
断
え
ず
進
歩
の
基
本
的
条
件
を
形
成
し
、
逆
に
進
歩
は
秩
序
の
当
然
の
目
的
と
な
る
。
こ

れ
は
動
物
力
学
に
於
い
て
、平
衡
（équilibre

）
と
進
動
（progression

）
と
が
、一
は
基
礎
と
し
て
他
は
目
的
と
し
て
、

互
い
に
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
の
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
。

１　
「
他
の
一
切
の
本
質
的
な
場
合
」
と
は
、
社
会
学
以
下
の
諸
科
学
、
す
な
わ
ち
生
物
学
、
化
学
、
物
理
学
、
天
文
学
、

数
学
に
於
け
る
基
本
的
諸
研
究
を
意
味
す
る
。

四
四　
次
に
特
に
秩
序
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
に
、
今
や
社
会
的
領
域
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ
の
秩
序
は
、
今
日
実

証
的
精
神
に
よ
っ
て
、
単
に
科
学
的
ば
か
り
で
な
く
論
理
的
に
も
、
有
力
且
つ
直
接
的
な
多
く
の
保
証
を
与
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
て
こ
れ
ら
の
保
証
は
、
間
も
な
く
判
定
さ
れ
る
通
り
、
こ
の
復
古
的
神
学
が
提
供
す
る
諸
保
証
に
比
し



一
一
九

革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

て
、
遥
か
に
優
秀
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
復
古
的
神
学
は
、
数
世
紀
前
か
ら
漸
次
堕
落
の
一
路
を
辿
っ
て
、
或
い

は
個
人
的
或
い
は
国
民
的
軋
轢
の
積
極
的
要
素
と
な
り
、今
後
そ
の
元
来
の
遵
奉
者
た
ち
の
壊
乱
的
彷
徨
（divagations 

subversives
）
を
抑
止
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
提
示
す
る
保
証
は
空
虚
な
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。
実
証
的
精
神
は
、現
下
の
無
秩
序
を
そ
の
真
の
淵
源
た
る
知
的
淵
源
に
つ
い
て
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

で
き
る
だ
け
根
柢
的
に
論
理
的
調
和
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
先
ず
こ
の
精
神
は
、
現
実

に
存
す
る
主
要
な
諸
問
題
を
そ
の
性
質
、
そ
れ
を
取
扱
う
様
式
、
そ
れ
を
研
究
す
る
予
備
的
諸
条
件
、
と
い
う
並
存
的

な
る
三
種
の
問
題
に
換
位
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
論
を
立
て
る
前
に
方
法
【m

éthodes

】
の
更
新
を
計
る
。
か
く
て
実

証
的
精
神
は
、
第
一
の
方
面
に
於
い
て
は
、
今
日
の
主
要
な
社
会
的
諸
困
難
が
本
質
的
に
は
政
治
的
の
も
の
で
な
く
て
、

特
に
道
徳
的
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
に
対
す
る
解
決
が
、
現
実
的
に
は
諸
制
度
に
よ
り
も
遥
か
に
多
く

思
想
及
び
習
俗
に
依
存
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
、
政
治
的
動
揺
を
哲
学
的
運
動
に
変
形
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

下
の
混
乱
を
根
絶
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
次
に
第
二
の
点
に
関
し
て
は
、
実
証
的
精
神
は
、
つ
ね
に
現
在

の
状
態
を
既
存
の
全
進
化
の
一
つ
の
必
然
的
結
果
と
観
じ
、
か
く
し
て
過
去
に
関
す
る
合
理
的
判
断
を
人
間
事
象
の
現

実
的
検
討
に
利
用
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
切
の
健
全
な
歴
史
的
概
念
と
相
容
れ
な
い
純
批
判
的
な
諸
傾
向
を
、
拒
絶

す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
す
な
わ
ち
第
三
の
点
に
つ
い
て
は
、
実
証
的
精
神
は
、
社
会
科
学
（science sociale

）
を
、

神
学
や
形
而
上
学
が
今
日
な
お
行
っ
て
い
る
よ
う
に
曖
昧
な
不
毛
な
孤
立
状
態
に
遺
棄
し
な
い
で
、
そ
れ
を
決
定
的
に

他
の
す
べ
て
の
根
本
的
科
学
と
同
位
に
置
く
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
科
学
は
、
こ
の
最
後
の
研
究
に
対
し
て
順
次
に



一
二
〇

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

必
須
的
入
門
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
の
理
知
は
こ
れ
ら
の
科
学
か
ら
、
最
も
高
い
実
証
的
諸
思
索
に
有
効
に
到

達
す
る
の
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
諸
習
慣
と
諸
観
念
と
を
、
同
時
に
受
け
と
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
右
の
最

後
の
操
作
は
、
す
で
に
そ
の
こ
と
自
体
に
於
い
て
、
多
く
の
間
違
っ
て
構
成
さ
れ
も
し
く
は
間
違
っ
て
準
備
さ
れ
た
理

解
に
爾
後
合
理
的
に
禁
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
諸
論
争
を
根
本
的
に
改
良
す
る
た
め
の
、
適
当
な
一
つ
の
知
的
訓

練
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
右
に
列
挙
し
た
有
力
な
論
理
的
諸
保
証
は
、
更
に
ま
た
、
固
有
の
意
味
の
科
学
的
検
討

に
よ
っ
て
、
完
全
に
確
定
さ
せ
ら
れ
発
展
さ
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
科
学
的
検
討
は
、
他
の
一
切
の
諸
現
象
に
対
し
て

と
等
し
く
、
社
会
的
諸
現
象
に
対
し
て
も
、
我
々
の
人
為
的
秩
序
を
、
各
個
の
場
合
現
実
的
諸
法
則
の
全
体
か
ら
結
果

さ
れ
る
自
然
的
秩
序
【ordre naturel
】
の
、
最
初
自
成
的
次
い
で
組
織
的
な
、
単
な
る
思
慮
的
な
延
長
と
し
て
提
出
す

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
こ
れ
ら
の
諸
法
則
の
実
際
的
作
用
は
、
現
象
が
高
級（
１
）で

あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
広
げ
ら
れ
る
よ

う
な
一
定
の
限
界
内
に
於
い
て
、
我
々
の
聡
明
な
干
渉
に
よ
っ
て
通
常
変
更
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
故
に
一
言
も
っ
て
言
え
ば
、
秩
序
に
対
す
る
基
本
的
感
情
は
、
一
切
の
実
証
的
諸
思
索
か
ら
当
然
分
離
す
る
こ
と

の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
証
的
思
索
は
、
体
系
化
さ
れ
て
は
じ
め
て
価
値
を
有
つ
よ
う
な
諸
観
察
を
聯

結
す
る
と
こ
ろ
の
手
段
の
発
見
に
、
つ
ね
に
指
し
向
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

１　

高
級
な
現
象
と
は
、
コ
ン
ト
の
科
学
の
序
列
（
数
学
、
天
文
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
社
会
学
の
順
に
排
列
さ

れ
る
科
学
の
分
類
）
に
対
応
す
る
現
象
に
於
い
て
の
高
級
で
あ
る
。
本
書
七
一
、七
二
、七
三
参
照
。



一
二
一

革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

四
五　
こ
の
こ
と
は
、
進
歩
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
い
な
一
層
明
瞭
で
あ
っ
て
、
多
く
の
空
虚
な
本
体
論

的
主
張
に
も
拘
ら
ず
、
今
日
科
学
的
諸
研
究
の
全
般
に
亙
っ
て
、
進
化
の
感
情
は
実
証
的
思
索
と
全
く
切
り
離
す
こ

と
の
で
き
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
形
而
上
学
及
び
神
学
は
、
そ
の
絶
対
的
な
し
た
が
っ
て
ま
た
本
質
的
に
不
動
な
性

質
の
故
に
、
両
者
共
真
の
進
歩
【progrès

】
に
、
す
な
わ
ち
一
の
確
定
的
目
的
に
向
っ
て
の
継
続
的
進
動
（progression 

continue

）
に
耐
え
な
い
。
い
な
却
っ
て
、
形
而
上
学
及
び
神
学
の
歴
史
的
変
遷
は
、
知
的
に
も
社
会
的
に
も
、
自
ら

を
廃
用
に
帰
す
べ
き
度
合
を
漸
次
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
論
議
す
る
と
こ
ろ
の
諸
疑
問
は
、
疑
問
そ
の

も
の
の
根
本
的
不
可
解
決
性
（insolubilité radicale

）
の
た
め
に
、
現
実
的
に
は
一
歩
も
進
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。

事
実
に
於
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
諸
学
派
の
本
体
論
的
諸
論
争
が
、
異
な
っ
た
諸
形
態
で
中
世
の
ス
コ
ラ
哲
学
の
中
に
本
質

的
に
再
生
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
容
易
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
我
々
は
今
日
、
そ
れ
と
同
じ
も
の
を
心
理

学
者（
１
）た

ち
或
い
は
観
念
学
者（
２
）た

ち
の
う
ち
に
発
見
す
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
空
虚
な
論
議
の
二
十

世
紀
間
に
於
い
て
、
論
争
さ
れ
た
諸
学
説
は
一
つ
も
決
定
的
証
明
に
達
し
て
い
な
い
。
い
な
外
界
の
諸
物
体
（corps 

extérieurs

）
の
存
在
す
ら
も
、
近
代
の
論
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
の
古
い
先
行
者
た（
３
）ち
に
と
っ
て
と
同
様
に
、
依

然
と
し
て
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
実
証
的
諸
知
識
の
不
断
の
発
達
は
、
二
世
紀
以
前
パ
ス
カ
ル

の
著
明
な
哲
学
的
公
式（
４
）の
中
に
於
い
て
、
人
類
の
進
歩
に
関
す
る
最
初
の
合
理
的
観
念
を
鼓
吹
し
た
。
こ
の
観
念
は
、

す
べ
て
の
古
代
哲
学
の
も
ち
ろ
ん
有
ち
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る（
５
）。

そ
の
後
こ
の
観
念
は
、
社
会
的
進
動
に
対
し
て
は

極
め
て
曖
昧
に
残
さ
れ
て
い
た
が
、
産
業
的
進
化
に
ま
た
芸
術
的
進
化（
６
）に

す
ら
も
拡
大
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
日
に
於
い



一
二
二

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

て
は
、
つ
い
に
適
当
な
普
遍
化（
７
）【généralisé

】
に
達
し
た
と
こ
ろ
の
実
証
的
精
神
に
よ
っ
て
の
み
提
供
さ
れ
る
一
の
決

定
的
体
系
化
の
方
向
へ
と
、
漠
然
な
が
ら
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
実
証
的
精
神
は
、
そ
の
日
常
の
諸
思
索
に
於

い
て
、
我
々
の
現
実
的
諸
知
識
の
拡
大
及
び
完
成
を
つ
ね
に
我
々
の
種
々
の
理
論
的
努
力
の
目
的
と
し
て
表
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
進
歩
に
対
す
る
活
溌
な
感
情
を
自
然
に
生
ぜ
し
め
る
。
し
か
し
て
新
哲
学
は
、
最
も
組
織
的
な
方
面
に

於
い
て
は
、
我
々
の
個
人
的
及
び
社
会
的
存
在
の
当
然
の
目
的
を
直
接
に
指
定
し
て
、
外
部
的
も
し
く
は
内
部
的
の
現

実
的
諸
法
則
の
全
体
が
す
べ
て
の
点
に
於
い
て
許
す
か
ぎ
り
、
我
々
の
地
位
【condition

】
の
み
な
ら
ず
更
に
そ
し
て
特

に
我
々
の
性
質
【nature

】
を
継
続
的
に
改
良
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
か
く
の
ご
と
く
新
哲
学
は
、進
歩
の
観
念
を
、

或
い
は
実
際
的
或
い
は
理
論
的
な
る
人
間
叡
知
の
真
に
根
本
的
な
る
教
義
の
中
に
確
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
こ
の

哲
学
は
、
つ
ね
に
我
々
の
性
質
の
完
成
を
我
々
の
地
位
の
完
成
よ
り
高
級
な
る
も
の
と
し
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
教
義
を
最
も
完
全
と
同
時
に
最
も
高
尚
な
も
の
と
す
る
。
事
実
に
於
い
て
、
一
方
外
部
的
世
界
に
対
す
る
人
類
の
作

用
【l'action de l'H

um
anité

】
が
、
特
に
人
類
自
体
の
諸
傾
向
に
依
存
す
る
以
上
、
我
々
の
主
な
る
方
策
は
こ
れ
ら
の
傾

向
を
改
良
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
他
方
ま
た
、
人
間
的
現
象
が
そ
の
個
人
的
た
る
と
集
合
的
た
る
と
を

問
わ
ず
、
す
べ
て
の
現
象
中
最
も
変
形
し
易
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
の
合
理
的
干
渉
が
当
然
最
も
広
大
な
効
果

を
生
ず
る
の
は
人
間
的
現
象
に
対
し
て
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
進
歩
の
教
義
は
、我
々
固
有
の
性
質
の
継
続
な
る
も
の
が
、

す
な
わ
ち
人
類
の
進
動
の
主
な
る
目
的
を
形
成
す
る
も
の
が
い
か
な
る
こ
と
に
あ
る
か
に
対
し
て
、
一
の
確
実
な
る
一

般
的
説
明
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
充
分
に
哲
学
的
の
も
の
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
証
哲
学
の
全
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体
は
、
本
序
論
の
劈
頭
に
挙
げ
た
私
の
著
述（
８
）に

於
い
て
知
り
う
る
ご
と
く
、
こ
の
点
に
関
し
て
充
分
な
説
明
を
与
え
る
。

す
な
わ
ち
実
証
哲
学
に
よ
れ
ば
、
こ
の
改
良
は
、
個
人
に
対
し
て
も
、
種
に
対
し
て
もi i

、
本
質
的
に
は
、
単
な
る
動

物
性
【anim

alité

】
に
対
し
て
我
々
の
人
間
【hum

anité

人
間
性
】
を
最
も
よ
く
区
別
す
る
と
こ
ろ
の
優
秀
な
る
諸
属
性
を
、

換
言
す
れ
ば
、
一
方
に
於
い
て
知
性
他
方
に
於
い
て
結
社
性
と
い
う
、
当
然
連
帯
的
で
あ
っ
て
相
互
に
手
段
た
り
目
的

た
る
と
こ
ろ
の
二
能
力
を
、
漸
次
優
勢
な
ら
し
め
る
こ
と
に
存
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
個
人
的
或
い
は
社
会

的
な
人
間
進
化
の
自
然
的
行
程
が
、
右
の
二
能
力
の
共
同
的
影
響
を
い
か
ほ
ど
発
達
さ
せ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
の
結
合

さ
れ
た
優
勢
は
、
我
々
の
主
た
る
活
動
が
習
慣
的
に
劣
等
な
諸
傾
向
か
ら
出
て
来
る
こ
と
を
、
充
分
妨
害
し
う
る
ま
で

に
は
至
り
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
我
々
の
現
実
的
構
造
が
、
こ
れ
ら
の
二
力
の
結
合
よ
り
も
当
然
遥
か
に
活
力
的
だ

か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
我
々
の
動
物
性（
９
）に

対
す
る
我
々
の
人
間
性
の
理
想
的
優
勢
は
、
一
切
の
我
々
の
努
力
が
不
断

に
我
々
に
持
ち
来
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
、
し
か
し
な
が
ら
つ
ね
に
決
し
て
そ
れ
に
到
達
し
え
な
い
よ
う
な
、
一
定

の
限
界
を
特
色
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
正
し
い
哲
学
的
類
型
【type

】
の
本
能
的
諸
条
件
を
、
必
然
的
に
満

足
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

１　
「
心
理
学
者
た
ち
」
プ
シ
コ
ロ
グ
（psychologues
）
と
は
ク
ザ
ン
学
派
の
哲
学
者
た
ち
。
二
一
注
１
参
照
。

２　
「
観
念
学
者
た
ち
」
イ
デ
オ
ロ
グ
（idéologues

）
と
は
デ
ス
テ
ュ
ト
・
ド
・
ト
ラ
シ
一
派
の
学
者
た
ち
。
二
一
注
２
参
照
。

３　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、古
代
の
懐
疑
思
想
は
普
遍
的
で
あ
っ
て
、学
派
か
ら
学
派
へ
と
、す
な
わ
ち
ソ
ク
ラ
テ
ス
（Sokrates

）

i　
「
種
に
対
し
て
も
」
は
、
底
本
で
あ
る
信
濃
書
房
版
で
は
欠
け
る
。
原
著
で
は", soit pour l'espèce,"

と
あ
る
。
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か
ら
ピ
ュ
ロ
ン
（Purrhôn

）【Pyrrōn

】
へ
と
、
ま
た
エ
ピ
ク
ロ
ス
（Epikouros

）
へ
と
迅
速
に
弘
ま
っ
て
、
一
切
の
外

部
的
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
導
い
た
。

４　
「
パ
ス
カ
ル
の
著
明
な
哲
学
公
式
」。
パ
ス
カ
ル
（B

laise Pascal

）
は
、
今
日
『
真
空
論
断
篇
』（Fragm

ent d’un Traité 

de Vide
）
な
る
名
を
与
え
ら
れ
て
い
る
一
遺
篇
に
於
い
て
、
次
の
ご
と
く
言
っ
て
い
る
。
人
間
は
そ
の
幼
時
期
に
於
い
て

は
無
知
で
あ
る
が
、
成
長
に
つ
れ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
は
一
度
獲
得
し
た
知
識
を
記
憶
に
於
い
て

保
存
す
る
と
共
に
、
先
人
の
知
識
を
書
物
を
通
し
て
学
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
今
日
の
我
々
は
、
も
し
古
代
の
哲
学
者
た

ち
が
今
日
ま
で
長
命
し
て
幾
世
紀
の
久
し
い
間
知
識
を
獲
得
し
来
っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
、
丁
度
そ
の
状
態
に
い
る
わ
け

で
あ
る
。
か
く
て
宇
宙
が
年
を
経
る
に
従
っ
て
、単
に
我
々
各
人
が
諸
科
学
に
於
い
て
日
一
日
と
進
歩
す
る
の
み
な
ら
ず
、

人
類
全
体
が
不
断
に
進
歩
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
単
一
人
の
成
長
に
於
い
て
も
全
人
類
の
継
続
に
於
い
て
も
、
同

一
の
こ
と
が
到
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
幾
世
紀
に
亙
る
人
類
の
全
継
続
は
、
恒
久
に
存
続
し
不
断
に
習
得

す
る
単
一
人
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（Toute la des hom

m
es, pendant le cours de tant de siècles, doit 

être considerée com
m

e un m
êm

e hom
m

e qui subsiste tourjours et qui apprend continuellem
ent.

）
の
で
あ
る
。
コ

ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
「
パ
ス
カ
ル
の
著
名
な
哲
学
公
式
」
と
は
、
こ
の
最
後
の
引
用
句
を
指
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
他

処
（『
実
証
哲
学
講
義
』）
で
は
、
こ
の
同
じ
句
を
、「
こ
の
驚
嘆
す
べ
き
警
句
」（cet adm

irable apholism
e

）
と
呼
ん
で

い
る
。
こ
の
パ
ス
カ
ル
の
警
句
こ
そ
、フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
（Fontenelle

）、テ
ュ
ル
ゴ
（Turgot

）、コ
ン
ド
ル
セ
（C

ondorcet

）、

サ
ン
シ
モ
ン
（H

enri de Saint-Sim
on

）
の
思
想
的
根
柢
を
貫
流
し
、
つ
い
に
コ
ン
ト
に
至
っ
て
「
三
状
態
の
法
則
」
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。【
岩
波
版
で
は
更
に
、〈
こ
の
進
歩
思
想
（Idée de progrès

）
の
起
源
及
び
発
達
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
フ
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革
命
を
建
設
す
る
実
証
的
精
神
の
適
性

ラ
ン
ス
社
会
学
史
研
究
』（
刀
江
書
院
発
行
）
第
一
篇
「
パ
ス
カ
ル
と
社
会
学
―
―
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
に
於
け
るl’Idée de progrès

の
発
展
と
そ
の
現
代
的
帰
結
」
参
照
。〉
と
あ
る
。
該
論
文
は
別
途
公
開
の
『
パ
ス
カ
ル
と
社
会
学
』
に
収
録
】

５　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
社
会
進
歩
の
観
念
は
、
古
代
の
哲
学
者
と
当
然
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
に
於

い
て
は
、「
充
分
完
全
な
ま
た
充
分
広
汎
な
政
治
的
観
察
が
欠
如
し
て
い
た
」か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
一
般
に
、

自
分
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
状
態
を
、
過
去
の
状
態
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
考
え
た
。

６　

パ
ス
カ
ル
に
よ
っ
て
公
式
化
さ
れ
た
進
歩
思
想
は
、
カ
ル
テ
ジ
ア
ン
（cartésiens

）
す
な
わ
ち
デ
カ
ル
ト
学
派
の
諸
学

者
が
必
然
的
に
有
っ
た
思
想
で
あ
る
。【
岩
波
版
で
は
〈（
拙
著
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
史
研
究
』
七
―
九
頁
参
照
）〉
前
出
『
パ
ス

カ
ル
と
社
会
学
』
第
一
節
後
半
部
】
こ
れ
ら
の
カ
ル
テ
ジ
ア
ン
の
う
ち
で
、
コ
ン
ト
が
特
に
こ
の
点
に
関
し
て
重
要
視
し
た

の
は
、
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
と
ペ
ロ
オ
（O

harles Perault

）
で
あ
る
。
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
は
そ
の
著
『
古
代
人
と
近
代
人
と
に

関
す
る
余
論
』（D

igressions sur anciens et les m
odernes, 1688

）
に
於
い
て
、
こ
の
思
想
を
纏
め
た
が
、
そ
の
際
次
の

ご
と
く
述
べ
て
る
る
。「
現
世
紀
に
於
け
る
学
者
の
知
識
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
世
紀
に
於
け
る
学
者
の
知
識
に
比
し

て
、
十
倍
の
内
容
を
有
つ
。
…
…
先
行
諸
世
代
の
一
切
の
精
神
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ
た
一
の
良
き
精
神
（un bon esprit

）

は
、
言
わ
ば
、
こ
の
永
き
全
時
期
を
通
し
て
学
習
し
来
っ
た
一
個
の
精
神
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
て
そ
の
始
源
よ
り
今
日
ま

で
生
存
し
て
い
る
こ
の
人
間
は
、
生
活
の
欲
求
を
充
た
す
こ
と
に
の
み
没
頭
す
る
幼
年
期
と
、
詩
及
び
雄
弁
術
の
よ
う
な

想
像
力
に
よ
る
も
の
に
充
分
成
功
し
辛
う
じ
て
理
性
を
働
か
し
始
め
た
青
年
期
と
を
す
で
に
経
過
し
て
、
今
や
、
以
前
よ

り
遥
か
に
優
秀
な
力
と
光
と
を
も
っ
て
理
性
を
働
か
し
う
る
壮
年
期
に
在
る
」
と
。【
岩
波
版
で
は
〈（
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
の
進

歩
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
黎
明
』（「
日
仏
文
化
」
新
第
六
輯
）
第
四
節
、「
十
七
世
紀
に
於
け
る
未
開
人
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心
理
の
研
究
―
―
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
の
知
識
社
会
学
」参
照
）。〉】こ
の
よ
う
な
カ
ル
テ
ジ
ア
ン
共
通
の
進
歩
思
想
は
、当
時（
十
七

世
紀
フ
ラ
ン
ス
）
の
思
想
界
殊
に
文
芸
思
想
界
に
大
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
か
く
し
て
哲
学
史
に
於
い
て
著
名
な
か
の
「
古

今
優
劣
論
争
」（Q

uerelle des anciens et des m
odernes

）
を
惹
起
せ
し
め
た
。
し
か
し
て
文
学
界
に
於
い
て
、
ボ
ア
ロ

ー
（B

oillau

）
等
々
に
対
し
、
こ
の
思
想
を
提
げ
て
最
も
勇
敢
に
闘
っ
た
の
は
、
ペ
ロ
オ
で
あ
る
。
ペ
ロ
オ
の
著
述
『
古

代
人
と
近
代
人
と
の
比
較
』（Parallèle des anciens et des m

odernes, 1688-1697

）
四
巻
が
、
殆
ど
十
年
に
亙
っ
て
公

け
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
の
論
争
が
い
か
に
激
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。コ
ン
ト
が
、「
芸

術
的
進
化
に
す
ら
も
拡
大
さ
れ
た
」
と
言
っ
た
の
は
、こ
の
事
実
す
な
わ
ち
「
古
今
優
劣
論
争
」
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
コ
ン
ト
が
、
こ
の
思
想
の
「
産
業
的
進
化
へ
の
拡
大
」
と
言
う
の
は
、
主
と
し
て
テ
ュ
ル
ゴ
、
コ
ル
ド
ル
セ
の
努
力

を
指
す
も
の
で
あ
る
。【
こ
の
注
６
は
、
岩
波
版
で
は
「
産
業
的
進
化
」
に
付
い
て
い
た
。】

７　

実
証
的
精
神
は
、
そ
れ
が
社
会
学
及
び
道
徳
学
の
領
域
に
ま
で
適
当
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
普
遍
化
さ
れ
る
。

８　
『
実
証
哲
学
講
義
』
を
指
す
。

９　

コ
ン
ト
は
、
知
性
と
結
社
性
と
を
も
っ
て
人
間
を
特
色
づ
け
る
が
、
し
か
し
彼
に
於
い
て
は
、
こ
れ
は
絶
対
的
の
も

の
で
は
な
い
。
第
一
に
知
性
は
、
外
部
か
ら
の
印
象
を
判
断
す
る
た
め
に
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
適
当
な
反
作
用
を
す

る
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
、
す
で
に
高
等
動
物
に
具
わ
っ
て
い
る
。
故
に
、「
人
間
は
理
性
的
動
物
（anim

al 

raisonnable

）
な
り
」
と
定
義
づ
け
た
ス
コ
ラ
学
派
の
考
え
は
誤
り
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
動
物
に
は
或
る
種
の
無
功

利
的
活
動（activité désinteressée

）が
認
め
ら
れ
る
が
、こ
れ
は
結
社
性
の
萌
芽
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。そ
れ
故
に
、

道
徳
生
活
は
必
ず
し
も
動
物
に
皆
無
で
な
い
。
し
か
し
て
こ
の
動
物
の
道
徳
生
活
は
、
両
性
本
能
か
ら
必
然
的
に
派
生
さ
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れ
る
も
の
で
あ
る
。た
だ
し
こ
の
知
性
及
び
結
社
性
が
人
間
に
於
い
て
特
に
著
し
く
発
達
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
相
対
的
の
意
味
に
於
い
て
、
こ
れ
を
人
間
を
顕
著
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
特
質
、
す
な
わ
ち
人
間
性
を
構
成

す
る
能
力
と
見
て
差
し
支
え
な
い
の
で
あ
る
。

四
六　
実
証
的
精
神
が
秩
序
及
び
進
歩
と
い
う
健
全
な
二
個
の
同
時
的
観
念
を
自
然
的
に
組
織
化
す
る
の
に
最
も

適
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
以
上
二
重
の
証
明
【indication

】
は
、
新
し
い
一
般
哲
学
固
有
の
高
い
社
会
的
効

果
を
、
こ
こ
に
簡
単
に
指
示
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
新
し
い
一
般
哲
学
の
価
値
は
、
特
に

そ
の
十
全
な
科
学
的
現
実
性
に
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
哲
学
が
、
他
の
す
べ
て
の
現
象
に
関
し
て
と
等
し
く
社
会
的
諸

現
象
に
関
し
、
諸
原
理
と
諸
事
実
と
の
間
に
つ
ね
に
設
定
し
う
る
と
こ
ろ
の
厳
密
な
調
和
に
依
存
す
る
。
事
実
に
於
い

て
、
現
代
の
大
危
機
を
終
結
せ
し
め
う
る
よ
う
な
、
全
般
的
再
建
作
用
は
、
第
一
に
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
知
的
方
面

に
於
い
て
は
、
人
類
の
全
過
去
を
適
当
に
説
明
し
う
る
よ
う
な
、
社
会
学
的
理
論
を
打
ち
立
て
る
こ
と
に
存
す
る
。
こ

れ
が
、
一
切
の
混
乱
的
激
情
か
ら
離
れ
て
問
題
を
本
質
的
に
提
起
し
う
る
、
最
も
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

か
か
る
社
会
学
的
理
論
の
樹
立
に
関
し
、
実
証
学
派
が
現
在
の
種
々
の
学
派
よ
り
当
然
優
秀
だ
と
い
う
こ
と
は
、
最
も

明
瞭
に
断
じ
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
学
的
精
神
及
び
形
而
上
学
的
精
神
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
絶
対
的
性
質
の
故
に
、
自

分
が
特
に
支
配
的
で
あ
っ
た
一
部
分
の
過
去
し
か
考
察
し
な
い
よ
う
に
、
仕
向
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ

れ
ら
の
精
神
に
と
っ
て
は
、
右
に
先
立
つ
時
期
及
び
右
に
続
く
時
期
は
、
単
な
る
一
の
暗
黒
な
混
乱
及
び
一
の
不
可
説



一
二
八

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

明
的
な
無
秩
序
で
あ
り
、
し
か
し
て
こ
れ
ら
の
時
期
と
偉
大
な
る
過
去
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
自
分
ら
の
時
期
と
の
結

び
つ
き
は
、
一
の
奇
蹟
的
な
干
渉
の
結
果
と
し
て
し
か
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
今
例
を
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
取
っ
て
見

る
に
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
は
、
現
在
自
己
に
対
す
る
固
有
の
意
味
の
革
命
的
精
神（
１
）の
盲
目
的
批
判
を
批
難
す
る
。
た
し
か

に
こ
の
批
難
は
正
し
い
。
し
か
る
に
、
い
ず
く
ん
ぞ
知
ら
ん
こ
の
同
じ
カ
ト
リ
シ
ス
ム
は
古
き
多
神
観
に
対
し
て
、
同

様
に
盲
目
的
な
批
判
的
傾
向
を
、
断
え
ず
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
我
々
の
個
人
的
或
い
は
集
合
的
性
質

の
恒
常
的
法
則
に
一
致
せ
し
め
て
全
過
去
を
正
し
く
説
明
す
る
こ
と
は
、
今
日
な
お
勢
力
を
占
め
て
い
る
諸
種
の
絶
対

学
派
に
と
っ
て
は
、
当
然
不
可
能
で
あ
る
。
事
実
ま
た
こ
れ
ら
の
学
派
は
ど
の
一
つ
も
、
こ
の
よ
う
に
説
明
し
よ
う
と

充
分
努
力
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
実
証
的
精
神
は
神
学
的
精
神
及
び
形
而
上
学
的
精
神
と
類
を
異
に
す
る
。
す

な
わ
ち
そ
れ
は
、
そ
の
顕
著
な
相
対
的
性
質
の
故
に
、
一
切
の
歴
史
的
大
時
期
が
一
の
根
本
的
進
化
の
確
定
的
な
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
各
個
の
時
期
が
そ
れ
に
先
行
す
る
時
期
の
結
果
で
あ
る
と
共
に

そ
れ
に
後
続
す
る
時
期
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
、
し
か
も
共
通
的
進
動
へ
の
右
の
時
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
参
与
が
不
変

的
な
諸
法
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
か
く
し
て
進
化
に
対
し
て
な
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
協
力

に
対
し
、
何
ら
の
矛
盾
何
ら
の
偏
頗
な
し
に
、
哲
学
的
判
定
を
下
し
う
る
の
で
あ
る
。
合
理
的
実
証
性
の
か
か
る
明
白

な
優
越
性
は
、
一
見
、
或
い
は
単
な
る
思
索
上
の
も
の
と
し
か
見
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
真
の

思
想
家
た
ち
は
、
そ
れ
が
新
哲
学
の
究
極
的
目
的
た
る
行
動
上
の
社
会
的
優
越
の
、
必
然
的
な
第
一
淵
源
で
あ
る
こ
と

を
、
直
ち
に
看
破
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
過
去
の
全
体
を
充
分
に
説
明
す
る
学
説
が
、
た
だ
充
分
説
明
す
る
と
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い
う
そ
の
こ
と
だ
け
で
、
将
来
の
知
的
支
配
権
を
穫
得
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
今
や
確
定
的
の
こ
と
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

１　
「
固
有
の
意
味
の
革
命
的
精
神
」【l'esprit revolutionnaire proprem

ent dit

革
命
精
神
そ
の
も
の
】
と
は
、
形
而
上
学
的
精
神

を
指
す
。
も
ち
ろ
ん
、
呪
物
観
以
後
の
す
べ
て
の
類
型
の
思
想
は
、
い
ず
れ
も
自
己
に
先
行
す
る
思
想
類
型
に
対
し
て
批

判
的
で
あ
り
、革
命
的
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、特
に
批
判
を
自
己
固
有
の
特
質
と
す
る
も
の
は
形
而
上
学
の
み
で
あ
る
。

第
二
章　

人
間
道
徳
の
体
系
化

四
七　
し
か
し
な
が
ら
、実
証
的
精
神
を
特
徴
づ
け
る
と
こ
ろ
の
、高
級
な
社
会
的
諸
属
性
に
関
す
る
右
の
指
示
は
、

最
後
に
人
間
道
徳
を
組
織
化
す
る
こ
の
精
神
の
自
然
的
適
性
に
関
す
る
異
説
に
よ
っ
て
、補
足
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、

必
ず
し
も
充
分
と
は
言
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
類
に
関
す
る
一
切
の
正
し
い
理
論
の
主
た
る
適
用
は
、
つ
ね
に
人

間
道
徳
の
組
織
化
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
節　

実
証
的
道
徳
の
進
化

四
八　
古
代
の
多
神
観
的
組
織
の
下
に
於
い
て
は
、
道
徳
は
、
根
本
的
に
は
政
治
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
た
た
め

に
、
自
己
の
性
質
に
適
当
な
威
厳
を
も
普
遍
性
を
も
、
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
中
世
に
至

り
、
中
世
固
有
の
一
神
観
的
制
度
か
ら
、
道
徳
の
根
本
的
独
立
が
、
更
に
道
徳
の
平
常
的
優
勢
が
、
当
時
に
於
い
て
可
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能
な
程
度
だ
け
、
つ
い
に
結
果
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
広
大
な
社
会
的
貢
献
は
、
主
と
し
て
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の

力
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
が
人
類
の
永
遠
の
感
謝
を
要
求
し
う
る
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
貢
献

に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
間
道
徳
が
、
一
時
的
諸
刺
戟
の
保
護
の
下
に
於
い
て
、
我
々
の
個
人
的
、
家
内

的
（dom

éstique
）、
及
び
社
会
的
生
存
の
全
体
【l'ensem
ble de notre existence

】
に
対
し
真
に
一
般
的
な
諸
規
定
を
確
立

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
組
織
的
特
質
を
事
実
上
は
じ
め
て
有
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
右
の
政
治
と
道
徳
と
の

不
可
避
的
な
分
離
が
、
二
権
力
の
必
然
的
分
離（
１
）に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
補
足
さ
れ
た
以
後
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当

時
こ
の
大
事
業
を
指
導
し
た
一
神
観
哲
学
の
重
大
な
諸
欠
陥
は
、
知
的
発
達
と
道
徳
的
発
達
と
の
間
に
、
間
も
な
く

宿
命
的
な
闘
争
を
惹
起
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
道
徳
の
効
果
を
甚
だ
し
く
弱
め
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
固
定
性
を

極
め
て
危
険
な
ら
し
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
も
は
や
前
進
を
や
め
た
一
つ
の
学
説
に
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
に
、
道

徳
は
や
が
て
、
爾
後
衰
頽
に
向
い
そ
し
て
つ
い
に
近
代
的
理
性
と
根
本
的
に
相
容
れ
な
く
な
っ
た
一
つ
の
神
学
が
必

然
的
に
蒙
っ
た
と
こ
ろ
の
漸
増
的
不
信
用
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
影
響
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
理
論
道
徳
（m

orale 

théorique

）
は
、
そ
の
時
以
降
形
而
上
学
の
破
壊
作
用
の
前
に
曝
さ
れ
た
が
、
最
近
五
世
紀
間
に
亙
り
、
そ
の
三
個
の

本
質
的
部
分（
２
）の
い
ず
れ
に
於
い
て
も
、
事
実
上
危
険
な
多
く
の
打
撃
を
受
け
た
。
実
際
こ
の
打
撃
は
極
め
て
致
命
的
の

も
の
で
あ
っ
て
、
実
践
の
方
面
に
於
い
て
も
、
人
間
の
自
然
的
正
義
性
（rectitude

）
及
び
道
徳
性
（m

oralité

）
が
―

―
当
時
我
々
の
文
明
の
自
然
的
行
程
が
、
こ
の
正
義
性
と
道
徳
性
と
に
好
都
合
な
継
続
的
発
達
を
可
能
な
ら
し
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
―
―
到
底
そ
れ
を
修
復
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。し
た
が
っ
て
、
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も
し
実
証
的
精
神
の
必
然
的
優
勢
が
、
当
時
こ
れ
ら
の
無
秩
序
的
彷
徨
（anarchiques divagations

）
を
停
止
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
無
秩
序
的
彷
徨
は
、
単
に
社
会
的
の
み
な
ら
ず
、
家
内
的
、
更
に
ま
た
個

人
的
な
日
常
道
徳
の
最
も
繊
細
な
一
切
の
観
念
に
一
の
致
命
的
動
揺
を
与
え
て
、
世
俗
的
判
断
が
直
接
保
証
す
る
よ
う

な
、
最
も
卑
俗
な
場
合
に
関
す
る
諸
規
定
の
み
を
、
到
る
処
に
於
い
て
そ
れ
ら
に
代
置
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

１　
「
二
権
力
の
必
然
的
分
離
」
と
は
、精
神
的
権
力
（Pouvoir spirituel

）
す
な
わ
ち
宗
教
的
権
力
と
世
俗
的
権
力
（Pouvoir 

tem
porel

）
と
の
分
離
で
あ
る
。

２　
「
三
個
の
本
質
的
部
分
」
と
は
、
個
人
的
、
家
内
的
、
及
び
社
会
的
の
三
種
の
道
徳
を
指
す
。

四
九　
さ
て
、
情
勢
は
右
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
怪
訝
に
た
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
日
事
実
上

道
徳
を
鞏
固
な
ら
し
め
う
る
唯
一
の
哲
学
が
、
却
っ
て
こ
の
点
に
於
い
て
根
本
的
に
無
資
格
だ
と
し
て
、
現
在
の
種
々

の
学
派
か
ら
批
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、真
正
の
カ
ト
リ
ク
か
ら
単
な
る
理
神
論
者（déistes

）ま
で
、

他
の
方
面
に
於
い
て
は
、
空
虚
な
諸
論
議
で
相
争
い
な
が
ら
、
特
に
道
徳
の
問
題
に
関
し
て
は
一
致
し
て
、
右
の
哲
学

を
こ
れ
ら
の
根
本
問
題
に
絶
対
的
に
接
近
せ
し
め
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
そ
れ
に
関
す

る
彼
ら
の
唯
一
の
口
実
は
、
こ
の
哲
学
の
精
神
が
極
め
て
狭
隘
で
、
今
ま
で
一
層
単
純
な
諸
主
題
に
限
定
さ
れ
て
い
た
、

と
い
う
に
あ
る
。
一
体
形
而
上
学
的
精
神
は
、
し
ば
し
ば
激
し
く
道
徳
を
破
壊
す
る
よ
う
な
傾
向
を
採
っ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
神
学
的
精
神
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
す
で
に
道
徳
を
保
護
す
る
力
を
失
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
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ず
、
こ
の
二
つ
の
精
神
は
、
道
徳
を
、
一
種
の
永
久
的
ま
た
独
占
的
な
所
有
物
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
公
衆

的
理
性
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
的
な
主
張
を
、
も
は
や
適
当
の
も
の
と
は
判
断
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
一
般
的i i

に
言
え

ば
、
あ
ら
ゆ
る
道
徳
規
定
の
導
入
が
最
初
ど
こ
で
も
神
学
的
諸
裁
断
（inspirations

【
霊
感
】）
の
下
に
行
わ
れ
た
こ
と

を
、
我
々
は
、
確
か
に
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
当
時
神
学
が
、
我
々
の
諸
観
念
の
全
体
系
に
し
か
と
合

体
さ
れ
て
い
た
と
共
に
、
充
分
に
共
通
的
な
諸
意
見
を
つ
く
り
え
た
、
唯
一
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
過
去
の
全
体
は
、
神
学
と
道
徳
と
の
こ
の
原
初
の
連
帯
が
、
神
学
の
優
越
そ
の
も
の
と
同
じ
よ
う
に
断
え
ず
減

退
し
て
来
て
い
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
間
の
個
人
的
或
い
は
社
会
的
生
存
に
対
す
る
各
人

の
行
為
の
現
実
的
影
響
を
、
世
俗
が
一
層
よ
く
判
断
し
う
る
よ
う
に
な
っ
て
来
る
に
つ
れ
て
、
他
の
す
べ
て
の
も
の
と

等
し
く
、
道
徳
的
諸
規
定
も
、
純
粋
に
合
理
的
な
承
認
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
る
。
実
を

言
え
ば
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
は
、
道
徳
を
政
治
か
ら
決
定
的
に
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
継
続
的
傾
向
を
、
非
常

に
発
達
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
右
の
結
果
と
し
て
、
超
自
然
的
干
渉
は
、
一
般
的
な
道
徳
的

諸
規
定
の
形
成
だ
け
に
直
接
制
限
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
個
々
の
適
用
は
、
爾
後
根
本
的
に
人
間
的
叡
知
に
委
ね
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
カ
ト
リ
シ
ス
ム
は
、
一
層
進
ん
だ
人
々
に
呼
び
か
け
て
、
多
数
の
特
殊
的
規
定
を
公
衆
的

理
性
に
委
ね
た
が
、
こ
の
種
の
特
殊
的
規
定
は
、
古
代
の
智
者
た
ち
が
、
宗
教
的
命
令
な
し
で
は
到
底
不
可
能
だ
と
信

じ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
で
も
印
度
の
多
神
観
の
教
師
た
ち
は
、例
え
ば
衛
生
上
の
諸
慣
習
の
大
部
分
に
対
し
て
、

i　

信
濃
書
房
版
で
は
「
一
言
的
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
原
著
の"en général,"
が
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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三
三

人
間
道
徳
の
体
系
化

し
か
く
考
え
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
我
々
は
、
聖
パ
ウ
ロ
か
ら
僅
か
に
三
世
紀
後
に
、
異
教
徒
の
多
く
の
哲
学

者
や
法
官
た
ち
が
、近
づ
き
つ
つ
あ
る
神
学
的
革
命
の
、ま
さ
に
齎
さ
ん
と
し
て
い
る
危
険
な
不
道
徳
性
（im

m
oralité

）

に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
不
吉
な
予
告
を
し
て
い
た
こ
と
を
、
認
め
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
現
在
種
々
の
一
神
観

学
派
か
ら
発
せ
ら
れ
る
批
難
は
、
今
日
実
証
的
精
神
が
適
当
な
諸
条
件
の
下
で
、
実
践
的
に
も
理
論
的
に
も
道
徳
の
領

域
を
支
配
す
る
こ
と
を
、
も
は
や
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
道
徳
の
領
域
は
す
で
に
少
し
ず
つ
人
間
理

性
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
特
に
我
々
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
た
だ
個
々
の
裁
断
【inspirations particulières

】
を
組
織

化
す
る
こ
と
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
人
類
は
、
そ
の
行
為
規
定
を
架
空
的
動
機
の
上
以
外
に
基
礎
づ
け
ら
れ
ぬ

よ
う
に
、
無
限
に
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
言
う
の
は
、
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
今
ま
で
一
時
的

の
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
知
的
諸
欲
求
と
道
徳
的
諸
欲
求
と
の
間
の
不
幸
な
対
立
を
、
永
続
化
せ
し
め
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
節　

道
徳
を
あ
ら
ゆ
る
神
学
的
意
見
か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
の
必
要

五
〇　
そ
れ
故
に
、
道
徳
規
定
に
対
す
る
神
学
の
援
助
は
、
決
し
て
永
久
に
必
要
な
の
で
は
な
い
。
い
な
近
代
人

に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
却
っ
て
有
害
な
も
の
と
な
っ
て
来
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
道
徳
規
定
は
、
こ
の
不
幸
な
結
び
つ
き

の
故
に
、
殊
に
最
近
三
世
紀
間
は
、
一
神
観
制
度
の
漸
増
的
崩
壊
に
不
可
避
的
に
参
与
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
第
一
に
、
こ
の
種
の
諸
規
定
は
、
極
め
て
有
勢
な
我
々
の
諸
衝
動
と
の
、
重
大
な
闘
争
に
し
ば
し
ば
曝
さ
れ
る
の



一
三
四

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
躊
躇
か
ら
、
慎
重
に
保
護
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
唯
一
の
基

礎
た
る
信
仰
が
弱
ま
る
に
従
っ
て
、
右
の
宿
命
的
な
連
帯
は
、
直
接
弱
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
神
学
的
精
神
に

対
し
て
近
代
の
理
性
が
当
然
懐
く
と
こ
ろ
の
漸
増
的
反
感
は
、
単
に
最
も
重
大
な
社
会
的
諸
関
係
の
み
な
ら
ず
、
ま
た

単
純
な
家
内
生
活
、
更
に
ま
た
個
人
的
生
存
に
す
ら
も
関
す
る
と
こ
ろ
の
、
重
要
な
道
徳
的
観
念
の
多
く
に
、
非
常
な

影
響
を
与
え
た
。
他
方
ま
た
、
知
的
解
放
に
対
す
る
盲
目
的
熱
情
が
余
り
に
激
発
さ
せ
ら
れ
た
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
有

益
な
規
定
に
対
す
る
一
時
的
の
軽
蔑
を
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
専
ら
の
淵
源
と
見
ら
れ
る
復
古
的
哲
学
に
対
す
る
一
種
の

愚
か
な
反
抗
と
化
せ
し
め
た
こ
と
も
時
に
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
不
吉
な
影
響
は
、
教
義
に
対
す
る
信
仰
を
保
持
し

て
い
た
者
す
ら
も
、
間
接
に
は
感
得
せ
し
め
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
司
祭
的
権
威
は
、
ひ
と
度
そ
の
政
治
的
独
立
を
喪

っ
て
か
ら
は
、
そ
の
道
徳
的
効
果
に
不
可
欠
な
社
会
的
優
越
性
を
も
漸
次
に
喪
い
来
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
次
に
神
学
的

精
神
は
、
右
の
よ
う
に
し
て
道
徳
的
諸
規
定
を
保
護
す
る
力
を
漸
次
喪
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
個
人
の
自
由
探
究
の
不

可
避
的
発
達
の
下
に
充
分
の
規
律
を
維
持
し
え
な
く
な
っ
て
以
後
は
、
自
分
か
ら
な
し
た
諸
彷
徨
の
た
め
に
、
し
ば
し

ば
積
極
的
に
も
道
徳
的
諸
規
定
に
害
を
与
え
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
神
学
的
精
神
は
、
多
く
の
反
社
会
的
な
偏
向

（aberrations

）
を
、
事
実
上
鼓
吹
し
或
い
は
助
成
し
た
。
し
か
し
て
こ
れ
ら
の
偏
向
は
、
良
識
が
自
由
に
判
断
す
る
場

合
に
は
、
当
然
避
け
ら
れ
も
し
く
は
否
認
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
に
於
い
て
、
今
日
流
布
し
て
い
る
よ

う
な
、或
い
は
所
有
権
を
、或
い
は
家
族
制
度
等
々
す
ら
を
顛
覆
し
よ
う
と
企
図
す
る
諸
多
の
ユ
ト
ピ（
１
）ィ

（utopie

）
は
、

充
分
解
放
さ
れ
た
人
々
の
知
性
―
―
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
根
本
的
な
諸
欠
陥
を
保
有
し
て
は
い
た
が
―
―
か
ら
出
た
も



一
三
五

人
間
道
徳
の
体
系
化

の
で
も
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
ら
か
ら
承
認
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
ユ
ト
ピ
ィ
は
、
一
の
曖
昧
且
つ
不
毛

な
理
神
論（
２
）（déism

e

）
も
し
く
は
こ
れ
と
同
格
物
で
あ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム（
３
）に

基
礎
を
置
く
と
こ
ろ
の
、
一
種

の
神
学
の
復
興
を
積
極
的
に
追
求
す
る
人
々
の
知
性
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
後
に
、
こ
の

時
代
後
れ
の
神
学
固
執
も
ま
た
、
純
粋
に
人
間
的
な
諸
基
礎
の
上
に
立
っ
て
道
徳
を
再
建
せ
ん
と
す
る
第
三
の
指
向
と

対
抗
す
る
に
及
び
、
道
徳
に
対
し
て
必
然
的
に
有
害
な
も
の
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
実
証
的
哲
学
者
た
ち
は
、
自
己

に
対
す
る
右
の
障
碍
が
、
し
ば
し
ば
現
在
の
神
学
的
も
し
く
は
形
而
上
学
的
諸
学
派
か
ら
出
る
よ
う
な
、
道
徳
再
建
作

業
の
仮
装
的
危
険
に
対
す
る
単
な
る
盲
目
的
空
言
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
彼
ら
自
身
の
個
人
的
、家
内
的
、

及
び
社
会
的
生
活
に
於
け
る
拒
否
で
き
な
い
例
を
挙
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
厭
う
べ
き
諸
諷
刺
を
排
撃
す
る
だ
け
に

止
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
こ
の
対
立
は
、
不
幸
に
し
て
、
更
に
一
層
根
本
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
道
徳
の
組
織
化
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
二
種
の
様
式
間
に
明
白
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
、
必
然
的

不
許
容
性
の
結
果
か
ら
来
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
神
学
の
信
奉
者
の
考
え
か
ら
す
れ
ば
、
神

学
的
諸
動
機
は
、
他
の
い
か
な
る
諸
動
機
の
意
図
よ
り
も
、
遥
か
に
優
秀
な
意
図
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、

決
し
て
、
純
粋
に
人
間
的
な
諸
動
機
の
単
な
る
補
助
者
と
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
そ
れ
が

こ
の
優
越
性
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、も
は
や
何
ら
の
現
実
的
効
果
を
も
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
今
や
道
徳
は
、
人
類
に
関
す
る
実
証
的
知
識
の
上
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
か
、
或
い
は
ま
た
依
然
と
し
て
超

自
然
的
命
令
の
上
に
立
つ
か
、
こ
の
二
つ
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
持
続
で
き
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ



一
三
六

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

ろ
が
、
合
理
的
な
諸
確
信
は
、
神
学
的
諸
信
念
を
援
助
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
い
や
む
し
ろ
神
学
的
信
仰
の
衰
え
た

今
日
そ
れ
に
置
き
代
わ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
の
逆
の
連
結
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
学
的
信
仰
が
合
理

的
確
信
を
助
け
も
し
く
は
そ
れ
の
代
用
を
す
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
矛
盾
的
な
ユ
ト
ピ
ィ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

主
要
な
る
も
の
が
副
次
的
な
も
の
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

１　

こ
の
ユ
ト
ピ
ィ
は
、共
産
主
義
及
び
社
会
主
義
の
空
想
を
指
す
。
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、近
代
の
共
産
主
義（com

m
unism

e

）

は
、
婦
人
及
び
子
供
の
社
会
的
共
有
を
考
え
な
い
こ
と
に
於
い
て
、
プ
ラ
ト
ン
的
な
古
代
の
共
産
主
義
と
異
な
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
が
ユ
ト
ピ
ク
な
、
す
な
わ
ち
空
想
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
コ
ン
ト
は
、

共
産
主
義
を
全
般
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
主
義
が
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
形
而
上
学
的
法
律
家
た
ち
の
個
人
的

所
有
権
絶
対
論
に
抗
し
て
、「
財
産
の
社
会
的
性
質
及
び
財
産
抑
制
の
必
要
」
を
説
く
こ
と
に
対
し
て
は
、
決
し
て
讃
辞

を
吝
ま
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
根
本
的
原
則
は
実
証
学
派
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
共
産
主
義
は
、（
一
）
社
会
現
象
を
支
配
す
る
自
然
法
則
を
無
視
し
も
し
く
は
否
認
す
る
結
果
、
人
間
個

性
の
根
元
た
る
自
由
を
無
拘
束
な
平
等
及
び
誇
大
視
さ
れ
た
友
愛
感
の
犠
牲
に
供
す
る
こ
と
に
於
い
て
、（
二
）
ま
た
道

徳
の
領
域
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
財
産
調
節
の
問
題
を
政
治
的
に
解
決
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
於
い
て
、
誤
謬
を
犯
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
次
に
家
族
に
関
し
て
も
、
共
産
主
義
の
ユ
ト
ピ
ィ
は
誤
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
共
産
主
義
は
、
道
徳
教
育

に
於
け
る
家
庭
的
愛
情
の
重
大
な
る
役
割
と
効
果
と
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
離
婚
を
容
認
し
て
婚
姻
制
度
を

崩
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
を
破
壊
し
或
い
は
麻
痺
せ
し
め
る
よ
う
な
結
果
を
招
く
か
ら
で
あ
る
。
―
―
コ
ン
ト
は



一
三
七

人
間
道
徳
の
体
系
化

社
会
主
義
（socialism

e

）
な
る
新
名
称
の
主
義
（
当
時
に
於
い
て
は
新
名
称
で
あ
っ
た
）
が
、
共
産
主
義
の
修
正
で
あ

る
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
こ
の
主
義
が
勢
力
を
有
つ
と
き
が
来
れ
ば
、
そ
れ
は
共
産
主
義
と
同
一
の
誤

謬
を
犯
す
だ
ろ
う
と
見
て
い
た
。

２　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
デ
イ
ス
ム
す
な
わ
ち
理
神
論
は
、「
消
極
主
義
の
最
後
の
停
止
」
で
あ
っ
て
、
何
ら
の
知
的
鞏
固
性

を
も
有
た
ぬ
も
の
で
あ
る
。
十
八
世
紀
の
理
神
論
に
於
い
て
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
派
の
そ
れ
と
ル
ソ
ー
派
の
そ
れ
と
の
間

に
差
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
よ
り
合
理
的
で
あ
っ
た
に
対
し
、
後
者
は
よ
り
情
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
に

せ
よ
理
神
論
は
、
不
完
全
な
知
的
解
放
を
延
長
せ
し
め
た
だ
け
で
あ
っ
て
、「
啓
示
」
を
拒
否
し
た
こ
と
以
外
に
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
を
凌
駕
し
え
な
か
っ
た
。

３　

コ
ン
ト
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
の
宗
教
的
役
割
を
過
渡
的
の
も
の
と
断
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
宗
教
改
革
の

段
階
乃
至
方
面
を
、
三
つ
に
分
け
た
。
す
な
わ
ち
リ
ュ
テ
ラ
ニ
ス
ム
（
ル
ウ
テ
ル
主
義
）
に
よ
る
宗
門
規
定
（discipline 

ecclésiastique

）
の
破
棄
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ム
（
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
）
に
よ
る
宗
門
階
級
（hiérarchie

）
の
破
壊
、
ソ
シ

ニ
ア
ニ
ス
ム
（
ソ
シ
ヌ
ス
主
義
【Socinianism
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
派
】）
に
よ
る
主
要
な
宗
教
的
確
信
の
瓦
解
、が
そ
れ
で
あ
る
。

五
一　
そ
れ
故
に
、
近
代
社
会
の
真
実
の
状
態
に
関
す
る
正
し
い
検
討
は
、
今
後
神
学
な
し
で
は
道
徳
を
鞏
固
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
主
張
が
、
日
常
の
諸
事
実
の
す
べ
て
に
よ
っ
て
漸
次
裏
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
明
ら
か

に
証
明
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
道
徳
と
神
学
と
の
こ
の
危
険
な
結
び
つ
き
は
、
中
世
の
終
り
以
来
、
或
い
は
道
徳
の
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知
的
諸
基
礎
を
弱
ら
せ
も
し
く
は
不
信
用
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
い
は
道
徳
内
に
直
接
諸
混
乱
を
惹
起
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
或
い
は
道
徳
の
よ
り
よ
き
組
織
化
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
重
の
不
幸
を
道
徳
に
齎
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
破
壊
的
な
諸
主
義
が
活
溌
に
主
張
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
も
し
実
際
道

徳
が
事
実
上
改
良
さ
れ
て
来
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
こ
の
幸
い
な
結
果
は
、
当
時
逆
に
廃
頽
し
て
崩
壊
的
危
険
に
瀕
し

て
い
た
神
学
的
精
神
に
帰
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
て
、
本
質
的
に
は
、
普
遍
的
良
識
の
う
ち
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
そ
の

自
成
的
形
態
に
於
い
て
す
で
に
効
果
的
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
実
証
的
精
神
の
漸
増
的
作
用
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
実
証
的
精
神
は
、
普
遍
的
良
識
の
う
ち
に
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
普
遍
的
良
識
の
聡
明
な
諸

裁
決
【les sages inspirations

】
は
、
我
々
の
前
進
的
文
明
の
自
然
的
衝
動
を
助
成
し
て
、
種
々
の
偏
向
、
殊
に
宗
教
的（
１
）諸

彷
徨
の
結
果
た
る
諸
偏
向
と
有
益
に
戦
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
が
離
婚
を
正
式
に
容
認

す
る
こ
と
に
よ
っ
て（
２
）、

婚
姻
制
度
に
重
大
な
変
更
を
結
果
す
る
傾
向
を
採
っ
た
と
き
、
公
衆
的
理
性
は
、
近
代
の
結
社

性
の
真
の
特
質i i

に
一
致
す
る
既
存
の
習
俗
の
実
際
的
方
面
を
尊
重
し
て
、
右
の
変
更
か
ら
生
ず
る
多
く
の
不
幸
な
効
果

を
妨
げ
た
の
で
あ
る
。
他
方
ま
た
、
否
定
で
き
な
い
多
く
の
経
験
は
、
宗
教
的（
３
）諸
確
信
の
特
権
で
で
も
あ
る
か
の
ご
と

く
言
わ
れ
た
諸
行
為
、
す
な
わ
ち
、
偉
大
な
犠
牲
的
行
為
も
し
く
は
勇
敢
な
献
身
的
行
為
が
、
最
も
反
宗
教
的
な
諸
思

想
に
も
同
様
に
属
す
る
こ
と
、
い
な
そ
の
性
質
の
如
何
を
問
わ
ず
す
べ
て
大
な
る
確
信
に
は
一
般
に
つ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、
多
数
の
人
衆
に
関
し
ま
た
広
大
な
規
模
の
下
に
証
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
半
世
紀
前
に
復
古
的
同
盟
に
対

i　

底
本
で
は
「
真
の
特
質
」
の
「
真
の
」
が
省
か
れ
た
。
し
か
し
、
原
著
で
は"au vrai caractère de la sociabilité"
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し
英
雄
的
行
動
で
も
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
独
立
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
の
、
多
数
の
神
学
的
制
度
反
対
者（
４
）た

ち
は
、
疑
い
も

な
く
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
内
部
に
あ
っ
て
外
敵
の
侵
入
を
助
け
た
迷
信
的
徒
党（
５
）に

比
し
、
決
し
て
劣
ら
な
い
よ
う
な
充

分
且
つ
持
続
的
な
自
己
犠
牲
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

１　

こ
こ
に
於
け
る
「
宗
教
的
」
は
「
神
学
的
」
の
意
味
。
こ
の
こ
と
は
、
大
著
『
実
証
哲
学
講
義
』
に
つ
い
て
見
て
も
、

ま
た
本
書
の
今
ま
で
の
叙
述
に
つ
い
て
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
実
証
主
義
協
会
」版
は
、こ
の
点
を
特
に
注
意
し
た
が
、

独
訳
者
ゼ
プ
レ
ヒ
ト
こ
れ
に
倣
い
、
ま
た
ル
・
ヴ
ェ
リ
エ
の
「
ガ
ル
ニ
エ
古
典
叢
書
」
版
も
こ
の
語religieuses

を
特
別

に
イ
タ
リ
ッ
ク
で
示
し
て
い
る
。

２　

コ
ン
ト
は
、そ
の
前
期
社
会
学
（『
実
証
哲
学
講
義
』）
に
於
い
て
は
、社
会
を
、家
族
（fam

ille

）
と
一
般
的
社
会
（société 

générale

）
と
に
分
け
た
が
、
後
期
社
会
学
（『
実
証
政
治
体
系
』
及
び
『
実
証
主
義
問
答
』）
に
於
い
て
は
、
家
庭
的
社

会
（société dom

éstique

）、
政
治
的
社
会
（société politique

）、
宗
教
的
社
会
（société religieuse

）
―
―
す
な
わ
ち
、

家
族
、
都
市
乃
至
国
家
、
教
会
―
―
の
三
つ
の
類
型
に
分
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
両
期
を
通
じ
て
、
家
族
を
独
特
の

社
会
と
見
た
。
す
な
わ
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
家
族
は
他
種
の
社
会
の
実
質
的
要
素
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
は
、
社
会

的
秩
序
の
見
地
か
ら
、
家
族
の
持
続
と
い
う
こ
と
を
頗
る
重
要
視
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
家
族
の
廃
頽
は
必
然
的
に
社
会
の

全
秩
序
を
廃
頽
さ
せ
る
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
彼
は
、
家
族
の
成
立
条
件
で
あ
る
と
こ
ろ
の
婚
姻
制
度
に

対
し
て
自
由
な
態
度
を
採
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
を
、
甚
だ
し
く
嫌
悪
し
た
。
殊
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
が

離
婚
を
正
式
に
認
め
た
こ
と
に
対
し
て
は
、家
庭
道
徳
し
た
が
っ
て
ま
た
社
会
道
徳
の
根
元
を
危
う
く
す
る
も
の
と
し
て
、
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激
し
く
批
難
し
た
の
で
あ
る
。

３　

注
１
参
照
。

４　

フ
ラ
ン
ス
革
命
（
一
七
八
九
年
）
に
於
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
軍
と
戦
っ
て
共
和
政
府
を
成
立
せ
し
め
た
兵
士
た
ち

を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

５　

こ
れ
は
、
レ
・
ヴ
ァ
ン
デ
エ
ン
（Les Vendéens

【G
uerre de Vendée

ヴ
ァ
ン
デ
の
反
乱
】）
を
指
す
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

進
行
中
（
一
七
九
三
年
）
フ
ラ
ン
ス
西
端
部
の
ヴ
ァ
ン
デ
エ
県
（Vendée

）
を
中
心
と
し
て
カ
ト
リ
ク
教
徒
の
一
大
暴
動

が
起
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、
共
和
政
治
に
反
対
し
王
政
を
復
活
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
が
革
命
史
上
著
名
な
、
レ
・

ヴ
ァ
ン
デ
エ
ン
で
あ
る
。

五
二　
さ
て
神
学
＝
形
而
上
学
的
哲
学
は
、
現
在
で
も
日
常
道
徳
の
組
織
化
の
独
占
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
主
張
に
対
す
る
我
々
の
判
断
を
充
分
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
知
的
解
放
の
不
可
避
的
進
歩
が
こ
の
主
題
に
関
し
こ

の
哲
学
に
強
制
的
に
樹
立
せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
、
危
険
且
つ
矛
盾
的
な
学
説
を
直
接
吟
味
し
て
見
れ
ば
よ
い
。
そ
も
そ

も
神
学
＝
形
而
上
学
派
は
、
も
ち
ろ
ん
何
ら
理
由
と
な
ら
ぬ
の
に
、
古
代
に
於
い
て
一
種
の
集
合
的
偽
善
（hypocrisie 

collective

）
が
、よ
し
不
確
か
な
ま
た
一
時
的
な
成
功
し
か
収
め
え
な
か
っ
た
に
し
ろ
習
慣
的
に
行
わ
れ
た
と
仮
定
し
、

こ
れ
と
類
似
し
た
も
の
を
到
る
処
で
多
少
と
も
明
瞭
な
形
で
容
認
す
る
。
す
な
わ
ち
神
学
者
は
、
識
者
た
ち
に
於
け
る

近
代
的
理
性
の
自
由
な
発
達
を
阻
止
で
き
な
く
な
る
や
、
彼
ら
に
対
し
、
公
利
を
口
実
と
し
て
古
い
信
仰
の
表
面
的
尊
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重
を
提
議
し
、
か
く
し
て
不
可
避
的
と
考
え
ら
れ
た
信
仰
の
権
威
を
、
世
俗
間
に
於
い
て
保
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
的
妥
協
は
、
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
の
政
略
の
本
質
的
基
調
を
な
す
も
の
で
あ
る
が（
１
）、

し
か
し
ジ
ュ
ジ

ュ
イ
ト
に
の
み
特
有
な
の
で
は
な
い
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
精
神
ま
た
、
そ
れ
固
有
の
方
法
で
も
っ
て
、
こ
の
妥
協
を
一

層
内
部
的
に
、
一
層
広
大
に
、
そ
し
て
殊
に
一
層
理
論
的
に
容
認
し
た
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
固
有
の
意
味
の
形
而

上
学
者
た
ち
も
、
神
学
者
た
ち
と
同
様
に
そ
れ
を
採
用
し
て
い
る
。
殊
に
最
大
の
形
而
上
学
者（
２
）は
、
よ
し
彼
の
高
い
道

徳
性
が
彼
の
卓
越
し
た
知
性
に
真
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
右
の
妥
協
を
本
質
的
に
容
認
す
る
よ
う
に

引
き
ず
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
一
方
に
於
い
て
、
す
べ
て
の
神
学
的
意
見
が
い
か
な
る
真
の
証
明
に
も
耐
え
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
他
方
に
於
い
て
、
社
会
的
必
要
が
神
学
的
意
見
の
支
配
を
無
限
に
維
持
す
る
よ
う
に
強

制
す
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る（
３
）。

こ
の
よ
う
な
学
説
は
、
そ
れ
を
何
ら
の
個
人
的
野
心
に
も
関
連
せ
し
め
な
い
人
々

の
も
の
で
あ
れ
ば
尊
重
さ
れ
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
人
間
道
徳
性
の
一
切
の
淵
源
を
腐
敗
さ
せ

る
こ
と
に
於
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
学
説
は
、
人
間
道
徳
性
を
、
優
者
の
劣
者
に
対
す
る
偽
善
の
、

ま
た
侮
蔑
す
ら
の
、
一
の
継
続
的
状
態
に
必
然
的
に
依
存
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
組
織
的
な
虚
偽

に
参
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
者
が
少
数
で
あ
っ
た
間
は
、
よ
し
不
確
か
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
そ
れ
の
実
際
的

適
用
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
よ
う
に
知
性
の
解
放
が
極
め
て
拡
大
さ
れ
て
、
こ
の
種
の
敬
虔
的

妥
協
が
能
動
的
な
識
者
の
大
部
分
を
も
は
や
包
摂
し
き
れ
な
く
な
る
と
、
そ
れ
は
嫌
厭
さ
れ
る
よ
り
も
、
更
に
多
く
滑

稽
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
か
か
る
虚
偽
の
架
空
的
な
拡
大
が
よ
し
実
現
さ
れ
る
と
仮
定
し
て
も
、
こ
の
よ
う
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な
見
せ
か
け
の
道
徳
組
織
は
、
知
性
の
解
放
さ
れ
た
人
々
に
向
っ
て
は
、
依
然
と
し
て
大
き
な
困
難
を
残
す
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
道
徳
性
は
彼
ら
自
身
の
自
発
性
に
委
さ
れ
て
あ
る
の
に
、
し
か
も
そ
れ
は
、
従
わ
し
め

ら
れ
た
階
級
に
於
い
て
は
、
す
で
に
不
充
分
な
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
も

し
解
放
さ
れ
た
人
々
に
於
い
て
道
徳
の
真
の
組
織
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、

こ
の
組
織
は
、
つ
い
に
不
可
避
的
と
判
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
実
証
的
諸
基
礎
の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
る
ほ
か
な
い
で

あ
ろ
う
。
な
お
ま
た
、
か
か
る
実
証
的
基
礎
の
使
用
を
有
職
階
級
だ
け
に
制
限
す
る
こ
と
は
ど
う
か
と
言
う
に
、
こ
の

制
限
に
よ
っ
て
我
々
の
大
き
な
哲
学
的
構
造
の
性
質
を
変
ぜ
し
め
て
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
の
み
な
ら
ず
、

今
日
の
よ
う
に
、こ
の
容
易
な
解
放
を
予
想
す
る
知
的
教
養
が
す
で
に
極
め
て
普
通
と
な
っ
て
い
る
時
代
に
於
い
て
は
、

い
な
む
し
ろ
殆
ど
普
遍
化
さ
れ
て
い
る
時
代
に
於
い
て
は
、
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
こ
の
制
限
は
、
明

ら
か
に
空
想
に
終
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
払
っ
て
古
代
の
知
的
制
度
を
維
持
せ
ん
と
す

る
空
し
き
希
望
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
た
経
験
的
方
策
は
、
今
日
し
ば
し
ば
見
受
け
る
よ
う
に
、
結
局
に
於
い
て
、
大
多

数
の
能
動
的
識
者
か
ら
、
一
切
の
道
徳
理
論
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
帰
着
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ト
（Jésuites

）
は
、近
代
的
知
的
解
放
よ
り
生
じ
た
無
政
府
状
態
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

道
徳
的
堕
落
を
発
達
さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
一
方
に
於
い
て
、
彼
ら
を
支
持
す
る
有
力
な
人
物
た
ち
の
一
切
の
私

的
非
行
を
称
揚
す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
い
て
は
、
家
庭
か
ら
子
供
た
ち
を
取
り
上
げ
、
か
く
し
て
一
般
的
解
放
運
動
を

最
も
よ
く
妨
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
気
で
道
徳
的
発
達
を
危
険
に
曝
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
擁
護



一
四
三

人
間
道
徳
の
体
系
化

者
た
る
権
力
者
た
ち
の
不
道
徳
に
対
し
て
は
目
を
つ
ぶ
り
、
進
歩
に
与
し
な
い
よ
う
に
子
供
た
ち
を
コ
レ
ジ
（collèges

）

に
閉
じ
籠
め
る
、
こ
れ
が
ジ
ュ
ジ
ュ
イ
ト
の
な
し
た
二
大
罪
悪
で
あ
る
。

２　
「
最
大
の
形
而
上
学
者
」
と
は
、
カ
ン
ト
を
指
す
。
コ
ン
ト
は
つ
ね
に
カ
ン
ト
を
最
大
の
形
而
上
学
者
と
呼
ん
で
い
た
。

３　

こ
れ
は
、カ
ン
ト
が
『
実
践
理
性
批
判
』
に
於
い
て
、純
粋
実
践
理
性
の
要
請
と
し
て
の
「
霊
魂
の
不
死
」
と
「
神
の
存
在
」

と
を
説
い
た
こ
と
を
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ン
ト
の
こ
の
点
に
関
す
る
コ
ン
ト
の
批
評
が
妥

当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
学
者
間
に
議
論
が
あ
る
。

第
三
節　

実
証
的
な
る
一
の
精
神
的
権
威
の
必
要

五
三　
そ
れ
故
に
我
々
は
、
道
徳
の
名
に
於
い
て
実
証
的
精
神
の
普
遍
的
優
勢
を
最
後
に
確
立
し
、
か
く
し
て
そ
れ

を
、
道
徳
的
秩
序
の
恒
久
的
条
件
と
し
て
層
一
層
知
的
抑
圧
を
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
、
無
力
な
る
ま
た
混
乱
せ
る
無
資

格
な
組
織
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
、
今
後
熱
心
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
種
々
の
義
務
に
関
し
、
諸
欲

情
の
衝
撃
を
真
に
抑
圧
し
う
る
よ
う
な
、
深
奥
且
つ
活
動
的
な
諸
確
信
を
今
日
打
ち
立
て
う
る
も
の
は
、
た
だ
新
し
い

哲
学
だ
け
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
人
類
に
関
す
る
実
証
的
理
論
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、
そ
し
て
ま
た
人
類
が
現
に

所
有
す
る
巨
大
な
経
験
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
拒
否
し
え
な
い
諸
論
証
は
、
各
個
の
行
為
に
、
各
個

の
習
慣
に
、
ま
た
各
個
の
傾
向
も
し
く
は
感
情
に
固
有
な
、
直
接
或
い
は
間
接
の
、
私
的
ま
た
公
的
の
現
実
的
影
響
を

厳
密
に
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
そ
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
出
て
来
る
或
い
は
一
般
的
或
い
は
特
殊
的
な
諸



一
四
四

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

行
為
規
定
は
、
普
遍
的
秩
序
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
個
人
的
幸
福
に
通
常
最
も
好

都
合
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
大
き
な
主
題
を
、
適
当
に
取
扱
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
私
は
敢
て
断
言
す
る
。
そ
れ
は
、
幾
何
学
そ
の
も
のi i

の
諸
帰
結
と
同
じ
ほ
ど
確
実
な
諸
結
果
を
齎
す
と
。
疑

い
も
な
く
我
々
は
、
多
く
の
道
徳
規
定
が
共
同
生
活
に
充
当
せ
し
め
ら
れ
る
【destinées pourtant à la vie com

m
une

】
と
い

う
こ
と
の
積
極
的
諸
証
拠
を
、
す
べ
て
の
有
識
者
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
諸
種
の
数
学
的
規
則
が
す

で
に
同
様
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
最
も
重
大
な
場
合
に
は
躊
躇
な
く
応
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
我
々
の
船
乗
り
た
ち

が
、
何
ら
理
解
し
な
い
天
文
学
的
諸
理
論
に
対
す
る
信
頼
の
上
に
日
々
彼
ら
の
生
存
を
賭
し
て
い
る
ご
と
き
、
す
な
わ

ち
そ
れ
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
故
に
同
じ
信
頼
が
一
層
重
要
な
諸
観
念
に
対
し
て
与
え
ら
れ
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
？　

そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
か
か
る
実
証
的
制
度
が
平
常
的
に
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
は
、
各
個
の
場

合
に
於
い
て
、
公
衆
の
予
断
か
ら
自
然
に
生
ず
る
力
強
い
衝
動
を
必
要
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
私
が
既
記
の
著
述（
１
）中

で

特
に
説
明
し
た
ご
と
く
、
根
本
的
な
諸
規
定
を
活
溌
に
想
起
し
ま
た
そ
れ
ら
の
適
用
を
聡
明
に
指
導
す
る
よ
う
な
、
一

の
精
神
的
権
威
の
、
或
い
は
消
極
的
或
い
は
積
極
的
な
組
織
的
干
渉
を
、
当
然
必
要
と
す
る
。
か
く
て
こ
の
新
し
い
道

徳
的
力
は
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
が
も
は
や
果
た
し
え
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
の
大
き
な
社
会
的
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
こ
の
道
徳
力
は
、
自
己
に
対
応
す
る
哲
学
の
適
当
な
態
度
を
慎
重
に
利
用
し
つ
つ
、
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
先
行
諸
制
度
の
叡
知
を
自
然
に
自
己
に
合
体
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
実
証
的
精
神
が
、
す
べ
て

i　

信
濃
書
房
版
は
「
そ
の
も
の
」
を
欠
い
て
い
る
が
、
原
著
で
は"que celles de la géom

etrie elle-m
êm

e."



一
四
五

社
会
的
感
情
の
普
遍
的
発
展

の
主
題
に
関
し
て
採
る
と
こ
ろ
の
傾
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
の
天
文
学
が
占
星
術
的
諸
原
理
を
決
定
的
に
抛
棄

し
た
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
原
理
の
支
配
下
に
獲
得
さ
れ
た
一
切
の
正
し
い
諸
観
念
を
、
注
意
深
く
自
己

に
保
存
し
た
。
錬
金
術
に
対
す
る
化
学
の
態
度
も
、
や
は
り
こ
れ
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

１　
『
実
証
哲
学
講
義
』
第
五
七
講
（
第
六
巻
）。

第
三
章　

社
会
的
感
情
の
普
遍
的
発
展

五
四　
こ
こ
で
は
、
実
証
哲
学
の
道
徳
的
側
面
を
充
分
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
義
務
の

感
情（
１
）を

鼓
舞
し
、
ま
た
鞏
固
に
し
、
こ
の
感
情
に
当
然
結
び
つ
い
て
い
る
全
体
の
精
神
を
断
え
ず
発
達
さ
せ
る
た
め
に
、

実
証
哲
学
の
或
い
は
科
学
的
或
い
は
論
理
的
な
固
有
の
構
造
か
ら
結
果
さ
れ
る
継
続
的
傾
向
を
、
指
示
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
一
体
、
こ
の
新
し
い
知
的
組
織
は
、
中
世
の
終
り
以
来
知
的
諸
欲
求
と
道
徳
的
諸
欲
求
と
の
間
に
漸
次
増

大
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
宿
命
的
な
対
立
を
、
自
然
に
消
滅
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
適
当
に
体
系
化
さ
れ

た
す
べ
て
の
現
実
的
思
索
は
、
却
っ
て
道
徳
の
普
遍
的
優
越
を
確
立
す
る
こ
と
に
、
今
後
絶
え
ず
協
力
す
る
の
で
あ
る
。

と
言
う
の
は
、
か
か
る
思
索
に
於
い
て
は
、
社
会
的
見
地
が
、
必
然
的
に
他
の
す
べ
て
の
実
証
的
側
面
の
科
学
的
紐
帯

と
な
り
、
論
理
的
整
調
器
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
か
か
る
配
列
は
、
常
に
人
類
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
秩

序
及
び
調
和
の
観
念
を
親
し
く
発
達
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に
秀
英
者
の
精
神
ば
か
り
で
な
く
、
普
通
人
の
精

神
を
も
当
然
強
く
道
徳
化
す
る
傾
向
を
有
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
普
遍
的
教
育
の
適
当
な
組
織
は
、
す
べ
て
の
人
間
を
多
少



一
四
六

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

に
拘
ら
ず
実
証
的
に
訓
練
す
る
か
ら
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
の
道
徳
哲
学
に
於
い
て
は
、
義
務
（devoir

）
の
観
念
は
主
他
主
義
（altruism

e

）
の
観
念
と
並
ん
で
、
中
枢
的
・

支
配
的
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
実
証
主
義
は
「
諸
権
利
に
関
す
る
曖
昧

且
つ
騒
然
た
る
論
議
」
を
「
個
々
の
義
務
の
平
静
且
つ
厳
密
な
決
定
」
に
置
き
換
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
者
の
立
場
は
単

な
る
批
判
的
・
消
極
的
な
純
粋
に
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
後
者
の
立
場
は
、
建
設
的
・
積
極
的
な
直
接

に
社
会
的
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
者
は
「
主
我
主
義
の
支
配
す
る
殆
ど
所
動
的
な
一
の
道
徳
」
に
至

る
に
反
し
、
後
者
は
「
慈
悲
心
（charité

）
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
極
め
て
能
動
的
な
一
の
道
徳
」
に
至
る
も
の
だ
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
実
証
主
義
に
於
い
て
は
、「
個
々
の
諸
義
務
を
普
遍
的
諸
権
利
の
尊
重
の
う
ち
に
政
治
的
に
確
立

す
る
代
り
に
、
各
人
の
諸
権
利
を
、
彼
に
対
す
る
他
者
の
諸
義
務
の
結
果
と
考
え
る
」
の
で
あ
る
。

第
一
節　

古
代
の
道
徳
規
定
の
個
人
主
義
的
性
質

五
五　
実
際
的
及
び
理
論
的
の
両
方
面
か
ら
、
更
に
一
層
深
く
ま
た
広
く
考
察
す
れ
ば
、
実
証
的
精
神
が
、
そ
の

性
質
上
、
最
も
健
全
な
道
徳
の
第
一
の
必
然
的
基
礎
で
あ
る
社
会
的
感
情
を
、
直
接
に
発
達
せ
し
め
う
る
唯
一
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
古
代
の
知
的
組
織
は
、
極
め
て
不
完
全
な
現
実
的
成
功
し
か
齎
し
え
な
い
よ
う
な
、
骨
の
折

れ
る
間
接
的
な
諸
方
策（
１
）の
援
け
に
よ
っ
て
し
か
、
社
会
的
感
情
を
刺
戟
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
言
う
の
は
、

神
学
的
哲
学
の
傾
向
が
本
質
的
に
は
個
人
的
で
あ
り
、
し
か
も
司
祭
階
級
の
叡
知
で
は
、
か
か
る
傾
向
の
自
然
的
影
響



一
四
七

社
会
的
感
情
の
普
遍
的
発
展

を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
現
在
に
於
い
て
は
、
固
有
の
意
味
の
形
而
上
学
的
精
神
に
関

し
て
も
、
右
の
必
然
的
傾
向
が
少
な
く
と
も
経
験
的
に
は
認
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
精
神
が
到
達
し
え
た
唯
一

の
実
質
的
理
論
は
、
今
日
多
く
の
対
立
的
意
見
に
も
拘
ら
ず
一
般
に
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
主
我
主
義
（égoism

e

【égoïsm
e

】）
の
不
祥
な
学
説
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
本
体
論
の
支
持
者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
偏
向
に
対
し
て
慎

重
に
抗
議
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
そ
れ
に
対
し
て
最
後
に
置
き
代
え
え
た
も
の
は
、
実
践
に
無
効
果
な
、

漠
然
た
る
或
い
は
支
離
滅
裂
な
諸
観
念
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
傾
向
は
、ま
こ
と
に
悲
し
む
べ
き
で
あ
る
が
、

し
か
し
非
常
に
持
続
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
一
般
に
想
像
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
一
層
深
く

根
を
下
ろ
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
こ
の
傾
向
は
、
形
而
上
学
的
哲
学
の
、
必
然
的
に
個
人
的
な
性
質
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
形
而
上
学
的
哲
学
の
根
本
論
理
は
、
固
有
の
意
味
の
「
直
観
」（intuition

）
に
帰

着
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
直
観
は
、
明
ら
か
に
何
ら
の
集
合
的
適
用
に
も
耐
え
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
空
虚
な
論
理
の
不
可
避
的
な
結
果
と
し
て
、
形
而
上
学
的
哲
学
の
考
察
は
、
つ
ね
に
個
人
の
み
に
制
限
さ
れ
、
事

実
上
決
し
て
種
の
研
究
を
包
摂
し
え
な
い
。
こ
の
哲
学
が
通
常
定
立
す
る
と
こ
ろ
の
諸
公
式
は
、
こ
の
哲
学
そ
の
も
の

の
根
本
精
神
を
、
素
樸
的
に
翻
案
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
形
而
上
学
者
に
と
っ
て
支
配
的
な

思
惟
は
、
い
つ
で
も
「
我
」（m

oi

）
の
思
惟
で
あ
る
。
他
の
す
べ
て
の
存
在
は
、
よ
し
人
間
的
諸
存
在
で
す
ら
も
、
唯

一
の
消
極
的
観
念
の
う
ち
に
雑
然
と
包
含
さ
れ
、
か
く
て
そ
れ
ら
の
漠
然
た
る
総
和
は
、「
非
我
」（non-m

oi

）
を
構

成
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
我
々
」（nous

）
な
る
観
念
は
、
そ
こ
で
は
、
直
接
に
は
何
ら
顕
著
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て



一
四
八

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
主
題
を
一
層
深
く
検
討
し
て
見
る
な
ら
ば
、
他
の
す
べ
て
の
方
面
に
於
け

る
と
等
し
く
、
こ
の
点
に
於
い
て
も
や
は
り
、
形
而
上
学
が
理
論
的
に
も
歴
史
的
に
も
神
学
そ
の
も
の
か
ら
出
て
い
る

こ
と
、
形
而
上
学
が
神
学
の
一
つ
の
破
壊
的
変
形
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実

に
於
い
て
、
恒
久
的
自
我
（personnalité constante

）
の
こ
の
特
質
は
、
特
に
神
学
的
思
惟
に
属
し
、
し
か
も
こ
の
思

惟
に
於
い
て
一
層
直
接
的
な
活
力
を
有
た
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
神
学
の
遵
奉
者
た
ち
は
、
本
質
的
に
個
人
的

な
利
益
を
追
求
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
彼
ら
に
於
い
て
は
、
他
の
す
べ
て
の
考
慮
が
個
人
的
利
益
の
優
越
性
の
う
ち
に

必
然
的
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
真
の
自
己
抛
棄
は
、
当
時
危
険
な
偏
向
と
見
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
最
も

崇
高
な
犠
牲
的
精
神
す
ら
も
そ
れ
を
鼓
舞
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
空
想
的
な
諸
利
益

と
現
実
的
な
諸
利
益
と
の
間
に
頻
繁
に
起
っ
た
対
立
は
、
社
会
の
利
益
の
た
め
に
大
な
る
犠
牲
を
命
じ
う
る
よ
う
な
道

徳
的
訓
練
の
一
つ
の
強
力
な
手
段
を
、
僧
侶
階
級
の
叡
知
に
提
供
し
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
種
の
犠
牲
は
、
畢
竟
諸
利
益

の
慎
重
な
均
衡
に
帰
着
す
る
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
外
見
上
の
犠
牲
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
間
性
に

内
部
的
な
慈
悲
及
び
無
私
の
諸
感
情
が
、
神
学
的
組
織
を
通
し
て
、
ま
た
或
る
点
で
は
そ
れ
の
間
接
的
刺
戟
の
下
に
、

発
現
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
感
情
は
、
こ
の
組
織
に
よ

っ
て
、
よ
し
そ
の
発
達
を
抑
止
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
言
え
、
そ
れ
ら
の
特
質
は
一
つ
の
重
大
な
変
更
を
受
け
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
感
情
の
真
の
性
質
と
真
の
強
さ
と
を
、
恐
ら
く
ま
だ
充
分
に
知
ら
ず
に

い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
今
ま
で
、
そ
れ
固
有
の
作
用
を
直
接
示
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
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ら
ず
ま
た
、
我
々
は
次
の
ご
と
き
推
測
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
神
学
信
奉
者
が
自
己
の
最
も
追
求
す
る
諸

利
益
に
対
し
て
な
す
と
こ
ろ
の
、
右
の
よ
う
な
主
我
的
諸
打
算
の
継
続
的
習
慣
が
、
他
の
す
べ
て
の
方
面
に
関
し
て
と

等
し
く
、
漸
次
的
近
似
性
に
よ
っ
て
、
人
間
の
う
ち
に
、
用
心
と
警
戒
心
と
そ
し
て
最
後
に
主
我
心
と
を
過
度
に
発
達

さ
せ
た
こ
と
、
し
か
し
こ
れ
は
人
間
の
根
本
的
構
成
が
要
求
す
る
よ
り
遥
か
に
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
一

層
よ
い
道
徳
組
織
の
下
に
於
い
て
は
、
縮
小
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
推
測
の
可
否
は
と

に
か
く
と
し
て
、
神
学
的
思
想
が
、
そ
の
性
質
上
本
質
的
に
個
人
的
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
決
し
て
集
合
的
で
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
異
論
を
挿
む
余
地
が
な
い
。
事
実
に
於
い
て
、
信
仰
の
目
を
も
っ
て
見
れ
ば
、
殊
に
一
神
観
的
信
仰
の

目
を
も
っ
て
見
れ
ば
、
社
会
生
活
な
る
も
の
は
、
そ
れ
固
有
の
目
的
を
有
た
ぬ
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
存
在
し
な

い
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
思
惟
に
於
い
て
は
、
人
間
的
社
会
が
直
接
に
提
供
し
う
る
も
の
は
、
殆
ど
偶
然
的
ま
た
一
時

的
結
合
に
よ
る
単
な
る
諸
個
人
の
聚
合
（agglom

ération

【
凝
集
・
集
積
】）
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
各
聚
合
に
於

け
る
個
人
は
、
た
だ
自
己
自
身
の
救
い
に
没
頭
し
、
他
人
の
救
い
へ
の
参
与
は
、
義
務
の
課
す
る
最
高
の
諸
規
定
に
従

っ
て
自
己
の
救
い
を
一
層
好
都
合
な
ら
し
め
る
有
力
な
手
段
と
し
て
以
外
に
は
、
決
し
て
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
我
々
は
、
司
祭
階
級
が
、
公
衆
の
本
能
の
適
当
な
刺
戟
の
下
に
於
い
て
、
極
め
て
不
完
全
な
哲
学
を
永
い
間

実
際
上
非
常
に
有
効
に
活
用
せ
し
め
た
慎
重
さ
を
、
つ
ね
に
敬
意
を
も
っ
て
嘆
称
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
正
当
な
感
謝
は
、
神
学
を
、
そ
れ
固
有
の
予
備
的
目
的
が
達
成
さ
れ
た
後
ま
で
も
、
人
為
的
に
存
続
さ
せ



一
五
〇

実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性

る
理
由
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、我
々
の
知
的
及
び
情
的
性
質
の
全
体
に
一
層i i

適
合
す
る
組
織
の
時
代
が
、

今
や
す
で
に
到
来
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

１　
「
間
接
的
方
策
」
と
は
、
死
後
に
於
け
る
賞
罰
を
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
節　

実
証
的
道
徳
の
主
他
主
義
的
性
質

五
六　
実
証
的
精
神
は
、
神
学
的
精
神
も
し
く
は
形
而
上
学
的
精
神
と
反
対
で
、
そ
れ
自
体
の
特
徴
的
な
現
実
性
の

結
果
と
し
て
、
最
高
度
に
ま
た
何
ら
の
努
力
を
要
せ
ず
し
て
、
直
接
的
に
社
会
的
で
あ
る
。
実
証
的
精
神
に
と
っ
て
は
、

存
在
し
う
る
も
の
は
「
人
類
」
だ
け
で
あ
っ
て
、
固
有
の
意
味
の
人
間（
１
）（hom

m
e proprem

ent dit

）
な
る
も
の
は
存

在
し
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
我
々
の
発
達
は
、
こ
れ
を
い
ず
れ
の
関
係（
２
）か

ら
考
察
し
見
て
も
、
当
然
社
会
に
因
る

か
ら
で
あ
る
。
も
し
人
々
が
「
社
会
」（société

）
と
い
う
観
念
を
、
今
日
な
お
我
々
の
知
性
の
一
つ
の
抽
象
物
と
考

え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
古
い
哲
学
組
織
の
影
響
を
未
だ
脱
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
を
言
え
ば
「
個
人
」

（individu

）
と
い
う
観
念
こ
そ
、
少
な
く
と
も
我
々
の
種
に
於
い
て
は
か
か
る
特
質
を
有
つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
実

際
に
於
い
て
新
哲
学
の
全
体
は
、
実
際
的
生
活
に
於
い
て
も
思
索
的
生
活
に
於
い
て
も
、
各
個
の
人
間
が
す
べ
て
の
人

間
に
種
々
の
形
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
断
え
ず
明
瞭
な
ら
し
め
て
行
く
傾
向
を
取
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

そ
の
結
果
我
々
は
、
す
べ
て
の
時
と
す
べ
て
の
場
所
に
適
当
に
広
げ
ら
れ
て
い
る
社
会
的
連
帯
（solidarité sociale

）

i　

信
濃
書
房
版
は
「
一
層
」
を
欠
い
て
い
る
。
原
著
は"d'une économ

ie plus conform
e à l'ensem

ble"
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の
感
情
を
、知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
深
く
植
え
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
単
に
公
善
の
積
極
的
探
究
が
、

通
例
私
的
幸
福
【le bonheur privé

】
を
保
証
す
る
最
適
の
様
式
と
し
て
示
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
い
。
更
に
ま
た
、
よ
り

直
接
で
あ
る
と
同
時
に
よ
り
純
粋
で
あ
り
、
そ
し
て
結
局
に
於
い
て
効
果
的
で
あ
る
一
つ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
寛
大
な

諸
傾
向
を
で
き
る
だ
け
最
も
完
全
に
運
用
す
る
こ
と
が
、
た
と
い
例
外
的
に
は
不
可
避
的
な
内
部
的
満
足
以
外
の
他
の

報
い
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
で
も
、
個
人
的
幸
福
【la félicité personnelle

】
の
主
た
る
淵
源
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
何
人
も
疑
い
え
な
い
よ
う
に
、
幸
福
【le bonheur

】
が
聡
明
な
活
動
か
ら
特
に
結
果
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以

上
、
よ
し
我
々
の
構
造
が
同
情
的
諸
本
能
に
通
例
優
勢
な
活
力
を
賦
与
し
な
い
と
し
て
も
、
幸
福
は
主
と
し
て
こ
れ
ら

の
同
情
的
諸
本
能
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
社
会
的
状
態
に
於
い
て
自
由
に
発
達
し

う
る
の
は
た
だ
慈
悲
的
諸
感
情
（sentim

ents bienveillants

）
の
み
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
社
会
的
状
態
は
一
方
に
於
い

て
、
主
我
的
諸
衝
動
の
自
然
的
発
達
よ
り
生
ず
る
不
断
の
闘
争
に
、
一
種
の
恒
久
的
な
抑
圧
を
加
え
る
こ
と
を
当
然
必

要
と
す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
い
て
慈
悲
的
諸
感
情
に
無
際
限
の
領
域
を
開
拓
し
て
、
漸
次
そ
れ
ら
を
自
然
に
鼓
舞
す

る
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
き
広
大
な
社
会
的
拡
大
に
於
い
て
は
、
各
人
は
、
自
己
を
永
存
せ
し
め
よ
う
と
す
る
傾
向

に
対
す
る
常
態
的
な
満
足
を
再
発
見
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
傾
向
は
、
曾
つ
て
は
、
そ
の
後
我
々
の
知
的
進
化
と
相

容
れ
な
く
な
っ
た
諸
幻
想（
３
）（illusions

）
の
助
け
に
よ
っ
て
、
満
足
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
個
人
は
、

種
に
よ
っ
て
し
か
自
己
を
延
長
せ
し
め
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
結
果
、
単
に
現
在
の
み
な
ら
ず
、
更
に
過
去
の
、
そ

し
て
殊
に
未
来
に
亙
る
彼
の
全
集
合
的
存
在
と
緊
密
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
で
き
う
る
限
り
最
も
完
全
に
種
に
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合
体
す
る
よ
う
に
導
か
れ
、
か
く
て
現
実
的
諸
法
則
の
全
体
が
各
個
の
場
合
に
於
い
て
容
認
す
る
よ
う
な
、
極
め
て
緊

張
し
た
生
命
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
新
哲
学
に
よ
れ
ば
、二
種
の
生
命
（
す
な
わ
ち
個
人
の
生
命
と
種
の
生
命
）

は
、
同
一
の
根
本
目
的
を
有
ち
、
同
一
の
進
化
法
則
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
則
は
、
個
人
も
種
も
不
断
に
進
歩

す
る
と
い
う
こ
と
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
進
歩
の
主
た
る
目
的
は
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く（
４
）、
個
人
に
対
し

て
も
種
に
対
し
て
も
、
人
間
的
属
性
を
、
す
な
わ
ち
知
性
と
結
社
性
と
の
結
合
を
、
固
有
の
意
味
の
動
物
性
【l'anim

alité 

proprem
ent dite

】
に
対
し
て
勝
た
し
め
る
こ
と
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
哲
学
の
教
示
は
、
個
人
と
種
と

の
同
一
視
を
、我
々
に
一
層
容
易
な
ら
し
め
、ま
た
一
層
深
く
感
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。一
体
我
々
の
す
べ
て
の
感
情
は
、

直
接
且
つ
習
慣
的
の
使
用
に
よ
っ
て
以
外
に
は
、
発
達
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
か
か
る
使
用
は
、
諸
感
情
が

最
初
微
力
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
一
層
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
人
間
に
関
す
る
真
の
知
識
を
よ
し
経
験

的
に
せ
よ
有
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
は
、
社
会
的
本
能
の
固
有
且
つ
能
動
的
発
達
に
対
し
、
実
証
的
精
神
が
古
い
神
学

＝
形
而
上
学
的
精
神
に
比
し
遥
か
に
適
合
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
以
上
説
明
す
る
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
て
実
証
的
精
神
の
こ
の
優
越
性
は
、
極
め
て
顕
著
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
適
切
な
諸
属
性
が
そ
れ
に
対

応
す
る
諸
制
度
に
よ
っ
て
好
都
合
に
実
現
さ
れ
う
る
遥
か
以
前
に
於
い
て
、
公
衆
的
理
性
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
充
分

認
め
る
で
あ
ろ
う
。

１　
「
固
有
の
意
味
の
人
間
」
と
は
、
十
八
世
紀
の
哲
学
者
た
ち
の
考
え
た
よ
う
な
意
味
の
「
人
間
」
で
あ
るi i

。
十
八
世
紀

i　

"Pour lui, l’hom
m

e proprem
ent dit n’existe pas,

人
そ
の
も
の
（
人
自
体
）
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
「
人
」。
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哲
学
に
於
け
る
「
人
間
」
は
、
抽
象
的
に
考
え
ら
れ
た
「
人
間
」
で
あ
る
が
、
殊
に
ル
ソ
ー
の
ご
と
き
は
、
社
会
的
要
素

を
全
部
剥
奪
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
人
間
」
の
真
の
存
在
を
把
握
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
観
念
の
非
現
実
性

を
最
も
早
く
非
難
し
た
の
は
、
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
殊
に
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
・
メ
ー
ス
ト
ル
で
あ
っ
て
、
ド
・
メ
ー
ス

ト
ル
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
意
味
の
「
人
間
」
は
世
界
の
何
処
に
も
現
実
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
本
文
に
於
け
る
コ
ン

ト
の
考
え
は
、
コ
ン
ト
に
於
い
て
最
も
根
本
的
な
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
ド
・
メ
ー
ス
ト
ル
か
ら
継
承

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。【
岩
波
版
で
は
更
に
〈
―
―
ド
・
メ
ー
ス
ト
ル
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
の
コ
ン
ト
に
対
す
る
一

般
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
哲
学
と
社
会
学
と
の
交
渉
」（「
思
想
」
第
七
十
六
号
―
―
昭
和
十
二
年
一
月

特
輯
フ
ラ
ン
ス
哲
学
号
）
参
照
。〉】

２　

道
徳
的
、
知
的
、
物
質
的
の
各
方
面
を
指
す
。

３　

神
学
派
の
霊
魂
不
滅
の
教
義
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

４　

四
五
参
照
。



一
五
四

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

第
三
篇　

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

第
一
章　

優
秀
な
る
民
衆
教
育
の
制
度

第
一
節　

現
在
の
環
境
の
諸
傾
向

五
七　
以
上
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
今
日
支
配
権
を
争
っ
て
い
る
二
哲
学
の
い
ず
れ
よ
り
も
新
哲
学
が
勝
っ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
の
序
論
の
許
す
範
囲
内
に
於
い
て
―
―
も
ち
ろ
ん
詳
細
は
前
掲
の
著
述（
１
）に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
―

―
す
で
に
知
的
見
地
か
ら
明
ら
か（
２
）に
さ
れ
た
ご
と
く
、
今
や
社
会
的
見
地
か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
た（
３
）。
そ
こ
で
い
よ
い

よ
こ
の
概
観
の
仕
上
げ
の
部
分（
４
）に

入
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
先
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
実
証
的
な
哲
学

的
精
神
と
、
現
代
の
経
験
が
為
政
者
側
及
び
被
治
者
側
の
両
方
面
に
漸
次
優
勢
な
ら
し
め
て
来
た
と
こ
ろ
の
、
経
験
的

で
は
あ
る
が
聡
明
な
諸
傾
向
と
の
間
に
自
然
に
好
都
合
な
相
互
関
係
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
既
述
の
ご
と
く

実
証
学
派
の
意
図
は
、
一
の
不
毛
な
政
治
的
動
揺
に
巨
大
な
知
的
運
動
を
置
き
換
え
る
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
の
学
派
は
、

一
の
組
織
的
な
検
討
を
試
み
た
結
果
と
し
て
、
今
日
公
衆
的
理
性
と
諸
政
府
の
慎
重
な
心
づ
か
い
と
が
、
固
有
の
意
味

の
諸
制
度
の
定
立
に
努
力
す
る
こ
と
に
対
し
一
致
し
て
無
関
心
乃
至
嫌
悪
の
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
、
了
解
す
る

と
共
に
承
認
す
る
。
と
い
う
の
は
、
現
時
の
ご
と
く
知
的
無
政
府
状
態
が
続
い
て
い
る
限
り
は
、
よ
し
仮
に
諸
制
度
が

つ
く
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
何
ら
充
分
な
合
理
的
基
礎
を
有
ち
え
な
い
た
め
に
、
全
く
一
時
的
ま
た
過
渡
的
な
諸

効
果
し
か
生
じ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
根
本
的
な
無
秩
序
を
消
滅
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
と
こ
ろ

の
新
学
派
は
、
い
か
な
る
可
能
な
諸
方
法
に
よ
っ
て
こ
の
無
秩
序
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
証
学
派



一
五
五

優
秀
な
る
民
衆
教
育
の
制
度

は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
国
内
並
び
に
国
外
の
物
質
的
秩
序
の
継
続
的
維
持
を
主
張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
物
質
的
秩
序
が

維
持
さ
れ
な
い
限
り
、
い
か
な
る
重
要
な
社
会
的
企
劃
も
適
当
に
遂
行
さ
れ
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
充
分
な
推
敲

【élaborée
手
の
込
ん
だ
作
り
】
す
ら
も
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
学
派
は
、
現
下
の
事
態
に
直
ち
に
適
合

す
る
唯
一
の
政
治
的
帰
結
が
―
―
但
し
こ
の
事
態
は
、
一
の
深
大
な
道
徳
的
無
秩
序
中
に
於
い
て
何
ら
か
の
政
治
的
秩

序
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
、
結
局
解
決
不
可
能
な
問
題（
５
）を
常
に
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
政
治
的
帰
結
に
重
大

な
諸
困
難
を
示
唆
し
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
に
一
の
特
別
な
価
値
を
賦
与
す
る
に
止
め
る
―
―
今
日
到
る
処
に
於
い
て
熱

心
に
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
を
正
当
と
し
て
弁
護
し
且
つ
鼓
舞
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
証

学
派
は
、
単
に
未
来
に
対
し
て
努
力
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
現
存
諸
学
派
の
信
用
を
根
本
的
に
失
墜

せ
し
め
る
た
め
に
努
力
す
る
そ
の
直
接
的
傾
向
に
よ
っ
て
、
現
下
の
重
大
な
作
業
に
も
直
接
に
参
加
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
実
証
学
派
は
、
諸
学
派
の
任
務
が
互
い
に
対
立
的
な
も
の
で
あ
る
に
反
し
、
こ
の
両
者
を
結
合
し
、
し
か
も
神
学

派
に
固
有
な
後
退
の
、
ま
た
形
而
上
学
派
に
固
有
な
無
政
府
状
態
の
危
険
に
陥
る
こ
と
な
し
に
、
却
っ
て
神
学
派
よ
り

も
よ
り
建
設
的
、
形
而
上
学
派
よ
り
も
よ
り
進
歩
的
た
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
よ

り
も
一
層
よ
く
任
務
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
や
諸
国
の
政
府
は
、
も
ち
ろ
ん
暗
黙
的
に
で
は
あ
る
が
、
過
去

へ
復
帰
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
企
図
を
、
ま
た
諸
国
の
人
民
は
、
諸
制
度
を
顛
覆
し
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
企
図
を
、

根
本
的
に
抛
棄
し
て
し
ま
っ
た
。
故
に
新
哲
学
は
、
こ
の
両
者
に
対
し
て
た
だ
、
す
で
に
到
る
処
に
於
い
て
、
そ
の
基

礎
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
（
そ
し
て
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
特
に
真
先
に
そ
の
組
織
化
が
完
成
さ



一
五
六

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
）
習
慣
的
諸
傾
向
を
、
換
言
す
れ
ば
自
由
と
深
慮
と
を
、
要
求
す
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
実
証
学
派
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
的
諸
条
件
の
下
に
於
い
て
は
、
一
方
に
於
い
て
、
よ
し
そ
れ
が
何
人
の
手
中
に

あ
る
に
せ
よ
一
切
の
現
実
的
権
力
を
鞏
固
な
ら
し
め
る
と
共
に
、
他
方
に
於
い
て
こ
の
権
力
者
た
ち
に
道
徳
的
義
務
を

課
し
、
こ
れ
を
人
民
た
ち
の
真
の
欲
求
に
漸
次
合
致
さ
せ
る
よ
う
に
、
努
力
す
る
の
で
あ
る
。

１　
『
実
証
哲
学
講
義
』。

２　

本
『
序
論
』
の
二
よ
り
三
七
ま
で
は
、
実
証
的
精
神
の
知
的
優
越
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

３ 

本
『
序
論
』
の
三
八
よ
り
五
六
ま
で
は
、
同
じ
く
実
証
的
精
神
の
社
会
的
優
越
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

４　

本
『
序
論
』
の
五
七
よ
り
七
七
ま
で
は
、
こ
の
序
論
の
仕
上
げ
の
部
分
で
あ
っ
て
、
実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件
を
論
じ

た
も
の
で
あ
る
。

５　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、社
会
の
再
建
作
業
は
、先
ず
知
的
、次
に
道
徳
的
、最
後
に
政
治
的
の
順
で
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
た
が
っ
て
、
道
徳
的
基
礎
の
確
立
に
先
立
っ
て
政
治
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
結
局
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
四
一
参
照
。

五
八　
西
欧
諸
国
の
政
府
及
び
人
民
が
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
争
い
え
ぬ
事
実
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
一
寸
考
え
る
と
、
今
日
新
哲
学
に
対
す
る
本
質
的
の
障
礙
は
、
こ
の
哲
学
の
主
唱
者
た
ち
自
身
の
無

能
と
怠
慢
か
ら
来
る
障
礙
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
層
深
く
吟
味
し
て
見
る
と
、
事
実



一
五
七

優
秀
な
る
民
衆
教
育
の
制
度

は
全
く
逆
で
、
こ
の
哲
学
は
、
強
力
な
諸
抵
抗
を
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
殆
ど
す
べ
て
の
精
神
中
に
発
見
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
哲
学
の
主
た
る
推
敲
【élaboration

】
に
直
接
協
力
す
る
に
当
り
、
人
々
の
精
神
に

要
求
さ
れ
る
刷
新
が
、
可
成
り
困
難
な
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
不
可
避
的
な
反
対
が
本
質
的
に
神
学

的
も
し
く
は
形
而
上
学
な
精
神
だ
け
か
ら
し
か
起
ら
な
い
の
で
あ
る
な
ら
、そ
れ
は
殆
ど
現
実
的
重
要
性
を
有
た
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
特
に
実
証
的
研
究
に
専
心
す
る
人
間
が
日
々
に
そ
の
数
を
増
し
且
つ
勢
力
を
増
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て

こ
れ
ら
の
人
々
か
ら
強
力
な
支
持
を
受
け
う
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
不
幸
に
し
て
―
―
も
ち
ろ
ん
そ
の
理
由

は
容
易
に
説
明
で
き
る
が
―
―
、
新
学
派
が
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
恐
ら
く
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
、
最

小
の
援
助
と
最
大
の
妨
害
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
科
学
か
ら
直
接
発
出
し
た
一
つ
の
哲
学
は
、
今
日
そ
の
最
も

恐
る
べ
き
敵
を
、
こ
れ
ら
の
科
学
の
研
究
者
た
ち
自
身
の
う
ち
に
恐
ら
く
見
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
遺
憾
な
衝
突
の

主
た
る
淵
源
は
、
現
在
の
科
学
的
精
神
を
根
柢
的
に
特
徴
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
盲
目
的
且
つ
分
散
的
な
特
殊
化

（spécialisation

）
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
科
学
的
精
神
の
か
か
る
特
殊
化
は
、
後
に
明
瞭
に
説
明
す
る
通
り（
１
）、

研
究

さ
れ
る
諸
現
象
が
漸
次
複
雑
性
を
増
し
て
来
た
に
連
れ
て
、
研
究
者
の
精
神
が
必
然
的
に
部
分
的
に
形
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
科
学
発
達
の
準
備
期
に
於
い
て
は
、
か
か
る
特
殊
化
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
る
に

ア
カ
デ
ミ
の
危
険
な
慣
習
は
、
そ
し
て
殊
に
幾
何
学
者
た
ち
は
、
今
日
に
於
い
て
も
な
お
、
か
か
る
状
態
を
継
続
せ
し

め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
か
か
る
状
態
に
於
い
て
は
、
各
個
の
知
性
は
知
的
体
系
の
僅
少

な
部
分
に
対
し
て
の
み
、
真
の
実
証
性
を
発
達
せ
し
め
う
る
だ
け
で
、
残
り
の
全
部
は
、
一
の
曖
昧
な
神
学
＝
形
而
上



一
五
八

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

学
的
思
惟
の
下
に
遺
さ
れ
る
か
、
或
い
は
、
一
層
抑
圧
的
な
経
験
主
義（
２
）に

委
棄
【abandonne

放
棄
・
遺
棄
】
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
種
々
の
科
学
的
研
究
の
全
部
に
適
応
す
る
よ
う
な
真
の
実
証
的
精
神
は
、
右
の
状
態
に
於
い
て
自
然
に
馴

ら
さ
れ
た
人
た
ち
に
は
、
結
局
充
分
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
終
る
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
不
可
避
的
傾

向
に
漸
次
馴
ら
さ
れ
て
来
た
た
め
に
、
固
有
の
意
味
の
科
学
者
た
ち
（savants proprem

ent dits

）
は
、
我
々
の
世
紀

に
於
い
て
、
一
般
的
観
念
（idée générale

）
に
対
し
て
打
破
し
難
い
嫌
悪
の
情
を
抱
く
よ
う
に
、
ま
た
い
か
な
る
哲

学
的
観
念
を
も
現
実
的
に
全
然
判
定
し
え
な
い
よ
う
に
、
大
抵
導
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
か
か
る
対
立

が
い
か
に
怖
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
最
初
知
的
習
慣
の
相
違
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
に
拘

ら
ず
、
次
い
で
、
右
の
習
慣
に
対
応
す
る
種
々
の
利
害
関
係
に
ま
で
拡
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な

ら
、
よ
く
会
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
【O

n sentira m
ieux

】。
現
在
の
科
学
的
思
惟
は
、
殊
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
私

が
す
で
に
指
摘
し
た
著
述（
３
）に

於
い
て
詳
細
に
挙
示
し
た
ご
と
く
、
こ
の
不
祥
な
特
殊
化
【désastreuse

悲
惨
な spécialité

】

に
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
か
る
に
新
哲
学
は
、
直
接
に
全
体
的
精
神
（esprit d’ensem

ble

）
を
要
求
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
今
日
す
で
に
成
立
し
て
い
る
一
切
の
研
究
を
社
会
的
発
達
に
関
す
る
新
生
科
学
に
永
久
に
従
属
せ
し
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
哲
学
は
、
こ
の
哲
学
に
思
索
的
支
柱
を
直
接
提
供
し
う
る
唯
一
の
階
級

の
偏
見
と
癖
情
と
の
中
に
於
い
て
、
却
っ
て
積
極
的
ま
た
消
極
的
の
深
刻
な
反
感
を
当
然
招
く
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
こ

の
階
級
か
ら
は
、
今
後
永
い
間
純
粋
に
個
人
的
な
賛
同
を
、
し
か
も
他
の
方
面
に
比
し
て
恐
ら
く
一
層
稀
に
期
待
し
う

る
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ろ
う
（
原
注
）。



一
五
九

優
秀
な
る
民
衆
教
育
の
制
度

原
注　
現
代
の
学
者
の
大
部
分
は
、
経
験
的
に
細
目
的
精
神
（esprit de détail

）
を
尊
重
す
る
が
、
ま
た
彼
ら
は
す
べ
て
の

普
遍
化
に
対
し
て
盲
目
的
な
反
感
を
抱
く
が
、
こ
の
悪
癖
は
特
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
諸
ア
カ
デ
ミ
の
習
慣
的
会
合

に
よ
っ
て
非
常
に
助
長
さ
れ
て
い
る
。
実
際
こ
れ
ら
の
ア
カ
デ
ミ
に
於
い
て
は
、
種
々
の
分
析
的
偏
見
が
相
互
に
強
め
ら

れ
、
個
人
的
利
害
関
係
が
最
も
し
ば
し
ば
過
度
に
濫
用
さ
れ
、
そ
し
て
今
後
勝
利
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
綜
合
的
思

惟
に
対
し
、
一
種
の
恒
久
的
一
揆
（ém

eute perm
anente

）
が
自
然
と
組
織
さ
れ
て
い
る
。
半
世
紀
前
に
革
命
的
精
神
を

特
色
づ
け
た
と
こ
ろ
の
進
歩
の
本
能
は
、
こ
れ
ら
の
ア
カ
デ
ミ
の
本
質
的
危
険
を
漠
然
と
な
が
ら
感
じ
た
た
め
に
、
こ
の

種
の
時
代
後
れ
の
諸
組
合
を
直
ち
に
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
ア
カ
デ
ミ
は
、
実
証
的
精

神
の
予
備
的
推
敲
に
は
適
当
な
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
最
後
の
体
系
化
に
対
し
て
は
漸
次
妨
害
と
な
っ
て
来
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
大
胆
な
処
置
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
対
す
る
一
般
の
批
評
は
誤
っ
て
は
い
る
が
、
当
時
と
し
て
は
時

期
尚
早
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
諸
弊
害
は
、
当
時
ま
だ
充
分
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
と
き
す
で
に
こ
れ
ら
の
科
学
的
組
合
が
、
そ
の
性
質
に
耐
え
う
る
だ
け
の
主
た
る
任
務
を
完

了
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
復
活
以
後
は
、
そ
れ
ら
の
現
実
的
影
響
は
、
結
局
に
於
い
て
、
知
的
大

進
化
の
事
実
上
の
進
行
に
対
し
、
有
利
で
あ
っ
た
よ
り
も
遥
か
に
多
く
有
害
で
あ
っ
た
。

１　

本
『
序
論
』
七
〇
参
照
。

２　

コ
ン
ト
が
「
経
験
主
義
」
の
名
で
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
に
関
し
て
は
、
本
『
序
論
』
一
五
参
照
。

３　
『
実
証
哲
学
講
義
』
第
六
巻
、
第
五
七
講
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
カ
デ
ミ
に
対
す
る
コ
ン
ト
の
批
評
は
、
本
文
及
び
原
注
に



一
六
〇

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

於
い
て
も
ほ
ぼ
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
頗
る
峻
烈
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
（L’institut de France

）
は
次
の
五
つ
の

ア
カ
デ
ミ
か
ら
成
立
し
て
い
る
。（
１
）
我
が
国
で
一
般
に
「
フ
ラ
ン
ス
翰
林
院
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

ア
カ
デ
ミ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
（A

cadém
ie française

）、（
２
）「
科
学
ア
デ
カ
ミ
」（A

cadém
ie des Sciences

）、（
３
）「
道
徳
・

政
治
科
学
ア
カ
デ
ミ
」（A

cadém
ie des Sciences m

orales et politiques

）、（
４
）「
碑
銘
及
び
文
学
ア
カ
デ
ミ
（A

cadém
ie 

des Inscriptions B
elles-Lettres

）、（
５
）「
芸
術
ア
カ
デ
ミ（A

cadém
ie des B

eaux-A
rts

）。
こ
れ
ら
の
ア
カ
デ
ミ
の
う
ち
、

「
道
徳
・
政
治
科
学
ア
カ
デ
ミ
」
を
除
く
四
つ
は
、
十
七
世
紀
に
リ
シ
ュ
リ
ユ
（R

ichelieu

）、
コ
ル
ベ
ー
ル
（C

olbert

）、

マ
ザ
ラ
ン
（M

azarin
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
発
達
し
、
革
命
に
於
い
て
一
度
廃
棄
さ
れ
た
が
、「
国

民
議
会
」（C

onvention
）
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
、
新
た
に
「
道
徳
・
政
治
科
学
ア
カ
デ
ミ
」
を
設
立
す
る
と
共
に
一
つ

に
結
合
さ
れ
て
「
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
」
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
七
九
五
年
）。
原
注
に
於
い
て
は
、
コ
ン
ト
は

諸
ア
カ
デ
ミ
を
一
様
に
批
難
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
の
目
標
は
主
と
し
て
「
科
学
ア
カ
デ
ミ
」
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
は
生
物
学
の
発
達
に
す
ら
貢
献
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
面
の
権
威
者
た

ち
、
殊
に
ビ
シ
ャ
（M

arie François X
avier B

ichat

）、
ブ
ル
セ
ェ
（François Joseph V

ictor B
roussais

）、
ガ
ル
（Franz 

Joseph G
all

）
が
会
員
た
る
を
え
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
会
員
中
に
於
い
て
も
、
真
に
偉
大
で
あ
っ
た
ラ
マ
ル
ク

（Lam
arck

）
や
ド
・
ブ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
（H

enri M
arie D

ucrotay de B
lainville

）
が
、
浅
薄
な
キ
ュ
ヴ
ィ
エ
（C

uvier

）
の

下
位
に
立
た
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
単
に
『
実
証
哲
学
講
義
』
に
於
い
て
ば
か
り
で
な
く
、後
の
『
実
証
政
治
体
系
』

に
於
い
て
も
、
コ
ン
ト
は
し
ば
し
ば
「
科
学
ア
カ
デ
ミ
」
の
攻
撃
を
し
て
い
る
。
曰
く
。「
僧
侶
と
言
え
ど
も
、
い
な
大

学
で
す
ら
も
、
学
士
院
ほ
ど
、
そ
し
て
殊
に
科
学
ア
カ
デ
ミ
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
青
年
を
、
そ
の
現
在
の
使
命
が
要
求
す
る

結
合
的
同
情
的
諸
傾
向
か
ら
、
甚
だ
し
く
逸
脱
せ
し
め
た
も
の
は
な
い
」
と
。



一
六
一

優
秀
な
る
民
衆
教
育
の
制
度

第
二
節　

普
遍
的
教
育
の
必
要

五
九　
こ
の
よ
う
に
実
証
学
派
に
対
し
て
は
、
今
日
い
わ
ゆ
る
思
索
大
衆
（m

asse spéculative

）
が
自
然
に
一
致

し
て
あ
ら
ゆ
る
抵
抗
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
抵
抗
を
適
当
に
克
服
す
る
一
般
的
方
策
は
、
た
だ
一
つ

し
か
な
い
。
そ
れ
は
、
普
遍
的
良
識
に
直
接
に
ま
た
持
続
的
にi i

訴
え
て
、
今
後
活
動
大
衆
（m

asse active

）
の
う
ち

に
主
要
な
科
学
的
諸
研
究
の
結
果
を
普
及
し
、
そ
し
て
そ
こ
で
自
己
の
哲
学
的
推
敲
の
必
須
的
基
礎
を
築
く
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
種
の
予
備
的
諸
研
究
は
、
従
来
は
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
諸
科
学
を
支
配
す
る
経
験
的
特
殊
化
の
精
神
に
よ

っ
て
当
然
指
向
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
、
宛
も
何
ら
か
の
独
占
的
職
業
を
特
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
か
の
ご
と
く
、
常
に
考
え
ら
れ
ま
た
導
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
遣
り
方
は
、
最
も
多
く
の

閑
暇
を
有
つ
者
に
対
し
て
す
ら
、
数
種
の
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
を
、
も
し
く
は
、
健
全
な
一
般
的
諸
概
念
を
作
る
に

必
要
な
限
り
の
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
不
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
種
の
教
授

を
普
遍
的
教
育
に
充
当
す
る
た
め
に
は
、
右
の
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
普
遍
的
教
育
に
於

い
て
は
、
右
の
教
授
の
性
質
と
方
向
と
を
必
然
的
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
傾
向
と
全
く
反

対
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
公
衆
【le public
】
は
、
幾
何
学
者
、
天
文
学
者
、
化
学
者
、
等
々
た
る
こ

と
を
欲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
た
だ
、
根
本
的
諸
観
念
に
還
元
さ
れ
た
す
べ
て
の
科
学
を
、
同
時
に
欲
す
る

i　

信
濃
書
房
版
は
「
直
接
に
ま
た
持
続
的
に
」
を
欠
く
。
原
著
で
は"un appel direct et soutenu au bon sens"

と
。



一
六
二

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
に
必
要
な
も
の
は
、
我
々
の
偉
大
な
モ
リ
エ
ー
ル
の
極
め
て
著
名
な
表
現
を
借
り
れ
ば
、

「
全
体
に
関
す
る
も
ろ
も
ろ
の
知
識
」（
１
）（des clartés tout

）
で
あ
る
。
公
衆
の
側
に
於
け
る
、
諸
科
学
に
対
す
る
か
か
る

同
時
的
要
求
は
、
彼
ら
が
こ
れ
ら
の
研
究
の
抽
象
的
ま
た
一
般
的
目
的
を
、
人
間
的
諸
知
識
の
全
体
の
唯
一
の
基
礎
と

し
て
考
え
る
場
合
に
の
み
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
右
の
場
合
に
比
し
て
よ
り
直
接
的
で

は
な
い
が
、
種
々
の
具
体
的
適
用
に
対
し
て
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
各
個
の
適
用
は
、
自
然
哲
学
の

い
ず
れ
か
の
一
部
門
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
多
少
と
も
他
の
す
べ
て
の
部
門
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

主
要
な
実
証
的
諸
研
究
の
弘
布
は
、
今
日
に
あ
っ
て
は
、
公
衆
に
於
い
て
す
で
に
強
く
唱
え
ら
れ
て
い
る
主
張
を
、
す

な
わ
ち
、
諸
科
学
は
科
学
者
の
専
有
物
で
な
く
て
特
に
公
衆
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
漸
次

考
え
て
来
た
と
こ
ろ
の
公
衆
の
主
張
を
、
単
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
諸

科
学
の
普
及
は
、
そ
れ
が
適
当
に
発
達
し
た
暁
に
は
、
好
都
合
な
自
然
的
反
作
用
に
よ
っ
て
、
現
在
の
科
学
的
精
神
を

根
本
的
に
変
革
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
は
、
科
学
的
精
神
を
そ
の
盲
目
的
・
分
散
的
特
殊
性
か
ら
脱
却
さ
せ
、
そ

し
て
こ
の
精
神
に
、
そ
れ
の
根
本
的
使
命
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
真
の
哲
学
的
特
質
を
漸
次
取
得
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
方
法
は
、
固
有
の
意
味
の
思
索
階
級
【la classe spéculative proprem

ent dite

】
の
外
部
に
於
い
て
、
今
日

思
慮
あ
る
大
衆
に
よ
る
公
平
且
つ
確
実
な
一
大
法
廷
を
漸
次
自
然
的
に
つ
く
り
う
る
唯
一
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
法

廷
の
前
に
は
、
多
く
の
誤
っ
た
科
学
的
意
見
は
、
す
な
わ
ち
、
最
近
二
世
紀
間
の
準
備
工
作
に
特
有
な
見
解
が
真
に
実

証
的
な
諸
理
論
と
著
し
く
混
淆
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
ま
た
か
か
る
諸
論
議
が
普
遍
的
良
識
に
直
接
従



一
六
三

優
秀
な
る
民
衆
教
育
の
制
度

属
せ
し
め
ら
れ
な
い
限
り
当
然
悪
変
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
諸
意
見
は
、
不
可
避
的
に
死
の
宣
告
を
受
け
ね
ば
な
ら

ぬ
で
あ
ろ
う
。
想
う
に
今
日
の
ご
と
く
、
我
々
の
過
渡
的
状
態
に
よ
く
適
応
す
る
よ
う
な
一
時
的
規
準
か
ら
し
か
直
接

的
効
果
を
期
待
し
え
な
い
時
に
あ
っ
て
は
、哲
学
的
諸
研
究
の
全
体
に
対
す
る
か
か
る
一
般
的
支
柱
の
必
要
な
組
織
は
、

現
実
的
諸
知
識
の
全
的
通
俗
化
が
現
在
生
ぜ
し
め
う
る
主
な
社
会
的
結
果
で
あ
ろ
う
。か
く
て
公
衆
は
新
学
派
に
対
し
、

右
の
組
織
が
彼
ら
に
対
し
て
な
す
貢
献
と
同
値
の
貢
献i i

を
な
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

１　

des clartés de tout
は
、
モ
リ
エ
ー
ル
が
死
の
前
年
に
公
に
し
た
戯
曲　
『
学
者
ぶ
る
女
た
ち
』（Les fem

m
es savantes, 

1672

）
の
第
一
幕
第
三
場
に
、
次
の
よ
う
な
句
の
中
に
出
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。Je consens qu’une fem

m
e ait des 

clartés de tout

（
私
は
、
女
が
全
体
に
関
す
る
も
ろ
も
ろ
の
知
識
を
有
つ
こ
と
に
は
賛
成
で
す
）。

六
〇　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
偉
大
な
結
果
は
、
も
し
右
の
教
育
が
、
た
だ
一
つ
の
階
級
―
―
た
と
い
そ
れ
が
い
か
ほ

ど
多
数
の
人
間
の
属
す
る
階
級
で
あ
っ
て
も
―
―
だ
け
に
継
続
的
に
指
し
向
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
充
分
獲
得
さ
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
故
に
我
々
は
、
失
敗
に
帰
す
る
こ
と
な
き
よ
う
に
、
科
学
教
育
を
つ
ね
に
す
べ
て
の
人
間
を
目
当
て
と
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
か
か
る
教
育
運
動
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
る
平
常
的
状
態
に
於
い
て
は
、
す
べ
て

の
階
級
が
無
例
外
的
ま
た
無
差
別
的
に
、
現
実
的
諸
観
念
の
総
和
か
ら
結
果
さ
れ
る
よ
う
な
基
本
哲
学
（philosophie 

prem
ière

）
に
対
し
同
一
の
根
本
的
欲
求
を
つ
ね
に
示
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
哲
学
は
、
か
か
る
状
態
に
於
い

i　

信
濃
書
房
版
で
は
「
彼
ら
に
対
し
て
な
す
貢
献
を
」
と
し
て
お
り
、「
と
同
値
の
貢
献
」
を
欠
く
。
原
著
は"un plein équivalent des 

services que cette organisation lui procurera."

と
あ
り
、
岩
波
版
を
採
用
す
る
。



一
六
四

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

て
は
人
間
の
実
際
的
及
び
思
索
的
叡
知
の
体
系
的
基
礎
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
曾
つ
て
ク
リ
ス
ト

教（
１
）の
普
遍
的
教
育
が
果
た
し
て
い
た
緊
要
な
社
会
的
任
務
を
、
更
に
一
層
適
当
に
遂
行
す
る
使
命
を
有
つ
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
新
哲
学
派
に
と
っ
て
極
め
て
必
要
な
こ
と
は
、
そ
の
発
端
か
ら
、
そ
れ
の
基
本
的
特
質
で
あ
る
と
こ
ろ
の

社
会
的
普
遍
性
を
、
で
き
る
だ
け
発
達
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
社
会
的
普
遍
性
は
、
結
局
そ
れ
の
主

た
る
目
的
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
日
そ
れ
が
遭
遇
す
る
と
こ
ろ
の
種
々
の
障
礙
に
対
す
る
、
最
大
の
抗
争
力
た

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

１　

コ
ン
ト
は
、
ク
リ
ス
ト
教
殊
に
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
教
育
方
針
を
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
カ
ト
リ
ク
的
教

育
が
万
人
に
対
し
て
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
は
、
知
的
及

び
道
徳
的
一
般
教
育
の
一
の
根
本
的
組
織
を
確
立
し
た
が
、
こ
の
組
織
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
一
切
の
階
級
に
、
す
な
わ
ち

奴
隷
階
級
（servage

）
に
ま
で
も
一
様
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
を
漸
次
的
に
更
新
す
る
た
め
に
頗
る
役
立

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
カ
ト
リ
ク
教
育
は
、
時
代
の
諸
事
情
と
、
そ
れ
の
基
礎
を
な
す
教
義
と
に
由
来

す
る
重
大
な
る
欠
陥
の
故
に
、
中
世
に
し
か
適
合
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
代
っ
て
今
日
同
一
の
社

会
的
任
務
を
果
た
そ
う
と
す
る
の
が
、
実
証
学
派
の
企
図
す
る
普
遍
的
教
育
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
曰
く
。「
古
代
社

会
に
於
い
て
は
、
カ
ト
リ
ク
教
育
は
あ
ま
り
に
革
命
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
代
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
も
は
や

屈
従
的
な
非
妥
当
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ク
教
育
の
機
能
は
、
古
代
的
社
会
生
活
か
ら
近
世
的
社
会
生
活
へ

の
永
い
困
難
な
推
移
を
指
導
す
る
に
あ
っ
た
。
し
か
る
に
個
人
の
解
放
が
一
度
【
ひ
と
た
び
】
達
成
さ
る
る
に
及
び
、
労
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働
大
衆
は
そ
の
勢
力
を
伸
長
し
、階
級
と
し
て
の
真
の
地
位
に
ま
で
上
り
う
る
に
至
っ
た
。、そ
し
て
そ
れ
と
共
に
彼
ら
は
、

彼
ら
の
知
的
及
び
殊
に
道
徳
的
欲
求
が
、
も
は
や
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
よ
っ
て
は
全
然
充
足
せ
し
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
実
証
政
治
体
系
』
第
一
巻
）
と
。

第
三
節　

実
証
的
教
育
の
本
質
的
に
民
衆
的
な
る
職
分

六
一　
実
証
学
派
の
右
の
よ
う
な
必
然
的
傾
向
を
よ
く
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
、
最
初
本
能
的
次
い
で
組
織
的
な

私
の
根
本
的
確
信
は
、
久
し
い
以
前
に
於
い
て
、
本
『
汎
論
』
に
叙
述
さ
れ
た
よ
う
な
教
授（
１
）を

、
特
に
最
も
多
数
人
を

包
含
す
る
階
級
に
向
っ
て
継
続
的
に
な
す
よ
う
に
、
私
に
決
意
さ
せ
た
。
事
実
に
於
い
て
こ
の
階
級
は
現
在
純
粋
神
学

的
教
育
が
漸
次
廃
用
に
帰
し
た
結
果
と
し
て
、
す
べ
て
の
規
則
的
な
教
育
を
剥
奪
さ
れ
た
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る（
２
）。
と
い

う
の
は
、
神
学
的
教
育
に
一
時
置
き
換
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
或
る
種
の
形
而
上
学
的
・
文
学
的
教
育
は
、
た
だ
有
識

者
た
ち
（lettrés

）
だ
け
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
庶
民
大
衆
に
対
し
て
こ
れ
と
同

じ
よ
う
な
教
育
が
全
然
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
の
か
か
る
継
続
的
処
置
の
重
大
さ
と
新
奇
性
（nouveauté

）
が
、

適
当
に
評
価
さ
れ
ん
こ
と
を
、
ま
た
敢
て
言
う
こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
模
倣
さ
れ
ん
こ
と
を
、
熱
心
に
希
望
す
る
。

そ
の
た
め
に
私
の
考
え
る
教
育
が
い
か
な
る
階
級
を
も
決
し
て
除
外
し
て
は
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
私
が
今
日
特
に

無
産
者
（prolétaires

）
と
新
哲
学
派
と
の
精
神
的
接
触
の
必
要
を
主
張
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、そ
の
主
要
な
諸
理
由
を
、

こ
こ
で
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
３
）。
も
ち
ろ
ん
か
か
る
接
近
に
対
し
て
は
、
一
方
の
側
に
於
け
る
熱
心
さ
の
不
足
と
他
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方
の
側
に
於
け
る
向
上
心
の
不
足
と
の
た
め
に
、
若
干
の
障
礙
が
現
実
に
持
ち
来
た
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
現
下
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
う
ち
、
固
有
の
意
味
の
民
衆
が
、
そ
の
特
殊
な
地
位

の
結
果
か
ら
生
ず
る
諸
傾
向
と
諸
欲
求
の
故
に
、
結
局
に
於
い
て
、
新
哲
学
を
快
く
受
け
取
る
よ
う
に
最
も
よ
く
準
備

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
が
こ
の
哲
学
の
う
ち
に
、
彼
ら
の
知
的
並
び
に
社
会
的
の
主
た
る
支
柱

を
最
後
に
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
容
易
に
認
め
う
る
こ
と
で
あ
る
。

１　
『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
の
全
内
容
（
序
論
を
除
い
て
）
は
、
コ
ン
ト
が
一
八
四
四
年
ま
で
十
四
年
の
間
労
働

者
の
た
め
に
毎
年
繰
り
返
し
な
し
た
無
料
公
開
講
義
で
あ
る
。

２　

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
諸
議
会
に
於
い
て
は
、教
育
制
度
の
問
題
は
一
つ
の
重
大
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
憲
法
議
会
（La 

C
onstituante

）
に
於
い
て
も
、
ま
た
国
民
議
会
（La C

onvention

）
に
於
い
て
も
、
国
民
教
育
委
員
会
は
、
憲
法
委
員
会
、

外
交
委
員
会
等
々
と
並
ん
で
大
い
に
活
躍
し
た
。
憲
法
議
会
に
提
出
さ
れ
た
教
育
制
度
案
で
最
も
著
名
な
も
の
は
、
コ
ン

ド
ル
セ
の
案
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
ド
ル
セ
の
案
は
、
未
決
定
の
ま
ま
国
民
議
会
に
持
ち
越
さ
れ
た
が
、
彼
の
失
脚
と
共
に

国
民
議
会
に
於
い
て
も
採
択
さ
れ
ぬ
こ
と
に
な
り
、
他
の
案
が
通
過
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
民
議
会
は
教
育
制
度
を

決
定
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
制
度
は
永
く
実
行
に
移
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
コ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
民
衆
は
、
永

く
無
教
養
の
ま
ま
で
放
置
さ
れ
て
あ
っ
た
。
革
命
よ
り
普
仏
戦
争
（
一
八
七
〇
年
）
に
至
る
永
い
期
間
中
、
フ
ラ
ン
ス
の

労
働
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
最
も
知
性
が
低
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
事
実
を
注
意
し
な
い
な
ら
ば
、
コ
ン
ト
が
何

故
に
普
遍
的
教
育
、
殊
に
労
働
者
の
教
育
の
必
要
を
叫
ん
だ
か
、
と
い
う
こ
と
の
理
由
が
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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３　

こ
れ
ら
の
諸
理
由
は
、
以
下
の
六
二
―
―
六
六
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

六
二　
さ
て
、
無
産
者
と
新
哲
学
派
と
の
接
触
を
必
要
と
す
る
第
一
の
理
由
は
、
そ
の
性
質
が
特
に
消
極
的
の
も

の
で
あ
る
が
、
深
き
吟
味
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
こ
の
主
題
に
関
し
一
見
重
大
な
困
難
を
齎
す

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
事
実
を
、
換
言
す
れ
ば
、
今
日
民
衆
が
一
切
の
思
索
的
教
義
を
欠
い
て
い
る
事
実
を
、
正
し
く
判

断
し
た
結
果
起
っ
た
理
由
で
あ
る
。
疑
い
も
な
く
、
例
え
ば
、
私
の
天
文
哲
学
の
通
俗
的
講
義
の
差
し
向
け
ら
れ
る
す

べ
て
の
人
々
が
、
若
干
の
基
本
的
な
数
学
的
知
識
を
有
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
は
、
た
し
か
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
か
か
る
数
学
的
知
識
は
、
天
文
学
の
理
解
を
効
果
的
な
ら
し
め
る
と
同
時
に
、
容
易
な
ら
し
め
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
私
自
身
そ
れ
を
仮
定
し
て
講
義
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
ご
と
く
実

証
的
教
育
が
一
部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
時
代
に
は
、
そ
し
て
殊
に
フ
ラ
ン
ス
の
ご
と
く
、
そ
れ
が
、
本
質
的
に
は
エ
コ

ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク（
１
）と
か
医
学
校
と
か
に
結
び
つ
く
よ
う
な
若
干
の
特
殊
的
職
業
に
限
定
さ
れ
て
い
る
処
で
は
、
こ
の

種
の
欠
如
は
、
現
在
の
他
の
大
部
分
の
諸
階
級
に
於
い
て
も
、
等
し
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
欠
如

は
、
決
し
て
我
々
の
無
産
者
た
ち
だ
け
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
な
お
ま
た
、
今
日
教
養
あ
る
諸
階
級
が
受
け
て
い

る
よ
う
な
正
規
の
教
育
の
習
慣
的
欠
点
に
つ
い
て
は
、
も
し
そ
れ
を
民
衆
の
精
神
に
現
実
的
不
利
を
齎
す
も
の
で
な
く

て
顕
著
な
利
益
を
与
え
る
も
の
と
言
う
な
ら
ば
、
私
は
そ
れ
が
哲
学
的
誇
張
に
陥
る
も
の
で
な
い
か
を
、
懸
念
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
種
の
教
育
に
対
す
る
批
難
は
、
不
幸
に
し
て
極
め
て
容
易
に
で
き
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
こ
で
は
こ
の
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批
難
に
立
ち
戻
る
こ
と
は
し
な
い
。
と
言
う
の
は
、
か
か
る
批
難
は
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
多
く
な
さ
れ
て
い
る
の
み
な

ら
ず
、
思
慮
あ
る
人
々
は
日
常
の
経
験
に
よ
っ
て
、
漸
次
そ
れ
の
正
し
さ
を
是
認
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
我
が
国

の
青
年
は
、
今
日
で
も
依
然
と
し
て
、
最
初
言
葉
の
次
に
本
体
の
か
か
る
空
虚
な
教
育
に
貴
重
な
年
月
を
濫
費
し
て
い

るi i

。
し
か
し
こ
の
準
備
教
育
ほ
ど
、
実
際
生
活
上
の
い
や
思
索
生
活
す
ら
の
日
常
行
為
に
対
し
、
不
合
理
な
そ
し
て
根

本
に
於
い
て
危
険
な
準
備
教
育
は
、
今
日
の
と
こ
ろ
考
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
こ
の
種
の
準
備
教

育
を
受
け
る
者
は
、
そ
の
大
部
分
が
、
あ
ら
ゆ
る
知
的
作
業
に
対
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
打
ち
勝
ち
難
い
嫌
悪
の
情
を

懐
く
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
危
険
は
、
こ
の
教
育
に
よ
っ
て
特
別
に
一
層
深
く
仕
込
ま
れ
た
者
に
於
い
て

は
、
更
に
重
大
な
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
実
生
活
に
対
す
る
不
適
合
、
世
俗
的
職
業
に
対
す
る
蔑
視
、
い
か
な

る
実
証
的
観
念
を
も
適
当
に
判
断
し
え
ざ
る
こ
と
、
及
び
こ
の
無
能
力
に
由
来
す
る
実
証
的
観
念
に
対
す
る
反
感
、
こ

れ
ら
は
、
今
日
彼
ら
を
し
て
し
ば
し
ば
不
毛
な
形
而
上
学
的
混
乱
を
助
成
せ
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
形
而
上
学
的

混
乱
は
、
右
の
誤
っ
た
教
育
に
よ
っ
て
発
達
せ
し
め
ら
れ
た
不
安
な
個
人
的
諸
主
張
に
よ
っ
て
、
や
が
て
政
治
的
混
乱

へ
と
導
か
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
直
接
に
影
響
を
与
え
る
も
の
は
、
古
代
に
固
有
な
社
会
類
型
の
不
完
全
な

観
念
に
優
越
性
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
的
結
社
性
に
対
す
る
理
解
を
一
般
に
妨
げ
る
と
こ
ろ
の
、
間
違
っ
た
歴

史
的
教
養
で
あ
る
。
実
際
、
今
日
種
々
の
方
面
に
於
い
て
人
間
事
件
を
指
導
し
て
い
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
準
備
教
育
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
我
々
は
、
彼
ら
が
最
も
些
細
な
主
題
に

i　

こ
な
れ
な
い
訳
だ
が
、
最
初
は
言
葉m

ots

次
に
は
実
体entites

と
い
う
無
駄
な
教
育instruction

に
結
果
し
、
貴
重
な
云
々
。
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関
し
、
い
や
単
な
る
物
質
的
な
主
題
に
関
し
て
す
ら
も
し
ば
し
ば
表
示
す
る
と
こ
ろ
の
恥
ず
べ
き
無
知
に
対
し
て
、
ま

た
、
巧
み
に
言
う
術（
２
）を

、
そ
れ
の
応
用
が
い
か
に
矛
盾
も
し
く
は
危
険
で
あ
ろ
う
と
も
、
す
べ
て
の
上
位
に
置
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
本
質
を
軽
視
し
て
形
式
を
尊
重
す
る
彼
ら
の
傾
向
に
対
し
て
、
更
に
ま
た
、
我
々
の
知
的
無
政

府
状
態
か
ら
日
々
生
ず
る
と
こ
ろ
の
あ
ら
ゆ
る
偏
向
を
忘
我
的
に
歓
迎
す
る
今
日
の
教
養
あ
る
諸
階
級
の
特
別
な
傾
向

に
対
し
て
、
敢
て
驚
く
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
我
々
が
こ
の
評
価
か
ら
し
て
却
っ
て
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
こ

れ
ら
の
災
禍
が
一
般
に
あ
ま
り
拡
大
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
我
々
は
、
人
間
の
自
然
的
公
平
と
自
然
的

叡
知
と
を
、
当
然
嘆
美
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
右
の
諸
災
禍
が
拡
大
し
な
い
の
は
、
こ
の
公
平
と
叡
知
と
が
、

我
々
の
文
明
全
体
に
固
有
な
好
都
合
の
刺
戟
の
下
に
於
い
て
、
一
般
教
育
の
誤
っ
た
組
織
か
ら
生
ず
る
こ
れ
ら
の
危
険

な
諸
結
果
の
大
部
分
を
、
自
然
に
抑
止
す
る
た
め
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
教
育
組
織
の
機
能
は
、
中
世
の
終
り
か
ら
今

日
ま
で
何
ら
変
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
最
初
は
神
学
に
対
す
る
、
次
い
で
科
学
に
対
す
る
、
形
而
上
学
的
精
神
の
主
た

る
社
会
的
支
柱
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
浸
潤
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
諸
階
級
が
、
単
に
そ

の
こ
と
だ
け
の
理
由
で
、
こ
の
過
渡
的
哲
学
に
よ
っ
て
余
り
影
響
さ
れ
ず
、
却
っ
て
実
証
的
状
態
に
よ
り
多
く
向
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
コ
ラ
的
教
育
の
欠
如
が
今
日
我
々
の
無
産

者
た
ち
に
得
し
め
た
重
大
な
利
益
で
あ
っ
て
、
こ
の
欠
如
の
た
め
に
、
無
産
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
社
会
的
地
位
に
対
す

る
激
情
が
断
え
ず
組
織
的
に
刺
戟
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
日
々
の
経
験
に
一
致
し
て
、
教
養
あ
る
者
た
ち
の
大
部

分
ほ
ど
種
々
の
騒
々
し
い
詭
弁
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
、
曾
つ
て
永
い
間
、
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七
〇

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

神
学
な
か
ん
づ
く
カ
ト
リ
ク
神
学
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
知
性
が
神
学
か
ら
漸
次
解
放

さ
れ
て
来
て
か
ら
も
、
形
而
上
学
の
依
存
す
る
特
別
な
教
育
と
無
縁
で
あ
っ
た
た
め
に
、
形
而
上
学
は
彼
ら
の
前
を
素

通
り
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
実
証
哲
学
だ
け
が
、
彼
ら
を
根
本
的
に
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
も
の
な

の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
こ
の
最
終
的
哲
学
の
始
祖
た
ち
に
よ
っ
て
大
い
に
主
張
さ
れ
た
予
備
的
諸
条
件
は
、
他

の
い
ず
れ
の
階
級
に
於
い
て
よ
り
も
、
無
産
者
の
階
級
に
於
い
て
よ
く
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
、
も
し
ベ

ー
コ
ン
及
び
デ
カ
ル
ト
の
著
名
な
「
白
紙
状
態
」（table rase

）
が
充
分
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
た
し
か
に
、
現
在
の
無
産
者
た
ち
の
う
ち
に
於
い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
日
の
無
産

者
た
ち
は
、
そ
し
て
殊
に
フ
ラ
ン
ス
の
無
産
者
た
ち
は
、
合
理
的
実
証
性
を
準
備
す
る
よ
う
な
傾
向
の
理
想
型
に
、
他

の
い
ず
れ
の
階
級
よ
り
も
一
層
よ
く
接
近
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

１　

エ
コ
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
（École polytechnique

）
―
―
普
通
我
国
で
は
、「
理
工
科
学
校
」
と
訳
す
。
こ
の
学
校

は
、
革
命
当
時
、
大
学
そ
の
他
既
存
の
学
校
制
度
を
廃
棄
し
た
国
民
議
会
が
、
科
学
的
知
識
を
実
際
生
活
に
適
用
す
る

見
地
か
ら
一
七
九
四
年
に
設
立
し
た
最
高
の
学
校
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
最
初
は
「
中
央
土
木
学
校
」（École centrale des 

Travaux publics

）
と
称
し
た
が
、
翌
一
七
九
五
年
エ
コ
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
と
改
名
さ
れ
た
。
こ
の
学
校
は
爾
後
幾
変

遷
を
経
た
が
、
大
学
が
新
し
い
権
威
を
確
立
す
る
ま
で
、
文
科
方
面
の
「
高
等
師
範
学
校
」（École norm

ale supérieure

）

と
並
ん
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
界
に
貢
献
し
た
。
コ
ン
ト
自
身
、
こ
の
学
校
の
学
生
、
し
か
も
最
も
優
秀
な
学
生
で
あ
っ

た
が
、
学
校
騒
動
の
主
謀
者
と
し
て
退
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
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２　
「
巧
み
に
言
う
術
」（art de bien dire

）
と
は
、
レ
ト
リ
ク
す
な
わ
ち
修
辞
法
（rétorique

【rhétorique

】）
を
指
し
た
も

の
で
あ
る
。

六
三　
し
か
し
な
が
ら
、
健
全
な
哲
学
に
対
す
る
通
俗
的
知
性
の
右
の
自
然
的
傾
向
を
、
一
層
内
部
的
ま
た
一
層

恒
久
的
な
見
地
か
ら
検
討
し
て
見
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
こ
の
傾
向
が
根
本
的
な
連
帯
か
ら
、
す
な
わ
ち
す
で
に
私
が

説
明
し
た
通
り
、
真
の
哲
学
的
精
神
を
こ
の
精
神
の
第
一
の
必
然
的
淵
源
た
る
普
遍
的
良
識
に
直
接
結
び
つ
け
て
い
る

と
こ
ろ
の
根
本
的
連
帯
か
ら
、
結
果
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
に
於
い
て
、
デ
カ
ル
ト

及
び
ベ
ー
コ
ン
に
よ
っ
て
正
当
に
称
揚
さ
れ
た
こ
の
良
識
は
、
今
日
低
い
諸
階
級
の
う
ち
に
、
一
層
純
粋
に
ま
た
一
層

力
強
く
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
ら
が
ス
コ
ラ
的
教
養
を
欠
如
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
曖
昧
且
つ
詭
弁
的
な

諸
風
習
に
あ
ま
り
近
づ
か
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
差
異
は
一
時
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
学
問
あ
る

諸
階
級
が
一
層
よ
い
教
育
を
受
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
漸
次
消
滅
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
な
お
、
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
他
の
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
々
の
日
常
の
業
務
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
の
結
果
と
し
て
、
種
々
の

社
会
的
機
能
が
二
種
の
知
性
に
与
え
る
と
こ
ろ
の
、
知
的
影
響
の
差
異
で
あ
る
。
近
代
人
の
間
に
於
い
て
、
外
部
的

世
界
に
対
す
る
人
類
の
真
の
作
用
が
自
然
に
組
織
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
こ
の
作
用
は
、
所
属
人
数
に
於

い
て
極
め
て
不
等
な
、
し
か
し
な
が
ら
い
ず
れ
も
等
し
く
不
可
欠
な
二
個
の
階
級
の
、
継
続
的
結
合
を
必
要
と
し
て
い

る
。
二
個
の
階
級
と
は
、
固
有
の
意
味
の
企
業
家
（entrepreneurs proprem

ent dits

）
と
直
接
の
作
業
者
（opératives 
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directs

【opérateurs directs

】）
で
あ
る
。
企
業
家
は
つ
ね
に
少
数
で
あ
る
が
、
資
金
及
び
信
用
以
外
に
種
々
の
適
当
な

る
材
料
を
所
有
し
て
各
々
の
仕
事
の
全
体
を
指
揮
し
、
企
業
そ
の
も
の
よ
り
生
ず
る
諸
結
果
に
対
し
て
、
責
任
を
負

う
者
で
あ
る
。
作
業
者
は
、
定
期
的
賃
銀
に
よ
っ
て
生
活
す
る
大
多
数
の
労
働
者
で
あ
っ
て
、
一
種
の
抽
象
的
意
向

（intention abstraite

）
で
も
っ
て
各
個
の
要
素
的
作
業
【actes élém

entaires

初
歩
的or

基
本
的
作
業
】
を
実
行
し
、
し
か
も

こ
れ
ら
の
作
業
の
究
極
的
結
合
に
対
し
特
別
な
顧
慮
を
払
わ
な
い
者
で
あ
る
。
右
の
う
ち
、
自
然
と
直
接
闘
う
の
は
後

者
す
な
わ
ち
作
業
者
で
あ
っ
て
、
前
者
す
な
わ
ち
企
業
家
は
む
し
ろ
社
会
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
根
本
的
差

異
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
、
さ
き
に
我
々
が
産
業
生
活
に
内
在
的
の
も
の
と
見
た
と
こ
ろ
の
、
実
証
的
精
神
を
無
意
識

に
発
達
さ
せ
る
思
索
的
効
果
は
、
通
常
企
業
家
の
う
ち
に
於
い
て
よ
り
は
作
業
者
の
う
ち
に
於
い
て
、
よ
り
よ
く
感
ぜ

し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
働
き
手
た
ち
の
仕
事
は
、
そ
の
性
質
が
一
層
単
純
で
あ
り
、
そ
の
目
的
が
一
層

よ
く
決
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
諸
結
果
は
一
層
近
接
的
、
そ
の
諸
条
件
は
一
層
命
令
的
（im

périeuses

）
だ
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
実
証
学
派
は
、
ひ
と
度
こ
の
広
大
な
社
会
環
境（
１
）中

に
適
当
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の

意
図
す
る
普
遍
的
教
育
に
対
す
る
一
層
容
易
な
接
近
と
、
そ
の
哲
学
的
更
新
に
対
す
る
一
層
活
溌
な
同
情
と
を
、
其
処

で
自
然
に
発
見
し
う
る
筈
で
あ
る
。
と
同
時
に
ま
た
実
証
学
派
は
、
我
々
の
無
産
者
を
真
の
思
索
的
階
級
に
自
然
に
接

近
さ
せ
る
共
通
の
物
質
的
恬
澹
【insouciance

無
頓
着
】
の
結
果
と
し
て
、
そ
し
て
少
な
く
と
も
思
索
的
階
級
が
自
己
の

社
会
的
使
命
に
対
応
す
る
習
俗
を
採
用
す
る
と
き
に
到
れ
ば
、
無
産
者
と
の
間
に
、
前
述
の
知
的
諸
協
和
と
同
等
に
貴

重
な
道
徳
的
諸
類
似
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
幸
い
な
傾
向
は
、
真
の
個
人
的
福
祉
に
対
し
て
と
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等
し
く
、
普
遍
的
秩
序
に
対
し
て
も
好
都
合
の
も
の
で
あ
っ
て
、
将
来
実
証
的
社
会
の
両
極
点
を
構
成
す
る
右
の
二
要

素
間
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
般
的
諸
関
係
が
組
織
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
暁
に
は
、
大
い
に
常
態
的
重
要

性
を
獲
得
す
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
右
の
傾
向
は
、
我
々
の
無
産
者
た
ち
が
彼
ら
の
日
常
の
業
務
の
僅

少
な
余
暇
を
思
索
的
方
面
に
充
て
る
な
ら
ば
、
今
日
か
ら
で
も
、
右
の
新
し
い
結
合
を
根
本
的
に
容
易
な
ら
し
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
の
負
担
が
過
重
で
、
一
切
の
知
的
発
達
が
事
実
上
断
え
ず
妨
げ
ら
れ
る
よ
う
な
、
例

外
的
な
場
合
も
あ
る
に
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
過
重
は
、
普
通
に
は
、
義
務
と
し
て
の
仕
事
の
自
然
的
間
隙
に
精
神

を
自
由
に
処
理
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
、
聡
明
な
向
う
見
ず
（im

prévoyance

）
の
特
質
に
よ
っ
て
償
わ
れ
る
。
実
を
言

え
ば
、
通
例
真
の
閑
暇
を
有
つ
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
特
に
閑
暇
を
恵
ま
れ
て
い
る
と
自
ら
考
え
て
い
る
階
級
の
み

で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
そ
の
財
産
と
そ
の
地
位
と
の
故
に
、
こ
の
階
級
は
通
常
激
し
い
焦
慮
に
忙
殺
さ
れ
、
知
的
並

び
に
道
徳
的
の
、
真
の
平
静
を
有
つ
こ
と
が
で
き
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
こ
の
平
静
は
、
思
索
者
に
と
っ
て

も
作
業
者
に
と
っ
て
も
、
容
易
に
到
り
う
る
状
態
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
両
者
は
い
ず
れ
も
資
本
の
使
用
に
つ
い

て
心
を
悩
ま
す
こ
と
か
ら
自
然
に
解
放
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
日
々
の
生
活
の
自
然
的
規
則
性
か
ら
独
立

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

１　
「
こ
の
広
大
な
社
会
環
境
」
と
は
、
作
業
者
の
大
衆
を
指
す
。

六
四　
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ら
種
々
の
知
的
及
び
道
徳
的
傾
向
が
好
都
合
に
働
く
な
ら
ば
、
哲
学
的
革
新
の
漸
次
的
完
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成
の
不
可
欠
条
件
た
る
実
証
的
教
育
の
普
及
は
、
無
産
者
た
ち
の
う
ち
に
於
い
て
最
も
よ
く
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
ま
た
、
か
か
る
準
備
的
研
究
が
断
え
ず
最
も
純
粋
な
思
索
的
特
質
を
有
ち
う
る
の
も
、
無

産
者
た
ち
の
う
ち
に
於
い
て
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
か
か
る
研
究
は
、
無
産
者
た
ち
の
う
ち
に
於
い
て
は
、
つ
ね
に

貪
欲
な
ま
た
野
心
的
な
計
算
に
没
頭
す
る
上
流
諸
階
級
が
多
少
と
も
直
接
に
主
張
す
る
よ
う
な
利
己
的
諸
見
地
に
よ
っ

て
、
汚
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
無
産
者
た
ち
は
、
実
証
的
研
究
に
於
い
て
、
最
初
先
ず
す
べ
て
の
人
間
叡

知
の
普
遍
的
基
礎
を
探
求
す
る
が
、
後
に
は
こ
の
研
究
は
、
あ
た
か
も
美
術
の
ご
と
く
、
彼
ら
の
日
々
の
労
苦
に
対
す

る
愉
快
な
慰
安
の
対
象
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
無
産
者
の
置
か
れ
て
い
る
不
可
避
的
な
社
会
的
地
位
は
、
こ
の
よ

う
な
或
い
は
科
学
的
或
い
は
芸
術
的
慰
安
を
、
彼
ら
に
対
し
て
非
常
に
貴
重
な
も
の
た
ら
し
め
る
。
そ
れ
故
に
、
も
し

支
配
的
諸
階
級
が
、
却
っ
て
右
の
事
実
の
う
ち
に
か
か
る
教
育
を
無
産
者
た
ち
か
ら
取
上
げ
る
根
本
的
理
由
を
見
出
そ

う
と
す
る
な
ら
、
そ
し
て
最
も
非
一
般
的
な
享
楽
を
聡
明
に
否
認
す
る
と
こ
ろ
の
無
産
者
た
ち
に
対
し
、
何
人
に
も
分

か
ち
え
ら
れ
る
唯
一
の
満
足
を
組
織
的
に
拒
絶
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
解
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
拒

絶
は
、
最
も
し
ば
し
ば
主
我
主
義
及
び
無
反
省
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
人
は
時
に
こ
れ
を
正
当
化
し
て

次
の
ご
と
く
言
っ
て
い
る
。
曰
く
。
思
索
の
か
か
る
通
俗
化
は
、
す
で
に
極
め
て
顕
著
で
あ
る
と
こ
ろ
の
不
幸
な
傾
向

を
普
遍
的
混
乱
に
ま
で
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
無
政
府
状
態
を
甚
だ
し
く
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
。

尤
も
こ
の
懸
念
は
自
然
で
あ
り
、
こ
の
批
難
は
真
の
論
議
に
値
す
る
唯
一
の
重
大
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
懸
念
こ
の
批
難
は
、
よ
し
そ
の
大
部
分
が
善
意
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
、
芸
術
的
で
あ
る
と
共
に
科
学



一
七
五

優
秀
な
る
民
衆
教
育
の
制
度

的
な
実
証
的
教
育
と
、
現
在
組
織
化
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
も
の
た
る
形
而
上
学
的
ま
た
文
学
的
な
教
育
と
を
、
不
合
理

に
混
同
す
る
結
果
か
ら
生
じ
て
い
る
。
事
実
に
於
い
て
、
形
而
上
学
的
＝
文
学
的
教
育
は
、
私
が
す
で
に
指
摘
し
た
通

り
、
諸
有
識
階
級
に
於
い
て
、
極
め
て
混
乱
的
な
社
会
的
作
用
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
も
し
こ
の
教
育

を
無
産
者
に
ま
で
拡
大
す
る
な
ら
ば
、
単
に
物
質
的
諸
業
務
に
対
す
る
嫌
悪
を
発
達
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
法

外
な
野
心
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
に
一
層
危
険
な
結
果
を
齎
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
幸
い
に
も
、
無
産
者

た
ち
は
大
体
に
於
い
て
ま
だ
、
人
々
の
考
え
る
ほ
ど
こ
の
教
育
を
要
求
し
て
は
い
な
い
。
し
か
る
に
、
明
ら
か
に
理
解

さ
れ
適
当
に
指
導
さ
れ
た
実
証
的
諸
研
究
は
ど
う
か
と
い
う
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
少
し
も
か
か
る
悪
影
響
を
与
え
な

い
。い
な
反
対
に
こ
れ
ら
の
研
究
は
、そ
の
性
質
上
、一
切
の
実
際
的
仕
事
に
結
び
つ
き
且
つ
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

彼
ら
の
習
性
を
高
尚
に
し
彼
ら
の
労
苦
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仕
事
に
対
す
る
趣
味
【goût

関
心
】
を
強
め
或

い
は
鼓
舞
す
ら
も
す
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
種
々
の
社
会
的
地
位
の
及
び
そ
の
必
然
的
結
果
の
健
全
な

評
価
に
導
く
の
で
あ
っ
て
、
も
し
そ
れ
ら
が
適
当
に
遂
行
さ
れ
合
理
的
に
採
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
現
実
的
幸
福
が
一
切

の
条
件
と
両
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
か
か
る
研
究
の
結
果
た
る
一
般
哲
学
は
、
人
間
を
い
な
む

し
ろ
人
類
を
、
既
知
の
諸
存
在
中
の
最
高
の
も
の
で
、
現
実
的
諸
法
則
の
総
和
に
よ
っ
て
自
然
的
秩
序
の
あ
ら
ゆ
る
方

面
を
つ
ね
に
で
き
る
限
り
改
善
し
、
し
か
も
何
ら
の
空
想
的
不
安
に
陥
ら
し
め
な
い
も
の
と
し
て
表
象
す
る
。
し
か
し

て
、
こ
の
哲
学
の
か
か
る
傾
向
は
、
人
間
の
威
厳
に
関
す
る
活
溌
な
普
遍
的
感
情
を
、
強
く
振
起
さ
せ
る
。
と
同
時
に

ま
た
、
こ
の
哲
学
は
、
い
か
に
我
々
が
活
動
的
生
活
に
於
い
て
も
思
索
的
生
活
に
於
い
て
も
、
か
く
の
ご
と
く
特
徴
づ



一
七
六

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

け
ら
れ
た
目
的
及
び
類
型
の
遥
か
下
に
つ
ね
に
止
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、か
く
て
人
々
に
、

我
々
の
最
高
の
努
力
を
も
っ
て
し
て
も
根
本
的
な
諸
困
難
の
極
く
一
小
部
分
し
か
打
破
し
え
な
い
こ
と
を
断
え
ず
感
知

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
普
遍
的
感
情
が
促
発
さ
せ
る
過
度
の
自
負
心
を
、
自
然
に
抑
制
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
章　

特
に
民
衆
的
な
る
政
治
の
設
定i i

第
一
節　

民
衆
的
政
治
に
つ
い
て

六
五　
前
述
の
種
々
の
理
由（
１
）は

、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
的
諸
研
究
の
普
及
の
た

め
に
、今
日
民
衆
の
知
性
が
実
証
学
派
の
哲
学
的
活
動
に
断
え
ず
熱
心
に
助
力
す
る
更
に
一
層
強
力
な
諸
理
由
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
無
産
者
の
社
会
的
地
位
に
固
有
な
主
た
る
集
合
的
欲
求
に
関
す
る
諸
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
を
要
約

す
れ
ば
、
今
日
ま
で
特
に
民
衆
的
政
治
は
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
こ
の
政
治
を
確
立
し
う
る
唯
一
の
も
の

は
新
哲
学
で
あ
る
、
と
い
う
に
あ
る
。

１　

六
二
よ
り
六
四
ま
で
に
論
じ
た
諸
理
由
を
指
す
。

六
六　
近
代
の
大
危
機（
１
）の

発
端
以
来
、
民
衆
は
、
単
な
る
補
助
者
と
し
て
以
外
に
は
、
主
要
な
政
治
的
諸
闘
争
に
参

加
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
の
闘
争
に
於
い
て
、
彼
ら
の
一
般
的
地
位
の
若
干
の
改
善
を
期

i　

国
際
実
証
主
義
協
会
版
で
は
、
こ
の
第
二
章
は
次
の
第
六
六
項
か
ら
始
ま
る
。
六
五
項
は
前
章
の
末
と
い
う
扱
い
で
あ
る
。



一
七
七

特
に
民
衆
的
な
る
政
治
の
設
定

待
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
は
、
真
に
彼
ら
に
固
有
な
見
地
も
有
た
ず
、
ま
た
彼
ら
に
固
有
な
目
的
も
考
え
な
か
っ

た
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
政
治
闘
争
に
於
け
る
す
べ
て
の
論
議
は
、
根
本
的
に
は
、
上
層
及
び
中
層
諸
階
級
間
に
集
中
さ

れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
論
議
は
特
に
権
力
の
占
有
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
て
民

衆
が
永
い
間
か
か
る
闘
争
に
直
接
関
心
を
有
た
な
か
っ
た
の
は
、
我
々
の
文
明
の
性
質
が
、
固
有
の
意
味
の
政
治
権
力

へ
の
参
加
に
対
す
る
希
望
と
欲
求
と
を
、
無
産
者
た
ち
に
対
し
て
明
ら
か
に
妨
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
古
く
司

祭
的
ま
た
封
建
的
諸
階
級
の
占
有
し
て
い
た
政
治
的
優
越
性
が
、
一
時
的
に
形
而
上
学
者
た
ち
及
び
法
律
家
た
ち
の
手

に
帰
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
期
待
を
有
つ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
社
会
的
結
果
が
全
部
実
現
さ
れ
た

今
日
、
彼
ら
は
、
政
治
闘
争
に
対
し
て
層
一
層
無
関
心
と
な
っ
た
。
と
言
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
闘
争
は
、
爾
後
空
虚
な

個
人
的
抗
争
に
ま
で
変
形
し
、
そ
の
不
毛
な
延
長
は
い
よ
い
よ
惨
め
さ
を
暴
露
し
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
形
而
上

学
的
焦
慮
は
、
政
治
的
権
利
（droits politiques

）
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
好
餌
と
し
て
、
民
衆
を
こ
れ
ら
の

無
価
値
な
論
議
に
介
在
さ
せ
よ
う
と
日
々
努
力
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
民
衆
は
、
殊
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
は
、
か
か

る
特
権
の
所
有
が
い
か
に
空
虚
で
あ
り
、
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
す
で
に
本
能
的
に
会
得
【com

pris

】

し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
の
ご
と
く
こ
の
所
有
が
制
限（
２
）さ
れ
て
い
る
と
き
に
於
い
て
す
ら
、
こ
の
特
権
は
、
そ
れ

の
専
用
者
の
大
部
分
に
対
し
て
、
何
ら
真
の
利
益
を
齎
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
民
衆
が
権
力
に
つ
い
て

本
質
的
に
利
害
関
係
を
有
つ
の
は
、
何
人
に
よ
っ
て
で
も
そ
れ
が
効
果
的
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
特

に
自
己
の
手
に
権
力
を
掌
握
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
政
治
的
諸
問
題
が
、
い
な
む
し
ろ
社
会
的
諸
問
題
が
つ



一
七
八

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

ね
に
適
当
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
、
権
力
が
そ
の
一
般
的
目
的
を
充
分
に
達
す
る
―
―
近
代
に
於
い
て
は
主
と
し
て
無
産

大
衆
に
関
し
て
―
―
よ
う
に
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
時
が
来
れ
ば
、
人
は
直
ち
に
、
政
治
に
対
す
る
民
衆

の
現
在
の
蔑
視
が
、
決
し
て
危
険
な
無
関
心
に
由
来
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
、
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時

期
の
到
来
す
る
ま
で
は
、
民
衆
の
輿
論
は
、
か
か
る
政
治
的
論
争
に
対
し
て
、
依
然
と
し
て
無
関
心
に
止
ま
る
で
あ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
論
争
は
、
良
き
精
神
（bons esprits

）
の
判
断
に
於
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
の
不
安
定
性

を
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
必
要
な
変
遷
を
、
特
に
遅
延
せ
し
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
言

も
っ
て
言
え
ば
、
民
衆
の
欲
求
の
自
然
的
傾
向
は
、
諸
権
利
に
関
す
る
空
虚
に
し
て
且
つ
喧
噪
な
論
議
が
、
或
い
は
一

般
的
或
い
は
特
殊
的
な
種
々
の
本
質
的
諸
義
務
に
対
す
る
、
多
産
的
且
つ
効
果
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
置
き
換

え
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
民
衆
の
本
能
を
実
証
哲
学
の
社
会
的
作
用
に
荷
担
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
、
緊

密
な
連
結
の
自
然
的
原
理
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
大
い
な
る
変
形
は
、
私
が
す
で
に
最
も
高
い
思
索
的
諸
考
察
に

よ
っ
て
理
由
づ
け
た
と
こ
ろ
の
変
形
と
、
す
な
わ
ち
、
現
在
の
政
治
的
運
動
が
一
の
単
純
な
哲
学
的
運
動
―
―
こ
の

哲
学
的
運
動
の
第
一
の
ま
た
主
な
る
社
会
的
結
果
は
、
各
個
の
個
人
的
も
し
く
は
集
合
的
能
因
（agent individuel ou 

collectif

）
に
対
し
、
根
本
的
調
和
に
最
も
適
す
る
よ
う
な
諸
行
為
規
定
を
命
令
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
の
能
働
的

な
普
遍
的
道
徳
を
鞏
固
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
―
―
に
変
形
す
る
こ
と
と（
３
）、

明
ら
か
に
同
値
の
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
も
し
人
が
右
の
自
然
的
関
係
に
つ
い
て
一
層
熟
慮
を
重
ね
る
な
ら
、
こ
の
決
定
的
変
換
が
実
証
的
精

神
か
ら
し
か
発
出
し
え
な
い
こ
と
、
ま
た
こ
の
変
換
の
唯
一
の
鞏
固
な
支
柱
が
、
今
日
固
有
の
意
味
の
民
衆
の
う
ち
に



一
七
九

特
に
民
衆
的
な
る
政
治
の
設
定

於
い
て
し
か
、
す
な
わ
ち
こ
の
変
換
を
よ
く
理
解
し
且
つ
そ
れ
に
深
い
関
心
を
有
つ
傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
の
民
衆
の
う

ち
に
於
い
て
し
か
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
一
層
よ
く
認
識
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
体
、
上
層
も
し
く
は
中
層
諸
階
級
は
、

彼
ら
に
特
有
な
諸
偏
見
と
諸
欲
情
と
に
妨
げ
ら
れ
て
、そ
の
こ
と
を
充
分
感
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
言
う
の
は
、

通
常
彼
ら
は
、
権
力
の
獲
得
に
由
来
す
る
諸
利
益
を
多
く
考
慮
し
、
権
力
の
誤
っ
た
行
使
か
ら
生
ず
る
諸
危
険
に
つ
い

て
は
、
あ
ま
り
考
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
よ
し
民
衆
が
、
今
日
政
治
的
権
力
の
直
接
的
獲
得
に
無
関
心
で

あ
り
、
ま
た
今
後
も
同
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
決
し
て
、
道
徳
的
権
力
へ
の
、
民
衆
の
必
然

的
且
つ
恒
久
的
参
与
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
道
徳
的
権
力
は
、
普
遍
的
秩
序
に
何
ら
の
危
険
を
も

与
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
却
っ
て
そ
の
大
な
る
日
常
的
利
益
の
故
に
、
真
にi i

万
人
の
近
づ
き
う
る
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、

各
人
が
、
共
通
の
根
本
的
教
理
の
名
に
於
い
て
、
彼
ら
の
種
々
の
本
質
的
諸
義
務
に
対
し
、
権
力
を
も
っ
て
最
高
の
諸

権
能
を
適
当
に
賦
与
し
う
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
を
言
え
ば
、過
渡
的
も
し
く
は
革
命
状
態
に
固
有
な
諸
偏
見
は
、

今
日
の
無
産
者
た
ち
の
う
ち
に
何
ら
か
の
通
路
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
事
実
に
於
い
て
こ
れ
ら
の
偏
見

は
、
無
産
者
た
ち
の
た
め
に
、
固
有
の
意
味
の
政
治
的
諸
手
段
が
無
限
の
力
を
有
つ
と
い
う
、
誤
っ
た
諸
妄
想
を
支
持

し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
偏
見
は
無
産
者
た
ち
に
対
し
て
、
今
日
民
衆
の
も
ろ
も
ろ
の
重
大
な
利
益
が
諸
制
度
そ
の
も
の

に
よ
り
も
諸
意
見
及
び
諸
習
俗
に
い
か
に
多
く
依
存
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
ま
た
現
在
に
於
い
て
不
可
能
な
諸
制
度

の
正
し
い
再
興
が
、
何
よ
り
も
先
ず
一
の
精
神
的
再
建
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
判
断
す
る
こ
と
を
妨
害
し
た
。

i　
「
真
に
」
は
、
信
濃
書
房
版
で
は
「
直
に
」
だ
が
、
原
著
で
は"seul vraim

ent accessible à touts,"



一
八
〇

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

し
か
し
な
が
ら
我
々
は
、
実
証
学
派
が
、
他
の
い
ず
れ
の
精
神
の
う
ち
に
よ
り
も
民
衆
の
精
神
の
う
ち
に
、
有
効
な
教

育
を
遥
か
に
容
易
に
浸
透
さ
せ
う
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
確
か
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
一
方
消

極
的
な
形
而
上
学
は
、
民
衆
の
精
神
に
そ
れ
ほ
ど
根
を
張
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
殊
に
民
衆
の
精
神
の
必
然
的

地
位
に
固
有
な
社
会
的
諸
欲
求
が
、
断
え
ず
刺
戟
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
体
こ
の
社
会
的
諸
欲
求
は
、
本
質
的

に
は
、
一
は
精
神
的
一
は
世
俗
的
な
る
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
性
質
上
互
い
に
強
く
連
繋
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
二
個

の
根
本
的
条
件
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
民
衆
に
必
要
な
こ
と
は
、
第
一
に
正
規
の

教
育
が
、
次
に
規
則
的
労
働
が
、
す
べ
て
の
人
間
に
対
し
て
適
当
に
保
証
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
が

無
産
者
の
真
の
社
会
的
綱
領
【program
m

e social des prolétaires

】
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
民
衆
の
輿
望
に
耐

え
う
る
政
治
は
、
こ
の
二
重
の
目
的
を
当
然
追
求
す
る
政
治
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
か
か
る
特
質
を
自

然
に
備
え
て
い
る
も
の
は
、
明
ら
か
に
、
新
哲
学
派
特
有
の
政
治
理
論
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
私
は
す
で

に
充
分
の
説
明
を
与
え
て
い
る
か
ら
、
余
は
こ
の
『
序
論
』
に
於
い
て
た
び
た
び
指
摘
し
た
著
述
に
譲
り（
４
）、

こ
こ
で
は

こ
れ
以
上
の
解
明
を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
主
題
に
関
し
て
附
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
我
々
の
思
惟
及
び
行
動
の
人
類
の
現
実
的
生
活
へ
の
必
然
的
集
中
が
、
あ
ら
ゆ
る
空
虚
な
妄
想
を
拒
否

し
つ
つ
、
固
有
の
意
味
の
民
衆
を
正
し
い
近
代
哲
学
に
、
道
徳
的
に
も
政
治
的
に
も
強
く
結
び
つ
け
る
傾
向
を
有
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
民
衆
の
正
確
な
本
能
は
、
遠
か
ら
ず
こ
の
哲
学
の
う
ち
に
一
の
力
強

い
新
動
機
を
感
知
し
、
か
く
し
て
社
会
的
実
践
を
、
民
衆
固
有
の
一
般
的
地
位
の
継
続
的
改
善
に
向
わ
し
め
る
で
あ
ろ



一
八
一

特
に
民
衆
的
な
る
政
治
の
設
定

う
。
こ
れ
に
反
し
て
、
古
代
哲
学
に
内
在
的
な
、
架
空
の
諸
希
望
は
、
こ
の
種
の
進
歩
を
、
或
い
は
侮
蔑
的
に
無
視
し
、

或
い
は
一
種
の
永
久
的
延
期
を
も
っ
て
拒
否
す
る
。
そ
れ
は
古
代
哲
学
が
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
不
幸
に
対
す
る
巨
大
な

自
然
的
償
い
を
永
遠
に
希
望
し
、
し
た
が
っ
て
進
歩
に
最
少
の
相
対
的
重
要
性
し
か
認
め
な
い
た
め
で
あ
る
。

１　

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
を
指
す
。

２　

こ
こ
に
現
在
と
は
、『
実
証
的
精
神
論
』
の
執
筆
さ
れ
た
当
時
（
一
八
四
四
年
）、
す
な
わ
ち
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世

の
治
世
を
指
す
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
三
千
四
百
万
に
対
し
、選
挙
人
が
僅
か
に
二
十
四
万
五
千
人
で
あ
っ
た
事
実
が
、

コ
ン
ト
を
し
て
「
政
治
的
権
利
の
所
有
の
制
限
」
と
言
わ
し
め
た
の
で
あ
る
。

３　

五
七
参
照
。

４　
『
実
証
哲
学
講
議
』
第
五
七
講
参
照
。

第
二
節　

政
府
の
採
る
べ
き
態
度

六
七　
以
上
の
要
約
的
吟
味（
１
）は
、
下
層
的
諸
階
級
が
実
証
哲
学
に
対
し
て
必
然
的
に
親
和
的
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ

の
二
者
の
接
触
が
充
分
に
確
立
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
実
証
哲
学
が
こ
れ
ら
の
階
級
の
う
ち
に
知
的
た
る
と
同
時
に
社

会
的
な
主
要
な
自
然
的
支
柱
を
発
見
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
種
々
の
本
質
的
観
点
か
ら
充
分
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
神
学
的
哲
学
は
、
た
だ
上
層
諸
階
級
に
し
か
適
合
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
階
級

の
政
治
的
優
勢
を
永
続
さ
せ
る
こ
と
に
傾
き
、
ま
た
形
而
上
学
的
哲
学
は
特
に
中
層
諸
階
級
に
差
し
向
け
ら
れ
、
こ
れ



一
八
二

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

ら
の
階
級
の
能
動
的
野
心
を
助
成
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
す
べ
て
の
思
慮
的
精
神
は
、
結
局
、
無
産
者
に
於
い
て
一
の

健
全
な
社
会
理
論
を
準
備
す
る
こ
と
を
本
質
的
目
標
と
し
て
実
証
的
諸
研
究
を
組
織
的
に
通
俗
化
す
る
こ
と
が
、
今
日

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
正
し
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
に
於
い
て
、
日
常
頻
発
す
る
事

変
の
渦
中
か
ら
よ
し
一
時
的
に
せ
よ
身
を
退
い
て
い
る
諸
方
面
の
観
察
者
た
ち
は
、
今
日
詭
弁
家
（sophistes

）
や
修

辞
家
（rhéteurs
）
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
無
秩
序
的
な
る
影
響
に
対
し
、現
在
一
致
し
て
不
満
の
意
を
表
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
大
い
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
不
平
は
、
人
々
が
、
通
例
修
辞
家
及
び
詭
弁

家
し
か
養
成
し
え
な
い
よ
う
な
公
認
教
育
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
の
、
現
在
の
知
的
状
態
を
脱
却
す
る
必
要
を
痛
感
し
な

い
限
り
、
当
然
無
効
果
に
終
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
修
辞
家
及
び
詭
弁
家
も
ま
た
同
じ
精
神
を
、
新
聞
雑
誌
、

小
説
、
戯
曲
の
三
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
形
而
上
学
の
感
染
を
何
ら
規
則
的
な
教
育
に
よ
っ
て
予
防
さ
れ
て
い
な
い
下

層
諸
階
級
の
う
ち
に
宣
伝
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
形
而
上
学
を
拒
否
す
る
の
は
、
た
だ
下
層
諸
階
級
の
自
然
的
理

性
だ
け
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
人
は
、
現
在
の
諸
政
府
が
、
秩
序
の
維
持
と
い
う
困
難
な
し
か
し
な
が
ら
緊
要
な
作

業
に
対
す
る
彼
ら
の
努
力
を
現
実
的
諸
知
識
の
普
及
が
漸
次
助
け
う
る
こ
と
を
、
間
も
な
く
感
知
す
る
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
、
希
望
を
有
ち
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
重
大
な
合
理
的
準
備
に
対
す
る
真
に
能
動
的

な
協
力
を
、
諸
政
府
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
い
な
希
望
す
る
こ
と
す
ら
も
、
今
日
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
。
か
か
る

合
理
的
準
備
は
、
当
分
の
間
、
真
の
哲
学
的
諸
確
信
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
支
持
さ
れ
た
自
由
な
個
人
的
熱
情
か
ら
、
結

果
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
諸
政
府
が
現
在
辛
う
じ
て
保
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
政
治
的
調
和



一
八
三

特
に
民
衆
的
な
る
政
治
の
設
定

は
、
頗
る
粗
雑
な
も
の
で
あ
っ
て
、
現
下
の
知
的
及
び
道
徳
的
無
秩
序
中
に
於
い
て
脅
や
か
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
諸
政
府
の
日
々
の
配
慮
は
、
こ
の
不
完
全
な
政
治
的
調
和
の
保
持
に
ほ
と
ん
ど
吸
収
さ
れ
、
ま
た
諸
政
府
そ
の
も

の
の
地
位
が
、
極
め
て
低
い
見
地
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
諸
政
府
は
、
自
己
自
ら
そ
の

重
要
性
を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
的
作
業
の
性
質
と
諸
条
件
と
を
、
適
当
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い

る
。
そ
れ
故
に
、今
日
も
し
諸
政
府
が
一
種
の
不
適
宜
な
熱
情
で
も
っ
て
教
育
的
作
業
を
指
導
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

必
ず
や
そ
れ
を
根
本
的
に
変
質
さ
せ
、
そ
の
主
要
な
効
果
を
、
大
い
に
危
う
く
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
場
合
政
府
は
、
こ
の
作
業
を
一
の
充
分
決
定
的
な
哲
学
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
し
な
い
た
め
に
、
教
育
は
、

表
面
的
な
諸
専
門
の
不
統
一
な
集
り
に
堕
落
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
。
し
た
が
っ
て
、
正
し
い
哲
学
的
諸
精
神
の

一
の
能
動
的
な
意
識
的
協
合
の
結
果
た
る
実
証
学
派
は
、
当
分
の
間
我
々
西
欧
の
諸
政
府
に
対
し
、
た
だ
適
当
に
自
己

の
社
会
的
大
任
務
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
こ
と
だ
け
し
か
、
す
な
わ
ち
、
す
で
に
神
学
派
及
び
形
而
上
学
派
が
享
受
し

た
の
と
同
等
の
発
表
及
び
論
議
の
充
分
な
る
自
由
し
か
、
要
求
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
に
於
い
て
神
学
派
は
日
々
そ

の
無
数
の
説
教
壇
か
ら
、
自
己
の
永
遠
の
教
義
の
絶
対
的
卓
越
性
を
思
い
の
ま
ま
に
吹
聴
し
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
反
対
者
を
、
徹
底
的
に
呪
咀
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
形
而
上
学
派
は
、
国
民
的
寛
容
が
彼
に
委
ね
た
多
数
の
講

壇
か
ら
、
巨
多
の
聴
衆
を
前
に
し
て
、
自
己
の
本
体
論
的
諸
観
念
の
普
遍
的
効
能
と
、
自
己
の
文
学
的
諸
研
究
の
無
限

の
優
越
性
と
を
、
日
々
詳
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
実
証
学
派
は
、
か
か
る
便
益
を
要
求
し
な
い
。
と
言
う
の

は
、
こ
の
種
の
便
益
は
、
時
が
彼
に
穫
得
せ
し
め
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
学
派
が
、
今
日
真
剣
に
要
求
す



一
八
四

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

る
の
は
、公
共
建
造
物（
２
）（les locaux m

unicipaux

）に
於
い
て
講
義
す
る
こ
と
に
対
す
る
、単
な
る
正
規
の
庇
護
権（droit 

d’asile
）
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、こ
の
学
派
は
、こ
れ
ら
の
建
造
物
を
利
用
し
て
、今
後
先
ず
知
識
の
、次
に
道
徳
の
、

最
後
に
政
治
の
真
の
再
建
を
準
備
し
う
る
唯
一
の
組
織
的
教
育
を
慎
重
に
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
の
あ
ら
ゆ

る
重
大
な
社
会
的
欲
求
を
同
時
に
満
足
せ
し
め
る
こ
の
学
派
の
決
定
的
能
力
を
、
直
接
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
実
証
学
派
が
民
衆
と
断
え
ず
自
由
に
接
近
し
う
る
限
り
、
無
報
酬
で
し
か

も
進
ん
で
講
義
せ
ん
と
す
る
こ
の
学
派
の
僅
少
な
主
唱
者
た
ち
の
熱
誠
は
、
普
遍
的
良
識
の
援
助
と
現
代
の
根
本
的
情

勢
の
漸
増
的
刺
戟
の
下
に
、
今
か
ら
す
ぐ
に
も
、
古
い
二
学
派
の
多
数
且
つ
強
力
な
諸
機
関
に
対
し
、
活
溌
な
哲
学
的

闘
争
を
開
始
す
る
こ
と
を
敢
て
辞
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
や
、
こ
れ
ら
二
学
派
の
諸
機
関
が
力
を
結
合
し
て
来
て
も
、

決
し
て
畏
縮
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
政
治
家
た
ち
が
、
思
索
へ
の
彼
ら
特
有
の
無
関
心
に
漸
次
内
在
的
に
な
っ
て
来

た
と
こ
ろ
の
公
平
な
節
度
を
破
っ
て
、
こ
の
闘
争
に
参
加
す
る
こ
と
の
心
配
は
今
や
ほ
と
ん
ど
な
い
。
の
み
な
ら
ず
実

証
学
派
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、、
単
に
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
の
み
な
ら
ず
全
西
洋（
３
）に

於
い
て
、
最
も
思
慮
あ
る
人
々

の
同
意
を
、つ
ね
に
期
待
す
る
こ
と
す
ら
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
無
料
通
俗
講
義
に
対
し
、こ
れ
ら
の
人
々

は
断
え
ず
監
視
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
監
視
は
や
が
て
、
真
の
実
証
性
の
恒
久
的
条
件
を
単
に
命
令

し
、
ま
た
曖
昧
且
つ
詭
弁
的
な
諸
考
察
の
導
入
―
―
こ
の
導
入
の
危
険
は
ま
だ
多
分
に
あ
る—

—

を
厳
重
に
排
斥
す

る
こ
と
に
制
限
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
実
証
学
派
の
本
質
的
諸
欲
求
は
、
諸
政
府
の

自
然
的
諸
義
務
と
直
接
に
一
致
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
諸
政
府
は
自
己
の
無
秩
序
的
傾
向
に
本
づ
く
濫
用
を
抑
止
し
な
け



一
八
五

特
に
民
衆
的
な
る
政
治
の
設
定

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
実
証
学
派
は
、
こ
の
正
し
い
動
機
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
同
感
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
か

か
る
濫
用
を
民
衆
教
育
の
根
本
的
目
的
に
全
く
反
対
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
今
日
新
哲
学
の
社
会
的
到
来（
４
）に

対
す
る
主

た
る
障
礙
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
形
而
上
学
的
精
神
に
生
気
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
判
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
他
の
理
由
に
つ
い
て
と
等
し
く
、
実
証
哲
学
者
た
ち
は
、
国
内
の
秩
序
と
国
外
の
平
和
と

の
継
続
的
維
持
に
対
し
、
現
在
の
権
力
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
つ
ね
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
言
う
の

は
、実
証
哲
学
者
た
ち
は
、国
内
の
秩
序
と
国
外
の
平
和
と
の
継
続
的
維
持
を
も
っ
て
、真
の
知
的
及
び
道
徳
的
革
新
に
、

最
も
好
都
合
な
条
件
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
実
証
哲
学
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
固
有
な
見
地
か
ら
し
て
、
現
在

の
全
過
渡
的
情
勢
の
政
治
的
大
結
果
を
何
が
危
険
な
ら
し
め
ま
た
何
が
鞏
固
な
ら
し
め
う
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
政
治

家
た
ち
よ
り
、
一
層
遠
く
ま
で
見
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

１　

六
一
よ
り
六
六
ま
で
の
叙
述
を
指
す
。

２　

コ
ン
ト
の
『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
は
、一
八
三
一
年
か
ら
一
八
四
四
年
ま
で
、毎
年
無
料
で
、パ
リ
第
三
区
（
当

時
の
）
区
役
所
に
於
い
て
な
さ
れ
た
公
開
講
義
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

３　
『
実
証
政
治
体
系
』
第
四
巻
の
叙
述
に
よ
れ
ば
、
全
西
洋
と
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
た
だ
ロ
シ
ア

は
除
外
さ
れ
る
。

４　

新
哲
学
の
社
会
的
到
来
（avènem

ent social

）
と
は
、
実
証
哲
学
が
そ
の
現
実
的
適
用
に
よ
っ
て
社
会
的
に
勢
力
を
得

る
こ
と
を
意
味
す
る
。



一
八
六

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

第
三
章　

実
証
的
諸
研
究
に
特
に
必
要
な
る
順
序

第
一
節　

分
類
の
普
遍
的
法
則

六
八　
今
や
我
々
は
、
近
代
的
諸
社
会
の
精
神
的
再
建
を
漸
次
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
哲
学
的
推
敲
に
必
要

な
、
知
的
と
同
時
に
道
徳
的
な
不
可
欠
の
支
柱
を
今
後
構
築
す
る
た
め
に
、
特
に
無
産
者
た
ち
の
う
ち
に
実
証
的
諸
研

究
を
普
及
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
充
分
に
特
徴
づ
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
か
か
る
考
察
は
、
も
し

こ
の
『
序
論
』
の
結
論
的
部
分
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
系
列
に
適
当
な
根
本
的
序
列
を
確
定
す
る
こ
と
に
直
接
充
当
さ

れ
、
か
く
し
て
こ
の
『
汎
論
』
が
後
に
専
ら
取
扱
う
研
究（
１
）が

全
体
と
し
て
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
正
し
い
地
位
を
決

定
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
依
然
と
し
て
不
完
全
な
も
の
と
し
て
、
い
な
不
充
分
な
も
の
と
し
て
す
ら
終
る
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
不
完
全
な
科
学
的
思
惟
は
こ
の
よ
う
な
演
繹
的
配
列
を
、
極
め
て
詰
ら
ぬ
も
の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
軽
視
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
大
な
る
誤
り
で
あ
っ
て
、
我
々
の
考
え
る
準
備
教
育
の
主
た
る
知
的
及
び
社
会
的
効
用
は
、

特
に
こ
の
配
列
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
配
列
が
結
果
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
汎
学
的
観
念

（conception encyclopédique

）
と
、
新
し
い
一
般
哲
学
の
基
礎
を
な
す
根
本
的
進
化
法
則（
２
）と
の
間
に
は
、
一
の
緊
密

な
連
帯
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

１　
『
汎
論
』
が
後
に
専
ら
取
扱
う
研
究
と
は
、『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』
が
取
扱
う
天
文
学
的
研
究
を
指
す
。

２　

三
状
態
の
法
則
を
指
す
。



一
八
七

実
証
的
諸
研
究
に
特
に
必
要
な
る
順
序

六
九　
こ
の
よ
う
な
科
学
の
序
列
は
、
そ
の
性
質
上
、
一
は
理
論
的
、
他
は
歴
史
的
の
二
個
の
根
本
的
条
件
を
満
足

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
我
々
は
先
ず
、
こ
の
二
条
件
の
必
然
的
会
交
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第

一
の
理
論
的
条
件
は
、
諸
科
学
を
、
各
科
学
が
先
行
の
科
学
をi i

基
礎
と
し
後
続
の
科
学
を
準
備
す
る
よ
う
な
、
継
続
的

依
存
関
係
に
従
っ
て
整
頓
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
第
二
の
歴
史
的
条
件
は
、
諸
科
学
を
、
そ
の
よ
り
古
い
も
の
か
ら
、

よ
り
新
し
い
も
の
に
至
る
よ
う
に
、
現
実
的
成
立
の
行
程
に
従
っ
て
配
列
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
し
か
る
に
、
右
二
種

の
汎
学
的
配
列
の
自
然
的
同
値
性
は
、
一
般
に
、
個
人
的
進
化
と
集
合
的
進
化
と
の
間
に
不
可
避
的
に
存
在
す
る
根
本

的
一
致
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
二
つ
の
進
化
は
、
一
様
の
起
源
、
類
似
の
目
的
、
及
び
同
一
の
能

因
を
有
つ
結
果
と
し
て
、
二
種
の
有
機
体（
１
）の

不
同
に
固
有
な
持
続
、
強
さ
、
及
び
速
度
の
差
異
だ
け
を
別
に
す
れ
ば
、

互
い
に
対
応
的
な
諸
段
階
を
提
示
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
我
々
は
、
右
二
種
の
配
列
様
式
が
必
然
的

に
一
致
す
る
と
い
う
事
実
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
二
様
式
を
、
単
一
の
汎
学
的
原
理
の
相
関
的
二
方
面
と
し
て
、

す
な
わ
ち
各
個
の
場
合
に
於
い
て
考
察
さ
れ
る
諸
関
係
を
最
も
よ
く
表
示
す
る
方
を
習
慣
的
に
使
用
し
う
る
よ
う
な
、

ま
た
一
方
が
他
方
の
結
果
を
正
確
な
能
力
で
も
っ
て
つ
ね
に
検
証
し
う
る
よ
う
な
、
相
関
的
二
方
面
と
し
て
、
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

１　
「
二
種
の
有
機
体
」
と
は
、
二
種
の
人
間
的
存
在
、
す
な
わ
ち
個
人
と
人
類
と
を
指
す
。

i　

底
本
は
「
が
先
行
の
科
学
」
を
省
き
、
単
に
「
各
科
学
を
」。
原
著
で
は"chacune repose sur la précédente et prépare la suivante;"



一
八
八

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

七
〇　
依
存
関
係
に
よ
る
理
論
的
分
類
に
於
い
て
も
継
起
関
係
に
よ
る
歴
史
的
分
類
に
於
い
て
も
諸
科
学
の
序
列

は
一
致
す
る
、
と
い
う
根
本
的
法
則
は
、
前
記
の
大
著
述（
１
）に
於
い
て
完
全
に
確
立
さ
れ
、
そ
し
て
該
著
述
の
一
般
的

プ
ラ
ン
は
こ
の
法
則
に
即
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
根
本
的
法
則
に
よ
れ
ば
、
種
々
の
科
学
は
、

研
究
対
象
た
る
現
象
の
性
質
に
応
じ
、
そ
れ
ら
の
漸
減
的
一
般
性
（générarité décroissante

）
及
び
漸
減
的
独
立
性

（indépendence décroissante

）
に
従
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
漸
増
的
複
雑
性
（com

plication croissante

）
に

従
っ
て
分
類
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
科
学
的
序
列
に
於
い
て
は
、
現
象
の
考
察
は
漸
次
抽
象
性
を
減
ず
る
と
共
に

漸
次
困
難
を
増
す
が
、
し
か
し
同
時
に
ま
た
、
一
層
高
級
一
層
完
全
な
も
の
と
な
る
。
こ
れ
は
、
現
象
が
、
あ
ら
ゆ
る

理
論
的
体
系
の
最
終
目
的
た
る
人
間
に
対
し
て
、
い
や
む
し
ろ
人
類
に
対
し
て
、
漸
次
緊
密
な
関
係
を
有
つ
こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
分
類
の
主
た
る
哲
学
的
価
値
は
、
論
理
的
に
も
科
学
的
に
も
、
自
然
的
諸
現
象
の
比
較
考
察
の

種
々
の
様
式
間
に
存
す
る
恒
常
的
・
必
然
的
一
致
に
由
来
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
多
く
の
汎
学
的
定

理
が
生
れ
る
。
こ
れ
ら
の
定
理
の
説
明
、
及
び
使
用
は
、
前
掲
の
私
の
著
述（
２
）に
属
す
る
が
、
該
著
述
に
は
、
そ
の
他
な

お
、
実
際
的
見
地
か
ら
一
の
重
要
な
関
係
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
科
学
の
序
列
に
於
い
て
諸
現
象
が
順
次
に

一
層
変
形
し
易
く
な
り（
３
）、

し
た
が
っ
て
、
人
間
の
干
渉
に
順
次
に
一
層
広
大
な
領
域
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
今
後
単
一
の
科
学
の
、
す
な
わ
ち
人
類
に
関
す
る
科
学（
４
）の

、
本
質
的
諸
要
素
と
考
え
ら
れ

る
基
本
的
諸
研
究
の
真
の
体
統
（hiérarchie

）
を
合
理
的
に
決
定
す
る
場
合
、
大
原
理
を
い
か
に
適
用
す
べ
き
か
に
つ



一
八
九

実
証
的
諸
研
究
に
特
に
必
要
な
る
順
序

い
て
、
概
略
述
べ
る
だ
け
に
止
め
る
。

１　
『
実
証
哲
学
講
義
』。

２　
『
実
証
哲
学
講
義
』。

３　

天
文
学
の
現
象
は
全
然
人
力
を
も
っ
て
変
形
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
生
物
学
の
現
象
は
可
成
り
変
形
す

る
こ
と
が
で
き
、
更
に
社
会
学
の
現
象
は
一
層
変
形
し
易
い
も
の
で
あ
る
。

４　
「
人
類
に
関
す
る
科
学
」
と
は
社
会
学
。

第
二
節　

汎
学
的
法
則
す
な
わ
ち
諸
科
学
の
序
列

七
一　
我
々
の
あ
ら
ゆ
る
現
実
的
研
究
の
か
か
る
究
極
的
目
的（
１
）は

、
そ
の
科
学
的
並
び
に
論
理
的
性
質
上
、
一
方
固

有
の
意
味
の
人
間（
２
）に

関
し
他
方
外
部
的
世
界
に
関
す
る
、
不
可
欠
な
二
重
の
予
修
を
明
ら
か
に
必
要
と
す
る
。
事
実
に

於
い
て
、
結
社
性
の
静
学
的
も
し
く
は
動
学
的
諸
現
象
の
合
理
的
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
発
現
せ
し
め
る
特
殊
的

能
因（
３
）及
び
こ
れ
ら
の
現
象
が
生
起
す
る
一
般
的
環
境
が
、予
め
充
分
知
れ
て
い
な
い
限
り
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

社
会
哲
学
の
予
修
と
し
て
の
自
然
哲
学
は
、
当
然
、
有
機
的
部
門
と
無
機
的
部
門
と
の
二
大
部
門
に
分
か
た
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
し
か
ら
ば
、
同
様
に
基
本
的
な
こ
れ
ら
二
種
の
研
究
は
、
い
か
に
配
列
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
本
質
的
動
機
が
一
致
し
て
、
個
人
的
教
育
に
於
い
て
も
集
合
的
進
化
に
於
い
て
も
、
無
機
的
部
門
か

ら
始
め
ら
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
。
と
言
う
の
は
、
無
機
的
現
象
は
、
そ
の
高
度
の
一
般
性
の
故
に
、
一
層
単
純
ま
た



一
九
〇

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

一
層
独
立
的
で
あ
っ
て
、
真
の
実
証
的
評
価
に
耐
え
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
普
遍
的
存
在
に
直
接
関
係
し
て
い
る
そ
れ

ら
の
法
則
が
、
諸
生
活
体
の
特
殊
的
存
在
に
対
し
て
の
一
の
必
然
的
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
見
地

よ
り
す
れ
ば
、
天
文
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
於
い
て
、
外
部
的
世
界
に
対
す
る
こ
の
予
修
的
理
論
の
、
決
定
的
な
要
素

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
科
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
の
う
ち
で
最
も
充
分
の
実
証
性
を
有
ち
う
る
も
の
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
我
々
の
目
撃
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
現
象
の
一
般
的
環
境
を
特
徴
づ
け
、
且
つ
一
切
の
現
実
的
存
在
に
共
通

の
単
純
な
数
学
的
存
在
を
、
す
な
わ
ち
幾
何
学
的
或
い
は
力
学
的
存
在
を
、
そ
れ
以
上
複
雑
化
す
る
こ
と
な
し
に
表
示

す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
我
々
は
、
た
と
い
真
の
哲
学
的
諸
観
念
を
で
き
る
だ
け
凝
縮
す
る
場
合
で
も
、
無

機
体
哲
学
を
こ
の
主
要
素
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
言
う
の
は
、
か
く
す
る
こ
と
は
、
無
機
体
哲
学
を
有
機

体
哲
学
か
ら
完
全
に
孤
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の
哲
学
は
、
無
機
体
哲
学
の
最
も
複
雑
な
部

門
、
す
な
わ
ち
合
成
及
び
分
解
の
諸
現
象
の
研
究
に
於
い
て
、
科
学
上
ま
た
論
理
上
根
本
的
に
連
絡
づ
け
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
が
、
普
遍
的
存
在
の
顕
現
す
る
現
象
中
最
も
高
級
な
現
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
固
有
の
意
味
の

生
命
形
態（
４
）（m

ode vital

）
に
最
も
接
近
し
て
い
る
現
象
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
自
然
哲
学
は
、
そ
れ
が
社
会
哲
学

の
必
然
的
予
修
と
し
て
考
察
さ
れ
る
場
合
に
は
、
先
ず
両
端
及
び
中
間
の
三
種
の
研
究
、
す
な
わ
ち
、
天
文
学
、
化
学
、

生
物
学
と
い
う
三
大
科
学
に
分
解
す
る
。
こ
の
う
ち
、
最
初
の
科
学
は
真
の
科
学
的
精
神
の
自
成
的
起
源
に
、
ま
た
最

後
の
科
学
は
こ
の
精
神
の
本
質
的
目
的
に
、
直
ち
に
接
触
す
る
。
し
か
し
て
、
こ
れ
ら
三
科
学
の
原
初
的
発
現
は
、
歴

史
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
中
世
、
近
世
に
属
す
る
の
で
あ
る
。



一
九
一

実
証
的
諸
研
究
に
特
に
必
要
な
る
順
序

１　

コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
科
学
は
主
観
的
に
し
か
体
系
化
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
科
学
は
、
た
だ
一
つ
の
科
学
、

換
言
す
れ
ば
人
類
に
関
す
る
科
学
（
社
会
学
）
に
対
す
る
予
修
と
し
て
し
か
、
意
味
を
有
た
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、「
あ
ら
ゆ
る
現
実
的
研
究
の
究
極
的
目
的
」
と
は
、
社
会
学
の
本
質
的
要
素
た
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
参
照
。

２　
「
固
有
の
意
味
の
人
間
」【l’hom

m
e proprem

ent dit

人
間
そ
の
も
の
】
と
は
、
社
会
的
人
間
と
区
別
さ
れ
た
生
物
と
し
て

の
人
間
、
す
な
わ
ちgenus hom

o

の
意
で
あ
る
。

３　
「
特
殊
的
能
因
」【l’agent spécial

】
と
は
人
間
を
指
す
。

４　
「
固
有
の
意
味
の
生
命
形
態
」【m

ode vital proprem
ent dit

生
命
様
式
そ
の
も
の
】
と
は
、
植
物
態
（végétalité

）
及
び
動

物
態
（anim

alité

）
を
指
す
。

七
二　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
汎
学
的
考
察
は
、
科
学
の
序
列
化
に
不
可
欠
な
継
続
性
（continuité

）
及
び
自

発
性
（spontanéité

）
の
条
件
を
、
ま
だ
充
分
に
満
足
せ
し
め
う
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
考
察
は
、
一
方
に
於
い
て

天
文
学
と
化
学
と
の
間
に
重
大
な
間
隙
を
残
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
二
科
学
は
、
直
接
に
聯
結
さ
れ
て
い
な
い
。

の
み
な
ら
ず
そ
れ
は
、
他
方
に
於
い
て
、
共
通
理
性
の
単
な
る
抽
象
的
延
長
た
る
こ
の
思
索
的
体
系
の
真
の
淵
源
を
充

分
示
し
え
な
い
か
ら
、
こ
の
体
系
の
科
学
的
出
発
点
の
天
文
学
に
存
し
な
い
事
実
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
今
こ
の
根
本
的
公
式
を
補
足
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
先
ず
第
一
に
、
右
の
序
列
に
於
け
る
天
文
学
と
化

学
と
の
中
間
に
、ガ
リ
レ
イ
に
よ
っ
て
始
め
て
判
然
た
る
生
存
権
を
取
得
し
え
た
と
こ
ろ
の
、固
有
の
意
味
の
物
理
学【la 



一
九
二

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

physique proprem
ent dit

物
理
学
そ
の
も
の
】
を
挿
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
必
要
な
こ
と
は
、
こ
の
広
大
な
全
序
列i i

の
出
発
点
に
、
個
人
に
対
し
て
も
種
に
対
し
て
も
合
理
的
実
証
性
の
唯
一
の
必
然
的
淵
源
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
数
学
を

置
く
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
も
し
我
々
の
汎
学
的
原
理
の
一
層
特
殊
的
な
適
用
に
よ
っ
て
、
原
初
的
科
学
た
る
数

学
を
計
算
法（
１
）（calcul

）、
幾
何
学
、
力
学
の
三
大
部
門
に
分
解
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
最
後
に
決
定
的
な
哲
学
的
確
実

さ
を
も
っ
て
、
全
科
学
体
系
の
真
の
起
源
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
に
於
い
て
、
科
学
体
系
は
純

粋
の
数
的
思
索
か
ら
発
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
思
索
中
最
も
一
般
的
、
最
も
単
純
、
最
も
抽
象
的
、
ま
た
最

も
独
立
的
な
こ
の
数
的
思
索
は
、
最
も
通
俗
的
な
知
性
に
於
け
る
実
証
的
精
神
の
自
発
的
躍
動
（élan spontané

）
と

ほ
と
ん
ど
混
和
【confondent

融
合
】
し
て
い
る
の
で
あ
る（
２
）。

こ
の
こ
と
は
、
個
人
の
成
長
を
日
々
観
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
日
に
於
い
て
も
容
易
に
検
証
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。

１　
「
計
算
法
」
と
は
算
術
及
び
代
数
で
あ
る
。

２　

こ
れ
コ
ン
ト
が
、
科
学
を
も
っ
て
良
識
の
延
長
と
見
る
所
以
で
あ
る
。【
信
濃
書
房
版
で
は
こ
の
注
の
指
す
ポ
イ
ン
ト
を
欠

い
て
い
る
。
コ
ン
ト
の
こ
の
項
の
最
後
の
文
は
、「
し
か
し
て
」
か
ら
最
後
ま
で
一
六
行
も
あ
る
。
そ
れ
を
三
個
の
文
に
分
け
て
訳
し
、

岩
波
版
で
は
そ
の
真
ん
中
の
文
に
こ
の
注
は
あ
る
。】

七
三　
か
く
て
我
々
は
、
数
学
、
天
文
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
社
会
学
と
い
う
、
六
個
の
基
本
的
科
学
の
、

歴
史
的
た
る
と
同
時
に
理
論
的
で
あ
り
、
科
学
的
た
る
と
同
時
に
論
理
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
不
動
の
体
統
（invariable 

i　
「
全
序
列
」
は
、
岩
波
版
で
は
「
全
系
列
」、
原
著
で
は"ce vaste ensem

ble"
こ
の
広
大
な
全
体
。



一
九
三

実
証
的
諸
研
究
に
特
に
必
要
な
る
順
序

hiérarchie

）
を
、
一
歩
一
歩
確
認
す
る
こ
と
を
え
た
。
こ
れ
ら
の
科
学
の
う
ち
、
第
一
の
数
学
は
、
専
ら
必
然
的
に
出

発
点
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
最
後
の
社
会
学
は
、
全
実
証
哲
学
の
唯
一
の
本
質
的
目
的
を
形
成
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
今
後
は
、
そ
の
性
質
上
、
一
の
真
に
不
可
分
な
体
系
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
て
か
か
る
体
系
に
於
て
は
、
分
類
は
す
べ
て
根
本
的
に
は
人
為
的
で
あ
る
が
、
決
し
て
恣
意
的
で
は
な
い
の
で
あ

っ
て
、
全
体
系
が
究
極
に
於
い
て
、
人
類
と
い
う
た
だ
一
つ
の
充
分
に
普
遍
的
な
観
念
に
関
連
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
汎
学
的
公
式
の
全
体
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
諸
研
究
の
真
の
類
縁
関
係
に
厳
密
に
一
致
す
る
の
み
な
ら

ず
、
我
々
の
現
実
的
諸
考
察
の
一
切
の
要
素
を
明
ら
か
に
包
含
す
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
各
人
の
知
性
を
ほ
と
ん

ど
無
意
識
に
、
最
も
低
い
数
学
的
諸
観
念
か
ら
最
高
の
社
会
的
諸
思
惟
に
推
移
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

知
性
に
実
証
的
精
神
の
一
般
的
歴
史
を
、
随
意
に
想
起
せ
し
め
る
。
事
実
に
於
い
て
、
中
間
の
四
科
学
は
い
ず
れ
も
、

そ
れ
が
研
究
す
る
最
も
単
純
な
諸
現
象
に
関
し
て
は
先
行
の
科
学
と
、
ま
た
そ
れ
が
研
究
す
る
最
も
高
級
な
諸
現
象
に

関
し
て
は
後
続
の
科
学
と
、
言
わ
ば
混
淆
す
る
。
我
々
の
主
張
す
る
序
列
中
の
諸
科
学
は
、
こ
の
よ
う
に
自
然
に
ま
た

完
全
に
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
連
続
は
、
前
記
の
私
の
著
述（
１
）に
於
い
て
、
同
じ
汎
学
的
原
理
が
各
個
の
基

本
的
研
究
の
種
々
の
要
素
的
部
分
を
同
じ
よ
う
に
合
理
的
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
特
に
当
然

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
分
額
に
於
い
て
は
、
理
論
的
見
地
か
ら
の
継
続
的
諸
段
階
と
歴

史
的
見
地
か
ら
の
継
続
的
諸
段
階
と
が
、
比
較
の
正
確
さ
と
推
移
の
容
易
さ
と
の
程
度
だ
け
、
接
近
せ
し
め
ら
れ
う
る

か
ら
で
あ
る
。



一
九
四

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

１　
『
実
証
哲
学
講
義
』。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、拙
著『
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
』（
野
村
書
店
発
行
）第
二
篇「
科
学
の
哲
学
」

参
照
。【
信
濃
書
房
版
で
は
、「
な
お
」
以
下
を
注
２
と
し
て
い
る
が
、
本
文
中
に
注
２
は
な
く
、
ミ
ス
と
見
る
。】

七
四　
人
々
の
知
性
の
現
状
に
於
い
て
は
、
こ
の
大
公
式
の
論
理
的
適
用
は
、
そ
の
科
学
的
使
用
よ
り
も
遥
か
に
重

要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、今
日
方
法
は
、理
論
そ
の
も
の【doctrine elle-m

êm
e

】よ
り
も
一
層
本
質
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

直
ち
に
充
分
に
改
革
し
う
る
唯
一
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
今
日
に
於
け
る
汎
学
的
公
式
の
主
た
る
効
用
は
、

科
学
体
系
の
端
緒
的
発
達
に
特
有
な
、
非
合
理
な
諸
偏
見
と
誤
っ
た
諸
習
慣
と
の
環
境
中
で
、
真
に
実
証
的
な
教
育
の

確
固
た
る
進
路
を
決
定
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
と
言
う
の
は
、
科
学
体
系
は
、
部
分
的
な
ま
た
不
統
一
な
諸
理
論
に
よ

っ
て
漸
次
作
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
理
論
相
互
間
の
諸
関
係
も
、
今
日
ま
で
、
こ
の
諸
理
論
の
次
々
の

建
設
者
た
ち
に
よ
っ
て
知
ら
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
現
在
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
科
学
者
た
ち
は
、
よ

し
そ
の
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
に
し
て
も
、
こ
の
根
本
的
義
務
に
対
し
、
同
じ
よ
う
な
結
果
で
も
っ
て
違
反
し
て
い

る
。
こ
こ
で
そ
の
例
を
た
だ
二
つ
だ
け
挙
げ
て
見
よ
う
。
第
一
は
幾
何
学
者
た
ち
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
合
理
的
実
証
性

の
真
の
発
足
点
に
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
誇
る
の
は
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
は
、
人
間
精
神
を
真
の
思
索
的

発
達
の
単
な
る
発
端
的
段
階
内
に
抑
止
し
よ
う
と
盲
目
的
に
努
力
し
、
し
か
も
こ
の
精
神
の
唯
一
の
必
要
な
目
的
に
何

ら
の
考
慮
を
も
払
わ
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
正
に
反
対
な
の
は
生
物
学
者
た
ち
で
あ
る
。
生
物
学
者
た

ち
が
、
人
間
精
神
の
大
目
的
に
直
ち
に
連
続
す
る
彼
ら
の
主
題
の
高
い
威
厳
を
誇
称
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。
し



一
九
五

実
証
的
諸
研
究
に
特
に
必
要
な
る
順
序

か
し
な
が
ら
彼
ら
は
、
彼
ら
の
研
究
の
性
質
が
必
要
と
す
る
困
難
な
下
準
備
を
恣
意
的
に
回
避
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
ら
の
研
究
を
不
合
理
な
孤
立
の
う
ち
に
抑
留
し
よ
う
と
固
執
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
互
い
に
反
対
な
し
か
し
な
が
ら

同
様
に
経
験
的（
１
）な
こ
の
二
つ
の
傾
向
は
、
今
日
し
ば
し
ば
弊
害
を
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
幾
何
学
者
た
ち

に
対
し
て
は
、
今
後
彼
ら
の
知
的
努
力
の
大
部
分
を
漸
次
危
険
な
諸
探
究
に
費
さ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
無

益
に
消
耗
さ
せ
る
。
次
に
生
物
学
者
に
対
し
て
は
、
真
に
実
証
的
な
進
程
の
欠
如
の
た
め
に
、
種
々
の
本
質
的
諸
観
念

の
継
続
的
不
安
定
を
結
果
さ
せ
る
。
殊
に
こ
の
最
後
の
点
に
関
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
神
学
＝
形
而
上

学
的
精
神
の
支
配
下
に
於
い
て
、
充
分
に
実
証
的
な
体
系
の
外
部
に
今
日
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
の
が
、
た
だ
社
会
的
諸

研
究
だ
け
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
い
や
生
物
学
的
研
究
そ
の
も
の
が
、
殊
に
そ
の
動
学
的
部
分
が
、
よ
し
い
か
に
そ
れ

ら
が
ア
カ
デ
ミ
風
に
な
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
畢
竟
今
日
ま
で
何
ら
真
の
実
証
性
を
獲
得
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
今
日
ま
で
生
物
学
の
領
域
に
於
い
て
い
か
な
る
主
要
な
学
説
も
充
分
に
素
描
さ
れ
ず
、
多
く
の
手
品
や
誤
魔
化

し
が
ほ
と
ん
ど
無
際
限
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
さ
て
、
か
か
る
状
態
の
悲
し
む
べ
き
存
続
は
、
根
本
的
に
は
、

右
の
二
つ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
於
い
て
も
、
重
要
な
論
理
的
諸
条
件
の
完
成
が
、
我
々
の
汎
学
的
法
則
に
よ
っ
て
ま
だ

充
分
に
決
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
久
し
い
以
前
か
ら
、
何
人
も
実
証
的
方
法
の
必

要
に
つ
い
て
は
異
議
が
な
い
の
で
あ
る
が
、し
か
し
真
の
科
学
的
体
統
を
特
徴
づ
け
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、

こ
の
方
法
の
性
質
及
び
任
務
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
誤
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
今
日
の
研
究
者

た
ち
は
、
一
層
単
純
ま
た
一
層
普
遍
的
な
諸
種
の
現
象
に
関
す
る
、
諸
方
法
及
び
諸
理
論
の
健
全
な
評
価
に
よ
っ
て
適



一
九
六

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

当
に
備
準
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
初
歩
的
状
態
に
於
い
て
は
化
学
、
物
理
学
、
ま
た
発
端
に
は
天

文
学
に
よ
っ
て
主
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
帰
納
的
論
理
を
も
、
ま
た
数
学
的
探
究
に
よ
っ
て
し
か
適
当
に
発
達
さ
せ

ら
れ
な
い
決
定
的
推
理
の
基
本
的
技
術
す
な
わ
ち
純
粋
演
繹
的
論
理
す
ら
を
も
、
充
分
に
識
る
こ
と
な
し
に
、
初
手
か

ら
直
ち
に
極
め
て
困
難
な
る
考
察
に
手
を
そ
め
る
。
か
か
る
教
養
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
社
会
的
諸
現
象
の
研
究
に
、
い

や
更
にi i

単
純
な
個
人
的
生
活
の
諸
現
象
の
研
究
す
ら
に
、
我
々
は
何
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

１　
「
経
験
的
」
と
は
、
コ
ン
ト
に
於
い
て
は
非
合
理
的
す
な
わ
ち
非
哲
学
的
の
意
味
。

七
五　
哲
学
的
厳
密
性
を
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
場
合
に
、
我
々
の
体
統
的
公
式
の
習
慣
的
使
用
を
容
易
な
ら
し

め
る
た
め
に
は
、
三
対つ
い

と
な
る
よ
う
に
項
を
二
つ
ず
つ
類
集
し
、
発
端
に
は
数
学
＝
天
文
学
の
対
、
末
端
に
は
生
物
学

＝
社
会
学
の
対
を
置
き
、
こ
れ
ら
が
中
間
の
物
理
学
＝
化
学
の
対
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
且
つ
結
合
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
得
策
で
あ
る
。汎
学
的
公
式
の
こ
の
便
利
な
簡
約
は
、一
の
拒
否
で
き
な
い
判
断
の
結
果
で
あ
る
。と
言
う
の
は
、

こ
れ
ら
の
各
対
の
二
要
素
間
に
は
、
連
続
す
る
諸
対
そ
の
も
の
の
間
に
よ
り
も
、
科
学
的
に
も
論
理
的
に
も
、
一
層
大

き
な
自
然
的
類
似
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
日
ま
だ
あ
ら
ゆ
る
綜
合
的
思
惟
（pensées d’ensem

ble

）
を

支
配
す
る
習
慣
的
な
曖
昧
さ
の
故
に
、
人
々
が
天
文
学
か
ら
数
学
を
、
ま
た
化
学
か
ら
物
理
学
を
、
厳
密
に
分
離
し
よ

う
と
す
る
際
経
験
す
る
困
難
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
確
め
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
物
学
と
社
会

i　

信
濃
書
房
版
で
は
「
い
や
直
に
」
で
あ
る
が
、
岩
波
版
は
「
い
な
更
に
」、
原
著
は"l'etude, plus sim

ple, de la vie ..."



一
九
七

実
証
的
諸
研
究
に
特
に
必
要
な
る
順
序

学
と
に
関
し
て
殊
に
顕
著
で
あ
っ
て
、
現
在
の
思
索
家
た
ち
の
大
多
数
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
二
科
学
を
混
同
視
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
汎
学
的
諸
推
移（
１
）を

根
本
的
に
悪
変
さ
せ
る
よ
う
な
誤
っ
た
混
同
に
陥
る
こ
と
な
し
に
、
現

実
的
諸
考
察
の
基
本
的
体
統（
２
）を
本
質
的
な
三
対
に
簡
約
し
、
そ
し
て
各
対
が
そ
の
二
要
素
の
最
も
特
殊
的
な
も
の
に
よ

っ
て
、
す
な
わ
ち
事
実
上
つ
ね
に
最
も
特
徴
的
で
あ
る
よ
う
な
、
ま
た
個
人
的
或
い
は
集
合
的
な
実
証
的
進
化
の
大
な

る
諸
段
階
を
適
当
に
決
定
し
う
る
よ
う
な
要
素
に
よ
っ
て
、
簡
単
に
表
さ
れ
る（
３
）と
い
う
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
我
々
に
便

利
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

１　
「
汎
学
的
諸
推
移
」（transitions encyclopédiques

）
と
は
、
汎
学
的
序
列
に
於
け
る
一
つ
の
科
学
か
ら
他
の
科
学
へ
の

推
移
の
意
で
あ
る
。

２　
「
現
実
的
諸
考
察
の
基
本
的
体
統
」
と
は
、
前
述
の
よ
う
な
、
数
学
、
天
文
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
社
会
学

の
順
に
配
列
さ
れ
た
諸
科
学
の
分
類
で
あ
る
。

３　

数
学
＝
天
文
学
的
、
物
理
学
＝
化
学
的
、
生
物
学
＝
社
会
学
的
の
三
つ
の
科
学
的
対
に
於
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
要

素
が
、
す
な
わ
ち
第
一
対
に
於
い
て
は
天
文
学
、
第
二
対
に
於
い
て
は
化
学
、
第
三
対
に
於
い
て
は
社
会
学
が
、
他
の
要

素
す
な
わ
ち
数
学
、
物
理
学
、
生
物
学
よ
り
も
一
層
特
殊
的
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
れ
ら
の
特
殊
的
要
素
は
、
他
の
要

素
に
比
し
て
一
層
特
徴
的
で
あ
り
、
個
人
及
び
種
の
実
証
的
進
化
（
す
な
わ
ち
科
学
的
進
化
）
の
三
大
段
階
（
す
な
わ
ち

数
学
＝
天
文
学
的
段
階
、
物
理
学
＝
化
学
的
段
階
、
生
物
学
＝
社
会
学
的
段
階
）
を
決
定
す
る
の
に
一
層
適
当
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
汎
学
的
公
式
の
こ
の
簡
約
に
於
い
て
は
、
諸
知
識
は
、
天
文
学
的
、
化
学
的
、
社
会
学
的
の
順



一
九
八

実
証
学
派
到
来
の
諸
条
件

に
、
換
言
す
れ
ば
、
世
界
に
関
す
る
知
識
、
地
球
に
関
す
る
知
識
、
人
間
（
人
類
）
に
関
す
る
知
識
の
順
に
、
配
列
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

第
三
節　

汎
学
的
法
則
の
重
要
性

七
六　
以
上
の
概
略
的
考
察
の
結
果
と
し
て
、
今
や
我
々
は
、
汎
学
的
法
則
の
目
的
と
重
要
性
と
を
充
分
指
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
も
そ
も
我
々
の
新
し
い
一
般
哲
学
の
組
織
的
基
礎
を
必
然
的
に
構
成
す
る
も
の
は
、

二
個
の
母
観
念
（idées m

ères
）
の
自
然
結
合
で
あ
る
。
し
か
る
に
汎
学
的
法
則
は
、
か
か
る
母
観
念
の
一
つ
に
よ
っ

て
指
向
さ
れ
て
い
る（
１
）。
そ
れ
故
に
、あ
ら
ゆ
る
本
質
的
観
点
か
ら
真
の
実
証
的
精
神
を
特
徴
づ
け
る
こ
の
長
い
『
序
論
』

の
結
果
は
、
再
び
そ
の
発
端
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
右
の
分
類
の
理
論
は
、
最
後
に
、
我
々
が
発
端

に
於
い
て
解
明
し
た
進
化
の
理
論
に
対
し
、当
然
不
可
分
離
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
始
め
て
こ
の
『
序
論
』
は
、
そ
れ
自
体
一
の
真
正
な
全
体
を
、
す
な
わ
ち
、
一
の
広
大
な
体
系
の
、
極
め
て
省

略
的
な
し
か
し
な
が
ら
忠
実
な
影
像
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
三
状
態
に
関
す
る
我
々
の
最
初
の
法

則
を
適
当
に
応
用
す
る
た
め
に
、
ま
た
こ
の
法
則
に
加
え
ら
れ
る
重
大
な
批
難
を
消
失
せ
し
め
る
た
め
に
も
、
我
々
の

体
統
の
習
慣
的
考
察
は
不
可
欠
の
も
の
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史
は
し
ば
し
ば
種
々
の
思
索
に
関
し
て

三
大
知
的
段
階
の
共
在
す
る
こ
と
を
我
々
に
教
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
共
在
の
事
実
が
生
ぜ
し
め
る
一
見
不
可
解
な

異
常
は
、
種
々
の
実
証
的
研
究
の
継
続
関
係
、
及
び
依
存
関
係
に
関
す
る
我
々
の
体
統
的
法
則
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
自



一
九
九

実
証
的
諸
研
究
に
特
に
必
要
な
る
順
序

然
に
解
明
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
我
々
は
ま
た
、
右
と
逆
に
、
分
類
の
規
定
が
進
化
の
規
定
を
予
想
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
以
上
の
ご
と
く
確
立
さ
れ
た
序
列
の
あ
ら
ゆ
る
本
質
的
動
機

は
、
要
す
る
に
、
種
々
の
基
本
的
科
学
に
於
け
る
発
達
の
速
度
の
不
等
か
ら
結
果
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

１　

二
個
の
母
観
念
の
他
の
一
つ
は
、
三
状
態
の
法
則
を
指
向
す
る
。【
底
本
で
は
指
示
箇
所
を
欠
く
。】

七
七　
右
の
二
つ
の
母
観
念
の
合
理
的
結
合
は
、
そ
の
一
切
の
部
分
が
一
歩
一
歩
同
一
目
的
の
た
め
に
協
力
す
る
よ

う
な
、
科
学
体
系
の
必
然
的
統
一
を
結
果
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
方
ま
た
、
種
々
の
主
要
素
の
、
現
在
ま
だ
誤

っ
た
接
近
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
悪
変
さ
れ
て
い
る
当
然
の
独
立
を
、
確
保
す
る
。
実
際
、
実
証
的
精
神
は
、
今
ま
で
に

成
就
さ
れ
た
そ
の
予
備
的
発
達
に
於
い
て
は
、低
級
の
諸
研
究（
１
）か

ら
高
級
の
諸
研
究
へ
と
徐
々
に
拡
大
さ
れ
て
行
っ
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
後
者
の
領
域
は
前
者
に
よ
っ
て
圧
倒
的
な
侵
略
を
受
け
、
前
者
の
優
勢
に
対
し
て
後
者
が
自
己
の

当
然
の
独
自
性
の
保
証
を
え
た
の
は
、
神
学
＝
形
而
上
学
的
後
見
が
過
渡
に
延
長
し
た
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
悲
し
む
べ

き
動
揺
は
、
今
だ
に
諸
生
活
体
に
関
す
る
科
学
に
於
い
て
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
っ
て
、
今
日
そ
れ
は
唯
物
論
と
唯
心
論

の
永
い
間
の
諸
論
争
―
―
こ
の
論
争
は
他
の
す
べ
て
の
点
に
於
い
て
は
全
く
無
益
な
も
の
で
あ
る
が
―
―
を
事
実
上
特

徴
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
て
こ
の
論
争
に
於
い
て
は
、
唯
物
論
と
唯
心
論
と
は
、
暫
定
的
に
で
は
あ
る
が
、
ま
た
同
様

に
誤
っ
た
形
式
に
於
い
て
で
は
あ
る
が
、
等
し
く
重
大
な
し
か
し
な
が
ら
今
ま
で
不
幸
に
も
対
立
せ
し
め
ら
れ
て
い
た

二
個
の
欲
求
を
、
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
思
索
の
現
実
性
と
威
厳
と
に
対
す
る
欲
求
を
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
し
て



二
〇
〇

結
論　

天
文
学
の
特
殊
教
育
へ
の
適
用

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
証
的
精
神
は
、
す
で
に
そ
の
体
系
的
成
熟
の
域
に
到
達
し
た
。
し
た
が
っ
て
今
や

実
証
的
精
神
は
、
誤
っ
て
対
立
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
右
の
二
条
件
を
同
時
に
満
足
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
か
る

不
毛
な
抗
争
を
終
止
さ
せ
、
か
く
し
て
唯
物
論
及
び
唯
心
論
な
る
二
極
の
偏
向
を
、
同
時
に
消
滅
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
我
々
の
科
学
体
統
が
我
々
の
進
化
法
則
に
結
び
つ
く
や
い
な
や
、
直
ち
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ
る

事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
各
個
の
科
学
は
、
そ
れ
固
有
の
独
自
性
が
充
分
に
考
慮
さ
れ
る
時
に
到
ら
な
け
れ
ば
、
真

の
実
証
性
に
達
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

１　

こ
こ
に
低
級
及
び
高
級
と
は
、
汎
学
的
序
列
に
於
け
る
科
学
の
順
位
の
上
下
を
指
す
。
す
な
わ
ち
最
低
級
の
研
究
は
数

学
の
研
究
で
あ
り
、
最
高
級
の
研
究
は
社
会
学
の
研
究
で
あ
る
。

結
論　

天
文
学
の
特
殊
教
育
へ
の
適
用

七
八　
最
後
に
我
々
は
、
同
時
に
科
学
的
ま
た
論
理
的
な
る
こ
の
汎
学
的
理
論
を
直
接
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
『
汎
論
』
が
指
し
向
け
ら
れ
て
い
る
特
殊
教
育
の
性
質
と
目
的
と
を
、
厳
密
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実

に
於
い
て
、
前
述
の
諸
説
明
の
結
果
と
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
我
々
が
今
日
実
証
的
諸
研
究
の
聡
明
な
普
及
に
於
い

て
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
、
先
ず
知
的
次
い
で
社
会
的
な
主
た
る
効
果
が
、
体
統
的
法
則
の
教
訓
を
堅

く
遵
守
す
る
こ
と
に
依
存
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
緩
慢
な
集
合
的
修
得（
２
）に

対
し
て
と
等
し
く
、
迅
速
な

個
人
的
学
習
に
対
し
て
今
日
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
、
実
証
的
精
神
が
そ
の
領
域
を
拡
大
す
る
に
応
じ
て
そ
の
支
配



二
〇
一

を
拡
大
し
、
四
個
の
中
間
的
段
階
す
な
わ
ち
天
文
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
を
順
次
に
遍
歴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

発
端
の
数
学
的
状
態
か
ら
最
後
の
社
会
学
的
状
態
へ
と
少
し
ず
つ
上
昇
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
基
本
的
な
漸
進
的
行

程
は
、
い
か
な
る
優
秀
者
と
い
え
ど
も
事
実
上
回
避
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
は
、

償
う
こ
と
の
で
き
な
い
間
隙
を
生
ず
る
。
こ
れ
に
関
す
る
例
は
、
今
日
高
い
知
性
の
人
々
に
於
い
て
も
し
ば
し
ば
見
受

け
ら
れ
る
が
、
時
に
は
、
こ
の
間
隙
の
た
め
に
、
勝
れ
た
哲
学
的
努
力
が
無
効
に
さ
れ
る
こ
と
す
ら
も
あ
る
。
そ
れ
故

に
こ
の
よ
う
な
学
修
過
程
は
、
特
殊
的
研
究
を
必
要
と
し
な
い
普
遍
的
教
育
に
於
い
て
は
、
更
に
一
層
不
可
欠
の
も
の

と
な
っ
て
来
る
。
と
言
う
の
は
、
こ
の
種
の
教
育
の
効
用
は
、
科
学
的
よ
り
も
む
し
ろ
論
理
的
で
あ
っ
て
、
殊
に
真
の

知
的
状
態
の
確
立
を
意
図
す
る
ご
と
き
場
合
に
は
、
一
の
充
分
な
る
合
理
性
を
、
本
質
的
に
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
我
々
の
主
張
す
る
民
衆
教
育
は
、
今
日
主
と
し
て
発
端
の
科
学
的
対（
３
）に

関
係
せ
し
め
ら
れ
、
そ
し
て
こ
の
対
の

科
学
が
適
当
に
通
俗
化
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
教
育
に
於
い
て
は
、
す
べ
て
の
人
間
が
、
他
の

す
べ
て
の
現
実
的
思
索
の
基
礎
た
る
べ
き
諸
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
対
の
科
学
の
一
般
的
実
証
性
に

関
す
る
正
し
い
基
本
的
諸
観
念
を
、
全
部
吸
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
厳
格
に
言
え
ば
、
こ
の

民
衆
教
育
は
、
当
然
先
ず
数
学
的
諸
研
究
か
ら
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
考
え
て
見
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
私
の
意
図
が
ま
だ
民
衆
教
育
の
直
接
且
つ
完
全
な
組
織
化
の
実
現
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の

で
あ
っ
て
、た
だ
こ
の
組
織
化
に
導
く
べ
き
哲
学
的
刺
戟
を
適
当
に
与
え
る
こ
と
に
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
、

か
か
る
運
動
が
特
に
天
文
学
的
諸
研
究
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
容
易
に
認
め
う
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
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天
文
学
の
特
殊
教
育
へ
の
適
用

な
ら
、
天
文
学
的
諸
研
究
は
、
そ
の
性
質
上
、
正
し
い
数
学
的
精
神
の
充
分
な
る
表
明
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
数
学
的
精
神
の
主
た
る
目
標
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
発
端
の
科
学
的
対
を
、
た
だ
天
文
学
だ
け

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
る
と
し
て
も
、
実
際
上
に
は
殆
ど
不
便
が
な
い
。
と
言
う
の
は
、
天
文
学
の
正
し
い
通
俗
化
に
真

に
不
可
欠
な
程
度
の
数
学
的
諸
知
識
は
、
今
日
自
然
的
準
備
か
ら
結
果
さ
れ
る
と
想
像
し
う
る
知
識
に
制
限
し
う
る
ほ

ど
、
す
で
に
充
分
普
及
し
て
お
り
、
で
な
い
と
し
て
も
充
分
容
易
に
獲
得
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

１　
『
通
俗
天
文
学
の
哲
学
的
汎
論
』。

２　
「
集
合
的
修
得
」（initiation collective

）
と
は
、
種
と
し
て
の
人
類
の
修
得
で
あ
る
。

３　
「
発
端
の
科
学
的
対
」（couple scientifique initiale

）
と
は
、
汎
学
的
公
式
の
簡
約
に
於
け
る
三
個
の
科
学
的
対
の
最

初
の
も
の
、
す
な
わ
ち
数
学
＝
天
文
学
的
対
で
あ
る
。

七
九　
実
証
的
教
育
の
最
初
の
組
織
的
宣
伝
に
於
け
る
天
文
学
の
必
然
的
重
要
性
は
、
今
日
ま
で
も
ろ
も
ろ
の
知
的

大
革
命
の
主
動
因
で
あ
っ
た
天
文
学
的
研
究
の
歴
史
的
影
響
に
よ
っ
て
、
証
明
さ
れ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
自
然
法
則

の
恒
常
性
に
関
す
る
基
本
的
感
情
は
、
最
も
単
純
に
し
て
且
つ
最
も
普
遍
的
な
、
そ
の
高
度
の
規
則
正
し
さ
と
偉
大
さ

と
が
我
々
に
唯
一
の
現
実
的
秩
序
を
表
示
す
る
よ
う
な
、
ま
た
一
切
の
人
為
的
変
形
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
い
る
よ
う

な
諸
現
象
に
対
し
て
、
先
ず
助
長
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て
天
文
学
的
諸
観
念
は
、
ま
だ
真
に
科
学
的

な
何
ら
の
特
質
を
も
有
ち
え
な
か
っ
た
時
に
於
い
て
す
ら
、
到
る
処
に
行
わ
れ
た
天
体
崇
拝
の
結
果
と
し
て
、
呪
物
観
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か
ら
多
神
観
へ
の
推
移
を
特
に
決
定
し
た
。
次
に
タ
レ
ス
学
派
及
び
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
学
派
に
於
い
て
な
さ
れ
た
天
文
学
の

最
初
の
数
学
的
素
描
は
、
多
神
観
の
衰
頽
及
び
一
神
観
の
興
起
の
主
た
る
知
的
淵
源
と
な
っ
た
。
最
後
に
、
一
の
新
し

い
哲
学
的
状
態
に
公
然
と
道
を
拓
い
た
と
こ
ろ
の
、近
代
的
実
証
性
の
組
織
的
発
達
は
、本
質
的
に
は
、コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、

ケ
プ
ラ
ー
、
及
び
ガ
リ
レ
イ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
天
文
学
的
大
革
新
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
最

終
の
哲
学
の
直
接
的
到
来
の
支
柱
た
る
べ
き
普
遍
的
な
実
証
的
教
育
が
、
先
ず
天
文
学
的
研
究
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
敢
て
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
個
人
的
教
育
は
、
当
然
集
合
的
進
化
と
一
致
す

べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
疑
い
も
な
く
こ
れ
は
、
天
文
学
が
、
人
間
理
性
の
一
般
的
発
達
に
於
い
て
、
な
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
最
後
の
貢
献
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
人
間
理
性
が
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
於
い
て
真
の
実
証
性
に
達
し
た
暁

に
は
、
こ
の
理
性
は
、
爾
後
永
久
に
正
規
的
支
配
権
を
賦
与
さ
れ
る
最
終
の
科
学
か
ら
直
接
発
出
す
る
と
こ
ろ
の
、
新

し
い
哲
学
的
刺
戟
の
下
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
健
全
な
天
文
学
的
諸
研
究
の
現
在
の
体
系

の
正
し
い
通
俗
的
叙
述
に
対
し
て
最
後
に
期
待
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
、
知
的
に
も
社
会
的
に
も
等
し
く
卓
越
し

た
効
用
で
あ
る
。

（
終
り
）

底
本
の
親
本
：『
実
証
的
精
神
論
』（
岩
波
文
庫
）
岩
波
書
店
第
１
刷1938

年
（1985

年
第
３
刷
を
参
照
す
る
）

底
本
：『
実
証
的
精
神
論
』（
古
典
叢
書
）
信
濃
書
房
発
行
（1948
初
版
）
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